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看護婦さん

杉本雄三･画く元･関西電力病院長＞

扉･スケッチ

人口と開発Ｉ目次
巻
頭
言
／
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

少
子
化
対
策
で
子
育
て
減
税
／
世
界
人
口
㈹

億
人
突
破
予
想
／
昨
年
の
離
婚
過
去
最
高
／

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
委
託
／
ア
ジ
ア
は
パ

ン
ク
す
る
／
人
口
急
増
の
悪
循
環
／
女
性
・

高
齢
者
活
用
を
提
言
／
中
国
女
性
千
万
人
送

ろ
う
か
／
自
立
と
連
帯
目
指
し
て
／
黄
河
断

○
ハ
ー
グ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
し
て

北
谷
勝
秀

○
ハ
ー
グ
・
リ
ポ
ー
ト

小
宮
山
洋
子

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
「
１
１

国
際
ル
ー
ル
は
長
期
的
・
一
貫
性
を
持
っ
た
視
点
で

Ｕ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
１
ｉ
ｉ
ｉ

ｏ
高
齢
化
社
会
は
究
極
の
社
会
②

黒
田
俊
夫

ｌ
基
本
戦
略
と
逆
三
角
形
の
論
理
Ｉ

１
１
１
１
１
１
１
１
口
Ｉ

経
口
避
妊
薬
（
ピ
ル
）
問
題
を
協
議
ｌ
女
性
の
健
康
を
考
え
る
会
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ

ｏ
人
口
問
題
と
教
育
政
策

若
林
敬
子

◇
ト
リ
ッ
ク
ル
・
ア
ッ
プ
の
経
済
発
展

平
松
健
治

・
発
展
途
上
国
の
経
済
開
発
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
吉
田
昭
彦

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
「
１
１
１
１

■
宮
崎
、
人
口
・
食
料
・
環
境
セ
ミ
ミ
ナ
ー

■
来
る
べ
き
少
子
化
粁
辻
云
に
備
え
日
本
経
済
調
査
会
、
女
性
・
高
齢
者
活
用
を
提
言

■
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
国
会
議
員
団
が
来
日

■
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
議
員
視
察
団
を
派
遣

■
ミ
ピ
§
ミ
ミ
人
口
・
開
発
調
査
団
に
参
加
し
て

山
中
樺
子

吐
汀
’
３
｜
｜
’

に
ゅ
’
す
ふ
ぉ
－
ら
む
■
Ｉ

ｌ
‐

○
三
カ
国

流
を
地
下
水
で
回
避
／
人
口
Ⅱ
家
族
計
画
が

カ
ギ
／
社
会
で
子
育
て
支
え
る
仕
組
／
自
己

実
現
社
会
を
目
指
し
て
／
移
民
労
働
者
蔓
け

入
れ
検
討
／
ア
ジ
ア
危
機
、
女
性
を
直
撃
／

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
貢
献
、
日
本
皿
位
／
経
済
平
均
成

長
一
・
三
％
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
他

Ｄ
）
韮

原
洋
之
介
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：
グ
に
一
○
三
カ
国
、
二
一
○
人
が
参
加
Ｉ

カ
イ
ロ
会
議
か
ら
５
年
を
検
証

国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｉ
Ｆ
Ｄ
）
開
く



通
貨
危
機
が
発
生
し
て
ほ
ぼ
二
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア

地
域
の
経
済
は
、
い
ま
だ
に
大
き
く
揺
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規

模
で
の
資
本
主
義
の
浸
透
と
、
そ
れ
に
対

す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
も
と
づ
く
反
発

と
い
う
、
古
く
て
新
し
い
ド
ラ
マ
が
展
開

し
は
じ
め
て
い
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
。
ソ
ロ
ス
は
、
『
グ
ロ
ー
バ

ル
資
本
主
義
の
危
機
』
の
な
か
で
、
「
私

は
、
ア
ジ
ア
危
機
は
、
資
本
主
義
の
最
終

的
勝
利
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
。
多
国
籍

企
業
が
、
華
僑
に
と
っ
て
か
わ
り
、
ア
ジ

ア
型
モ
デ
ル
が
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
モ

デ
ル
に
吸
収
さ
れ
る
と
み
て
い
た
の
だ
」

と
書
い
て
い
る
。
経
済
危
機
か
ら
ぬ
け
出

す
唯
一
の
道
は
、
債
務
の
株
式
転
換
か
、

追
加
的
な
株
式
資
本
の
調
達
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
内
部
で
行
う
こ
と
は

不
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
国
内
だ
け
で

巻
頭
言

ル
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
に
さ
ら
に
緊
密
に

統
合
さ
れ
る
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
が
く

る
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
う
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
ロ ll11Fl11

で
き
る
こ
と
で
も
な
い
。
結
局
、
外
国
人

な
い
し
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
・
資
本
市
場
に

売
り
に
出
す
し
か
な
く
、
ア
ジ
ア
・
モ
デ

ル
が
終
焉
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
が
グ
ロ
ー
バ

リ

ジ
ッ
ク
に
対
し
て
は
、
現
在
東
・
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
で
強
い
反
発
が
出
て
き
て
い

る
。
例
え
ば
、
タ
イ
の
副
首
相
ウ
ィ
ラ
ポ

ン
・
ラ
マ
ン
ク
ン
は
、
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
資

本
不
足
の
企
業
を
倒
産
さ
せ
て
、
外
資
に

売
る
政
策
を
す
す
め
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
資
本
が
、
生
産
設

備
を
極
端
な
安
値
で
買
収
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
う
し
た
企
業
は
、
安
値
攻
勢
が
で

き
る
の
で
、
優
良
企
業
を
圧
迫
し
、
新
た

な
危
機
を
ま
ね
く
」
と
強
く
批
判
し
て
い

る
。
東
・
東
南
ア
ジ
ア
が
外
資
導
入
と
輸

出
主
導
と
で
奇
跡
と
も
呼
ば
れ
た
程
の
高

度
経
済
成
長
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
で
、

我
々
は
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
さ
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
’
九
七
○
年
代
前
半
の
反

日
運
動
の
時
代
以
来
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
に
は
、
や
は
り
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
は
っ
き
り
と
存
在
し
て
い
た
の
だ
。

私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

３



回
隠
霞
圓
フ
ォ
ー
ラ
ム
【
‐
Ｆ
Ｐ
Ｕ
固
くＩ

三
画
か
ら
５

－
Ｃ
Ｐ
Ｄ
（
国
際
人
ロ
開
発
会
議
）
評
価
の
た
め
の

国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）
が
一
九
九
九
年
一
一

月
四
～
五
日
、
オ
ラ
ン
ダ
国
、
ハ
ー
グ
の
オ
ラ
ン
ダ
国

会
リ
ダ
ー
ル
ザ
ー
ル
・
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

ハ
ー
グ
に
お
け
る
会
議
は
、
－
Ｃ
Ｐ
Ｄ
か
ら
五
年
の

節
目
に
た
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
目
標
の
進
捗
状

況
の
検
証
と
、
目
標
達
成
を
行
う
上
で
障
害
と
な
っ
て

い
る
点
を
明
ら
か
に
し
、
行
動
計
画
の
目
標
の
達
成
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の

ハ
ー
グ
に
お
け
る
一
連
の
検
証
作
窒
〈
は
、
政
府
間
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
－
Ｆ
Ｐ
）
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
四
つ
の
会
議
で

行
わ
れ
た
。

国
会
議
員
会
議
は
こ
の
一
連
の
会
議
の
一
つ
で
、
人 く

‘



国際議員フォーラム（ＩＦＰ)開く

ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
、
世
界
の
各
地
域

議
連
に
開
催
を
呼
び
か
け
て
開
催
し
た
。
桜
井
新
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
運
営
委
員
会
議
長
、
会
議
事
務
総
長
を

務
め
、
会
議
に
は
一
○
三
カ
国
か
ら
二
’
○
名
の
国
会

議
員
が
参
加
し
た
。

各
国
国
会
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
の
切
実
な
願

い
を
知
る
立
場
か
ら
自
由
に
熱
心
な
討
議
を
行
い
、
国

会
議
員
と
し
て
、
地
球
と
人
類
の
未
来
の
た
め
に
果
た

す
べ
き
役
割
、
方
針
に
つ
い
て
熱
心
に
討
議
し
た
。

国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
政
府
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
そ

れ
ぞ
れ
に
参
加
資
格
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
特
色
を
生
か
し
た
会
議
と
な
っ
た
。
今
回
の
国
会
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）
で
は
、
国
会
議
員
の
立
場

か
ら
果
た
し
う
る
こ
と
、
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
つ
い
て
「
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ハ
ー
グ
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
役
割
が
強
調
さ
れ
た
。

国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
－
Ｆ
Ｐ
）
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
各
会
議
は
政
府
間
会
議

で
あ
る
ハ
ー
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
月
八
日
か
ら
＋
｜
｜
｜

且
に
先
駆
け
て
開
催
さ
れ
、
ハ
ー
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
各

代
表
が
発
表
し
た
。
議
員
会
議
の
結
果
は
、
政
府
間
会

議
の
場
で
、
桜
井
新
・
会
議
事
務
総
長
が
発
表
し
た
。

５



挨拶

開
会
に
先
立
ち
、
桜
井
新
・
運
営
委
員
会

議
長
が
会
議
招
聰
者
と
し
て
挨
拶
を
行
い
、

一
九
九
九
年
と
い
う
世
紀
末
の
社
会
に
あ
っ

て
、
国
会
議
員
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い

て
述
べ
た
。
喫
緊
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る

地
球
規
模
的
な
問
題
の
中
で
も
、
人
口
問
題

が
重
要
で
あ
り
、
様
々
な
問
題
の
根
本
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
。
カ
イ
ロ
の
国
際
人

口
開
発
会
議
行
動
計
画
の
画
期
的
な
意
義
に

つ
い
て
触
れ
、
さ
ら
に
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ

ブ
地
域
に
常
設
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国

会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅱ

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
が
誕
生
す
る
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
、
地
域
単
位
で
活
動
し
て
い
た
国

「
Ｉ
へ
「 一
■
■
人

会
議
員
活
動
が
相
互
に
連
携
を
持
ち
、
地
球

規
模
に
ま
で
そ
の
活
動
範
囲
を
広
げ
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
国
会
議
員
と
し
て
マ
ク
ロ
（
巨
視

的
な
）
視
点
か
ら
、
地
球
と
人
類
の
未
来
の

問
題
を
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

全
て
の
人
類
が
身
に
つ
け
て
い
た
大
地
と
共

続
い
て
、
Ｊ
・
ヴ
ァ
ン
・
一
三
ウ
・
フ
ァ

ン
フ
ォ
ー
ヴ
ェ
ン
国
会
議
長
が
開
会
挨
拶
を

行
っ
た
が
、
ホ
ス
ト
国
オ
ラ
ン
ダ
代
表
と
し

関
連
立
法
と
予
算
配
分
を

９
－
宝
一
裏

】
全
宅

に
生
き
る
知
恵
を
と
り
も
ど
さ
な
け
れ
ば
な
β

ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
た
。

こ
の
観
点
か
ら
、
人
口
問
題
を
考
え
る
場

合
、
人
口
を
支
え
る
食
料
問
題
、
淡
水
資
源

問
題
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
強
い
影
響
を
与
え
る
国
際

ル
ー
ル
を
環
境
、
人
口
の
持
つ
長
期
的
な
視

点
か
ら
見
た
場
合
に
、
整
合
性
の
あ
る
も
の

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
た
。

望
を
持
っ
て
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
政
治

家
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、
こ
の

会
議
を
カ
イ
ロ
会
議
の
検
証
に
終
わ
ら
せ
る

の
で
は
な
く
、
人
類
が
共
存
共
栄
で
き
る
道

を
示
す
、
灯
火
を
と
も
す
会
議
に
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
た
。

て
運
営
委
員
会
に
参
加
し
た
ヤ
ン
・
ホ
ヶ
マ

議
員
は
、
同
議
長
が
オ
ラ
ン
ダ
で
最
初
の
女

性
国
会
議
長
で
あ
る
こ
と
、
国
連
機
関
な
ど

最
後
に
、
「
子
供
た
ち
に
こ
の
地
球
を
希



国際議員フォーラム（ＩＦＰ)開く

基調講演

一
九
九
四
年
以
降
、
国
会
議
員
活
動
が
活

発
化
し
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域
に
も
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
歓
迎

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
以
降
様
々
な
側
面
で
、
人
口

・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
立
法

が
成
立
し
、
大
き
な
進
歩
が
成
し
遂
げ
ら
れ

国
会
議
長
は
、
世
界
各
国
か
ら
の
参
加
を

歓
迎
し
、
高
い
人
口
増
加
率
が
持
続
可
能
な

開
発
、
経
済
成
長
、
貧
困
緩
和
、
女
性
の
地

位
の
向
上
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
強

で
も
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
て
き
た
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
た
。

こ
の
あ
と
、

①
各
国
は
各
国
の
実
状
に
合
わ
せ
て
様
々

な
決
定
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、
若
い
人

の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
し

た
こ
と
を
評
価
し
た
。

調
し
、
そ
れ
を
改
善
す
る
最
善
の
方
法
は
、

”
人
口
増
加
を
緩
和
す
る
こ
と
で
あ
る
“
と
強

調
し
た
。
ま
た
、
同
議
長
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
が
、

女
性
の
役
割
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
し

て
、
そ
の
役
割
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
こ
と

を
指
摘
、
国
会
議
員
会
議
の
役
割
と
し
て
、

人
口
政
策
と
関
連
立
法
の
策
定
、
人
口
問
題

と
述
べ
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

③

②
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
調
査
で
、
女
性

や
子
供
が
経
済
危
機
の
影
響
を
、
特
に
ひ

ど
く
受
け
て
い
る
。

へ
の
国
家
予
算
の
配
分
、
そ
し
て
女
性
に
よ

り
良
い
可
能
性
を
与
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
国

会
議
員
会
議
が
圧
力
団
体
と
し
て
、
ま
た
オ

ピ
ー
ー
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
国
民
・
大

衆
の
人
口
・
開
発
問
題
に
対
す
る
意
見
の
醸

成
を
手
助
け
す
る
こ
と
、
等
が
あ
る
と
述
べ

た
。

国
会
議
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
資
源
動
員
の

目
標
を
達
成
す
る
よ
う
、
国
会
議
員
に
坪

ｒ

び
か
け
て
ほ
し
い

て
何
も
し
な
い
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

７



●
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長

ヤ
ン
・
ホ
ケ
マ
議
長

●
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン

プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
）

テ
レ
サ
・
ニ
ャ
ル
コ
・
フ
ォ
イ
ー

（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）

ウ
ー
ラ
・
サ
ン
デ
バ
ー
グ

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
）

リ
ア
ン
・
マ
ウ
レ
イ
・
パ
ス
キ
ア

国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
七
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
主
題
に
し
た
が
っ
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
協
議
の
中
で
、

注
目
す
べ
き
報
告
の
要
旨
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
報
告

地
域
議
連
報
告

①
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
議
連
で
あ
る
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ソ
ッ

プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総

長
が
そ
の
歴
史
と
活
動
に
つ
い
て
総
括
的

な
発
表
を
行
っ
た
。

各
地
域
の
現
状
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
地
域

議
連
を
代
表
し
て
発
表
が
行
わ
れ
た
。

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
議
会
グ
ル
ー
プ
）

マ
ル
タ
・
サ
プ
リ
シ
ー（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｇ
議
長
）

松
村
昭
夫

（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
）

ア
ラ
ジ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・
サ
リ
フ

（
Ｐ
Ｇ
Ａ
）

②
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
８

伽
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
特
に
サ
ハ
ラ
以

南
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
高
い
出
生
率
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
含
む
性
行
為
感
染

症
が
急
増
し
て
お
り
、
特
に
注
意
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
そ
の
現
状
を
報

告
し
た
。

③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
の
代
表
と
し
て
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
ウ
ー
ラ
・
サ
ン
デ
パ
ー
グ
議

員
が
発
表
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
以
降
、
Ｅ

Ｕ
と
し
て
八
億
八
○
○
○
万
ド
ル
の
拠
出

を
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

分
野
に
対
し
実
施
し
て
い
る
と
報
告
し
た
。

④
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
て
い
な
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
の
人
口
委
員
会
グ
ル
ー
プ
の

代
表
と
し
て
、
ス
イ
ス
の
リ
ァ
ン
・
マ
ゥ

レ
イ
・
パ
ス
キ
ア
議
員
が
発
表
を
行
い
、

Ｐ
Ｄ
）
を
代
表
し
て
、
ガ
ー
ナ
の
テ
レ
サ

．
一
一
ヤ
ル
コ
・
フ
ォ
イ
ー
議
員
が
発
表
し

た
。
そ
の
中
で
、
カ
イ
ロ
以
降
、
多
く
の

国
で
立
法
化
が
進
み
、
女
性
性
器
切
除

（
Ｆ
Ｍ
Ｇ
）
が
非
合
法
化
さ
れ
た
と
成
果

を
発
表
し
た
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
。
ア
ラ

ブ
地
域
で
、
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
関
連
予
算
の
不
足
が
大
き
な
足



国際議員フォーラム（ｌＦＰ)開く

●
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長

マ
ル
タ
・
サ
プ
リ
シ
ー

（
ブ
ラ
ジ
ル
）

●
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ム
テ
サ
シ
ラ（
ウ
ガ
ン
ダ
）

ズ
リ
ー
・
リ
オ
ス
・
モ
ン
テ

（
グ
ゥ
ア
テ
マ
ラ
）

ビ
ア
・
ホ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン（
ス
イ
ス
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
の
各
国
議
員
グ
ル
ー
プ

の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

⑤
人
口
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会

（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
の
松
村
昭
夫
事
務
局
長

は
、
国
際
平
和
の
た
め
に
宗
教
指
導
者
達

と
の
対
話
が
重
要
で
あ
る
と
発
表
し
た
。

⑥
地
球
規
模
的
活
動
の
た
め
の
国
会
議
員

カ
イ
ロ
以
降
の
家
族
計
画
、
性
行
動
に

関
す
る
健
康
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

へ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
の
現
状ウ
ガ
ン
ダ
の
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ム
テ
サ
シ
ラ

議
員
が
、
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
け
る
人
口
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
性
行
為
感

染
症
予
防
の
進
展
状
況
に
つ
い
て
報
告
し

た
。次
に
、
グ
ゥ
ア
テ
マ
ラ
の
ズ
リ
ー
・
リ
オ

ス
・
モ
ン
テ
議
員
が
、
カ
イ
ロ
以
降
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
メ
キ

シ
コ
ペ
ル
ー
で
進
展
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、
多
く
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
国
々
で
は

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
に
対
す
る
立

連
（
Ｐ
Ｇ
Ａ
）
を
代
表
し
て
、
ガ
ー
ナ
の

ア
ラ
ジ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・
サ
リ
フ
議
員
が

Ｐ
Ｇ
Ａ
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
と
の
協
力
の
下
、
活
発
な
活
動

を
続
け
て
い
る
現
状
を
報
告
し
た
。

法
が
な
い
、
と
そ
の
現
状
を
報
告
し
た
。
ま

た
、
政
府
支
出
の
中
で
九
八
％
が
人
口
以
外

に
向
け
ら
れ
、
女
性
の
教
育
や
雇
用
が
不
足

し
て
い
る
と
批
判
し
た
。

ス
イ
ス
の
ビ
ア
・
ホ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

議
員
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
四
五
カ
国
の
う
ち
Ｅ

Ｕ
に
加
盟
し
て
い
る
の
は
わ
ず
か
一
五
カ
国

に
過
ぎ
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
と
は
い
っ
て

も
非
常
な
格
差
が
存
在
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域

内
に
中
絶
率
が
最
も
高
い
国
と
最
も
低
い
国

が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
中
絶
率

は
四
跣
（
出
生
一
○
○
○
人
中
四
人
）
、
ロ

シ
ア
で
は
六
四
壯
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
出
生

数
と
中
絶
数
が
同
数
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
現
状
を
発
表
し
た
。

ま
た
、
堂
本
暁
子
参
議
院
議
員
も
、
環
境

ホ
ル
モ
ン
が
生
殖
機
能
に
与
え
る
影
響
に

も
っ
と
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
守
る
た
め
に

も
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
を
も
っ
と
持
つ

べ
き
で
あ
る
、
と
発
表
を
行
っ
た
。

，



フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
キ
ノ
・
オ
レ
タ
議
員

が
、
行
動
計
画
を
完
全
に
履
行
す
る
上
で
の

障
害
に
つ
い
て
述
べ
た
。
様
々
な
国
で
多
く

の
進
展
が
な
さ
れ
た
が
、
妊
産
婦
死
亡
率
な

ど
、
限
ら
れ
た
、
そ
し
て
決
ま
り
き
っ
た

デ
ー
タ
し
か
利
用
で
き
な
い
。
ま
た
は
中

絶
、
性
行
動
、
女
性
の
権
利
な
ど
、
国
に

よ
っ
て
は
論
争
の
的
に
な
る
統
計
は
各
国
の

そ
れ
ぞ
れ
の
国
情
に
配
慮
し
て
、
そ
の
デ
ー

タ
が
収
集
さ
れ
な
い
し
、
利
用
で
き
な
い
現

●
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長

Ｐ
。
Ｊ
・
ク
リ
エ
ン

（
イ
ン
ド
）

●
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン

ア
キ
ノ
・
オ
レ
タ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

シ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
ッ
キ
ニ
ー

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
フ
ォ
ー
ル

（
セ
ネ
ガ
ル
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
ロ
に
関
す
る
政
策
は

カ
イ
ロ
以
降
変
化
し
た
か
？

状
が
あ
り
、
そ
れ
が
行
動
計
画
を
完
全
に
履

行
す
る
上
で
の
障
害
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
、
政
府
が

Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
信
頼
し
て
い
な
い
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
自

身
も
経
験
不
足
で
あ
っ
た
り
能
力
不
足
で
あ

る
こ
と
が
多
く
、
行
動
計
画
を
履
行
す
る
上

で
の
環
境
が
十
分
に
整
っ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
、
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
オ
レ
タ
議
員
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

経
験
に
つ
い
て
触
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
以
降
、
人

口
委
員
会
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
が
再
活
性
化

し
、
ま
た
、
女
性
の
権
利
と
福
祉
を
改
善
す

る
た
め
の
立
法
化
を
進
め
て
い
る
。
経
済
危

機
の
影
響
は
、
貧
困
を
増
加
し
女
性
の
地
位

向
上
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
特
に
、

売
春
、
人
工
妊
娠
中
絶
、
女
児
の
教
育
機
会

の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
述
べ
た
。

次
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
シ
ン
テ
ィ
ァ
。

マ
ッ
キ
ニ
ー
議
員
（
Ｎ
Ｙ
州
選
出
）
が
、
ァ

フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
平
等
の
機
会

を
獲
得
す
る
た
め
に
直
面
し
た
様
々
な
苦
難

に
つ
い
て
、
そ
し
て
こ
の
苦
難
の
一
九
八
○

年
代
を
過
ぎ
、
一
九
九
○
年
代
に
入
る
と
ア

メ
リ
カ
女
性
が
み
ず
か
ら
の
権
利
回
復
の
た

め
に
立
ち
上
が
り
、
そ
の
一
連
の
流
れ
の
中

で
、
他
の
数
多
く
の
女
性
議
員
と
共
に
一
九
九

二
年
の
選
挙
で
当
選
し
た
。
ま
た
こ
の
女
性
の

権
利
回
復
の
活
動
は
、
一
九
九
四
年
に
開
か
れ

た
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
準
備
過
程
と
も
重
な
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
国
際
合
意
の
形
成
へ
の
潮
流
と

軌
を
同
じ
く
し
て
い
た
、
と
述
べ
た
。

続
い
て
セ
ネ
ガ
ル
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・

フ
ォ
ー
ル
議
員
が
、
今
世
紀
も
終
わ
り
に
近

づ
い
て
、
人
権
尊
重
が
や
っ
と
一
般
的
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
セ
ネ
ガ
ル

で
も
関
連
法
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｆ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｍ
の
協
力
の
下
で
次
々
と

成
立
し
た
。
こ
れ
ら
の
立
法
の
中
に
は
”
未

亡
人
の
権
利
“
、
”
女
性
へ
の
暴
力
と
レ
イ

プ
“
、
”
女
児
へ
の
教
育
“
、
”
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
お
よ
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
を
含
む
性
行
為
感
染
症
対
策
関
連
法
“
が

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｆ
Ｇ
Ｍ
（
女
性
性
器

切
除
）
を
禁
止
す
る
立
法
も
成
立
し
た
こ
と

１０



国際議員フォーラム（ｌＦＰ)開く

●
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長

ウ
ー
ラ
・
サ
ン
デ
バ
ー
グ（
デ
ン
マ
ー
ク
）

●
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ク
ー
ル

（
カ
ナ
ダ
）

を
報
告
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
こ
の
よ
う
な

国
際
会
議
が
公
正
、
平
等
、
そ
し
て
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
を
嘘
叢
す
る
政
策
を
と

れ
る
よ
う
、
国
際
的
に
働
き
か
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
述
べ
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
各
国
の
予
算
が
男
女
の

公
正
、
平
等
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜

を
促
進
す
る
有
力
な
武
器
で
あ
る
と
の
指
摘

が
出
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
目
標
の
中
で

セ ツション

ー４－

思
春
期
、

青
年
と
高
齢
者
Z曰目

セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長
の
ウ
ー
ラ
・
サ
ン
デ

バ
ー
ク
議
員
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
は
、

思
春
期
と
青
年
期
の
問
題
を
十
分
に
考
慮
に

入
れ
る
よ
う
に
、
各
国
政
府
に
呼
び
か
け
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
生
命
に
直

接
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
の
問
題
は
、
カ
イ

ロ
か
ら
五
年
た
っ
た
今
日
で
も
、
そ
の
進
展

は
十
分
で
は
な
く
、
依
然
、
早
急
に
取
り
組

(２月５日）

”
女
性
が
政
府
や
民
間
機
関
で
高
い
地
位
に

就
く
べ
き
だ
”
と
し
た
目
標
が
、
あ
ま
り
実

行
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
も
出
た
。
ま

た
、
女
性
が
経
済
的
に
も
つ
と
自
立
で
き
る

よ
う
に
な
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
出
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
、
国
会
議
員
は
立

法
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
履
行
を
注

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
フ
ォ
ー
ル
議

員
が
述
べ
た
。

フ
ァ
ー
ー
ー
。
ポ
リ
ャ
ー
ロ
ロ
（
チ
リ
）

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ハ
ル
バ
ッ
ク

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
ま
ま
で
あ

る
、
と
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

カ
ナ
ダ
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
ク
ー
ル
議
員
は
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
が
広
く

普
及
し
た
後
に
残
さ
れ
る
最
大
の
問
題
は
、

思
春
期
の
子
供
た
ち
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
に
対
し
情
報
提
供
と
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
述
べ
た
。
ま
た
安
全

で
確
実
な
教
育
の
場
を
女
児
に
与
え
る
こ
と

の
重
要
性
を
説
き
、
貧
困
や
ホ
ー
ム
レ
ス
の

若
者
た
ち
が
売
春
な
ど
商
業
的
性
労
働
者
と

し
て
働
い
て
い
る
こ
と
を
、
決
し
て
見
逃
し

て
は
な
ら
な
い
、
と
述
べ
た
。
タ
イ
で
は
、

人
口
の
五
％
に
あ
た
る
二
八
○
万
人
も
の
人

口
が
、
商
業
的
性
労
働
者
と
し
て
従
事
し
て

お
り
、
そ
の
中
の
八
○
万
人
が
十
六
歳
以
下

の
子
供
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
最

後
に
、
国
会
議
員
の
役
割
と
し
て
、
思
春
期

の
子
供
た
ち
が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
の
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
立
法
と
予
算
措
置
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

チ
リ
の
フ
ァ
ー
ー
ー
・
ポ
リ
ャ
ー
ロ
ロ
議
員

は
、
思
春
期
の
子
供
た
ち
固
有
の
ニ
ー
ズ
を

理
解
し
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
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関
連
し
て
、
弱
い
立
場
に
い
る
思
春
期
の
子

供
の
基
本
的
人
権
の
一
部
と
し
て
の
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
を
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
情
報
を
得
ら

れ
な
い
結
果
と
し
て
の
妊
娠
、
中
絶
、
性
行
為

感
染
症
へ
の
罹
患
問
題
に
触
れ
、
チ
リ
で
は
、
思

春
期
の
子
供
た
ち
の
間
で
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
子
供
を
持
っ
た
も
の
だ
け
で
あ
る
と

い
う
事
実
を
報
告
し
、
思
春
期
、
お
よ
び
青
年
期

の
人
口
に
対
す
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
を
訴
え
か
け
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ハ
ル

バ
ッ
ク
議
員
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
急

速
な
高
齢
化
に
つ
い
て
報
告
し
、
特
に
平
均

●
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長

ジ
ー
ン
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン

（
カ
ナ
ダ
）

セッション

－５－

！
！

食
料
安
全
保
障
、

人
ロ
と
持
続
可

能
な
開
発

寿
命
の
伸
び
に
伴
い
、
七
十
五
歳
以
上
人
口

の
伸
び
が
急
激
で
あ
る
と
報
告
し
た
。
ま

た
、
若
者
ほ
ど
注
目
さ
れ
な
い
高
齢
者
の
現

状
を
報
告
し
、
高
齢
者
に
対
す
る
適
切
な
支

援
の
重
要
性
と
、
高
齢
化
を
厄
介
な
も
の
と

し
て
だ
け
見
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
可
能

性
ｌ
例
え
ば
；
機
会
“
ｌ
と
捉
え
る

べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

ま
た
、
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
小
宮
山

洋
子
参
議
院
議
員
が
、
男
性
の
性
的
機
能
不

全
治
療
薬
で
あ
る
バ
イ
ア
グ
ラ
は
、
わ
ず
か

六
カ
月
で
承
認
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ピ
ル
は
申
請
が
出
さ
れ
て
か
ら
十
年
以
上

た
っ
て
も
承
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
発
表

を
行
い
、
注
目
を
集
め
た
。

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

Ｔ
・
マ
リ
ム
ト
ゥ
上
院
議
員
が
、
食
料
安
全

保
障
の
観
点
が
人
口
問
題
解
決
を
果
た
す
た

め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
イ

●
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン

Ｔ
・
マ
リ
ム
ト
ゥ
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
セ
ッ
ジ
モ
ア（
イ
ギ
リ
ス
）

ギ
リ
ス
の
セ
ッ
ジ
モ
ア
議
員
は
、
人
口
と
食

料
安
全
保
障
に
つ
い
て
楽
観
論
か
ら
悲
観
論

ま
で
を
紹
介
し
た
上
で
、
第
十
四
回
人
口
・

開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会

議
（
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
主

催
）
に
お
け
る
辻
井
博
・
京
都
大
学
大
学
院

教
授
の
発
表
論
文
を
援
用
し
、
コ
メ
の
貿
易

が
非
常
に
脆
弱
な
基
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
食
料
安
全
保
障
の
面

か
ら
、
貿
易
以
外
の
食
料
供
給
源
で
あ
る
各

国
の
自
給
体
制
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
、
と
指
摘
し
た
。
ま
た
食
料
と
人
口
問
題

を
考
え
る
上
で
、
女
性
の
役
割
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
述
べ
た
。

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
の
谷
津
義

男
議
員
が
フ
ロ
ア
か
ら
発
表
を
行
っ
た
。
谷

津
議
員
は
、
発
表
の
中
で
現
在
の
国
際
貿
易

ル
ー
ル
の
原
理
と
な
っ
て
い
る
「
比
較
優
位

原
則
」
の
持
つ
問
題
点
を
指
摘
し
、
人
口
が

増
加
す
る
中
で
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
短
期
的
に
見
た
合
理
性
を
追
求

す
る
「
比
較
優
位
原
則
」
に
全
面
的
に
依
存

し
て
し
ま
う
の
は
危
険
で
あ
り
、
二
○
○
○

年
に
も
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
見
直
し

作
業
に
お
い
て
は
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
見
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発表する

谷津義男議員

(右）

た
合
理
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
強
く
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述

べ
た
。

イ
ン
ド
の
Ｐ
・
チ
ダ
ン
バ
ラ
ン
議
員
が
、

東
ア
ジ
ア
か
ら
始
ま
っ
た
通
貨
危
機
が
ア
ジ

ア
各
国
の
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
そ

の
結
果
、
各
国
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
お
よ
び

ラ
イ
ッ
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
な

ど
、
社
会
分
野
へ
の
支
出
が
大
幅
に
減
少
し

た
。
そ
の
結
果
、
貧
困
者
が
増
大
し
、
女
性

や
子
供
と
い
っ
た
社
会
的
弱
者
の
教
育
支
出

な
ど
が
削
減
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
各
国
政
府

は
、
健
全
な
経
済
運
営
を
社
会
政
策
ｌ
最
も

貧
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
基
本
的

●
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長

ホ
ウ
ダ
・
カ
ノ
ウ
ン
（
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）

●
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン

Ｐ
・
チ
ダ
ン
バ
ラ
ン

（
イ
ン
ド
）

Ｍ
・
Ｔ
・
Ｓ
・
チ
ナ
マ
サ（
ジ
ン
バ
ブ
エ
）

セ ツション

ー６－

経
済
危
機
と

人
ロ
問
題

ニ
ー
ズ
を
守
る
手
段
を
十
分
に
考
慮
し
た
上

で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

続
い
て
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
大
蔵
次
官
で
あ
る

Ｍ
・
Ｔ
・
Ｓ
・
チ
ナ
マ
サ
議
員
が
発
表
を
行

い
、
世
界
的
な
経
済
不
況
の
結
果
、
先
進
国

の
輸
入
が
減
り
、
そ
の
こ
と
が
途
上
国
経
済

を
直
撃
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
発
表
し

た
。
ま
た
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
は
世
界
で
最
も
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
罹
患
率
の
高
い
国
の
一
つ

で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
問
題
を
政
治
的
な
課

題
と
家
族
計
画
の
問
題
と
し
て
扱
う
よ
う
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
現
在
で
は
思
春
期
の
人

口
へ
の
教
育
を
通
じ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

の
危
険
性
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
自
国

の
現
状
を
説
明
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
、
経
済
危
機
の
結
果
、
失
業

の
増
加
、
貧
困
の
増
加
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の

予
算
カ
ッ
ト
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
声
が
上

が
り
、
そ
の
影
響
は
貧
困
者
、
女
性
、
子
供

に
最
も
ひ
ど
く
出
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な

さ
れ
た
。
ま
た
、
失
業
者
や
貧
困
者
の
増
大

が
社
会
治
安
の
悪
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
多
く
の
参
加
議
員
か
ら
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
、
世
界
銀
行
な
ど
の

国
際
金
融
機
関
が
、
積
極
的
に
そ
の
融
資
の
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条
件
と
し
て
実
施
し
て
い
る
財
政
支
出
抑
制

と
強
力
な
構
造
調
整
が
、
現
在
な
お
増
え
続

け
て
い
る
最
貴
国
の
負
債
と
あ
い
ま
っ
て
、

そ
の
社
会
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な
伽
と

な
っ
て
い
る
と
の
強
い
訴
え
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
先
進
国
の
貿
易
関

税
、
障
壁
、
規
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
途
上
国
経

済
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
の
声
が
上

が
っ
た
。

●
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長

ム
ス
タ
フ
ァ
・
力

（
セ
ネ
ガ
ル
）

●
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン

ヘ
レ
ン
・
ベ
イ
ム
（
デ
ン
マ
ー
ク
）

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
。
Ｂ
・
マ
ロ
ー
ニ
ー

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ロ
ー

（
フ
ラ
ン
ス
）

セ ツション

ー了一

資
源
動
員
と

動
員
へ
の
努
力

デ
ン
マ
ー
ク
の
ヘ
レ
ン
・
ベ
イ
ム
議
員

が
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
は
毎
曰
｜
人
当
た
り
○

・
七
五
Ｕ
Ｓ
＄
を
開
発
援
助
に
支
出
し
て
い

る
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
際
協
力
の
現
状
を

説
明
し
た
。
し
か
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
努
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
先
進
国
が
そ
の

国
際
公
約
を
履
行
し
な
い
た
め
に
、
世
界
の

援
助
は
そ
の
必
要
額
に
対
し
て
圧
倒
的
な
不

足
を
き
た
し
て
お
り
、
ま
る
で
、
タ
イ
タ

ー
ー
ッ
ク
号
の
沈
没
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て

い
る
と
述
べ
た
。
こ
の
予
算
不
足
の
結
果
、

多
く
の
望
ま
れ
な
い
妊
娠
が
発
生
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
目
標
の
達
成
の
た

め
に
は
、
様
々
な
障
害
が
横
た
わ
っ
て
い
る

が
、
最
も
重
要
な
こ
と
の
一
つ
は
、
”
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が

フ
ェ
ア
に
支
出
す
る
（
勺
色
］
曰
、
曰
冨
旨

司
貰
の
、
ゴ
ロ
円
の
）
”
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
。

現
在
、
援
助
目
標
と
し
て
国
際
合
意
と
な
っ

て
い
る
○
・
七
％
目
標
を
達
成
し
て
い
る
国

は
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
だ
け
で
あ
る
と
指

摘
し
た
。
最
後
に
会
議
参
加
者
に
、
”
デ
ン

マ
ー
ク
に
続
け
”
と
呼
び
か
け
た
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
。
Ｂ

・
マ
ロ
ー
ニ
ー
議
員
は
、
現
在
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
へ
の
拠
出
を
中
止
し

て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
民
主
党
の
ク
リ
ン
ト

ン
大
統
領
は
拠
出
予
算
を
承
認
し
て
い
る

が
、
共
和
党
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
議
会

承
認
が
降
り
な
い
結
果
、
拠
出
が
中
止
さ
れ

て
い
る
と
、
事
情
を
説
明
し
た
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
は
二
国
間
援
助
ベ
ー
ス
で
は
、
人

口
問
題
に
疑
い
な
く
世
界
最
大
の
拠
出
を

行
っ
て
お
り
、
世
界
の
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
全

体
の
七
％
を
提
供
し
、
他
の
国
を
大
き
く
引

き
離
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
口
問
題
は
国

際
機
関
を
通
じ
た
多
国
間
援
助
の
ほ
う
が
適

切
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
へ
の
拠
出
停
止
が
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ド
ミ
ニ

カ
共
和
国
、
ハ
イ
チ
、
メ
キ
シ
コ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ト
ル
コ
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
な
ど
の
国
の

人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
議
会
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
拠
出
を
停
止
し

て
い
る
の
は
、
中
絶
問
題
を
政
治
的
に
利
用

し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
へ
の

拠
出
再
開
の
た
め
に
、
今
後
も
最
大
限
の
努

力
を
し
て
い
く
と
述
べ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ロ
ー
議
員

は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
議
会
が
今
世
紀
の
初
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会議役員
会議議長

副議長

副議長

副議長

副議長

副議長

副議長

ヤン・ホケマ

マルタ・サプリシー

Ｐ・』・クリエン
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ら
人
口
問
題
に
対
し
て
取
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組
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●
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長

ヤ
ン
・
ホ
ケ
マ

（
オ
ラ
ン
ダ
）

●
起
草
委
員
会
委
員
長

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
マ
ッ
カ
ー
フ
ィ
ー

（
イ
ギ
リ
ス
）

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
／
Ｈ
Ｉ
Ｖ
対
策

へ
の
貢
献
や
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
へ
の
拠
出
が
含

ま
れ
て
い
な
い
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
を
表

明
し
た
。
ま
た
、
仏
語
圏
サ
ミ
ッ
ト
の
場

で
、
人
口
問
題
を
最
も
重
要
な
問
題
の
一
つ

と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
と
述
べ
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
、
人
口
問
題
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
規
範
や
倫
理
的
価
値
観
を
促

進
す
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る

と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
形
で
、

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
．
Ｂ
・
マ
ロ
ー
ー
ー
ー
議
員
が

ノヘ

ｌ
グ
宣
一
一
一
一
口
の
採
択

ハ
ー
グ
宣
言
は
、
初
日
か
ら
起
草
委
員
の

手
に
よ
っ
て
連
日
深
夜
に
及
ぶ
討
議
が
行
わ

れ
、
最
終
案
が
用
意
さ
れ
た
。
こ
の
起
草
委

員
会
に
は
、
日
本
か
ら
も
谷
津
義
男
衆
議
院

議
員
、
堂
本
暁
子
参
議
院
議
員
が
、
連
日
参

加
し
、
日
本
の
意
見
を
ハ
ー
グ
宣
言
に
反
映

さ
せ
る
べ
く
努
力
を
行
っ
た
。

こ
の
ハ
ー
グ
宣
言
最
終
案
は
、
起
草
委
員

国
際
的
な
家
族
計
画
へ
の
取
り
組
み
は
、
子

供
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
や
そ
の
生
活
を
守

る
も
の
で
あ
り
、
母
親
の
健
康
を
守
る
も
の

で
あ
る
と
、
家
族
計
画
の
意
義
を
改
め
て
述

べ
た
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ロ
ー
議
員
は
、

自
分
は
医
者
で
あ
り
経
済
学
者
で
は
な
い
と

断
っ
て
か
ら
、
世
界
の
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
満
た
さ

れ
て
い
な
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
共

に
働
き
ま
し
ょ
う
と
参
加
者
に
呼
び
か
け

た
。

1５



私
達
、
一
○
三
カ
国
二
一
○
名
の
国
会
議

員
は
、
ハ
ー
グ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
夜
一

九
九
九
年
二
月
二
～
四
日
ハ
ー
グ
に
集
い
、

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
評
価
の
た
め
の
国
会
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
実
施
状
況
の
検
討
を
行

い
、
以
下
の
宣
言
を
行
う
。

Ｉ
序
文

会
委
員
長
を
務
め
た
イ
ギ
リ
ス
の
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
ン
・
マ
ッ
カ
ー
フ
ィ
ー
議
員
の
手
に

オ
ラ
ン
ダ
の
イ
ヴ
リ
ー
ン
・
ヘ
ル
フ
ケ
ン

開
発
協
力
大
臣
は
、
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
貢
献
に
つ
い
て
述
べ
た
。

ま
た
、
人
口
問
題
へ
の
拠
出
は
主
に
五
カ
国

Ｉ
Ｆ
Ｐ

ｌ
イ
ヴ

ｌ
私
達
は
、
‐
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
ｌ

そ
の
「
原
則
」
、
行
動
計
画
と
食
料
安
全

保
障
、
環
境
と
経
済
問
題
の
関
連
性
、
行

動
計
画
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

お
よ
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
の

関
連
性
を
再
確
認
す
る
。
私
達
は
ま
た
、

国
際
人
ロ
開
発
会
議
の
前
夜
に
採
択
さ
れ

た
国
会
議
員
に
よ
る
「
人
口
と
開
発
に
関

わ
る
カ
イ
ロ
宣
言
」
を
再
確
認
す
る
。
私

よ
っ
て
全
体
会
議
に
提
示
さ
れ
、
若
干
の
追

加
を
行
い
、
全
員
合
意
で
採
択
し
た
。

（
日
本
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル

ウ
ェ
イ
、
ド
イ
ツ
）
で
な
さ
れ
て
お
り
、
非

常
に
偏
っ
た
現
状
に
あ
る
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
女
性
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
力

囚
Ｚ
℃
〃
リ
ョ
ヂ

輩
△
室
瑳

ハ
ー
グ
實
’
’
’
一
■

２
私
達
は
、
各
国
政
府
に
対
し
、
市
民
社

達
は
、
現
在
ま
で
に
な
さ
れ
た
進
展
の
評

価
、
そ
の
進
展
を
阻
む
障
害
が
い
か
な
る

も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
行

動
計
画
の
勧
告
の
実
施
を
効
率
的
か
つ
促

進
す
る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
を
生
み
出

す
、
行
動
計
画
五
年
目
の
評
価
を
行
う

ハ
ー
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
歓
迎
す
る
。

イ
ロ
と
北
京
以
降
、
社
会
・
経
済
、
政
治
的

開
発
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
、
女
性
が
参
加
す
る

こ
と
が
基
本
的
人
権
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と

述
べ
、
加
え
て
、
女
性
国
会
議
員
は
、
世
界

の
国
会
議
員
の
六
人
に
一
人
で
し
か
な
い
現

状
を
指
摘
し
た
。

そ
の
後
、
「
カ
イ
ロ
以
降
、
私
た
ち
は
何

を
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
知
り
ま
し
た
。
今

私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
た
だ
実
行

あ
る
の
み
で
す
」
と
述
べ
、
閉
会
の
挨
拶
と

し
た
。
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国際議員フォーラム（ＩＦＰ)開く（ハーグ宣言）

３
私
達
は
、
国
家
元
首
に
よ
る
会
議
の
議

題
と
し
て
、
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
問
題
を
、
国
際
レ
ベ
ル
会
合
に
お

〉
い
て
も
、
ま
た
地
域
レ
ベ
ル
会
合
に
お
い

て
も
高
レ
ベ
ル
の
問
題
と
し
て
扱
う
よ
う

要
請
す
る
。

５ a）

Ⅱ
優
先
的
に
取
る
べ
き

行
動

４
私
達
は
政
策
の
再
策
定
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ザ
イ
ン
の
見
直
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
と
共
同
活
動
、
資
源
配
分
の
増
加
等
を

通
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
主
要
な

部
分
で
あ
る
程
度
の
進
展
が
な
さ
れ
た

が
、
数
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
認
め
る
。

会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
協
力
し
て
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
勧
告
を
実
施
す
る
よ
う

要
請
す
る
。

リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
と

ラ
イ
ツ

ー
Ｃ
Ｐ
Ｄ
は
（
人
口
問
題
に
取
り
組
む

上
で
）
、
本
質
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

（
発
想
の
転
換
）
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
人
口
問
題
に
取
り
組
む
方
法
は
、
数

値
目
標
に
焦
点
を
あ
て
た
（
従
来
の
）
方

法
か
ら
、
個
人
の
一
生
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
を
通
じ
た
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス

ヶ
ァ
の
質
の
問
題
に
大
き
な
焦
点
を
あ
て

る
、
と
い
う
転
換
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
国
際
社
会
は
、
遅
く
と

も
二
○
’
五
年
ま
で
に
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
適

切
な
年
齢
の
全
て
の
個
人
が
、
家
族
計

画
、
性
行
動
に
関
す
る
健
康
、
情
報
お
よ

び
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
よ
う
に
努
力
す
べ
き
、
と
の
合
意
を

達
成
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
は
思
春
期
に
お
け

る
性
教
育
の
重
要
性
を
認
め
て
い
る
。
行

動
計
画
で
は
ま
た
、
”
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
。
ラ
イ
ッ
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
“

の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

家
族
計
画
や
性
行
動
に
関
す
る
健
康
を
は

じ
め
と
す
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
の
分
野
に
お
け
る
、
政
府
お
よ
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
支
援
す
る
あ
ら
ゆ
る
政

６
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
と
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
の
分
野
で
顕

著
な
進
展
が
な
さ
れ
た
が
、
数
多
く
の
障

害
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ

れ
ら
障
害
と
は
、
回
避
可
能
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
数
多
く
発
生
し
て
い
る
妊
産

婦
死
亡
お
よ
び
疾
病
で
あ
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
ｌ
Ｄ
ｓ
ｌ
特
に
若
い
人
偽
の
問
で

の
ｌ
の
蔓
延
の
兆
候
で
あ
り
、
避
妊

方
法
の
選
択
お
よ
び
家
族
計
画
と
性
行
動

に
関
す
る
健
康
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
の
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
上
で
、
需
要
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
供
給
が
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
特
に
難
民
、
避
難
民
、
移
民
、

若
者
、
単
身
女
性
、
原
住
民
、
障
害
を
抱

え
た
人
々
な
ど
、
不
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
し
か
受
け
ら
れ
な
い
グ
ル
ー
プ
に
お
い

て
、
こ
の
不
足
は
著
し
い
。

策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

権
利
が
責
任
を
持
っ
た
実
行
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
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７
私
達
は
、
家
族
計
画
お
よ
び
性
行
動
に

関
す
る
健
康
を
含
む
既
存
の
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
法
を
検
討
し
、
も

し
新
た
な
立
法
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
立
法

す
る
よ
う
、
全
て
の
国
に
呼
び
か
け
る
。

８
私
達
こ
こ
ハ
ー
グ
に
集
っ
た
国
会
議
員

は
、
家
族
計
画
お
よ
び
性
行
動
に
関
す
る

健
康
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
を
推

進
さ
せ
る
た
め
に
、
自
ら
倍
旧
の
努
力
を

す
る
。
こ
れ
に
関
連
し
、
私
達
は
、
市
民

社
会
、
宗
教
指
導
者
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
、

政
治
的
指
導
者
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
を
含
む

全
て
の
利
害
関
係
者
の
こ
の
活
動
へ
の
参

加
を
拡
大
さ
せ
る
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
お
よ
び
性
行
動
に
関
す
る
健
康

に
お
け
る
男
性
の
役
割
と
責
任
を
強
化
す

る
よ
う
、
特
に
注
意
を
払
う
。
ま
た
、
立

法
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
認
識
の
普
及
、

そ
の
昂
揚
と
拡
大
お
よ
び
資
源
動
員
を
通

じ
、
政
府
が
そ
の
義
務
を
履
行
し
う
る
環

境
を
創
出
し
、
促
進
す
る
。

(b）

９
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
で
は
、
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
そ
れ
自
身
が
（
達
成
す

べ
き
）
目
標
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
人
口

と
開
発
戦
略
に
お
い
て
、
切
り
離
す
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て

い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
で

は
、
男
女
の
平
等
と
公
正
の
達
成
と
女
性

の
政
治
と
意
思
決
定
へ
の
十
分
な
参
加

が
、
持
続
可
能
な
開
発
を
達
成
す
る
上
で

不
可
欠
で
あ
る
（
本
質
的
な
要
件
）
で
あ

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
男
女
の
平
等
と

公
正
、
お
よ
び
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
を
達
成
す
る
に
は
、
女
児
の
権
利
と
そ

の
教
育
の
権
利
が
不
可
欠
で
あ
る
。
多
く

の
国
で
は
、
そ
の
政
策
変
更
お
よ
び
立
法

と
い
う
手
段
を
と
る
こ
と
で
女
性
の
権
利

保
護
お
よ
び
女
性
の
社
会
的
、
政
治
的
、

経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
を
推
進
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
に
も
関
わ
ら
ず
、

い
く
つ
か
の
国
々
で
は
、
政
治
的
な
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な

い
、
重
要
な
地
位
に
女
性
が
ほ
と
ん
ど
就

い
て
い
な
い
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
ま

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
口

Ⅶ
女
児
を
男
児
と
平
等
に
扱
う
こ
と
は
、

女
性
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、

女
児
が
一
般
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
、
女
性
が
十
分
な
読
み
書
き
が
で

き
る
有
効
識
字
で
あ
る
こ
と
は
、
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
学
校
教
育
、
学
校
外
教
育

の
い
ず
れ
も
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

Ⅲ
国
会
議
員
と
し
て
女
性
の
十
分
な
社
会

参
加
ｌ
政
策
決
定
も
含
む
ｌ
を
妨

げ
る
法
的
、
社
会
的
、
文
化
的
障
害
を
取

り
除
く
た
め
に
働
く
。
各
国
の
、
そ
し
て

国
際
社
会
に
お
い
て
優
先
的
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
し
て
の
、
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
卜
、
男
女
の
平
等
と
公
正
の
よ

り
一
層
の
達
成
、
女
性
の
性
器
切
除
（
Ｆ

Ｍ
Ｇ
）
な
ど
の
有
害
な
慣
行
を
含
む
女
性

ま
、
メ
デ
ィ
ア
で
女
性
が
取
り
扱
わ
れ
、

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
を
妨
げ
る
社

会
・
文
化
的
な
態
度
が
蔓
延
し
て
い
る
。
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旧
私
達
は
、
計
画
さ
れ
な
い
妊
娠
、
性
的

烟
私
達
は
、
世
界
の
人
口
学
的
に
重
大
な

変
化
の
目
撃
者
で
あ
る
。
過
去
に
お
け
る

高
い
出
生
率
は
、
十
五
～
二
十
四
歳
人
口

の
人
口
規
模
を
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
規

模
な
も
の
と
し
た
。
同
時
に
、
多
く
の
国

に
お
け
る
出
生
率
の
低
下
は
、
平
均
余
命

の
延
び
を
引
き
起
こ
し
、
六
十
歳
以
上
の

高
齢
人
口
の
大
幅
な
増
加
を
も
た
ら
し

た
。
こ
れ
ら
の
増
加
に
よ
っ
て
、
様
々
な

社
会
や
国
は
、
若
者
お
よ
び
障
害
を
持
つ

人
々
へ
の
教
育
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
そ
し

て
高
齢
者
に
対
す
る
社
会
的
な
、
医
療
の

面
で
の
、
ま
た
資
金
的
な
支
援
に
対
応
で

き
る
か
、
そ
の
能
力
を
試
さ
れ
る
こ
と
に

c）な
る
。

に
対
す
る
暴
力
の
防
止
に
関
す
る
立
法
、

政
策
決
定
、
施
行
お
よ
び
資
源
動
員
に
対

す
る
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
支
援
す
る
。

思
春
期
、
若
者
、
高
齢
者
、
障
害
を

持
つ
人

旧
国
会
議
員
に
、
若
者
と
思
春
期
の
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
必
要

Ｈ
私
達
は
、
国
会
議
員
と
し
て
、
各
国
政

府
並
び
に
そ
の
他
当
事
者
機
関
が
、
思
春

期
、
若
者
、
高
齢
者
、
障
害
を
持
つ
人
々

の
社
会
的
な
健
全
性
の
確
保
に
高
い
優
先

性
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
確
信

す
る
。
こ
の
点
か
ら
、
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ

に
対
す
る
教
育
な
ら
び
に
、
健
康
ケ
ア
に

関
す
る
支
出
を
増
や
す
た
め
に
必
要
と
な

る
改
革
に
、
着
手
す
る
よ
う
各
国
政
府
に

要
請
す
る
。

暴
力
、
安
全
で
な
い
中
絶
、
お
よ
び
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
含
む
性
行
為
感
染
症
を

含
む
思
春
期
の
性
的
お
よ
び
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
。
ヘ
ル
ス
関
連
の
問
題
に
、
優
先

的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
特
に
若
者
や
思
春
期
に
向
け
た
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
、
性
教
育
お
よ
び
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
準
備
も
同
様
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

1６

仙
人
ロ
、
環
境
、
食
料
安
全
保
障

｜
人
口
が
増
加
す
る
中
で
、
人
間
の
基
本

的
ニ
ー
ズ
が
充
足
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、

環
境
の
健
全
性
に
か
か
っ
て
い
る
。
人
口

学
的
な
要
素
は
、
貧
困
や
生
産
資
源
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
欠
如
、
お
よ
び
過
剰
消
費
と

浪
費
的
生
産
パ
タ
ー
ン
、
さ
ら
に
そ
れ
に

加
え
て
、
適
切
な
技
術
の
欠
如
と
結
び
付

く
こ
と
で
、
環
境
悪
化
、
汚
染
、
資
源
枯

渇
の
原
因
と
な
り
、
そ
れ
を
加
速
さ
せ
、

持
続
可
能
な
開
発
を
妨
げ
て
い
る
。

性
を
満
た
す
行
動
を
と
る
よ
う
要
請
す

る
。
こ
の
点
か
ら
、
国
会
議
員
に
立
法
を

行
い
、
関
与
し
て
い
く
意
思
を
表
明
し
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
を
含
む
思
春
期

の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
重
視
し
た
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
予
算
を
つ
け
、
啓
発
活
動
を
拡
大
し
、

情
報
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
支
援
し
、
人

権
運
動
と
の
連
携
を
確
立
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

そ
の
ほ
か
市
民
社
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
促
進
す
る
よ
う
呼
び

か
け
る
。
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Ⅳ
人
口
の
増
加
と
農
業
生
産
性
の
低
下
、

淡
水
資
源
の
枯
渇
と
汚
染
、
土
壌
流
出
と

環
境
悪
化
が
あ
い
ま
っ
て
、
食
料
供
給
へ

の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
食
料
の

確
保
は
、
人
間
の
基
本
的
人
権
で
あ
る
。

各
国
は
適
切
な
雇
用
の
創
出
を
図
る
と
同

時
に
、
自
給
が
可
能
な
と
こ
ろ
で
は
、
自

給
の
確
保
や
、
伝
統
的
食
料
生
産
基
盤
を

生
か
し
た
食
料
供
給
体
制
を
維
持
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
適
切
な
食
料
の
貯

蔵
・
分
配
シ
ス
テ
ム
を
準
備
す
る
こ
と

が
、
同
じ
く
ら
い
重
要
で
あ
る
。

旧
食
料
安
全
保
障
を
達
成
す
る
た
め
に
、

女
性
の
貢
献
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
女
性
に
と
っ
て
適
切
な
技

術
や
適
切
な
資
源
が
欠
け
て
い
る
。
加
え

て
、
し
ば
し
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
た

め
に
食
料
を
十
分
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

旧
私
達
は
、
政
府
と
国
会
議
員
が
世
界
貿

易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
合
意
を
含
む
、
全
て

の
国
際
的
な
協
定
を
吟
味
し
、
そ
の
よ
う

知
効
果
的
な
世
界
的
食
料
制
度
と
し
て
、

世
界
食
料
銀
行
の
設
立
を
検
討
す
る
。
世

界
食
料
銀
行
は
、
国
際
協
力
の
下
に
運
営

さ
れ
、
公
正
か
つ
平
等
な
食
料
入
手
可
能

性
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

幻
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
国
際
社
会
は
、
人
口
と
家

族
計
画
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
関
連
予
算
と
し
て
、
二
○
○
○
年
ま

で
に
一
七
○
億
ド
ル
Ｉ
そ
の
う
ち
、

一
一
三
億
ド
ル
は
、
各
国
の
資
金
、
五
七

億
ド
ル
は
海
外
援
助
で
ｌ
と
い
う
目

㈲
資
源
動
員

な
協
定
が
、
農
業
生
産
と
環
境
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
各
国
で
検
証

す
べ
き
で
あ
る
、
と
呼
び
か
け
る
。
ま

た
、
貿
易
お
よ
び
貿
易
外
障
壁
と
、
そ
の

結
果
と
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象
が
、

途
上
国
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
、
注

意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
際
貿
易

ル
ー
ル
は
、
食
料
安
全
保
障
の
長
期
的
な

視
点
と
一
貫
し
、
充
分
に
整
合
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

翅
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
目
標
と
目
的
を
来
世
紀
の

早
い
段
階
で
達
成
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
ま
と
ま
っ
た
行
動
を
と
る
と
い
う
決

意
が
不
可
欠
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
全
て
の
当
事
者

は
負
担
の
分
担
を
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。

近
い
将
来
、
国
内
お
よ
び
海
外
か
ら
の
支

援
者
を
多
様
化
す
べ
き
で
あ
る
。

銅
行
動
計
画
の
実
行
と
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
人
的
資
源
の
技
能

向
上
を
図
る
た
め
に
、
資
源
の
動
員
が
必

標
を
設
定
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
以
降
、
先
進

国
、
開
発
途
上
国
を
問
わ
ず
各
国
は
、
人

口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
活
動

関
連
活
動
へ
の
支
出
を
増
大
さ
せ
て
き
た

が
、
目
標
の
一
七
○
億
ド
ル
に
は
程
遠
い

現
状
で
あ
る
。
全
体
で
四
○
％
が
不
足

で
、
各
国
の
自
助
努
力
分
が
二
五
～
三
○

％
の
不
足
、
海
外
援
助
分
が
六
○
～
六
五

％
目
標
を
下
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
勧
告
を
効
果
的
に
履
行

す
る
上
で
、
最
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
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邪
各
国
政
府
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
地
方
分
権
化
を
進

め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な

資
源
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。

函
国
会
議
員
は
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
向
け
の
予
算
措
置
を
促
進
す

べ
き
で
あ
る
。

別
私
達
は
、
資
金
援
助
国
政
府
と
そ
の
他

機
関
に
対
し
て
○
・
七
％
目
標
を
達
成
す

る
よ
う
に
政
府
開
発
援
助
を
増
額
し
、
そ

の
中
の
四
・
五
％
か
ら
五
％
を
人
口
と
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分
野
に
振
り

向
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け

る
。

問
部
門
の
協
力
の
創
出
を
生
み
出
す
た
め

の
さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
実
施
の
た
め
の
モ
ニ

タ
ー
と
評
価
を
行
う
た
め
の
、
国
内
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
緊
急
に
必
要
で
あ
る
。

要
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
公
的
部
門
と
民

国
内
情
報

加
私
達
は
、
債
権
国
政
府
に
対
し
、
開
発

湖
私
達
は
、
各
国
政
府
に
対
し
て
、
経
済

危
機
を
防
ぐ
手
段
を
と
り
、
経
済
の
崩
壊

の
影
響
か
ら
、
貧
困
者
を
可
能
な
限
り
守

る
よ
う
、
強
く
要
請
す
る
。

畑
国
内
生
産
の
落
ち
込
み
、
高
い
失
業

率
、
急
速
な
イ
ン
フ
レ
、
消
費
水
準
の
急

速
な
落
ち
込
み
、
対
外
債
務
支
払
履
行
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
含
む
、
近
年

の
経
済
危
機
の
影
響
は
き
わ
め
て
深
刻
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
健
康
お
よ
び
社
会
分

野
が
、
と
り
わ
け
壊
滅
的
な
影
響
を
被
っ

て
い
る
。

Ⅲ
経
済
危
機

幻
私
達
は
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
犠
牲
に
し

て
軍
事
支
出
が
不
均
衡
な
ま
で
に
強
調
さ

れ
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
球
規
模

で
の
支
出
の
早
急
な
再
評
価
を
行
う
よ
う

強
く
求
め
る
。

躯
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
．

釧
私
達
は
一
人
一
人
の
行
動
と
、
｜
致
協

力
し
て
行
う
行
動
の
い
ず
れ
も
が
、
重
要

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
私
達
国

会
議
員
は
、
人
々
と
政
府
を
結
び
付
け
る

存
在
で
あ
る
。

⑨
国
会
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

｜
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
は
、
多
く
の
国

で
、
地
域
で
、
そ
し
て
地
球
規
模
で
し
っ

か
り
と
し
た
根
を
下
ろ
し
始
め
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
、
現
存
す
る
各
国
の
、
地
域

レ
ベ
ル
、
そ
し
て
人
口
と
開
発
に
関
心
を

持
つ
国
会
議
員
組
織
ｌ
例
え
ば
、
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
ア
メ
リ
カ
地
域

人
口
・
開
発
議
員
グ
ル
ー
プ
（
ｌ
Ａ
Ｐ

Ｇ
）
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ

・
ア
ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
）
、
人
口
、
持
続
可
能
な
開
発
と
り

途
上
国
、
最
貧
国
、
天
災
に
見
舞
わ
れ
た

国
々
か
ら
の
債
務
返
済
を
再
検
討
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
。
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鍋
私
達
は
、
全
て
の
国
で
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動

計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
単

に
、
情
報
、
教
訓
、
最
善
の
方
法
に
関
し

て
情
報
交
換
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
立
法

の
促
進
と
支
援
、
支
援
啓
発
活
動
、
お
よ

び
資
源
動
員
を
行
う
た
め
の
人
口
と
開
発

に
関
す
る
国
会
議
員
の
地
球
規
模
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
設
立
す
べ
き
で
あ
る
。

釧
私
達
は
、
こ
の
よ
う
な
地
球
規
模
で
の

国
会
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
、
そ

し
て
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
十
分
な

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
作
業
グ
ル
ー
プ
（
Ｅ
Ｐ

Ｗ
Ｇ
）
、
汎
ア
メ
リ
カ
議
員
同
盟
、
中
央

ア
メ
リ
カ
議
員
同
盟
、
人
口
と
開
発
に
関

す
る
国
会
議
員
世
界
委
員
会
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
）
、
国
際
医
療
議
員
組
織
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ

Ｏ
）
、
地
球
規
模
的
行
動
の
た
め
の
国
会

議
員
達
（
Ｐ
Ｇ
Ａ
）
、
列
国
議
会
同
盟
（
Ｉ

Ｐ
Ｕ
）
の
活
動
と
そ
の
協
力
を
歓
迎
す

る
。

銅
私
達
は
こ
こ
に
、
こ
の
宣
言
に
盛
り
込

ま
れ
た
内
容
を
、
各
国
の
立
法
制
度
や
関

連
会
議
を
通
じ
て
、
私
達
の
個
人
的
な
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
か
ら
、
全
体
的
な
政
治
的

行
動
に
変
え
て
い
く
こ
と
を
誓
約
す
る
。

私
達
は
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
効

果
的
な
実
施
を
行
う
こ
と
で
、
各
国
政
府

が
そ
の
国
民
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
義
務

を
果
た
す
よ
う
呼
び
か
け
る
。

資
源
を
動
員
す
る
た
め
に
働
く
。

」
誓
約

私
達
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
実
施

を
モ
ー
タ
ー
す
る
上
で
、
各
国
国
会
議
員

グ
ル
ー
プ
が
よ
り
活
発
な
役
割
を
果
た
す

よ
う
呼
び
か
け
る
。

オ
ラ
ン
ダ
国
、
ハ
ー
グ

国
会
議
事
堂

リ
ダ
ー
ル
ザ
ー
ル
・
ホ
ー
ル
に
て

一
九
九
九
年
二
月
六
日
採
択
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・
開
発
委
員
会
に
提
出
さ
れ
、
六
月
の
国
連

人
口
特
別
総
会
で
の
事
務
総
長
報
告
の
骨
子

と
な
る
と
い
う
筋
書
き
で
あ
る
。

催
さ
れ
た
一
連
の
人
口
会
議

フ
ォ
ー
ラ
ム
）
に
出
席
し
て
髪

四
年
に
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ

た
一
国
際
人
口
・
開
発
会

議
」
か
ら
五
年
た
ち
、
そ
の

時
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画
が

ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
て
き

た
か
、
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
に
し
て
国
際
社
会
で
取
り

上
げ
て
い
く
の
か
を
検
討
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
ハ
ー
グ
で
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
国
会
議
員
の
会
議
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会
議
、
若
者
の
会

議
、
政
府
間
の
会
議
と
四
つ

の
も
の
が
順
次
、
ま
た
は
、

並
行
し
て
と
り
行
わ
れ
た
。

最
初
の
三
つ
の
会
議
が
、
そ

れ
ぞ
れ
報
告
書
を
政
府
間
会

議
に
提
出
し
、
政
府
間
会
議

の
結
論
は
三
月
の
国
連
人
口

二
月
六
日
か
ら
十
二
日
ま
で
ハ
ー
グ
で
開

催
さ
れ
た
一
連
の
人
口
会
議
（
ハ
ー
グ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
）
に
出
席
し
て
き
た
。
一
九
九

さ
れ
、
ハ
ー
グ
で
は
会
議
用
に
し
っ
か
り
と

ま
と
ま
っ
た
報
告
書
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
会
議
の
一
般
的
な
背
景
と
し

こ
の
ハ
ー
グ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
で
に
は
、

世
界
の
様
々
な
地
域
で
の
検
討
や
専
門
家
会

議
な
ど
が
国
連
人
口
基
金
の
音
頭
取
り
で
催

ＮＧＯ･ユースフォーラム開会式

て
は
、
昨
年
末
に
は
国
連
人
口
部
か
ら
一
九

九
八
年
度
の
人
口
推
計
が
発
表
さ
れ
、
世
界

人
口
増
加
数
予
測
の
予
想
外
の
低
下
、
エ
イ

ズ
の
蔓
延
や
世
界
各
地
で
の
内
戦
に
よ
る
死

亡
数
の
増
加
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
国
連
人
口
基
金
で

は
最
近
の
加
盟
国
に
よ
る
拠
出
金
の
減
少
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ポ

ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
先
進
諸
国
の
拠
出
が

カ
イ
ロ
で
の
合
意
に
遥
か
に
及
ば
な
い
こ
と

か
ら
、
行
動
計
画
実
行
に
関
し
て
危
機
感
を

持
ち
、
先
進
国
の
採
点
表
を
作
成
し
、
先
進

諸
国
に
よ
る
特
別
の
努
力
を
訴
え
て
い
た
。

ハ
ー
グ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
二
月
四
日
か
ら

六
日
ま
で
の
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
幕

し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
若
者
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
同
時

〃

に
六
、
七
日
と
一
一
日
間
続
き
、
八
日
か
ら
十

二
日
ま
で
の
政
府
間
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
と
持

ち
込
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
の

進
展
を
吟
味
し
、
今
後
の
展
開
を
期
そ
う
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
最
初
の
国
会
議
員
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勢
和
子
議
員
・
堂
本
暁
子
議
員
・
小
宮
山
洋

子
議
員
）
が
参
加
し
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
に

は
、
女
性
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
代
表
し

て
、
お
茶
の
水
大
学
の
原
ひ
ろ
子
さ
ん
、

ジ
ョ
イ
セ
フ
の
石
井
澄
江
さ
ん
、
そ
れ
か
ら

２
０
５
０
か
ら
私
が
参
加
し
た
。
若
者

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
者
は
ゼ
ロ
。
日
本
政

府
代
表
団
の
構
成
は
、
団
長
が
池
田
駐
オ
ラ

ン
ダ
大
使
、
副
団
長
が
外
務
省
総
合
外
交
政

策
局
の
赤
坂
審
議
官
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
阿
藤
副
所
長
、
外
務
省
地

球
規
模
問
題
課
の
栗
田
事
務
官
、
そ
れ
か

ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
代
表
し
て
前
述
の
原
さ
ん
と

私
が
参
加
し
た
。

私
は
、
勿
論
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は

参
加
し
な
か
っ
た
の
だ
が
、
国
連
人
口
基
金

の
多
く
の
職
員
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
世
界
の
国
会
議
員
は
非
常
に
活
発
で
建

設
的
な
討
論
を
し
、
そ
の
内
容
も
意
気
込
み

も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
も
の
を
上
ま
わ
っ
た
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
は

日
本
の
桜
井
新
議
員
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の

だ
が
、
桜
井
議
員
に
よ
る
と
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
は
一
○
一
一
一
カ
国
か
ら
二
一
○
人
の
議
員

が
参
加
し
、
地
球
規
模
問
題
の
根
底
に
は
人

口
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
全
力
を
尽
す
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
桜
井
議
員
は
、
引
き
続

い
て
先
進
国
政
府
に
対
し
て
、
途
上
国
援
助

を
速
や
か
に
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
○
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

に
近
づ
け
、
さ
ら
に
、
援
助
額
の
四
パ
ー
セ

ン
ト
を
人
口
関
係
に
振
り
向
け
よ
う
、
と
力

強
く
訴
え
た
。
私
た
ち
は
国
会
議
員
の
決
議

が
、
今
後
世
界
の
政
治
の
場
で
ど
の
よ
う
に

実
行
に
移
さ
れ
て
ゆ
く
の
か
見
守
る
必
要
が

あ
る
。
特
に
、
日
本
か
ら
こ
の
会
議
に
出
席

し
た
国
会
議
員
の
今
後
の
発
言
と
行
動
は
、

日
本
の
国
際
人
口
問
題
解
決
に
向
け
て
の
動

向
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
の
で
、
特
に
注
目

に
値
す
る
。
彼
ら
の
熱
意
と
努
力
が
、
日
本

政
府
の
世
界
人
口
問
題
解
決
に
向
け
た
資
金

協
力
の
増
加
に
つ
な
が
る
し
、
世
界
の
女
性

の
地
位
向
上
に
寄
与
す
る
。
日
本
が
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
カ
イ
ロ
行
動
計
画
の

資
金
需
要
を
速
や
か
に
満
た
す
と
い
う
努
力

で
あ
る
。
自
国
の
経
済
不
振
を
理
由
に
、
人

類
へ
の
先
行
投
資
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
世
界
中
か
ら

約
八
○
○
人
の
代
表
が
つ
め
か
け
、
そ
れ
ぞ

れ
熱
弁
を
ふ
る
い
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

出
版
物
を
配
付
し
て
、
い
か
に
自
分
た
ち
が

カ
イ
ロ
行
動
計
画
実
施
の
努
力
を
し
て
き
た

か
を
訴
え
た
。
あ
ら
か
じ
め
選
ば
れ
て
い
た

報
告
者
に
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
少
な

く
、
ア
ジ
ア
の
声
が
あ
ま
り
反
映
し
て
い
な

い
な
と
い
う
の
が
偽
ら
ざ
る
感
想
で
あ
っ

た
。
こ
の
理
由
は
と
尋
ね
る
と
、
ア
ジ
ア

は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
数
が
多
い
の
で
主
催
者
（
オ

ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
出
席
を
制
限
し
た
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、
な
る
ほ
ど

会
場
の
座
席
の
数
は
八
○
○
と
限
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
空
席
が
目
立
っ
た
の
で
、
結
果

的
に
は
ア
ジ
ア
に
不
公
平
で
あ
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
で
も
、
会
期
が
短
く
、
そ
の
割

に
は
参
加
者
が
多
く
、
発
言
を
求
め
る
人
た

ち
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
｜
人
の
発
言
は

一
分
間
に
限
定
さ
れ
、
日
本
か
ら
は
か
ろ
う

じ
て
原
さ
ん
が
高
齢
化
問
題
に
も
っ
と
注
意

を
喚
起
す
べ
き
だ
と
提
言
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
み
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
の
主

な
活
動
は
ど
う
し
て
も
「
廊
下
ト
ン
ビ
」
に

な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
池
上
清
子

さ
ん
を
含
め
、
日
本
の
出
席
者
は
そ
れ
ぞ
れ

世
界
各
国
の
出
席
者
た
ち
と
の
個
別
打
ち
合

わ
せ
や
交
渉
を
活
発
に
行
っ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

2４



ハーグ･フォーラムに出席して

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト

ン
夫
人
が
演
説
を
行
い
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
他
の
市

民
社
会
団
体
は
カ
イ
ロ
以
来
立
派
な
仕
事
を

し
て
き
た
、
で
も
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
山
積
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
女
性
の
た
め
、
世
界
人
口
問
題
の
た
め
に

自
信
を
持
っ
て
働
い
て
ほ
し
い
と
語
り
か
け

た
。
演
説
を
聞
い
て
い
て
感
じ
た
の
は
、
彼

女
の
演
説
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
う
ま
さ
、
米
国

第
一
夫
人
と
し
て
の
誇
り
、
そ
れ
か
ら
女
性

や
子
供
た
ち
へ
の
思
い
入
れ
で
あ
っ
た
。
さ

す
が
は
う
ま
い
も
の
だ
と
、
大
い
に
感
心
を

し
た
も
の
で
あ
る
。
基
調
講
演
や
一
般
の
講

演
、
発
言
を
聞
い
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
カ
イ
ロ
以
来
、
押
し
も
押
さ
れ
も

し
な
い
人
間
開
発
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た

●北谷勝秀<きたたに．かつひで＞
1931年静岡県生まれ。

〈現職＞２１世紀の人類と地球の将来を考
える会「2050」代表、地球環境
平和財団運営委員、コモン・ア

ジェンダ円卓会議委員

〈学歴＞玉川大学文学部卒、立教大学大
学院博士課程中退。ニューヨー

ク市ニュースクール大学院留
学。

〈職歴＞インドネシア、パキスタンの国

連開発計画代表補、国連本部第
１部長、国連在ミャンマー常駐

代表、国連事務次長補、国連人

ロ基金事務局次長、国連開発計
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く主な著書＞「世界人ロ問題一国際的枠
組みの成果と課題」（共著）世
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と
い
う
こ
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
「
良
い
」
仕
事
を
し
て
い
て
そ
れ
な
り
の

「
自
信
」
を
持
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
活
動

資
金
が
潤
沢
で
は
な
い
の
で
、
様
々
な
制
約

を
抱
え
て
は
い
る
が
、
献
身
的
な
人
た
ち
が

人
口
問
題
解
決
に
日
夜
努
め
て
い
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
宿
題
と
い
え
ば
、

カ
イ
ロ
行
動
計
画
が
何
を
何
時
ま
で
に
す
べ

き
か
と
明
記
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
実
現
の

た
め
将
来
に
目
を
向
け
、
必
要
な
資
金
を
動

員
す
べ
く
、
幅
広
い
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
活
動
資
金
と
い
え
ば
、
こ
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
会
議
と
時
機
を
合
わ
せ
て
、
ビ
ル
・
ゲ

イ
ッ
氏
が
二
十
二
億
ド
ル
を
人
口
と
健
康
の

た
め
に
使
う
と
発
表
、
資
金
不
足
の
憂
鯵
の
た

だ
よ
う
会
議
に
多
く
の
笑
顔
を
も
た
ら
し
た
。

１
ラ
ム
か
ら
は
、

「
自
分
た
ち
は
問
題

ば
か
り
起
こ
す
無
軌

道
な
集
団
で
は
な

い
。
責
任
を
持
っ
て

大
人
た
ち
と
対
話
が

で
き
る
し
、
共
に
行

動
が
と
れ
る
仲
間
と

若
者
た
ち
の
フ
ォ

し
て
の
立
場
が
今
回
与
え
ら
れ
た
の
が
嬉
し

い
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
将
来
と
は
自
分

た
ち
の
こ
と
で
も
あ
る
し
、
も
っ
と
、
人
口

問
題
解
決
の
た
め
の
運
動
に
参
加
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
声
が
大
き
か
っ
た
。
今
ま
で

は
、
若
者
の
セ
ッ
ク
ス
、
行
状
と
い
え
ば
、

タ
ブ
ー
扱
い
が
多
く
、
性
教
育
も
不
十
分
・

純
潔
の
み
が
強
調
さ
れ
る
風
潮
で
あ
っ
た

が
、
ど
う
も
こ
の
会
議
以
降
は
、
若
者
た
ち

が
社
会
の
隅
に
押
し
や
ら
れ
、
臭
い
も
の
に

蓋
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
と

感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
カ
リ
ブ
海
地
域
・
ラ

米
諸
国
か
ら
の
若
者
た
ち
の
活
発
な
発
言
と

意
識
の
高
さ
に
は
感
心
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
は
若
者
た
ち
の
性
行
動
に
対
す

る
社
会
通
念
を
変
え
、
彼
ら
が
責
任
あ
る
社
会

人
と
し
て
対
話
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
り
出
し
て
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ

に
し
て
も
、
日
本
か
ら
誰
も
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。

蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
八
日
か
ら
の
ハ
ー

グ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
一
七
七
カ
国
か
ら
首

脳
や
大
臣
を
交
え
た
政
府
代
表
の
参
加
が
あ

り
、
ガ
ー
ナ
の
ロ
ー
リ
ン
グ
夫
人
と
エ
ル
・

サ
ル
バ
ド
ー
ル
の
ア
ギ
レ
・
デ
・
カ
ル
デ
ロ
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ＮＧＯフォーラム出席の

クリントン夫人

ン
・
ソ
ル
夫
人
、
さ
ら
に
、
米
国
の
ヒ
ラ

リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
等
の
第
一
夫
人
た
ち
の

参
加
が
会
議
を
盛
り
上
げ
た
。
ま
た
、
会
議

以
前
の
期
待
と
異
な
っ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加

と
活
躍
の
場
が
多
く
与
え
ら
れ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

政
府
と
の
対
話
が
や
り
や
す
い
よ
う
に
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
政
府
間
会
議
は
、

カ
イ
ロ
以
後
五
年
間
の
経
過
を
検
討
し
、
新

し
い
問
題
に
関
す
る
交
渉
や
す
で
に
合
意
を

得
て
い
る
根
本
的
な
問
題
を
再
び
蒸
し
返
さ

な
い
と
い
う
大
前
提
で
始
ま
っ
た
。
特
に
議

で
始
ま
っ
た
。
特
に
議

題
と
な
っ
た
の
は
、
①

行
動
計
画
実
施
の
た
め

の
環
境
整
備
、
②
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
公
正
及

び
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
促
進
、
③
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
（
含
家
族
計
画
・
セ

ク
シ
ャ
ル
ヘ
ル
ス
）
及

び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ラ
イ
ッ
の
推
進
、
④

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
強

化
、
⑤
必
要
資
金
の
動

員
と
資
金
の
流
れ
の
追

跡
調
査
、
と
い
う
五
つ
の
項
目
で
あ
っ
た
。

幕
開
け
は
前
述
の
第
一
夫
人
た
ち
、
オ
ラ

ン
ダ
の
開
発
協
力
相
、
同
保
健
相
、
国
連
副

総
長
、
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局

長
た
ち
の
基
調
講
演
と
、
カ
リ
ブ
の
若
者
た

ち
に
よ
る
寸
劇
で
あ
っ
た
。
こ
の
寸
劇
は
途

上
国
の
若
い
人
々
に
、
「
人
口
」
に
関
わ
る

様
々
な
問
題
を
訴
え
、
啓
発
を
旨
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
非
常
に
具
体
的
、
大
胆
な

表
現
で
あ
っ
た
た
め
、
黒
っ
ぽ
い
背
広
を
着

込
ん
で
上
品
に
構
え
て
い
た
政
府
代
表
た
ち

に
少
な
か
ら
ず
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
よ
う
で

あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
関
係
国
連
諸
機
関
の

事
務
局
長
（
世
界
保
健
機
関
、
国
連
人
口
基

金
、
国
連
エ
イ
ズ
合
同
計
画
、
ユ
ニ
セ
フ
及

び
国
連
副
総
長
）
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
。

壇
上
は
、
エ
イ
ズ
合
同
計
画
の
ピ
オ
ッ
ト
博

士
を
除
け
ば
全
員
女
性
で
、
国
連
の
昔
を
知

る
私
に
は
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
聴
衆
の
耳
を
そ
ば
だ
て
さ
せ
た
の
は
、
い

か
に
エ
イ
ズ
の
蔓
延
が
強
烈
で
あ
る
か
、
働

き
盛
り
の
人
や
若
い
女
性
が
次
々
と
倒
れ
、

若
い
女
性
の
場
合
は
年
輩
の
男
性
に
よ
っ
て

感
染
さ
せ
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
、
そ

れ
が
生
ま
れ
て
く
る
子
供
た
ち
に
被
害
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
サ
ハ

ラ
以
南
で
は
寿
命
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
今

ま
で
か
か
っ
て
築
い
て
き
た
努
力
が
、
一
気

に
水
泡
に
帰
す
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る

国
々
が
多
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
エ
イ
ズ

の
蔓
延
は
知
っ
て
は
い
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
で

あ
っ
た
か
と
、
改
め
て
そ
の
猛
威
に
怖
気
を

ふ
る
っ
た
次
第
で
あ
る
。

政
府
間
会
議
は
、
総
会
と
委
員
会
に
分
か

れ
、
総
会
で
は
政
府
代
表
が
一
カ
国
五
分
間

と
い
う
持
ち
時
間
で
演
説
、
委
員
会
で
は
上

記
項
目
別
に
実
質
討
論
が
行
わ
れ
た
。
我
が

国
の
代
表
団
は
い
ち
早
く
演
説
を
行
い
、
委

員
会
で
の
活
発
な
討
議
に
参
加
し
、
建
設
的

な
意
見
を
多
数
述
べ
た
。
関
係
各
国
、
事
務

局
な
ど
の
日
本
に
対
す
る
評
価
は
す
こ
ぶ
る

好
評
で
、
特
に
人
口
基
金
事
務
局
は
日
本
代

表
団
の
積
極
的
な
関
与
に
感
謝
す
る
と
私
に

伝
え
て
き
た
。
総
会
の
一
般
演
説
は
、
概
し

て
自
国
が
い
か
に
カ
イ
ロ
以
後
、
行
動
計
画

実
現
に
向
け
て
努
力
を
し
た
か
、
ま
た
、
ど

う
い
う
成
果
が
あ
っ
た
か
と
い
う
論
調
の
も

の
が
多
く
、
聞
い
て
い
る
方
に
は
苦
痛
で

あ
っ
た
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
カ

イ
ロ
以
後
、
ア
フ
リ
カ
の
数
カ
国
で
女
性
の

2６



ハーグ･フォーラムに出席して

性
器
削
除
の
禁
止
を
制
定
す
る
に
い
た
っ
た

と
い
う
報
告
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
・
開
発

会
議
は
、
人
口
問
題
に
関
す
る
タ
ブ
ー
の
除

去
、
人
口
問
題
に
対
す
る
様
々
な
政
府
の
態

度
に
、
革
命
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
い

う
こ
と
が
い
え
よ
う
。
今
度
の
会
議
で
感
じ

た
の
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
政
府
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
確
立
、
「
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ヘ
ル

ス
」
と
い
う
言
葉
に
ま
つ
わ
る
忌
謹
感
の
消

滅
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ

ッ
の
定
着
、
「
人
口
」
と
は
も
は
や
人
口
数

で
は
な
く
女
性
の
基
本
的
人
権
の
問
題
、
な

ど
と
世
の
中
は
す
っ
か
り
変
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
代
表
団
の
ハ
ー
グ
で
の
活
躍
を
少

し
紹
介
す
る
と
、
先
ず
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
「
海
を
越

え
て
の
お
話
し
」
と
銘
打
っ
て
座
談
会
形
式

に
よ
る
対
話
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
に
は
八
○
を
超
す
団
体
が
参
加

し
、
非
常
に
活
発
な
質
議
応
答
が
あ
り
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
側
は
大
変
な
満
足
感
を
表
明
し
た
。
こ

れ
で
日
本
の
評
価
が
大
い
に
高
ま
っ
た
と

い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
マ
ス
コ
ミ
関
係
に
対
し
て
、
政
府
の

方
針
を
説
明
。
こ
れ
ま
た
、
盛
り
上
が
っ
た

対
話
と
な
っ
た
。
経
済
状
態
が
悪
い
の
に
も

拘
わ
ら
ず
、
努
力
を
続
け
て
い
る
と
い
う
と

こ
ろ
が
大
い
に
か
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
私

の
観
測
で
は
、
外
務
省
総
合
外
交
政
策
局
の

赤
坂
審
議
官
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
上

手
さ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
さ
、
そ
れ
に
、
積

極
的
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
マ
ス
コ
ミ
と
対
話
を
し
よ

う
と
い
う
態
度
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
私
は
出
発
前
に
は
正
直
に
い
っ
て
、

日
本
は
人
口
関
係
へ
の
拠
出
が
増
え
て
い
な

い
こ
と
だ
し
、
バ
イ
ア
グ
ラ
と
低
用
量
ピ
ル

に
関
す
る
認
可
問
題
な
ど
か
ら
、
防
戦
一
方

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
密
か
に
覚
悟
し
て

い
た
か
ら
、
こ
の
国
際
社
会
か
ら
の
日
本
へ

の
感
謝
と
評
価
は
「
嬉
し
い
驚
き
」
で
あ
っ

た
。
今
回
は
こ
れ
ら
の
点
は
問
題
に
な
ら
な

か
っ
た
の
み
で
な
く
、
む
し
ろ
、
日
本
に
対

す
る
賞
賛
に
変
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
赤
坂

審
議
官
の
活
躍
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た

い
。
こ
こ
で
欲
を
い
え
ば
、
出
発
に
先
立
っ

て
も
う
少
し
準
備
と
打
ち
合
わ
せ
が
ほ
し

か
っ
た
と
思
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
代

表
団
全
員
で
日
本
の
評
判
を
高
め
る
機
会
を

持
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
少
し
の
金
額
で
良
い
の
だ
か
ら
、

「
お
土
産
」
と
し
て
国
連
人
口
基
金
に
対
す

る
拠
出
を
増
や
す
と
か
、
ま
た
は
、
特
定
の

人
口
問
題
解
決
の
た
め
の
信
託
基
金
で
も
設

立
す
る
と
い
う
よ
う
な
発
表
を
本
会
議
で
し

た
ら
、
日
本
は
英
雄
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う

と
思
う
。
様
々
な
国
の
発
表
を
聞
き
、
振
舞

い
を
見
て
い
る
と
、
国
際
社
会
で
指
導
的
な

立
場
を
確
立
し
、
国
際
世
論
を
引
っ
張
っ
て

い
く
の
に
は
あ
ま
り
一
お
金
」
は
必
要
で
な

く
、
智
慧
と
積
極
的
な
働
き
か
け
が
不
可
欠

で
あ
る
と
感
ず
る
。
そ
れ
を
今
回
赤
坂
審
議

官
が
証
明
し
た
次
第
で
あ
る
。

国
際
社
会
が
、
経
済
大
国
の
日
本
に
よ
せ

る
期
待
感
は
大
き
い
。
日
本
は
そ
の
期
待
感

に
応
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
後
、
舞
台
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
り
、
三
月
末
の
人
口
・

開
発
委
員
会
、
六
月
末
の
国
連
人
口
特
別
総

会
で
の
討
議
に
注
目
が
集
ま
る
。
ま
だ
、
日

本
が
英
雄
に
な
る
機
会
は
あ
る
。
同
時
に
、

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
国
際
社
会
で
の
活
躍
が
不

可
欠
で
、
そ
の
た
め
の
官
民
協
調
体
制
を
現

在
よ
り
も
つ
と
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

が
政
府
の
行
動
計
画
目
標
達
成
の
大
き
な
助

け
に
な
ろ
う
。
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小宮山洋子ハーグ･リポート
二
月
三
日
か
ら
八
日
ま
で
の
六
日
間
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開
か
れ
た
人
口
会
議
の

準
備
会
議
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
一
九
九

四
年
に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
国

際
人
口
開
発
会
議
か
ら
五
年
目
の
見
直
し
の

た
め
、
六
月
に
国
連
の
特
別
総
会
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
る
予
定
な
の
で
、
そ
の
準

備
の
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

日
本
か
ら
は
、
自
民
党
の
桜
井
新
議
員
、

谷
津
義
男
議
員
、
能
勢
和
子
議
員
、
参
議
院

の
会
の
堂
本
暁
子
議
員
、
そ
し
て
私
の
五
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
五
人
全
員
が
出
席
し
た

の
は
、
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
四
日
か

ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。
世

界
の
一
○
五
カ
国
か
ら
二
五
○
人
の
議
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
私
と
堂
本
議
員
は
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
六
、
七
日
）
に
も
、
二
日

と
も
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

他
、
ハ
ー
グ
で
は
並
行
し
て
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
八
日
か
ら
は
政
府
代
表
に
よ
る
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
そ
れ
以
前
の
三
つ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
の
意
見
も
受
け
る
形
で
開

か
れ
ま
し
た
。

私
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
二
十
六
年
仕
事
を
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
初

め
て
で
し
た
。
国
際
人
口
開
発
会
議
は
エ
ジ

プ
ト
、
女
性
会
議
は
ケ
ニ
ア
と
中
国
と
い
う

よ
う
に
、
国
際
会
議
は
途
上
国
で
開
か
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
た
め
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ

の
ハ
ー
グ
は
、
落
ち
着
い
た
街
並
み
で
、
連

日
会
議
に
出
席
す
る
だ
け
の
滞
在
で
し
た

が
、
向
か
い
の
ホ
テ
ル
か
ら
の
往
復
だ
け
で

も
、
心
地
よ
く
な
る
滞
在
で
し
た
。
店
が
す

べ
て
午
後
五
時
に
は
閉
ま
っ
て
し
ま
い
、

皆
、
自
宅
で
夕
食
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
、

日
本
と
の
違
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
オ
ラ

ン
ダ
議
会
が
開
か
れ
る
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風

の
塔
な
ど
も
あ
る
趣
の
あ
る
建
物
で
開
か
れ

ま
し
た
。
会
議
で
は
、
カ
イ
ロ
で
各
国
が
合

意
し
た
行
動
計
画
の
実
施
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
の
話
し
合
い

が
持
た
れ
ま
し
た
。
カ
イ
ロ
で
の
合
意
は
、

人
口
問
題
の
解
決
と
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
に
は
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
力

を
つ
け
る
こ
と
）
が
大
切
で
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
Ⅱ
何
人
子
ど
も

を
持
つ
か
持
た
な
い
か
を
含
め
、
生
涯
に
わ

た
る
健
康
、
そ
の
権
利
を
守
る
こ
と
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

一
日
目
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
ナ
フ
ィ
ス
・

サ
デ
ィ
ク
事
務
局
長
の
、
「
今
年
、
地
球
の

人
口
は
六
○
億
人
を
超
え
、
人
口
問
題
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
女
性
が
男
性

と
対
等
な
地
位
が
与
え
ら
れ
な
い
限
り
、
人

口
と
開
発
の
問
題
は
解
決
し
な
い
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ

の
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
カ
イ
ロ
の
合
意
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
特
に
、
思
春
期
の
若
者
の

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
と

高
齢
者
へ
の
社
会
的
・
医
学
的
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
だ
」
と
い
う
力
強
い
基
調
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
行
動
計
画
実
行
の
現
状
と
そ
の

制
約
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ッ
の
現
状
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
口
の
政
策

変
化
の
評
価
、
若
者
と
高
齢
者
、
食
料
安
全

保
障
・
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
、
経
済
危

機
と
人
口
、
資
金
の
動
員
と
国
会
議
員
の
役

割
の
七
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
二
日
間
に
わ

た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
と

詔
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も
、
数
人
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
話
の
後
、
会
場

か
ら
の
質
問
や
意
見
を
一
人
二
分
ず
つ
で
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
会
場
か
ら

発
言
者
が
あ
ま
り
に
多
く
、
時
間
内
に
納
め

る
の
に
議
長
が
苦
労
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

会
議
の
中
で
は
、
行
動
計
画
の
実
施
に
向

け
て
努
力
さ
れ
、
成
果
も
上
が
っ
て
は
い
る

が
、
も
っ
と
財
源
が
ふ
り
む
け
ら
れ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
、
特
に
、
各
国
で
性
行
動
が
低

年
齢
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
性
教
育
の

重
要
性
や
、
多
く
の
避
妊
の
選
択
肢
が
用
意

さ
れ
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
こ
と
な
ど
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
参
加
し
た
議
員
は
、
桜
井
新
議

員
が
運
営
委
員
会
議
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

谷
津
議
員
と
堂
本
議
員
は
、
宣
言
の
起
草
委

●小宮山洋子くこみやま･ようこ＞
成践大学

参議院議員（民主党）

参議院労働・社会政策委員
元ＮＨＫ解観委員、アナウンサー

員
会
の
委
員
と
し
て
、
夜
遅
く
ま
で
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
堂
本
議
員
は
環
境
問
題
に
つ
い
て

発
言
さ
れ
、
谷
津
議
員
は
農
業
の
問
題
で
発

言
さ
れ
、
み
な
、
役
割
を
果
た
し
た
と
思
い

ま
す
。

私
は
、
若
者
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
途
上
国

の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
避
妊
の
選
択
肢
を
質
問
す

る
形
で
、
低
用
量
ピ
ル
に
つ
い
て
発
言
し
ま

し
た
。
「
日
本
は
、
国
連
加
盟
国
の
中
で
、

低
用
量
ピ
ル
が
認
可
さ
れ
て
い
な
い
た
っ
た

一
つ
の
国
で
す
。
バ
イ
ア
グ
ラ
は
六
カ
月
で

認
可
さ
れ
た
の
に
、
低
用
量
ピ
ル
は
三
段
階

目
の
治
験
が
終
わ
っ
て
十
年
以
上
た
つ
の
に

認
可
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
を
守
り
、
避
妊
の
選

択
肢
を
広
げ
る
た
め
に
、
す
ぐ
に
認
可
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を

す
る
と
、
そ
れ
ま
で
静
か
だ
っ
た
議
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
や

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
女
性
か
ら
は
、
「
信

じ
ら
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
（
国

際
家
族
計
画
連
盟
）
の
人
か
ら
は
「
日
本
で

低
用
量
ピ
ル
が
認
可
さ
れ
な
い
と
、
日
本
か

ら
の
援
助
に
も
使
え
な
い
。
こ
れ
は
世
界
中

の
問
題
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
会
議
の
新

聞
「
弓
四
国
回
し
困
曰
四
目
三
国
の
一
に
も
、

日
本
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
い
う
見
出

し
で
記
事
が
載
り
ま
し
た
。

ユ
ー
ス
（
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
の
若

者
）
が
、
特
に
最
近
の
国
際
会
議
で
は
重
視

さ
れ
、
若
者
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
か
れ
、
意

思
決
定
の
場
に
参
加
さ
せ
よ
う
と
い
う
傾
向

が
強
い
中
で
、
日
本
に
は
情
報
が
伝
わ
る
の

が
遅
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
人
の
若

者
の
参
加
が
な
か
っ
た
の
は
、
残
念
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
う
し
た
視
点
も
欠
か

せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

確
実
で
副
作
用
の
少
な
い
ピ
ル
の
認
可

を
、
国
会
で
も
質
問
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
菅
代
表
も
、
定
例
の
会
見
で
、

厚
生
大
臣
の
時
に
認
可
を
考
え
て
い
た
こ
と

も
含
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
滞
在
中
、

す
べ
て
会
議
に
時
間
を
使
い
ま
し
た
。
大
使

館
の
人
た
ち
が
、
観
光
も
全
く
し
な
い
の
で

驚
い
て
い
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
と
思
う
の

で
す
が
。
と
て
も
収
穫
の
多
い
会
議
で
し

た
。

”
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終
準
備
会
議
が
、

部
で
三
月
二
十
四

催
さ
れ
た
。
同
会

七
月
一
日
に
開
催

会
の
た
め
の
最
終

的
は
、
国
連
人
口

国
連
事
務
総
長
報

国
の
意
見
調
整
を

、
ア
ジ
ア
を
代
表

山
崎
大
使
が
選
ば

役
員
は
、
六
月
の

の
取
り
纏
め
作
業

て
お
り
、
日
本
が

峰
日
本
の
意
見

へ
組
み
込
ん
で
い

っ
て
い
る
。

・
衆
議
院
議
員
が

人
口
と
開
発
に
関
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際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）
事
務
総
長

と
し
て
、
二
つ
の
会
議
を
代
表
●
し
て
各
国
政

府
代
表
の
意
見
表
明
の
直
後
、
二
十
四
日
午

後
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
最
初
の
声
明
を
発
表
し

た
。桜
井
議
長
は
、
議
員
会
議
の
成
果
が
事
務

総
長
報
告
案
へ
反
映
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

感
謝
、
国
会
議
員
と
し
て
も
カ
イ
ロ
で
採
択

さ
れ
た
国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計
画
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
「
今
後
．
と
も
積
極

的
に
働
い
て
い
く
」
と
そ
の
決
意
を
述
べ

た
。事
務
総
長
報
告
案
に
つ
い
て
、
「
貿
易

ル
ー
ル
を
含
む
様
々
な
国
際
協
定
や
条
約

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
利
害
関
係
か
ら
形

成
さ
れ
、
必
ず
し
も
整
合
性
を
持
っ
た
も
の

と
は
い
え
な
い
。
人
口
問
題
に
携
わ
っ
て
い

る
者
と
し
て
は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
そ
れ
ら
様
々
な
立
場
か
ら

形
成
さ
れ
た
食
料
貿
易
、
環
境
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
国
際
ル
ー
ル
が
、
短
期
的
な
利
害

と
い
う
視
点
で
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

人
口
問
題
の
持
つ
長
期
的
な
視
点
と
一
貫
性

を
持
っ
た
も
の
と
な
る
べ
き
で
あ
る
一
と
国

会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
の
立
場
か
ら
提
言

を
行
い
、
国
連
事
務
総
長
報
告
の
中
に
は
っ

き
り
と
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
要
請
を

行
っ
た
。

ま
た
、
今
回
の
会
議
で
は
、
ロ
ー
マ
教
皇

庁
の
意
を
受
け
た
団
体
が
、
様
々
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
し
て
参
加
し
、
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
開
発

会
議
行
動
計
画
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
要
請

し
、
話
題
を
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
基
本

的
に
今
回
の
特
別
総
会
は
、
新
し
い
行
動
計

画
を
作
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
進
捗

状
況
に
対
す
る
評
価
や
今
後
の
課
題
の
洗
い

出
し
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
こ
の
行
動
計
画

そ
の
も
の
の
見
直
し
は
行
わ
れ
な
い
模
様
で

あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
受
精
後
着
床

ま
で
の
期
間
に
着
床
を
阻
害
す
る
こ
と
で
妊

娠
を
防
ぐ
薬
を
避
妊
方
法
と
し
て
認
め
る
か

ど
う
か
が
、
そ
れ
に
反
対
す
る
ロ
ー
マ
教
皇

庁
の
見
解
と
も
あ
い
ま
っ
て
準
備
会
議
で
の

焦
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

と
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日本大学人ロ研究所名誉所長

黒田俊夫
第
二
次
大
戦
後
の
一
九
五
○
年
頃
に
は
○

～
十
四
歳
の
子
供
人
口
が
全
人
口
に
占
め
る

割
合
は
三
五
％
、
他
方
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
人
口
の
割
合
は
五
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

い
い
か
え
れ
ば
子
供
七
人
に
対
し
、
高
齢
者

は
一
人
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
齢
化
が

急
速
に
進
行
し
、
一
九
九
七
年
に
は
遂
に
六

十
五
歳
以
上
人
口
が
○
～
十
四
歳
の
子
供
人

口
を
上
回
っ
た
。
ど
ち
ら
も
全
人
口
の
一
五

％
水
準
で
あ
る
。
戦
後
の
老
人
一
人
に
対
し

て
子
供
七
人
と
い
う
構
成
か
ら
老
人
一
人
に

第１回の目次第
三
節
高
齢
化
戦
略

、
高
齢
化
の
危
機
指
標

(本誌前号･Nq66冬号１月1999年）

●
第
二
節一
、

｜｜、

一一一、

四
、

・
序
説
人
口
爆
発
の
世
紀
１
人
類
史
の
分
水
嶺
Ⅱ
’
九
五
○
～
二
○
五
○
Ｉ

少
子
化
・
高
齢
化
論
の
転
換
Ｉ
逆
三
角
形
論
理
の
主
張
ｌ

基
本
的
認
識
の
不
足
と
誤
謬

日
本
人
ロ
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の
逆
三
角
形
化

人
口
の
年
齢
構
造
錯
覚

人
ロ
モ
メ
ン
タ
ム
の
法
則

対
し
、
子
供
一
人
と
い
う
異
常
な
構
成
を
示

す
に
至
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
構
成
は
逆
転

傾
向
を
続
け
、
二
○
五
○
年
に
は
老
人
は
、

三
二
・
一
一
一
％
に
ま
で
増
大
す
る
の
に
対
し
、

子
供
人
口
の
割
合
は
減
少
を
続
け
、
二
○
五

○
年
に
は
一
三
％
に
縮
少
す
る
。
老
人
は
子

供
の
二
・
五
倍
に
激
増
す
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
。

お
よ
そ
想
像
を
絶
す
る
社
会
の
出
現
で
あ

る
。
高
齢
人
口
が
子
供
人
口
以
上
に
増
大
す

る
時
機
は
、
高
齢
化
の
後
期
と
し
て
重
大
な

関
心
と
対
策
を
必
要
と
す
る
警
告
の
指
標
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
高
齢
化
対
策
に
お
い
て
留
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意
す
べ
き
は
、
い
わ
ゆ
る
後
期
高
齢
人
口
と

呼
ば
れ
る
七
十
五
歳
以
上
人
口
が
六
十
五
～

七
十
四
歳
の
前
期
高
齢
人
口
を
上
回
る
に
至

る
時
期
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
、
二
○
一
一
二

年
に
後
期
高
齢
人
口
は
一
七
二
七
万
（
全
人

口
の
一
四
・
一
％
）
に
達
し
、
前
期
高
齢
人

口
の
一
六
一
○
万
（
全
人
口
の
一
三
・
一
％
）

を
上
回
る
。
こ
の
こ
と
は
、
高
齢
者
の
介

護
、
生
活
保
障
等
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
高
齢
化
の
第
二
の
危

機
を
示
唆
す
る
指
標
で
あ
る
。

一
一
、
高
齢
化
戦
略

周
知
の
通
り
、
日
本
人
口
の
高
齢
化
は
現

在
す
で
に
先
進
諸
国
の
中
で
も
高
い
水
準
に

達
し
て
お
り
、
か
つ
今
後
高
齢
化
の
速
度
は

早
ま
り
、
二
○
二
○
年
頃
に
は
ほ
ぼ
世
界
一

の
超
高
齢
国
（
二
五
％
）
に
な
る
。
こ
の
人

口
高
齢
化
は
、
元
来
慣
習
的
な
年
齢
区
分
を

基
礎
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
区
分
が
現
状

と
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
討
が
ま
ず

必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
日
本
の
現
状
を
考

慮
し
て
新
し
い
年
齢
区
分
を
取
り
入
れ
、
高

齢
化
の
分
析
を
行
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
本
誌
の
前
号
（
’
九
九
九
年
一
月
、
川
舶

冬
号
、
必
１
町
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
特
に
重
要
な
こ

と
は
、
日
本
人
口
の
高
齢
化
が
前
例
の
な
い

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
い
い
か
え
れ
ば
、
従
来

の
富
士
山
型
が
完
全
に
逆
三
角
形
化
し
て
し

ま
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会

の
組
織
、
経
済
シ
ス
テ
ム
、
家
族
制
度
等
す

べ
て
の
社
会
の
機
能
が
基
本
的
に
変
化
す
る

こ
と
を
意
味
し
、
伝
統
、
慣
習
、
制
度
か
ら

脱
却
し
た
発
想
が
必
要
と
な
る
。
頭
で
っ
か

ち
の
逆
三
角
形
の
人
口
構
造
は
、
今
ま
で
と

は
異
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
と
、
そ
の
た
め
の
意

識
革
命
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
特
に
日
本
の
高
齢
化
に
対
応
し

て
い
く
た
め
の
最
も
基
本
的
な
戦
略
に
つ
い

て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
高
齢
化
の
進
行
に
つ
い

て
、
一
般
的
に
最
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
基
本

問
題
は
、
第
一
労
働
力
人
口
の
減
少
と
労
働

力
人
口
の
高
齢
化
に
よ
る
経
済
衰
退
と
社
会

的
活
力
の
減
退
で
あ
る
。
す
べ
て
の
シ
ス
テ

ム
、
制
度
、
慣
習
が
不
変
だ
と
し
、
そ
の
延

長
線
上
に
人
口
の
少
子
化
、
高
齢
化
の
就
業

化
を
適
用
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
社
会
的
、

経
済
的
不
安
が
生
ず
る
の
は
当
然
と
い
え
よ

う
。
人
口
の
年
齢
構
造
が
、
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
正
三
角
形
か
ら
逆
三
角
形
に
激
変
す

る
こ
と
が
不
可
避
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

に
対
応
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
対
応
の
出
発

点
は
前
号
（
黒
田
論
文
、
高
齢
化
社
会
は
究

極
の
社
会
⑪
、
『
人
口
と
開
発
』
肪
号
、
一

九
九
九
冬
号
、
認
頁
以
降
）
に
お
い
て
述
べ

た
年
齢
区
分
の
修
正
で
あ
る
。
そ
れ
は
子
供

人
口
を
○
～
十
九
歳
、
生
産
年
齢
人
口
を
二

十
～
七
十
四
歳
、
高
齢
人
口
を
七
十
五
歳
以

上
と
す
る
区
分
で
あ
る
。
高
齢
人
口
を
七
十

五
歳
以
上
と
し
た
理
由
は
、
日
本
人
の
平
均

寿
命
が
男
女
平
均
で
八
十
歳
に
達
し
て
い
る

こ
と
、
労
働
力
化
率
が
定
年
後
の
六
十
～
六

十
四
歳
（
男
）
で
約
八
○
％
、
六
十
五
～
六

十
九
歳
（
男
）
で
約
六
○
％
（
一
九
九
五
）

に
達
し
て
お
り
、
七
十
～
七
十
四
歳
で
四
三

％
と
半
分
に
近
く
、
七
十
五
～
七
十
九
歳
で

も
約
三
○
％
（
二
八
・
六
）
に
達
し
て
い
る

こ
と
、
高
齢
者
の
健
康
状
態
も
著
し
く
改
善

さ
れ
て
お
り
、
退
職
後
の
就
労
継
続
者
が
多

い
こ
と
等
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
日
本
人
を

含
め
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の
諸
国
で
、
い
つ
ま

で
も
働
く
こ
と
は
、
西
欧
文
化
と
は
異
な
っ

3２
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量,68､

11霧Illil 、
高
齢
化
の
量
的
戦
略

高
齢
化
社
会
の
持
続
的
発
展
に
と
っ
て
最

大
の
課
題
は
労
働
力
不
足
の
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
労
働
力
の
絶
対
量
に
つ
い
て
は
そ

れ
ほ
ど
心
配
は
い
ら
な
い
。
第
一
は
高
齢
人

口
の
労
働
力
化
率
の
視
点
で
あ
る
。
幸
い
に

し
て
日
本
人
の
高
齢
人
口
の
労
働
力
化
率
は

先
進
諸
国
に
比
較
し
て
著
し
く
高
い
。
た
と

え
ば
、
男
性
に
つ
い
て
み
る
と
六
十
五
歳
以

上
高
齢
人
口
の
労
働
力
化
率
は
四
一
・
九
％

（
’
九
九
五
）
と
高
い
の
に
対
し
て
、
イ
ギ

た
ア
ジ
ア
的
価
値
観
で
も
あ
る
と
い
え
よ

う
。
こ
こ
で
は
高
齢
化
対
策
戦
略
を
量
的
戦

略
と
質
的
戦
略
と
に
区
分
し
て
述
べ
て
み
よ

》
つ
。

l11diiiiiilibi,ｉｉｉ
●黒田俊夫く<ろだ．としお＞

1909年兵庫県生まれ、経済学博士。
観職日本大学人ロ研究所名誓所長、

㈱アジア人ロ･開発協会理事

<学歴＞日本大学商経学部卒、東京商科
大学研究科修了、プリンストン大
学人ロ研究所留学、フランス国立
人ロ研究所留学、中国吉林大学名
誉教授、韓国東亜大学校名議経済
学博士

<職歴＞厚生省人ロ問題研究所長、日本
大学教授、同人ロ研究所長

<主な著書＞「人ロ問題の知識｣(共著）
日本経済新聞社、「日本人の寿命」
日本経済新聞社、「高齢化社会を

生きる」東洋経済新報社、「日本
人口の転換構造」古今書院

リ
ス
七
・
四
％
（
’
九
九
三
）
、
ド
イ
ツ
四
・

七
％
二
九
九
四
）
、
フ
ラ
ン
ス
は
わ
ず
か
に

一
・
九
％
（
’
九
九
四
）
、
比
較
的
高
い
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
で
も
一
六
・
七
％
（
一
九
九

四
）
に
す
ぎ
な
い
。
女
性
の
六
十
五
歳
以
上

の
労
働
力
化
率
も
日
本
の
一
五
・
七
％
二

九
九
五
）
に
対
し
、
高
い
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

で
も
九
・
○
％
（
一
九
九
四
）
、
イ
ギ
リ
ス
三
・

五
％
（
一
九
九
三
）
、
ド
イ
ツ
一
・
七
％
（
’

九
九
四
）
、
フ
ラ
ン
ス
｜
・
二
％
（
一
九
九
四
）

に
す
ぎ
な
い
。

か
つ
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
高
年
齢
の
労

働
力
化
率
が
、
超
高
年
齢
に
お
い
て
も
高
い

こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
の
セ
ン
サ
ス
結

果
に
よ
っ
て
み
る
と
、
男
性
の
一
般
的
定
年

退
職
年
齢
の
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の

人
口
で
は
六
○
％
に
近

く
（
五
八
・
二
％
）
、
六

十
五
～
六
十
九
歳
四
一

・
九
％
、
七
十
～
七
十

四
歳
で
二
七
・
七
％
、

七
十
五
～
七
十
九
歳
一

七
・
○
％
、
八
十
～
八

十
四
歳
九
・
七
％
、
八

十
五
歳
以
上
で
も
四
・

三
％
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
社
会
で
は
家
族

単
位
の
労
働
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
老
人
は
そ

の
経
験
と
能
力
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
用
さ

れ
、
身
体
的
、
精
神
的
障
害
に
お
ち
い
っ
て

も
、
家
族
と
い
う
共
同
体
の
中
で
、
生
活
の

す
べ
て
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
る
。

し
か
し
、
近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
家
族

シ
ス
テ
ム
は
核
家
族
化
し
、
高
齢
に
と
も

な
っ
て
定
年
退
職
制
の
下
に
所
属
組
織
か
ら

解
放
さ
れ
、
公
的
年
金
に
よ
っ
て
基
本
的
な

生
活
水
準
を
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
こ
の
保
障
は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の

で
は
な
い
。
定
年
退
職
後
に
お
い
て
も
就
業

を
希
望
す
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ

る
。
高
齢
者
に
定
年
退
職
の
年
齢
や
定
年
後

に
お
け
る
〃
働
く
“
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の

多
く
の
世
論
調
査
は
”
働
く
こ
と
に
生
き
甲

斐
が
あ
る
“
”
健
康
の
た
め
“
、
あ
る
い
は
”
収

入
の
補
足
の
た
め
〃
と
い
っ
た
積
極
的
な
理

由
が
あ
げ
ら
れ
る
。
働
く
こ
と
に
つ
い
て
の

日
本
人
の
価
値
観
に
は
、
仏
教
、
儒
教
等
の

文
化
的
背
景
が
あ
る
。

労
働
力
人
口
の
絶
対
数
の
減
少
は
、
青
年

層
か
ら
中
年
層
へ
と
移
動
し
、
他
方
高
年
、

老
年
層
に
お
い
て
増
加
傾
向
が
生
じ
る
・
い
鐙



ま
、
か
り
に
、
六
十
五
歳
以
上
の
男
子
の
一

九
九
五
年
の
労
働
力
化
率
、
四
一
・
九
％
が

不
変
と
概
定
し
て
み
る
と
、
二
○
二
五
年
の

男
労
働
力
人
口
は
七
四
○
万
人
と
な
り
、
一

九
九
五
年
の
三
一
四
万
人
よ
り
も
四
○
○
万

人
以
上
増
大
す
る
こ
と
と
な
る
。
も
し
、
労

働
力
率
が
四
五
％
に
上
昇
（
可
能
性
も
予
想

さ
れ
る
）
し
た
と
す
る
と
六
十
五
歳
以
上
の

労
働
力
人
口
は
八
○
○
万
人
に
近
い
。
’
九

九
五
年
よ
り
も
五
○
○
万
人
近
い
増
加
に
あ

た
る
。

第
二
の
労
働
力
人
口
増
加
の
可
能
性
が
大

き
い
の
は
、
女
子
の
労
働
力
人
口
で
あ
る
。

女
子
の
労
働
力
化
率
は
、
近
年
二
十
五
歳
以

上
の
す
べ
て
の
年
齢
層
に
お
い
て
増
大
傾
向

が
持
続
し
て
い
る
。
家
庭
の
主
婦
の
労
働
市

場
へ
の
進
出
も
、
学
歴
の
一
層
の
向
上
や
男

女
平
等
社
会
へ
の
進
展
と
共
に
急
速
に
増
大

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

第
三
の
労
働
力
補
給
源
は
、
平
均
寿
命
の

著
し
い
延
長
に
と
も
な
う
労
働
力
と
し
て
の

延
べ
年
数
の
増
大
で
あ
る
。
｜
般
に
は
理
解

し
に
く
い
点
で
あ
る
が
、
人
間
の
平
均
寿
命

が
六
○
年
で
あ
る
時
代
と
八
○
年
と
な
っ
た

時
代
に
お
け
る
労
働
可
能
年
数
の
違
い
で
あ

る
。
六
○
年
の
人
生
で
一
○
○
人
の
労
働
を

必
要
と
し
た
事
業
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
労
働

力
は
六
○
○
○
人
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
寿

命
が
八
○
年
に
な
っ
た
場
合
、
同
じ
労
働
力

を
必
要
と
す
る
事
業
を
こ
な
す
に
は
七
五
人

で
足
り
る
と
い
う
計
算
に
な
る
。
二
五
％
少

な
い
労
働
力
で
足
り
る
。
単
純
な
計
算
で
は

あ
る
が
、
考
慮
の
余
地
の
あ
る
視
点
で
あ
る
。

第
四
の
労
働
力
補
給
源
は
、
外
国
移
民
で

あ
る
。
若
い
労
働
力
の
減
少
は
、
企
業
の
一

部
の
セ
ク
タ
ー
で
は
重
要
な
必
要
労
働
力
で

あ
り
、
ま
た
社
会
活
動
の
均
衡
あ
る
展
開
に

も
重
要
で
あ
る
。
国
内
労
働
力
で
不
足
す
る

場
合
、
労
働
力
の
過
剰
気
味
の
国
と
の
協
力

に
よ
る
労
働
力
移
民
を
検
討
す
る
こ
と
も
必

要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

②
高
齢
化
の
質
的
戦
略

人
口
の
高
齢
化
は
、
社
会
を
構
成
す
る
人

口
の
年
齢
別
分
布
が
、
子
供
人
口
の
少
な

い
、
高
齢
人
口
の
多
く
な
る
過
程
で
あ
る
。

平
た
く
い
え
ば
、
社
会
的
に
、
経
済
的
に
抵

抗
力
の
弱
い
、
弾
力
性
の
少
な
い
弱
者
の
人

口
集
団
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く

と
も
活
力
の
劣
っ
た
社
会
へ
の
転
換
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
果
た
し
て
そ
う

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
う
だ
と
し
た
場
合
、

活
力
の
あ
る
高
齢
化
社
会
は
ど
う
す
れ
ば
可

能
で
あ
ろ
う
か
。

問
題
の
焦
点
は
、
高
齢
化
の
量
的
側
面
は

不
可
避
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
高
齢
化
社
会

の
活
性
化
は
、
高
齢
化
の
質
の
高
さ
、
向
上

に
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

現
在
な
ら
び
に
将
来
に
お
け
る
高
齢
者
の

著
し
い
特
徴
は
、
高
学
歴
化
、
多
様
な
職

歴
、
社
会
的
経
験
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

高
齢
化
社
会
の
最
も
重
要
な
基
本
戦
略
は
、

こ
の
高
度
化
し
た
高
齢
化
人
口
の
個
性
に
応

じ
た
効
率
的
な
活
動
を
い
か
に
し
て
実
現
す

る
か
に
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
生
産
的
高
齢
化

（
ｂ
『
。
』
冒
冒
の
、
四
口
、
）
を
達
成
す
る
た
め

の
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
は
、
高
度
な
健
康

水
準
の
継
続
ま
た
は
増
進
で
あ
る
。
そ
れ
は

個
人
に
と
っ
て
も
ま
た
高
齢
期
の
老
人
と
っ

て
も
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、
政
府
行
政
に

と
っ
て
も
重
大
な
歳
出
項
目
で
あ
る
。

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
、
東

京
都
が
一
九
九
五
年
に
行
な
っ
た
健
康
調
査

（
表
１
参
照
）
に
よ
る
と
、
男
性
で
は
”
非
常
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表１ 高齢者の健康状態（東京都、1995）

長

BＩ

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５以上

18.1

14.3

9.5

10.0

8.1

57.7

55-2

51.8

45.0

34.7

75`8

69.5

61.3

55.0

42.8

21.2

26.6

32.2

34.1

39.2

２．４

３５

5.8

10.1

17.3

に
良
い
“
が
一
七
・
一
％
、
”
普
通
“
が
五
二
・

六
％
、
〃
や
や
衰
え
が
み
え
る
〃
が
二
五
・
一

％
、
〃
非
常
に
衰
え
た
〃
が
四
・
八
％
と
な
っ
て

い
る
。
”
非
常
に
良
い
“
を
”
普
通
“
に
加
え
る

と
七
○
％
（
六
九
・
七
％
）
に
達
す
る
。
女

男

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５以上

17.1

20.8

17.7

12.4

13.3

1Ｌ７

52.6

58.4

53.2

49.4

44.5

346

７
２
９
８
８
３

■
０
●
■
，
■

９
９
０
１
７
６

６
７
［
０
１
６
５
４

１
８
４
【
Ｉ
２
５

日
●
●
●
凸
■

５
７
５
１
２
８

２
１
２
３
３
３

４．８

２．５

３．６

６．０

９．２

１５１

女

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５以上

11.0

15.3

11.7

７．３

７．８

５．８
２
０
８
６
３
７

句
■
●
●
●
■

３
７
６
３
５
４

５
５
５
５
４
３

64.2

72.3

685

60.9

53.1

40.5

６
８
５
６
４
６

●
□
９
●
中
●

９
４
７
２
５
９

２
２
２
３
３
３

５
４
４
６
７
戸
ｌ

■
●
■
①
●
■

一
○
２
３
５
０
８
１
１

性
の
場
合
は
”
非
常
に
良
い
“
が
一
一
・
○

％
、
”
普
通
“
が
五
三
・
二
％
、
両
者
あ
わ
せ

て
六
四
・
二
％
で
、
男
性
よ
り
か
な
り
低
い

値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
”
や
や
衰

え
が
み
え
る
“
や
”
非
常
に
衰
え
た
“
が
男
性

よ
り
も
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

轍
こ
の
〃
非
常
に
良
い
“
と
”
普
通
“
の

庫
合
計
を
年
齢
別
に
み
る
と
男
性
六
十

辮
五
～
六
十
九
で
は
八
○
％
（
七
九
．

続く
二
％
）
と
著
し
く
一
局
く
、
七
十
～
七

墾曰

鑑
十
四
で
も
七
○
％
を
超
え
（
七
○
・

鑛
九
）
て
い
る
。
七
十
五
～
七
十
九
、

蕊
八
十
～
八
十
四
で
六
○
％
前
後
と
高

繩
い
。
八
十
五
以
上
に
な
っ
て
初
め
て

＃絵
五
○
％
を
割
っ
て
い
る
（
以
上
表

識
ｌ
）
・

東度
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
傾
向
は
一
非

年吋
常
に
一
衰
え
た
」
が
男
で
四
・
八
％
、

平
女
で
五
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と

》
で
、
こ
れ
は
六
十
五
歳
以
上
人
口
の

錘
〃
寝
た
き
り
老
人
“
の
出
現
率
が
五
％

罰
な
い
し
六
％
と
い
わ
れ
て
い
る
数
値

殿
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ｒ粋
「
非
常
に
衰
え
た
」
と
い
う
意
味
は

資
”
寝
た
き
り
“
の
状
態
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
類
似
し
た
状
態
を

表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
非

常
に
衰
え
た
」
を
年
齢
別
に
み
る
と
男
女
と

も
に
年
齢
が
高
ま
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の

比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
と
し
て
、
特
に
八
十
歳
以
上
に
お
い

て
こ
の
比
重
が
一
○
％
を
超
え
て
高
く
な
る

こ
と
で
あ
る
。
高
齢
者
の
医
療
対
策
に
お
い

て
も
、
八
十
歳
以
上
の
超
高
齢
者
の
増
加
に

留
意
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い

る
。
本
論
文
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
を
七
十

五
歳
以
上
と
し
た
こ
と
の
一
つ
の
理
由
と
し

て
、
七
十
～
七
十
四
歳
の
〃
非
常
に
衰
え
た
“

も
の
の
割
合
が
な
お
男
で
は
三
・
六
％
、
女

で
は
三
・
四
％
と
か
な
り
低
い
こ
と
、
ま
た

”
非
常
に
良
い
〃
と
〃
普
通
“
を
合
計
し
た
割
合

も
七
十
～
七
十
四
歳
で
は
男
性
は
七
○
％
を

超
え
（
七
○
・
九
％
）
、
女
性
も
七
○
％
（
六

八
・
五
％
）
に
近
い
高
率
を
占
め
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

本
調
査
は
、
東
京
と
い
う
大
都
市
圏
の
居

住
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

地
方
県
に
お
け
る
高
齢
者
調
査
と
し
て
、
広

島
県
の
行
っ
た
大
調
査
が
あ
る
（
表
２
参

照
）
。
東
京
に
対
応
す
る
地
方
の
高
齢
者
と
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､表２広島県高齢者の健康調査（1997）

14,631

31

0.9

１．４

２．６

８９

7,237

Ｌ６

ｑ４

ｑ６

Ｌ２

４．５

7,394

１．６

０４

０８

１．４

４．４

15,864

ａ４

Ｌ２

Ｌ９

３．３

８．５

97,126

２０．８

１２．３

１８．２

２５．２

３２，６

実
構

鋼
繍

338,261

７２．６

８５．７

７８．５

６８．８

４９．９

465,832

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

年
齢
別

資料：統計の泉、６月号VOL49,Ｍ575,1998、在宅高齢者の生活実態について、Ｐ､17.

備考：．生活自立（ランクＪ）,’はなんらかの身体的障害等を持っているが、日常生活はほぼ自立しており、独力で
外出する人、￣準寝たきり（ランクＡ)”は室内での生活はおおむね自立しているが、介助なしには外出しな
い人、“寝たきり（ランクＢ)”に屋内での生活もなんらかの介助を要し、日中もベット上での生活が主体で
あるが、座位を保つ人、“寝たきり（ランクＣ)”は１日中ベットの上で過ごし、排泄、食事、着替えにおい
て介助を要する人。

表３東京都と広島県の“健康,'の比較（男女総数） い
う
特
色
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
健
康
状
態
を

よ
り
一
層
正
確
に
把
握
す
る
方
法
を
採
用
し

て
い
る
点
に
お
い
て
東
京
都
調
査
よ
り
も
す

ぐ
れ
て
い
る
。

こ
の
調
査
で
は
、
〃
健
康
“
以
外
の
状
態
を

訂5面正Ｔ55二面~、二両Ｔ７５二丁｢、4１８
55.0３４．７
－－－

４９．９

61.3

68.8

東京都

広島県

69.5

78.5

75.8

85.7

66.7

72.6

”
生
活
自
立
ラ
ン
ク
ｊ
、

”
準
寝
た
き
り
Ａ
“
、
〃
寝

た
き
り
“
（
こ
れ
を
さ
ら

に
ラ
ン
ク
Ｂ
、
ラ
ン
ク

Ｃ
に
三
分
さ
れ
て
い

る
）
の
三
区
分
を
行
っ

て
い
る
。

東
京
都
の
場
合
と
は

健
康
の
定
義
が
異
な
っ

て
い
る
た
め
、
厳
密
な

比
較
は
で
き
な
い
が
、

広
島
県
の
催
準
犀
な
人
を

璽
泉
都
の
非
常
に
良
い
“

と
鑓
自
適
”
の
〈
昇
弘
）
比
較

し
て
み
る
と
、
上
の
表

３
の
如
く
で
あ
る
。
男

女
合
計
に
つ
い
て
の
年

齢
別
比
較
で
あ
る
。

東
京
都
と
広
島
県
と

い
う
都
市
化
、
工
業
化

の
著
し
い
発
展
の
差
別
あ
る
い
は
生
活
環
境

等
の
差
異
に
よ
る
影
響
と
も
思
わ
れ
る
健
康

水
準
の
差
が
み
ら
れ
る
。
東
京
で
は
六
十
五

歳
以
上
人
口
の
六
七
％
が
健
康
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
広
島
県
で
は
七
三
％
と
高
い
。

地
域
に
よ
っ
て
健
康
水
準
に
か
な
り
著
し

い
開
き
は
あ
る
も
の
の
、
六
十
五
歳
以
上
七

十
五
歳
未
満
ま
で
は
八
○
％
以
上
が
健
康
で

あ
る
こ
と
は
、
高
齢
人
口
を
七
十
五
歳
以
上

と
す
る
根
拠
が
こ
こ
に
も
あ
る
。

東
京
都
の
調
査
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の

男
性
の
七
○
％
が
健
康
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
六
十
五
歳
以
上
の
男
で
労
働
力
と
な
っ

て
い
る
の
は
四
二
％
で
あ
る
か
ら
、
労
働
力

化
す
る
余
地
は
ま
だ
か
な
り
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
健
康
で
あ
る
者
の
増
大
、
そ
し

て
ま
た
他
方
に
お
い
て
寝
た
き
り
や
慢
性
的

疾
患
に
よ
る
労
働
能
力
を
喪
失
す
る
割
合
を

軽
減
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

労
働
力
減
少
に
対
す
る
最
も
重
要
な
質
的

な
対
策
は
、
治
療
、
予
防
以
上
に
健
康
の
維

持
・
増
進
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
他
方
に
お
い
て
激
増
を
続
け
て
い
る

老
人
医
療
費
の
緩
和
に
も
貢
献
す
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
人
の
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高齢化社会は究極の社会

早
く
か
ら
の
心
掛
け
が
必
要
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
民
間
の
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
も
政

府
側
に
お
い
て
も
、
積
極
的
な
対
策
が
重
要

で
あ
る
。

労
働
力
の
第
二
の
質
的
対
策
は
、
知
識
、

技
能
の
再
訓
練
、
再
研
修
シ
ス
テ
ム
の
整

備
、
強
化
で
あ
る
。
特
に
、
科
学
技
術
の
進

歩
の
著
し
い
情
報
社
会
で
は
、
不
断
の
研

修
、
教
育
、
特
に
大
学
と
の
密
接
な
連
繋
の

下
に
、
｜
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
研
究
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
も
必
要
で
あ
る
。

第
三
は
個
人
の
生
活
の
本
拠
が
、
家
族
と

い
う
集
団
に
あ
る
以
上
、
労
働
力
で
あ
る
個

人
が
健
康
で
高
度
な
仕
事
に
安
定
し
て
集
中

で
き
る
よ
う
な
密
接
な
協
力
・
援
助
シ
ス
テ

ム
の
集
団
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特

に
、
核
家
族
が
一
般
化
し
た
今
日
で
は
、
親

の
世
代
と
子
供
の
世
代
と
の
間
の
新
し
い
協

力
シ
ス
テ
ム
が
、
日
本
的
文
化
の
中
で
形
成

さ
れ
つ
つ
あ
る
が
（
毎
日
新
聞
社
一
家
族
」

の
未
来
”
ジ
ェ
ン
ダ
ー
“
を
越
え
て
’
第
四
回

全
国
家
族
計
画
世
論
調
査
’
第
一
章
世
代
間

扶
養
・
援
助
関
係
構
造
の
転
換
（
黒
田
俊

夫
、
勺
・
勺
・
①
’
さ
》
］
①
①
②
）
、
労
働
力
の
健

全
な
確
保
の
観
点
か
ら
も
、
重
視
さ
れ
な
け

三
、
結
論
’

三
つ
の
提
一
一
一
一
巨

以
上
に
お
い
て
高
齢
化
社
会
は
人
類
の

究
極
の
社
会
で
あ
り
、
日
本
は
最
も
先
鋭
な

速
度
を
持
っ
て
世
界
を
先
導
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
典
型
的
な
象
徴
的
な
変
化
の
指
標
は
、

人
口
の
年
齢
構
造
の
正
三
角
形
か
ら
逆
三
角

形
へ
の
転
換
で
あ
る
。
不
可
避
的
な
逆
三
角

形
を
前
提
に
し
て
次
の
三
つ
の
提
一
一
一
一
口
を
行
い

た
い
。

第
一
の
提
言
は
、
年
齢
構
造
シ
ス
テ
ム
の

転
換
ｌ
危
機
か
ら
好
織
へ
ｌ
で
あ
る
．

す
で
に
前
号
で
述
べ
た
如
く
日
本
人
口
は

急
速
に
多
子
型
人
口
構
造
か
ら
、
少
子
・
高

齢
化
に
変
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
こ
の
高

齢
化
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
年
齢
区
分
が
、

現
実
に
適
応
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

に
着
眼
し
て
、
筆
者
は
変
化
し
て
き
た
社
会

経
済
的
変
数
な
ら
び
に
、
こ
れ
か
ら
の
望
ま

し
い
変
化
を
も
考
慮
し
て
、
新
し
く
年
齢
分

布
区
分
を
作
成
し
た
。
○
～
十
四
、
十
五
～

六
十
四
、
六
十
五
以
上
の
伝
統
的
区
分
を
○

れ
ば
な
ら
な
い
側
面
で
あ
る
。

～
十
九
、
二
十
～
七
十
四
、
七
十
五
以
上
の

新
区
分
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
最
も
重

要
な
変
化
が
生
じ
た
。
伝
統
的
区
分
に
よ
る

と
○
～
十
四
人
口
が
減
少
を
続
け
、
他
方
六

十
五
以
上
人
口
が
増
加
を
続
け
、
遂
に
一
九

九
七
年
に
は
高
齢
人
口
が
子
供
人
口
を
上
回

る
と
い
う
逆
転
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
傾
向

は
今
後
ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
。
高
齢
化
の

影
響
が
新
し
く
烈
し
さ
を
増
大
せ
し
め
る
危

機
時
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
如
く
、

年
齢
区
分
を
改
訂
す
る
と
、
こ
の
危
機
点
を

二
○
五
○
年
ま
で
先
送
り
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
こ
れ
を
従
属
人
口
指
数
で
み
る

と
、
伝
統
的
区
分
で
は
従
属
人
口
指
数
は
今

日
ま
で
四
○
（
生
産
年
齢
人
口
一
○
○
人
に

対
す
る
子
供
と
老
人
の
合
計
が
四
○
人
）
と

い
う
、
極
め
て
有
利
な
低
い
負
担
指
数
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
十
一
世
紀
に
は
い
る

と
急
速
に
六
十
人
台
、
七
十
人
台
と
増
大

し
、
二
○
五
○
年
に
は
八
十
人
を
超
え
る
。

以
前
の
多
子
世
代
の
従
属
人
口
指
数
は
七
○

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
到
底
堪
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
重

負
担
構
造
で
あ
る
。

し
か
し
、
新
し
い
区
分
に
よ
る
と
、
二
○

３７



ア
キ
Ｔ
ｍ
Ｕ
Ｅ
Ｊ
を

劃
朴
せ
ぱ
、

こ
こ
ズ
ノ
の
卜
干
で

士
Ｐ
ｒ
）
ぴ
る
。
」

五
○
年
ま
で
は
、
ほ
ぼ
四
○
な
い
し
五
○
の

低
水
準
が
持
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
高
齢
化

に
対
応
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
施
策
が
最
も

有
利
に
展
開
が
可
能
と
な
る
最
後
の
好
機
で

あ
る
。
ま
さ
に
、
”
危
機
“
か
ら
”
好
機
“
へ
の

転
換
期
で
あ
る
。

第
二
は
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
転
換
期
に

効
果
的
に
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
年
齢

構
造
の
逆
三
角
形
化
と
い
う
、
お
よ
そ
人
類

が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会
構
造
に
転
換

し
て
い
く
こ
と
に
伴
う
大
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
慣
習
、
伝
統
、
経
済
組

織
、
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
脱
却
す
る
意
識
革

命
が
必
要
で
あ
る
。
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
未
経
験
の
新
事
態
に
対
応
す

二萠

斗
十
叱
詰
の
戦
え
，
丙
ｉ
ｓ
ｔ
で
い
：
聴
台
児
瞳
●
萱
・
着
．

４
ナ
や
△
十
・
》
・
マ
ィ
ノ
ー
イ
マ
Ｌ
（
【
ブ
イ
人
・
亜
巽
戚
）

Ｉiii

る
発
想
の
必
要
性
を
個
人
、
企
業
、
政
府
が

確
実
に
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
三
は
、
男
女
間
の
社
会
的
差
別
、
さ
ら

に
年
齢
に
つ
い
て
の
社
会
的
差
別
の
撤
廃
で

あ
る
。
男
女
、
年
齢
と
い
っ
た
生
物
学
的
特

性
と
は
別
に
、
社
会
的
な
差
別
が
存
在
す
る

こ
と
は
新
し
い
人
類
社
会
の
構
築
の
重
大
な

障
害
と
な
る
。
教
育
機
会
の
平
等
、
男
女
雇

用
機
会
の
均
等
化
と
い
っ
た
努
力
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
な
お
改
善
す
べ
き
余
地
は
多

い
。
年
齢
差
別
の
典
型
的
な
も
の
は
、
定
年

退
職
制
で
あ
る
。
労
働
力
能
力
と
意
思
を
十

分
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
｜
方
的

に
定
め
ら
れ
た
年
齢
で
退
職
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
中
国
に
お
い
て
も
、
六
十
歳
で
定

M１

曇
( 鱈 〃

篭もの樅｣の肩威

日本財団は､ラチャスダー大学(タイ）

の聴覚障害者手話リーダー育成活動

を支援しています。

(搬｡蝋7）

年
退
職
す
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
保
持
し
て
い

る
体
力
、
経
験
の
社
会
的
損
失
で
あ
る
と
し

て
こ
の
残
さ
れ
た
活
カ
ー
余
熱
と
呼

ば
れ
る
ｌ
の
有
効
活
用
が
試
み
ら
れ
て

い
る
。

日
本
の
高
齢
化
の
最
も
大
き
な
影
響
と
し

て
の
労
働
力
の
不
足
の
観
点
か
ら
み
て
も
、

個
人
の
能
力
、
経
験
、
希
望
中
心
に
自
由
に

労
働
力
継
続
か
退
職
を
決
定
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
窓
意
的
に
特
定
の
年
齢
制
限
を
設

定
す
る
こ
と
は
、
社
会
的
に
も
理
論
的
に
も

根
拠
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

｡
曰抑[財団
TheNipponFoundation
私たらの;古砒資金は､躯艇の売り上(↑の３３％に

よってユかなわれています

http:〃wwwnippon-foundationcfjp／
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iUUlIUUli5iW1I1iim1111懸崖
厚たいもピのアは要期のし井省会健の協ン談議一南で旨

生。とかル認グ、望に挨た俊医等康健会（会室参章安夫省、かは可ラ性し厚拶・樹薬のを康、１かで議惠性一
澆塵琶差薑云栗宅書で鐸寳壼袋寶鴻目擾蒙讓子の午
鷺：繕:震纏難繩灘識竺
弄騨繩蘆奎睾芝ｗｉ臺輿竈欠盟瀧壽鍔
俊求て討用生（議よを開参謀厚家性女、じ入院本ろ分

樹
審
査
管
理
課
長
は
、
①
経
口
避
妊
薬
（
ピ

ル
）
に
つ
い
て
、
平
成
二
年
七
月
以
降
、
製

薬
企
業
か
ら
製
造
ま
た
は
輸
入
承
認
申
請
が

行
わ
れ
、
現
在
、
中
央
薬
事
審
査
会
で
承
認

の
可
否
に
つ
い
て
審
議
を
進
め
て
い
る
。
②

平
成
十
年
十
二
月
二
日
の
中
央
薬
事
審
議
会

常
任
部
会
で
、
ピ
ル
の
有
効
性
お
よ
び
安
全

性
に
関
す
る
審
議
の
中
間
取
り
ま
と
め
が
行

わ
れ
、
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③
常
任
部
会
で
は
、
ピ
ル
の
有
効
性
お
よ
び

安
全
性
以
外
に
、
性
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
、
処
方
医
お
よ
び
服
用
者
へ
の
情
報
提
供

の
あ
り
方
、
内
分
泌
撹
乱
化
学
物
質
と
し
て

の
影
響
の
評
価
等
の
様
々
な
観
点
か
ら
の
審

議
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
、
審
議
の
過
程

で
逐
次
こ
れ
ら
の
審
議
内
容
を
公
開
す
る
、

と
説
明
し
た
。
ま
た
、
エ
イ
ズ
感
染
の
問

題
、
性
感
染
症
や
環
境
ホ
ル
モ
ン
等
の
問
題

が
出
て
き
た
た
め
、
ピ
ル
の
認
可
が
遅
れ
て

い
る
が
、
三
月
一
一
一
日
の
常
任
部
会
の
低
用
量

ピ
ル
に
つ
い
て
、
発
ガ
ン
性
等
の
副
作
用
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
る
と
述
べ
た
。

松
本
清
一
・
日
本
家
族
計
画
協
会
理
事
長

は
、
ピ
ル
は
世
界
中
で
研
究
さ
れ
た
薬
で
安

全
性
が
高
く
、
早
期
に
低
用
量
ピ
ル
の
認
可

を
求
め
る
。
日
本
の
家
族
計
画
援
助
で
も
要

請
が
あ
り
な
が
ら
、
日
本
が
ピ
ル
を
認
可
さ

れ
て
い
な
い
た
め
指
導
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
と
述
べ
た
。

長
池
博
子
・
女
性
と
健
康
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
委
員
か
ら
、
日
本
人
の
多
く
は
コ
ン
ド
ー

ム
を
避
妊
具
と
考
え
て
い
る
が
、
性
感
染
症

に
コ
ン
ド
ー
ム
、
避
妊
対
策
に
は
低
用
量
ピ

ル
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
参
加
者
か
ら

ピ
ル
を
認
可
す
る
に
あ
た
り
厚
生
省
と
文
部

省
が
協
力
し
性
教
育
す
る
必
要
が
あ
る
。
家

族
計
画
相
談
所
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し

い
、
な
ど
の
意
見
が
で
た
。

閉
会
に
あ
た
り
、
堂
本
暁
子
議
員
が
「
低

用
量
ピ
ル
の
即
刻
認
可
に
関
す
る
要
望
」

（
案
）
を
読
み
上
げ
、
三
月
三
日
の
中
央
薬
事

審
議
会
に
申
請
し
、
宮
下
創
平
厚
生
大
臣
に

提
出
す
る
こ
と
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

。
。
。
。

な
お
、
こ
の
会
議
の
あ
と
、
’
二
月
四
日
付

け
各
紙
は
朝
刊
で
、
一
斉
に
「
ピ
ル
六
月
に

認
可
」
と
報
道
。
三
月
一
一
一
日
の
常
任
部
会

が
、
医
師
の
処
方
で
低
用
量
ピ
ル
が
使
え
る

よ
う
実
質
的
審
議
を
終
え
、
六
月
に
開
か
れ

る
同
部
会
で
承
認
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
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の
将
来
を
展
望
し
よ
う
と
す
る
時
、
ま
ず
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
著
し
い
変

容
を
み
せ
て
い
る
人
口
構
造
の
動
向
、
い
わ

￣

、

教
育
政
策
の
観
点
か
ら

は
じ
め
に

霞
ゆ
る
少
子
高
齢
化
問
題
で
あ
る
。
こ
の
現
象

は
、
す
で
に
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
全
体
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
お
り
、
改
め

て
人
口
問
題
と
教
育
政
策
と
の
緊
密
な
関
係

を
浮
彫
り
に
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く

〃
ら
二
十
一
世
紀
日
本
人
口
構
造
は
、
社
会
構
造
お
よ
び
社
会
的
諸

ソ
と
す
る
時
、
ま
ず
注
関
係
の
基
盤
に
あ
っ
て
、
そ
の
動
向
は
産
業

い
い
の
は
、
著
し
い
変
を
は
じ
め
社
会
生
活
全
般
の
あ
り
方
に
影
響

ｕ
構
造
の
動
向
、
い
わ
を
及
ぼ
す
が
、
と
り
わ
け
福
祉
と
と
も
に
教

育
の
あ
り
方
に
強
く
関
係
し
、
重
要
な

っ
程
、
学
出
く
口
熱
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

‐
課
在
農
大
ゆ
人
多

九
・
士
現
境
東
の
の
他

戦
後
の
日
本
で
、
人
口
構
造
の
変
容

》鱒辮怪》溌蝋灘

政
策

学
区
・
学
校
統
廃
合

東
京
農
工
大
学
院
農
学
部

国
際
環
境
農
学
教
授

を
め
ぐ
っ
て

校
・
学
級
の
新
増
設
（
学
区
分
離
）
、
学
校
の

統
合
、
臨
時
定
員
増
と
い
っ
た
比
較
的
単
純

な
政
策
的
対
応
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
。
と

こ
ろ
が
近
年
の
少
子
高
齢
化
の
場
合
、
こ
れ

ま
で
の
例
に
比
べ
て
こ
れ
を
促
す
要
因
は
現

代
社
会
の
構
造
、
さ
ら
に
は
現
代
文
明
の
特

質
に
深
く
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
教
育

へ
の
影
響
は
、
よ
り
複
雑
、
よ
り
深
刻
で
、

し
か
も
長
期
に
わ
た
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
教
育
政
策
上
の
課
題

は
、
福
祉
・
労
働
問
題
と
か
ら
み
あ
っ
て
、

複
合
的
で
多
元
的
で
あ
り
、
単
純
に
は
解
決

で
き
な
い
だ
ろ
う
。

近
年
の
歯
止
め
が
き
か
な
い
少
子
化
が
、

長
期
的
で
、
二
十
一
世
紀
超
高
齢
、
人
口
急

減
社
会
を
必
至
と
し
、
そ
れ
に
伴
う
就
労
教

育
人
口
の
推
移
と
予
測
を
確
認
、
戦
後
地
域

開
発
政
策
の
中
で
小
学
校
区
と
コ
ミ
ュ
ー
ー

若
林
敬
子
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人ロ問題と教育政策

表１就学年齢人口の推移と予測（1945～2050年）

就学年齢人ロの年次推移：男女合計
６歳人ロ１２歳人ロ１８歳人口

就学年齢人口の年次推移(男女合計)：平成9年１月中位推移
年次６歳人口１２歳人ロ１８歳人口年次

１９４５

１９４６

１９４７

１９４８

１９４９

１９５０

１９５１

１９５２

１９５３

１９５４

１９５５

１９５６

１９５７

１９５８

１９５９

１９６０

１９６１

１９６２

１９６３

１９６４

１９６５

１９６６

１９６７

１９６８

１９６９

１９７０

１９７１

１９７２

１９７３

１９７４

１９７５

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1,613,000１，７２４，０００1,498,000
1,799,0001,712,0001,597,000
1,984,8831,759,687Ｌ615,668
2,009,8001,820,7001,638,900

１９９５

１９９６

１９９７

１９９８

１９９９

２０００

２００１

２００２

２００３

２００４

２００５

２００６

２００７

２００８

２００９

２０１０

２０１１

２０１２

２０１３

２０１４

２０１５

２０１６

２０１７

２０１８

２０１９

２０２０

２０２１

２０２２

２０２３

２０２４

２０２５

２０２６

２０２７

２０２８

２０２９

２０３０

2031

2032

2033

2034

2035

2036

2037

2038

2039

2040

2041

2042

2043

2044

2045

2046

2047

2048

2049

1,270,8891,508,3431,758,236
1,232,160Ｌ492,071１，７１Ｌ139
1,209,7771,440,9271,644,355
1,207,598Ｌ380,3811,599,913
1,183,5171,351,4901,530,252
1,197,6941,312,7651,512,794
1,183,4641,271,0811,508,010
1,204,4661,232,3721,491,767

1,942,300

11990,547

1,635,000

1,530,000

2,323,000

2,443,000

2,479,059

2,239,000

2,063,000

1,926,000

1,800,000

1,700,783

1,706,000

1,606,000

1,507,000

1,540,000

1,599,596

1,567,000

1,549,000

1,563,000

1,608,127

1,679,517

1,788,000

1,440,’50

1,838,750

1,832,161

1,883,824

1,915,608

1,972,712

2,018,008

2,059,391

2,033,501

1,927,675

1,837,317

1,747,341

1,702,670

1,636,472

1,596,267

1,526,126

1,505,947

1,500,764
1,491,824

1,441,446

1,376,260

1,345,102

1,301,715

1,270,889

1,793,8001,695,100

L71L680

L577,000

1,794,000

1,967,000

1,986,000

1,931,926

1,980,000

1,630,000

1,519,000

2,328,000

2,459,444

2,470,000

2,231,000

2,054,000

1,919,000

1,813,257

1,692,000

1,695,000

1,605,000

1,512,549

1,586,763

1,622,474

1.594,490

1,572,306

1,584,610

1,641,273

1,680,’27

1,795,777

1,442,055

1,851,076

1,848,293

1,891,717

1,922,411

1,980,376

2,025,959

2,068,981

2,035,059

1,927,079

1,839,806

1,750,547

1,709,995

1,719,000

1,699,000

1,744,000

1,812,000

1,767,466

1,694,000

1,575,000

1,788,000

1,95ａ000

1,949,138

1,888,000

1,950,000

1,600,000

1,503,000

2,295,416

2,422,000

2,450,000

2,222,000

2,053,484

1,910,047

1,813,387

1,708,534

1,707,324

1,624,498

1,536,113

1,581,635

1,625,721

1,588,779

1,571,265

1,589,821

1,638,350

1,681,425

1,793,689

1,443,841

1,858950

1,850,625

1,894,138

1,922,055

1,978,897

1,205,208

1,207,780

1,214,037

1,221,691

1,229,228

1,235,142

1,238,674

1,239,385

1,237,051

1,231,749

1,223,764

1,213,468

1,201，’96

1,187,213

1,171,741

1,155,002

1,137,152

1,118,798

1,100,346

1,082,008

1,063,921

1,046,234

1,029,202

1,013,264

998,839

986,201

975,487

966,715

959,803

954,554

950,716

９４ａＯＯ４

946,110

944,733

943,453

942,100

940,457

938,298

935,443

931,750

927,116

921,486

914,860

907,271

898,788

889,508

879,559

1,210,0051,440,657

1,207,843Ｌ380,145

1,183,7721,351,279

1,197,9681,312,580

1,183,7491,270,919
1,204,7681,232,231

1,205,5221,209,881

1,208,1061,207,734

1,214,3761,183,679
1,222,0421,197,887

1,229,5901,183,680

1,235,5141,204,712

1,239,0561,205,477

1,239,7751,208,072

1,237,447Ｌ214,352

1,232,1501,222,028

1,224.1691,229,586

1,213,8741,235,519

Ｌ２０Ｌ６０４1,239,071

1,187,6211,239,798

1,172,1491,237,478

1,155,4081,232,１９０

１，１３７，５５５1,224,215

1,119,1991,213,928

1,100,743Ｌ２０Ｌ６６４

ＬＯ８２,４０２1,187,687

1,064,3111,172,221

1,046,6201,155,484

1,029,5851,137,636

1,013,6431,119,283

999,215１，１００，８３０

986,5741,082,492

975,8581,064,404
967,0841,046,716

９６０，１７１１，０２９，６８３

954,92111013,743

951,084999,318

948,372986,679

946,479975,964

945,103967,193

943,823960,282

942,471955,035

940,828951,200

938,669948,490
935,813946,599

９３２１２０945,225

927,485943,948

1,710,1161,026,874
1,640,4522,067,972

1,599,5252,035,614

1,53Ｌ２９２1,925,448

1,512,5181,843,657

1,508,3431,758,236

2050869,082921,854942,598

出所：総務方統計局、国立社会保障、人口問題研究所
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テ
ィ
ー
と
の
関
連
、
学
区
・
学
校
統
廃
合
を

通
じ
て
み
た
地
域
社
会
と
学
校
、
さ
ら
に
は

最
近
の
中
央
教
育
審
議
会
”
通
学
区
域
の
弾
力

化
“
の
背
景
へ
の
疑
問
を
言
及
し
て
み
た
い
。

合
計
特
殊
出
生
率
が
、
’
九
九
七
年
に
一

・
三
九
ま
で
落
ち
、
「
理
想
の
子
供
数
を
持
と

う
と
し
な
い
理
由
」
で
「
子
供
の
教
育
費
に

お
金
が
か
か
る
か
ら
」
と
少
子
化
Ⅱ
子
供
を

生
み
控
え
る
最
大
の
要
因
が
、
子
供
の
教
育

に
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
、
か
つ
進
学
な
ど
子
育

て
に
気
疲
れ
す
る
と
い
っ
た
教
育
上
の
問
題
が

深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

出
生
人
口
の
減
少
は
、
必
然
タ
イ
ム
ラ
グ

を
お
い
て
、
六
歳
小
学
校
入
学
児
童
数
、
十

二
歳
中
学
校
入
学
生
徒
数
を
直
撃
し
、
小
中

学
生
数
を
縮
小
す
る
。
も
ち
ろ
ん
保
育
・
幼

稚
園
、
さ
ら
に
は
高
校
や
大
学
に
も
影
響

し
、
そ
の
経
営
や
教
員
用
養
成
面
で
〃
冬
の

時
代
〃
を
到
来
さ
せ
る
。

表
ｌ
を
み
る
よ
う
に
、
第
一
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
を
受
け
て
、
六
歳
人
口
は
昭
和
二
十

二
、
就
学
人
ロ
の
推
移
と

教
育
政
策

八
～
三
十
二
年
に
は
二
○
○
万
人
を
超
す
。

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
は
昭
和
五
十
三
～
五

十
五
年
に
や
っ
て
く
る
が
、
四
十
七
年
の
落

ち
こ
み
、
一
四
四
万
人
は
い
う
ま
で
も
な

ひ
の
え
う
ま

く
、
四
十
一
年
出
生
の
丙
午
ユ
ー
ホ
ー
ト
で

あ
る
。
平
成
十
年
の
今
日
ど
う
や
ら
一
二
○

万
人
を
数
え
る
六
歳
人
口
は
、
二
○
五
○
年

に
は
八
七
万
人
を
き
る
。
昭
和
三
十
年
二
四

八
万
人
ピ
ー
ク
時
の
実
に
三
分
の
一
に
ま
で

縮
小
す
る
。

六
年
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
お
い
て
中
学
校
入

学
の
十
二
歳
人
口
に
、
さ
ら
に
は
大
学
入
学

の
十
八
歳
人
口
に
連
鎖
し
て
い
く
こ
と
が
図

１
で
鮮
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
口
変
動

は
、
施
設
と
し
て
は
、
ハ
ー
ド
面
の
学
校
建

設
に
責
任
を
も
っ
て
設
置
主
体
と
し
て
の
市

町
村
に
と
っ
て
は
、
財
政
上
即
刻
の
軌
道
修

正
は
難
し
い
。
人
口
急
増
地
域
で
の
新
設
と

学
区
分
離
、
過
疎
地
域
で
の
学
校
統
廃
合
の

困
難
さ
、
加
え
て
少
子
化
に
向
け
て
全
国
レ

ベ
ル
の
学
校
や
学
級
規
模
の
適
正
を
ど
う
考

え
て
い
く
か
。
”
ゆ
と
り
“
が
即
刻
、
質
に
は

結
び
に
く
い
（
例
え
ば
図
２
は
人
口
急
増
で

学
校
増
設
・
学
区
分
離
に
苦
悩
し
た
神
奈
川

県
相
模
原
市
の
推
移
で
あ
る
）
。

全
国
の
小
学
校
数
で
み
れ
ば
、
昭
和
二
十

五
年
に
二
万
五
八
七
八
校
（
う
ち
分
校
は
四

七
九
八
）
が
平
成
十
年
二
万
四
○
五
一
校

（
同
五
八
○
）
、
児
童
数
は
二
十
五
年
は
三

二
○
万
人
、
五
十
六
年
の
ピ
ー
ク
時
で
二

九
二
万
人
、
そ
し
て
平
成
十
年
の
今
七
五
五

万
人
へ
と
一
一
一
十
二
年
間
に
四
三
七
万
人
、
三

六
・
七
％
の
減
少
。
中
学
校
数
は
、
同
昭
和

二
十
五
年
に
一
万
四
一
六
五
校
（
う
ち
分
校

一
八
○
二
）
が
平
成
十
年
一
万
四
九
七
校

（
同
六
九
）
（
約
二
割
減
、
生
徒
数
は
こ
の
間
五

三
三
万
人
が
六
十
一
年
の
ピ
ー
ク
時
で
六
一
一

万
人
、
今
四
二
万
人
へ
の
わ
ず
か
十
二
年
間

に
二
○
○
万
人
、
’
一
一
二
・
七
％
も
減
少
し
た
。

公
立
小
・
中
学
校
の
一
学
級
あ
た
り
児
童

・
生
徒
数
は
、
終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
三
年

〃
ス
シ
詰
め
“
期
に
は
小
学
校
四
五
・
七
人
、

中
学
校
四
三
・
五
人
で
あ
っ
た
が
、
平
成
五

年
に
は
小
学
校
二
八
・
七
人
、
中
学
校
一
一
一
三
・

四
人
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
三
十
一
年
四
六
・

七
人
の
五
割
減
と
小
規
模
化
し
た
。

と
り
わ
け
過
疎
地
域
で
は
、
昭
和
四
十
六

～
平
成
九
年
に
小
・
中
学
生
数
は
五
四
～
五

六
％
が
減
少
、
一
学
校
あ
た
り
児
童
数
は
、

一
五
八
人
か
ら
九
七
人
へ
、
同
生
徒
数
は
二

4２



人ロ問題と教育政策

図１ 就学年齢人ロの推移：1945-2025年

人
Ⅱ
（
〃
人
）

二
八
人
か
ら
一
四
一
人
へ
、
わ
ず
か
二
十
六

年
の
間
に
三
八
％
強
の
大
幅
減
少
と
な
っ

た
。
空
教
室
で
”
余
裕
“
は
で
き
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
遠
距
離
通
学
者
は
、
小
で
六
・
六

％
か
ら
八
・
八
％
へ
、
中
で
一
二
・
六
％
か
ら

一
五
・
二
％
へ
と
各
増
大
し
た
。

図２ 相模原市の小中学校数および児童生徒数の推移（19960 1997年）
6０ ０

５

５

戦
後
日
本
の
公
立
小
・
中
学
校
の
学
区
・

学
校
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て
、
人
口
社
会

学
、
地
域
教
育
社
会
学
の
視
点
か
ら
一
瞥
し

一
一
一
、
学
校
統
廃
合
政
策
の

三
段
階

jlU 児
童
生
徒
数
（
万
人
）

４
３

２

＄ Ｕ

学
校
数
（
枝
）

Ｉ
2０

剛
Ｕ

０

960 6５ 7０ 7５ 80 8５ 9０ ９５

年次(西暦

て
み
よ
う
。
学
校
統
廃
合
の
政
策
と
そ
の
動

向
は
、
以
下
の
三
つ
の
段
階
に
整
理
で
き
る

（
詳
細
は
、
末
尾
に
あ
げ
た
拙
著
を
参
照
さ

れ
た
い
）
。

そ
の
第
一
の
局
面
は
、
終
戦
直
後
の
「
中

型
学
区
」
「
組
合
立
学
校
」
の
踏
み
台
を
経

て
、
町
村
合
併
政
策
、
と
り
わ
け
昭
和
三
十

一
年
の
「
新
市
町
村
建
設
促
進
法
」
を
契
機

と
し
た
地
域
再
編
成
策
の
も
と
に
出
発
す

る
。
新
市
町
村
へ
の
編
入
統
合
を
目
的
と
し

た
文
部
省
の
「
学
校
統
合
の
手
び
き
」
が
引

き
金
と
な
っ
た
。

第
二
の
局
面
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
「
過

疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
の
も
と
で
過
疎

化
が
深
刻
化
す
る
農
山
漁
村
で
広
範
に
進
行

し
た
。
い
ず
れ
の
局
面
も
国
庫
補
助
率
が
、

危
険
校
舎
の
改
築
よ
り
も
高
か
っ
た
た
め

に
、
無
理
な
統
合
を
誘
発
し
、
明
治
以
来
の

む
ら
の
学
校
・
旧
村
維
持
を
守
ろ
う
と
す
る

地
域
住
民
と
の
間
で
多
く
の
反
対
運
動
を
発

生
さ
せ
た
。
つ
い
に
文
部
省
も
昭
和
四
十
八

年
一
新
（
Ｕ
タ
ー
ン
ど
通
達
を
だ
し
、
小

規
模
校
の
よ
さ
を
認
め
、
無
理
な
統
合
を
す

る
な
と
軌
道
修
正
し
、
補
助
率
の
差
も
改
め

ら
れ
た
。
こ
の
新
通
達
は
全
国
各
地
の
反
対
錦



表２東京都23区別公立小･中学校児童･生徒数の推移と予測

識
平成14年度平成９年度
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３９６３

５，６７８

９，２３８
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３６９９
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1007】９
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７，８７１

17,070
-

９，９２０

25,050
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150274

24,068

37,629

19.002

37,681

15,545

42,149

51195

帽
一
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一
犯
一
加

記
一
例
一
詔
一
相
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-

28,236
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--

29,01,

33.554
-

33,869

5,050
--

9,610

5,527
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一
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一
犯
一
柵

鍋
一
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一
兜22,288
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一
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-

38,482 2ｑ３１３21,46223,371 師
一
別
一
腿

32210

347,029

550,539

Ｌ５５１

Ｌ８５２

２，３２１

35,005

407,581

637,985

２，６７６

２３１江戸川区
区部計

東京都全体公立

5２７６７ 別
一
別686,439

LLIL22-aQA1
a744

２，４４１

７１

７９

仙
一
市

蟻
Ｌ729

1,908

3,314
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1,929
-

3,081５，１５９

９，１４２

6,078

６０５５６

ａ854

13,528

Ⅲ
一
冊4,0135,598

-

3,986 ３１２２

3,568

4,556

8,741

6,412

４，２９１

5,820

10,675

７，６１６

台東区
一

墨田区

伽
一
門
一
両
一
開
一
門
一
閃

3,7171

6,8171
4,7801

応
一
岡
一
別
一
例
一
弘

江東区
一一

品ｌＩｌ区

８
’
９

10,129
-

７，３７５

中
学
校

３．２５７
－

１０，７４７

３，７４０
－

１２，９６３

40883

150891

16,102

３，６００

蕊
21,774

23,454

６，Ｏ５４

ｑ９５７

１５０８４４

７`738

13,080

6618

17,279

22971

29,713

17.200

２１，９８０

12,764

２０３５２

5,097
-

8,292

6,434 魂
一
相
一
別
一
緬

筋
一
腿
一
ｍ

10,370̄

４，７９７ 3,554

6,655

3,103

8,818
-

30925

倒
一
氾
一
、
一
切
一
砺
一
汚
一
的

飢
一
砺
一
記
一
弱

10,900̄

14.910

13,364
-

16,204

１３．５７８

８，８１１

13,784

136,4190

18,820115,361

９，６５９

１４，６２５

160,111

(262,459）

１１．１７０

１６，５７９

196゜６２９

(317,652）

葛飾区
一

江戸川区

区部計

東京都全休公立

２８６，４７１
－－

(424,048）

過
疎
農
山
村
ば
か
り
で
な
く
、
都

心
で
も
人
口
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
が
進

み
、
夜
間
常
住
人
口
の
過
疎
化
現
象

と
少
子
化
（
東
京
都
の
平
成
九
年
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
○
五
）
の

ダ
ブ
ル
波
に
よ
っ
て
、
都
心
の
児
童

・
生
徒
数
が
激
減
、
公
立
（
区
立
）

小
中
学
校
の
統
廃
合
問
題
が
九
○
年

四
、
都
心
の
過
疎
、
千
代

田
区
の
統
合
紛
争
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字校児童・生徒数の推移八
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出所：学校基本調査

代
に
入
っ
て
顕
在
化
し
て
き

た
。表
２
は
都
心
二
十
三
区
別
児

童
生
徒
数
の
昭
和
五
十
五
年

二
九
八
○
年
）
と
平
成
十
四

年
（
二
○
○
二
年
）
の
推
移
と

予
測
を
示
す
。
こ
の
わ
ず
か
二

十
二
年
間
に
大
方
の
区
が
半
数

を
割
っ
て
い
る
。
都
心
三
区
の

過
疎
化
の
み
な
ら
ず
、
渋
谷
、

新
宿
、
豊
島
区
な
ど
四
割
に
満

た
な
い
激
減
を
示
し
、
二
十
一

世
紀
長
期
予
測
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
統
廃
合
問
題
の
萌
芽
と

も
い
う
べ
き
紛
争
例
は
、
名
門

校
を
多
く
か
か
え
る
千
代
田
区

の
平
成
三
～
五
年
に
わ
た
る
統

廃
合
政
策
と
、
そ
れ
に
対
す
る

住
民
の
反
対
運
動
で
あ
っ
た
。

千
代
田
区
人
口
は
、
大
正
九

年
に
二
一
・
八
万
人
と
多
く
、

戦
時
中
は
四
・
四
万
人
程
に
減

少
す
る
が
、
昭
和
二
十
五
年
に

は
、
｜
｜
万
人
ま
で
回
復
、
三

十
年
の
一
二
・
三
万
人
を
戦
後
の
ピ
ー
ク

に
、
四
十
年
九
・
三
万
人
、
平
成
二
年
に
一
一
一
・

九
万
人
ま
で
減
少
し
続
け
て
い
る
。
六
十
五

歳
以
上
老
齢
人
口
割
合
は
、
平
成
二
年
に
す

で
に
一
五
％
を
超
え
、
高
齢
化
が
急
速
に
進

ん
で
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
千
代
田
区
児
童
数
は
、
図
３

で
み
る
よ
う
に
昭
和
二
十
三
年
に
八
三
六
一

人
が
三
十
年
に
一
万
二
七
二
八
人
の
ピ
ー
ク

を
示
し
た
後
、
平
成
八
年
に
二
九
七
四
人
に

ま
で
急
減
少
し
て
く
る
（
中
学
校
生
徒
数
も

昭
和
二
十
三
年
三
一
一
七
二
人
が
、
三
十
年
に
六

一
○
九
人
、
平
成
三
年
二
八
六
四
人
と
な
る
）

統
合
案
の
で
て
く
る
平
成
四
年
時
の
一
四

小
学
校
別
の
児
童
数
や
減
少
率
は
ど
う
か
。

千
代
田
区
内
一
四
小
学
校
の
特
色
は
、
学
区

域
外
居
住
児
童
割
合
が
、
平
成
二
年
に
四
六

・
四
％
と
高
い
こ
と
で
あ
る
。
う
ち
、
「
区
内

居
住
者
」
（
区
内
の
通
学
区
域
外
の
学
校
に

通
学
）
は
四
・
二
％
、
「
区
内
寄
留
者
」
（
住

民
票
の
み
千
代
田
区
に
移
す
）
は
四
・
六

％
、
「
区
外
居
住
者
」
（
実
際
上
、
書
類
上
も

区
外
居
住
し
、
教
委
会
ど
う
し
で
協
議
し
て

両
者
の
承
認
が
得
ら
れ
た
場
合
の
み
可
）
三

七
・
六
％
で
、
あ
わ
せ
て
四
六
％
強
も
の
比
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表３都23区内公立小・中学校統合・廃止の状況(平成元年～10年間）

i{;;扇二二嵩ｉｌ蕊|議議

一
壌
蕊 蕊

青梅市立成木小学校

（新設）

多摩市立瓜生小学校
（新設）

多摩市立瓜生小学校
（新設）

新宿区立柏木小学校
（新設）

新宿区立西新宿小学校

（新設）

台東区立上野小学校

渋谷区立神南小学校

中央区立日本橋小学校
（新設）

台東区立上野小学校

（新設）

台東区立平成小学校
（新設）

港区立御成門小学校
9．３．３１

（新設）

足立区立千寿本町小学校

（新設）

中央区立京橋築地小学校
（新設）

港区立桧町小学校

荒川区立第五端光小学校

足ウ灰京千寿桜小学校

（新設）

千代田区立千代田麹町小学校
（新設）

千代田区立千代田九段小学佼
（新設）

千代田区立千代田番町小学校
（新設）

千代田|X立千代巫富士見小学校
（新設）

千代田区立お茶の水小学校

騨
鶴…筐騨Iii鴬｜葛飾区立新小岩小学校

武蔵村山市立第五小学校
｜武蔵村山市立第六小学校

千代田区立番町小学校
※千代田区立永田町小学校

千代田区立富士見小学校
※千代田区立九段小学校

千代田区立西神田小学校
千代田区立綿華小学校
千代田区立小川小学校

千代田区立神田小学校
千代田区立千桜小学校
※千代田区立永田町小学校

千代田区立芳林小学校
千代田区立淡路小学校

千代田区立佐久間小学校
千代田区立今川小学校

中央区立鉄砲洲小学校
中央区立京華小学校

港区立桧町小学校

（新設）
￣-－￣￣￣￣-----------－－￣

千代田区立千代田小学校 台東区立福井中学校
台東区立蔵前中学校

（新設）

千代田区立昌平小学校
（新設）

千代田区立和泉小学校
（新設）

中央区立中央小学校
（新設）

港区赤坂小学校

荒川区立第六中学校
荒川区立尾竹橋中学校

鱸lit擬l馴醐鵜|両
港区立六本木中学校

（新設）

文京区立本郷台中学校
（新設）

荒川区立諏訪台中学校､l:藻ｉｌ
ｌ荒川区立日暮里中学校

港区立桜川小学校

多摩市立南諏訪小学校
多摩市立中諏訪小学校

奥多摩町立日原小学校

港区立御成門小学校

多摩市立諏訪小学校
（新設）

奥多摩町立氷川小学校

6．３．３１

(新設）

…１１霞jiil1iiii
港区立御成門小学校

新宿区立花園小学校
（新設）

北区丁干子第三小学校

化区立神谷小学校

注：統合校のうち(新設)は、新設統合。その他は、吸収統合。※は、２校以上に統合される学校
出所：東京都教育委員会
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人ロ問題と教育政策

率
と
な
る
。
各
門
校
が
故
に
市
部
や
他
県
に

ま
た
が
る
学
区
域
外
児
童
を
半
数
近
く
だ
き

こ
ん
で
も
か
つ
新
一
年
生
は
三
ケ
タ
に
な
る

小
学
校
は
な
い
。

さ
て
千
代
田
区
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
二

月
に
公
適
配
検
討
委
員
会
を
設
置
、
平
成
二

年
一
月
公
共
施
設
適
正
配
置
検
討
懇
談
会
を

発
足
、
翌
三
月
五
日
区
議
会
に
公
適
配
対
策

特
別
委
員
会
設
置
、
六
月
懇
談
会
が
最
終
報

告
を
ま
と
め
る
。

こ
の
報
告
に
よ
る
と
、
平
成
三
年
（
一
九

九
一
年
）
現
在
の
一
四
小
学
校
を
す
べ
て
廃

校
し
て
新
た
な
八
校
を
、
中
学
校
に
つ
い
て

は
五
校
す
べ
て
廃
校
し
て
三
校
に
す
る
と
い

う
構
想
で
あ
っ
た
。
区
に
い
わ
せ
れ
ば
、

「
単
純
な
統
廃
合
で
は
廃
校
に
な
っ
た
地
域

に
不
満
が
残
る
」
と
し
て
現
一
四
校
、
現
五

校
す
べ
て
廃
校
の
上
、
す
べ
て
の
学
校
を
新

設
と
い
う
再
編
形
式
を
と
っ
た
と
い
う
。
そ

し
て
跡
地
は
区
の
「
人
口
五
万
人
回
復
策
の

一
環
」
と
し
て
、
区
営
住
宅
や
区
民
施
設
と
し

て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
住
民
か
ら
み
れ
ば
、
人
口

回
復
の
糸
口
は
な
お
み
え
て
こ
な
い
ば
か
り

か
、
「
地
域
の
実
情
も
考
え
ず
に
子
供
の
数

合
わ
せ
し
た
だ
け
の
統
廃
合
」
だ
と
の
批
判

が
生
じ
た
。

平
成
四
年
に
入
り
、
住
民
投
票
条
例
の
制

定
を
求
め
る
直
接
請
求
が
住
民
か
ら
区
長
に

出
さ
れ
、
（
六
八
八
六
人
の
請
求
に
必
要
な

有
権
者
の
五
○
分
の
一
、
七
○
六
人
を
十
倍

近
く
上
回
っ
た
）
、
区
長
選
挙
、
集
団
登
校

拒
否
、
行
政
訴
訟
を
も
含
む
、
大
規
模
な
反

対
運
動
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。

平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）
三
月
、
計
画

は
実
施
さ
れ
、
永
田
小
、
小
川
小
、
西
神
田

小
な
ど
六
校
が
廃
校
さ
れ
た
。
し
か
し
平
成

八
年
に
五
校
か
ら
三
校
に
す
る
予
定
で
あ
っ

た
中
学
校
の
再
編
は
、
施
設
的
問
題
も
あ
ろ

う
が
、
小
学
校
再
編
で
あ
ま
り
に
住
民
と
の

摩
擦
を
生
み
す
ぎ
た
と
い
う
反
省
が
あ
っ
て

か
、
未
だ
に
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
千
代
田
区
に
始
ま
り
、
都
心
の
過
疎

化
に
伴
う
学
校
統
廃
合
は
、
中
央
、
港
、
新

宿
、
台
東
、
北
、
荒
川
、
さ
ら
に
は
墨
田
、

江
東
、
葛
飾
へ
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
表
３

で
み
る
よ
う
に
平
成
元
～
十
年
ま
で
の
十
年

間
に
小
学
校
七
七
、
中
学
校
一
九
が
統
廃
合

さ
れ
て
き
た
。
少
子
化
時
代
を
向
か
え
つ
つ

あ
る
中
、
今
後
の
過
疎
地
域
の
み
な
ら
ず
全

国
的
な
教
育
課
題
と
化
し
て
い
こ
う
。

ま
た
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
昭
和
四

十
六
年
に
入
居
が
始
ま
り
、
二
十
七
年
を
経

た
今
日
、
予
想
以
上
に
世
代
交
替
が
進
ま

ず
、
住
み
替
え
で
新
た
に
入
っ
て
く
る
若
夫

婦
も
少
な
い
。
住
民
の
年
齢
層
が
集
中
し
、

い
び
つ
な
年
齢
構
成
に
よ
り
〃
児
童
発
生
率
紺

が
極
端
に
低
い
。
北
永
山
小
は
ピ
ー
ク
時
の

八
一
五
人
が
平
成
八
年
三
四
八
人
に
、
東
永

山
小
は
五
一
七
人
か
ら
二
一
一
二
人
に
児
童
数

が
減
少
。
市
の
「
多
摩
市
学
区
調
査
研
究
協

議
会
」
も
小
学
校
七
を
四
に
、
中
学
校
三
を

二
へ
の
統
合
や
む
な
し
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
一
世
代
の
端
的
な
集
中

流
人
と
い
う
”
街
づ
く
り
の
誤
算
“
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
も
統
廃
合
問
題
が
現
わ
れ

始
め
た
と
い
え
よ
う
。
年
齢
構
造
の
バ
ラ
ン

ス
を
軽
視
し
、
加
え
て
そ
の
後
の
少
子
化
、

高
齢
化
と
い
う
人
口
学
的
要
因
が
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
を
お
そ
い
、
二
十
一
世
紀
人
口
急
減

社
会
を
直
前
に
”
都
会
の
憂
う
つ
を
か
も
し

出
し
つ
つ
あ
る
。

と
こ
ろ
で
千
代
田
区
公
共
施
設
適
正
配
置

（
公
適
配
）
構
想
の
報
告
書
は
、
本
来
「
小
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中
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
の
拠
点
と

す
る
」
と
提
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、

全
体
の
三
分
の
一
に
学
校
を
減
ら
し
、
残
る

施
設
を
高
層
化
し
て
、
こ
こ
に
子
供
を
収
容

す
る
と
い
う
案
に
転
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
そ
れ
ら
小
学
校
舎
は
、

関
東
大
震
災
の
直
後
に
徹
底
し
た
耐
震
構
造

の
鉄
筋
に
つ
く
り
か
え
ら
れ
て
お
り
、
壊
す

の
に
大
変
で
、
工
事
費
が
か
さ
む
。
ま
た
小

学
校
に
付
設
し
て
防
火
公
園
も
つ
く
ら
れ
て

い
る
。
災
害
時
に
超
高
層
化
し
た
施
設
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
の
土
の
あ
る
小
学
校

が
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
う
る
か
も
明
白

で
あ
る
。
「
そ
う
い
う
意
味
で
小
学
校
を
統

廃
合
す
る
と
い
う
の
は
、
愚
策
を
都
市
づ
く

り
、
地
域
を
壊
す
よ
う
な
都
市
づ
く
り
で
し

て
、
東
京
は
ず
っ
と
そ
の
方
向
に
進
ん
で
き

ま
し
た
」
と
の
奥
田
道
大
氏
の
発
言
は
的
確

で
あ
る
。

深
刻
な
ま
で
に
居
住
人
口
の
減
少
、
児
童

生
徒
数
の
縮
小
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
そ
の

も
の
の
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
都

心
の
中
の
学
校
は
、
確
か
に
今
そ
れ
自
体
が

揺
ら
い
で
い
る
。
流
出
者
が
多
く
学
区
外
就

学
比
率
も
高
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
学
校
は

そ
の
ま
ま
地
域
と
深
く
か
か
わ
り
続
け
て
い

る
。
学
区
を
核
と
し
た
地
域
社
会
の
再
編
、

小
学
校
を
地
域
社
会
の
新
た
な
結
び
つ
き
の

中
で
、
新
た
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
セ
ン

タ
ー
と
し
て
積
極
的
位
置
づ
け
は
で
き
な
い

も
の
か
。
学
区
を
核
と
し
た
都
市
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
可
能
性
の
問
題
で
も
あ
る
。

平
成
九
年
一
月
、
文
部
省
は
局
長
名
で
、

各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
育
長
宛
て
に
、

「
通
学
区
域
制
度
の
弾
力
的
進
用
に
つ
い

て
」
の
通
知
を
行
っ
た
。
そ
の
一
年
八
カ
月

後
の
平
成
十
年
九
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答

申
で
も
、
「
小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
の
設

定
や
就
学
す
る
学
校
の
指
導
等
に
当
た
っ
て

は
、
学
校
選
択
の
機
会
を
拡
大
し
て
い
く
観

点
か
ら
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
向
に
十

分
配
慮
し
、
教
育
の
機
会
均
等
に
留
意
し
つ

つ
地
域
の
実
情
に
即
し
た
弾
力
的
運
用
に
努

め
る
こ
と
」
と
、
再
度
確
認
さ
れ
た
「
通
学

区
域
の
弾
力
化
」
と
は
何
か
。
自
由
化
に
向

け
さ
ら
に
加
速
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

五
、
通
学
区
域
制
度
の

弾
力
化
を
め
ぐ
っ
て

就
学
校
の
指
定
ｌ
児
童
・
生
徒
の
就
学

す
べ
き
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
施

行
令
で
市
町
村
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
と

規
定
し
て
い
る
。
そ
の
際
学
校
指
定
が
悪
意

的
に
行
わ
れ
た
り
、
保
護
者
に
い
た
ず
ら
に

不
公
平
感
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
通
常
ど
こ
の
市
町
村
で
も
あ
ら
か
じ
め

「
通
学
区
域
」
を
設
定
し
、
こ
の
通
学
区
域

に
基
づ
い
て
学
校
指
定
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
「
通
学
区
域
」
に
つ
い
て
法
令
上
の
定
め

は
な
く
、
道
路
や
河
川
等
の
地
理
的
状
況
、

地
域
社
会
が
作
ら
れ
て
き
た
長
い
歴
史
的
経

緯
や
住
民
感
情
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実

態
を
踏
ま
え
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
の
判

断
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

越
境
入
学
の
問
題
が
背
景
に
あ
り
、
「
区

域
外
就
学
の
是
正
」
が
、
昭
和
二
十
八
年
、

三
十
三
年
に
通
達
が
だ
さ
れ
る
が
、
昭
和
六

十
年
以
降
、
「
い
じ
め
に
よ
り
児
童
生
徒
の

心
身
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
深
刻
な

悩
み
を
持
っ
て
い
る
等
の
場
合
」
、
区
域
外

就
学
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
平
成

六
、
七
年
に
も
同
類
通
知
が
あ
い
つ
ぐ
が
、

い
じ
め
を
苦
に
自
殺
す
る
事
例
が
生
じ
、
逃

げ
場
を
失
っ
た
子
供
を
救
済
す
る
目
的
や
不
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人口問題と教育政策

登
校
な
ど
へ
の
教
育
的
配
慮
が
あ
っ
た
と
い

え
る
。

も
と
も
と
こ
の
問
題
は
、
臨
時
教
育
審
議

会
で
教
育
の
自
由
化
の
「
環
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
た
の
が
発
端
で
、
審
議
は
激
し
く
二

分
し
た
と
い
う
。
規
制
維
持
派
は
「
通
学
区

域
は
学
校
指
定
が
窓
意
的
に
行
わ
れ
る
こ
と

な
く
保
護
者
に
不
公
平
感
を
与
え
る
こ
と
の

な
い
よ
う
地
域
の
実
情
に
関
連
し
て
設
定
さ

れ
定
着
し
て
い
る
」
と
出
張
。
他
方
、
規
則

緩
和
の
意
見
は
、
「
選
択
の
自
由
を
認
め
な

い
こ
と
が
、
学
校
教
育
の
画
一
性
、
硬
直
性

な
ど
の
一
因
で
あ
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
等

に
対
す
る
対
応
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
。
保

護
者
が
子
供
に
受
け
さ
せ
た
い
と
思
う
教
育

の
種
類
を
選
択
で
き
る
権
利
を
認
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
。
保
護
者
の
学
校
選
択
を

保
護
す
る
趣
旨
に
立
つ
学
校
選
択
制
は
、
行

政
改
革
委
員
会
規
制
緩
和
小
委
員
会
へ
と
議

論
が
移
り
、
蒸
し
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
八
年
、
行
政
改
革
委
員
会
規
制
緩
和

小
委
員
会
の
最
終
報
告
は
、
右
の
臨
時
教
育

審
議
会
第
三
次
答
申
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
。
文

部
省
の
「
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
「
教

育
制
度
の
弾
力
化
」
の
た
め
の
施
策
と
し
て

－
，
通
学
区
域
の
弾
力
化
」
が
う
た
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
同
時
に
県
教
委
に
対
し
、
検
討

を
促
す
通
知
が
再
び
だ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
文
部
省
は
平
成
九
年
通

知
に
よ
り
、
い
じ
め
、
地
理
的
身
体
的
理
由

以
外
の
事
情
に
も
学
校
を
変
更
で
き
る
こ
と

を
改
め
て
確
認
、
全
国
各
地
の
学
区
変
更
の

具
体
例
を
紹
介
す
る
冊
子
を
だ
し
た
。

北
海
道
や
八
王
子
市
の
例
が
あ
る
が
、
中

教
審
の
答
申
を
受
け
、
今
後
都
市
部
で
学
校

選
択
制
が
ど
う
広
が
る
か
。
都
市
の
流
動

性
、
開
放
性
か
ら
従
来
の
よ
う
な
町
内
会
、

自
治
会
の
区
割
り
を
基
礎
と
し
た
、
厳
格
な

通
学
区
の
設
定
、
運
用
で
は
も
は
や
こ
の
変

革
期
を
乗
り
き
れ
な
い
と
い
う
の
か
。
「
通

学
区
は
昔
の
農
村
を
基
盤
に
し
て
お
り
、
実

情
に
合
わ
な
い
」
と
は
た
し
て
い
い
き
れ
る

の
か
。
親
が
子
供
の
学
校
を
選
ぶ
権
利
を
拡

大
す
る
こ
と
は
、
は
た
し
て
ユ
ネ
ス
コ
な
ど

世
界
の
趨
勢
か
。
筆
者
に
は
疑
問
が
多
い
。

経
済
同
友
会
は
、
平
成
七
年
四
月
、
社
会

経
済
生
産
性
本
部
社
会
政
策
特
別
委
員
会

も
、
平
成
十
年
七
月
に
学
区
制
の
廃
止
、
学

校
選
択
制
を
後
押
し
し
た
。
こ
の
よ
う
な
教

育
改
革
の
動
き
の
中
で
、
地
域
末
端
で
は
、

制
度
の
全
体
像
が
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
、
う
ず

に
巻
き
こ
ま
れ
混
乱
し
な
い
か
。
い
や
す
で

に
こ
の
混
乱
は
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

足
立
区
立
柳
原
小
学
校
は
、
平
成
九
年
二

月
、
入
学
予
定
の
四
二
人
の
ほ
と
ん
ど
が
隣

接
学
区
（
指
定
校
外
）
へ
の
入
学
を
希
望
す

る
事
態
が
生
じ
学
区
内
入
学
は
う
ち
七
人
だ

け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
学
校
が
統
廃

合
さ
れ
る
と
の
う
わ
さ
が
飛
び
か
い
、
区
教

委
は
町
内
会
に
協
力
を
要
請
し
て
必
死
の
引

き
留
め
工
作
に
あ
た
っ
た
が
、
わ
れ
も
わ
れ

も
と
な
だ
れ
を
》
つ
っ
た
と
い
う
。
多
く
の
場

合
、
親
は
目
先
の
こ
と
の
み
考
え
や
す
い
。

足
立
区
で
入
学
先
変
更
は
、
平
成
七
年
度

一
○
○
○
人
、
八
年
度
二
○
○
人
、
九
年

度
一
一
一
一
五
○
人
、
十
年
度
一
三
○
○
人
と
拡

大
、
十
年
度
で
小
学
校
二
％
、
中
学
校
一

四
％
の
新
一
年
生
が
、
区
教
委
か
ら
指
示
さ

れ
た
学
校
と
は
別
の
学
校
に
進
ん
だ
と
い

う
。
大
田
区
に
も
八
年
度
八
四
○
人
、
九
年

度
九
○
○
人
、
十
年
度
一
○
○
○
人
と
広

が
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
き
ち
ん
と
し
た
シ
ス
テ

ム
化
が
未
完
成
の
段
階
で
、
あ
い
ま
い
の
ま

ま
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、
深
刻
な
地
域

響，



の
分
断
を
ひ
き
お
こ
し
か
ね
な
い
。
こ
の
学

校
選
択
化
の
動
き
は
、
同
一
市
町
村
、
学
校

設
置
主
体
内
に
限
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
学

校
が
一
つ
し
か
な
い
小
規
模
農
村
で
は
ど
う

な
る
か
。
選
択
を
求
め
て
市
町
村
合
併
へ
と

揺
さ
ぶ
り
か
ね
な
い
。
都
会
で
い
き
場
の
な

く
な
っ
た
子
ど
も
へ
の
い
じ
め
対
策
と
し

て
、
教
育
の
市
場
化
、
私
事
化
の
一
環
と
い

う
が
、
登
校
拒
否
の
減
に
つ
な
が
る
の
か
。

名
門
志
向
の
弊
害
を
懸
念
し
つ
つ
、
こ
れ
で

学
校
の
〃
荒
れ
“
や
大
都
市
で
進
む
公
立
離
れ

に
歯
止
め
が
か
か
る
の
か
。

｜
教
委
が
住
民
と
の
意
見
交
換
を
開
き
、

ど
の
学
校
を
廃
止
し
、
ど
れ
を
残
す
か
を
統

廃
合
後
の
通
学
区
域
の
線
引
き
と
合
わ
せ
て

話
し
合
う
仕
組
み
を
導
入
」
と
い
う
が
、
文

部
省
の
真
の
意
図
は
、
今
後
少
子
化
段
階
を

迎
え
、
全
国
的
に
進
む
で
あ
ろ
う
学
校
統
廃

合
を
住
民
自
ら
が
選
択
実
施
さ
せ
よ
う
と
い

う
隠
れ
た
ね
ら
い
は
な
い
か
、
地
域
と
学
校

と
の
関
係
・
連
携
を
長
い
間
問
い
続
け
て
き

た
教
育
関
係
者
、
と
り
わ
け
教
育
社
会
学
的

視
点
か
ら
み
れ
ば
、
一
瞬
の
土
台
つ
き
く
ず

し
と
も
受
け
と
れ
か
ね
な
い
。

「
（
異
な
る
学
校
）
に
子
供
を
通
わ
せ
る
親

た
ち
は
、
今
後
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
て
も

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
一
緒
に
す
る
こ
と
も
な
け

れ
ば
、
子
供
の
学
校
を
よ
く
す
る
た
め
に
集

ま
り
、
種
々
の
工
夫
や
活
動
を
す
る
こ
と
も

な
く
な
る
。
さ
ら
に
は
各
種
の
学
校
行
事
で

顔
を
合
わ
せ
、
子
供
の
活
動
と
成
長
を
と
も

に
喜
ぶ
と
い
う
こ
と
も
な
く
な
る
。
同
じ
学

校
に
通
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
同
じ
空
間
で

生
活
の
大
半
を
過
ご
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

と
き
に
は
い
が
み
合
っ
た
り
対
立
し
た
り
し

な
が
ら
も
、
仲
間
を
作
り
、
共
通
の
経
験
を

積
み
上
げ
、
共
通
の
思
い
出
と
愛
着
を
育
ん

で
い
く
の
で
あ
る
。
…
…
学
校
は
地
域
の
人

び
と
に
と
っ
て
共
同
性
の
基
盤
、
共
生
的
生

活
圏
の
核
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
」

義
務
教
育
段
階
で
も
市
場
原
理
の
導
入
が

公
然
と
と
ら
れ
、
学
校
選
択
の
自
由
を
認

め
、
消
費
者
主
催
の
対
象
と
し
て
再
編
し
て

い
こ
う
と
す
る
考
え
方
が
は
ら
む
問
題
は
何

か
、
「
学
校
と
子
ど
も
の
生
活
を
地
域
社
会

か
ら
引
き
離
し
、
地
域
社
会
の
活
力
基
盤
を

ま
す
ま
す
脆
弱
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
そ
れ

は
子
供
の
生
活
に
は
ね
か
え
っ
て
い
く
。
や

せ
衰
え
た
地
域
社
会
は
家
族
の
孤
立
化
を
促

進
し
、
子
供
の
生
活
を
家
庭
と
学
校
の
環
の

中
に
封
じ
こ
め
て
い
く
」
と
藤
田
英
典
氏
は

い
う
（
『
教
育
改
革
』
岩
波
新
書
、
平
成
九
年
）
。

こ
の
よ
う
な
教
育
改
革
の
動
き
の
一
つ
と

し
て
、
学
区
、
学
校
統
廃
合
は
、
地
域
と
教

育
を
考
え
る
上
で
恰
好
の
材
料
を
提
供
し
て

く
れ
る
。
公
立
小
・
中
の
こ
の
学
区
、
学
校

統
廃
合
問
題
は
、
教
育
の
社
会
的
基
底
と
し

て
、
ま
た
人
口
問
題
と
教
育
政
策
か
ら
し
て

も
い
ま
大
き
な
国
民
的
争
点
と
な
り
つ
つ
あ

る
。詳
細
は
、
若
林
敬
子
『
学
校
統
廃
合
の
社

会
学
的
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
一
九
九
九

年
二
月
五
○
○
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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咽
『
狸罎篝鑿

遥
か
雲
の
上
に
輝
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
霊
峰
を

眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
飛
行
機
は
徐
々
に
高

度
を
下
げ
カ
ト
マ
ン
ズ
空
港
に
近
づ
く
。

迫
っ
て
く
る
小
高
い
山
々
を
見
る
と
、
驚
く

こ
と
に
そ
れ
ら
の
山
々
の
頂
き
ま
で
畑
地
が

せ
り
上
が
っ
て
い
て
、
ま
さ
に
耕
し
て
天
に

登
る
感
じ
で
あ
る
。
急
斜
面
に
人
家
が
へ
ば

り
つ
く
よ
う
に
息
づ
い
て
い
る
の
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

ネ
パ
ー
ル
の
人
々
は
悩
ん
で
い
る
。
増
大

す
る
人
口
を
養
う
こ
れ
と
い
う
産
業
が
な
い

上
に
、
経
済
を
支
え
る
電
力
や
道
路
、
通
信

網
も
不
備
で
あ
る
。
人
口
の
約
四
○
パ
ー
セ

ン
ト
は
貧
困
ラ
イ
ン
（
約
五
○
パ
ー
セ
ン
ト

は
ミ
ニ
マ
ム
・
カ
ロ
リ
ー
も
不
足
）
に
喘
い

で
お
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
資
料
に
よ
れ
ば
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
約
二
一
○
ド
ル
（
’
九
九
八

年
）
で
、
後
発
途
上
国
（
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
）
の
中

で
も
貧
し
い
部
類
に
入
る
。

仮
に
何
か
の
産
業
に
活
路
を
見
出
そ
う
に

も
、
山
ま
た
山
で
道
路
や
橋
梁
等
の
経
済
イ

ン
フ
ラ
の
不
充
分
な
こ
と
が
物
流
を
阻
害
し

て
い
る
。
物
を
作
っ
て
売
ろ
う
に
も
国
内
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
狭
く
、
都
市
に
ア
ク
セ
ス
し

よ
う
に
も
道
路
が
な
い
、
橋
が
架
っ
て
い
な

い
と
い
っ
た
状
況
で
あ
り
、
国
外
の
市
場
は

イ
ン
ド
を
別
に
す
れ
ば
遥
か
彼
方
で
あ
る
。

そ
う
い
う
話
は
大
方
想
像
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
現
地
に
行
っ
て
み
て
そ
の
印
象

は
強
烈
で
あ
っ
た
。

一
九
九
八
年
十
二
月
、
子
供
と
環
境
を
守

る
「
２
０
５
０
」
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
参
加
し

た
今
回
の
旅
は
、
途
上
国
の
地
域
開
発
の
難

し
さ
を
改
め
て
肌
で
感
ず
る
調
査
と
な
っ

た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と
い
う
と
お
こ
が
ま

し
い
が
、
現
地
の
住
民
生
活
を
見
聞
し
対
話
す

る
機
会
も
あ
っ
た
。
｜
つ
は
【
豊
忌
の
山
岳

地
区
、
他
は
○
亘
冒
目
と
い
う
動
物
保
護

の
自
然
公
園
に
隣
接
す
る
地
区
で
あ
る
。
住

民
参
加
型
の
持
続
的
経
済
開
発
と
い
う
言
葉

は
、
最
近
の
国
際
協
力
論
や
社
会
開
発
論
で

広
く
論
議
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で

の
見
聞
は
、
主
と
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
（
国
連
開

発
計
画
）
が
現
地
で
展
開
し
て
い
る
住
民
参

加
型
の
持
続
的
経
済
開
発
で
あ
っ
て
、
筆
者

に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、
大
き
な
収

穫
と
も
な
っ
た
。

釘



；鶴
●

現
地
入
り
す
る
前
日
、
当
地
で
は
開
発
計

画
の
地
方
へ
の
権
限
委
譲
に
よ
り
持
続
可
能

な
生
活
、
環
境
保
全
、
女
性
の
地
位
向
上
等

の
分
野
で
、
住
民
参
加
型
の
開
発
が
有
効
で

あ
る
と
の
国
連
代
表
ヘ
ー
ー
ン
グ
・
カ
ー

チ
ャ
ー
氏
の
話
を
思
い
出
す
。
印
象
的
で

あ
っ
た
の
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
推
進
し
て
い
る
Ｐ

Ｄ
Ｄ
Ｐ
《
６
自
画
巳
ｂ
ｇ
○
局
】
□
】
、
一
風
。
←
、
の
‐

ぐ
の
］
・
己
日
の
貝
勺
司
・
圏
閏
皀
葛
と
い
う
そ
の
住

民
参
加
型
の
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説

明
で
あ
っ
た
。
そ
の
広
報
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
躯
っ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
幾
つ
か
あ

る
。
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Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
住
民
参
加
型
地
域
開
発
（
Ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｂ

且
当
地
で
は
開
発
計
第
一
に
「
ト
リ
ッ
ク
ル
・
ア
ッ
プ
」
で
あ

玄
譲
に
よ
り
持
続
可
能
る
。
か
っ
て
有
名
な
開
発
理
論
の
一
つ
に
Ａ
・

女
性
の
地
位
向
上
等
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
「
ト
リ
ッ
ク
ル
・
ダ
ウ
ン
」

小
型
の
開
発
が
有
効
で
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
開
発
経
済
論
に
お
け
る

変
ヘ
ー
ー
ン
グ
・
カ
ー
貧
困
の
解
消
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
の
ビ
ッ
ク
・

い
出
す
。
印
象
的
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
大
規
模
な
工
業
化
を
推
進
す

丘
の
推
進
し
て
い
る
Ｐ
れ
ば
、
多
数
の
住
民
に
雨
水
が
染
み
渡
る
よ
う

号
・
ｑ
ｇ
ｍ
日
ｇ
ｏ
？
に
富
が
均
て
ん
し
て
い
く
と
い
う
の
で
あ
る
。

四
目
葛
と
い
う
そ
の
住
し
か
し
、
従
来
よ
り
理
論
通
り
な
か
な
か
そ

元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
う
は
な
ら
な
く
て
、
途
上
国
に
よ
っ
て
は
、

埠
報
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
富
の
偏
在
を
助
長
し
て
き
た
と
い
う
実
態
が

ワ
ー
ド
が
幾
つ
か
あ
少
な
く
な
か
っ
た
。
逆
に
現
地
住
民
の
参
加

を
得
て
、
開
発
段
階
か
ら
開
発
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
取
ら
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
開
発
の
目

田卦》》舟需》》』》把》》辨記調生き－，さらに女性を
的
を
意
識
さ
せ
、
そ
の

成
果
を
分
か
つ
と
い
う

》『『》辨碍串》》》》》一》手》艶干》押梺与辨識呼
旧
神
ゲ
東
ナ
在
海
主
経
旧
泊
資
箸
ネ
ナ
こ
の
］
○
℃
目
の
貝
）
、
そ
の
た

め
の
Ｇ
Ｅ
（
○
の
ご
号
『
百
日
己
（
）
葛
の
局
日
の
日
）

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
近
年
論
議
さ
れ
て
い

る
。
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
そ
う
し
た
現
地
住
民
、
特

に
女
性
の
経
済
活
動
へ
の
参
加
を
組
織
化
す

る
実
験
に
成
功
し
て
お
り
注
目
さ
れ
て
い

る
。第
二
は
、
デ
・
セ
ン
ト
ラ
リ
ゼ
ィ
シ
ョ
ン

で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
に
七
五
の
ロ
⑪
日
巳

が
あ
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
そ
の
う
ち
二
○
地
区

を
選
ん
で
Ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｐ
を
展
開
し
て
い
る
。
中

央
集
権
主
義
で
な
く
、
地
方
に
開
発
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
与
え
、
地
区
や
村
落
の
住
民

に
開
発
の
優
先
度
を
委
ね
る
の
で
あ
る
。
勿

論
公
的
な
予
算
配
分
に
つ
い
て
は
、
中
央
や

地
区
の
当
局
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
行
政
的

配
慮
の
加
わ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
権
限
委
譲
が
地
方
の
開
発
に
と
っ
て

最
良
と
い
う
の
が
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
考
え
で
あ
っ

て
、
そ
の
中
央
ｌ
地
区
ｌ
村
落
に
至
る
図
表

ｌ
に
み
る
よ
う
な
組
織
化
に
よ
っ
て
情
報
の

疎
通
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
参
加
し
て
い

る
村
落
の
数
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
資
料
に
よ
る
と

三
、
九
一
一
一
と
い
う
規
模
に
達
し
て
い
る
の

に
驚
か
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
別
活
動

状
況
を
纏
め
る
と
図
表
２
の
通
り
と
な
る
。
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図表１ＰＤＤＰ組織図

ゴゴーrﾋｴ班Ⅲ

も
つ
上
了
ｂ
、
ネ
パ
ー
ル
中
央
政
府
の
要
請

で
、
こ
う
し
た
情
報
伝
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

□云う □三1つ
地区組織District

DevelopmentCom (]毒

踊 癌 冠 露 厨 色
村落組織Village
DevelopmentCommitt

図表２ＰＤＤＰの組織別機能

マクロ政策の支援

＊地方開発支援のための調査活動
＊政策立案

＊情報関連対策

Central

中央政府レベル

陸
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
例
え
ば
地
方
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
計
画
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｐ
（
罰
巨
国
」
固
己
閂
巴

。ｌ目冶能力促進へ住民参加
Ｖｉｌｌａｇｅｓ
Ｃｏｍｍｕｎ

レベル

ヨ治体の紬

の先1丁・縄＃管

出所gUImPKathomandu資料

□
の
こ
の
』
。
ご
日
の
已
勺
円
Ｃ
胸
『
四
日
目
の
）

人
間
と
自
然
の
共
生
計
画
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
］

(注）ＰＤＤＰのビレッジ・メンバーによる小事業投資（ＶＤＰ）例
コミュニイティ・オーガニゼーション（ＣＯ）にて、メンバーが徴収した貯蓄とＤＤＣから
の融資で行う小規模事業やプロジェクトには以下のような種類がある。実際の事業の立ち上
げには、ＵＮＤＰのオーガナイザーや他地区の経験者による研修や実地指導が施される。

①養蜂、②養蚕、③乳牛(山羊)飼育､④手芸品製作､⑤洋裁．仕立て⑥
⑨

Ｉ
１
１

石鹸造り、⑦ケチャップ造り、⑧和紙製造（ネパール産みつまたを加工）
漬物．酢漬造り、⑩うどん製造ＥＴＣ

日
日
巴
に
も
、

Ｐ
Ｐ
Ｓ
貰
丙
－

勺
の
。
ご
汀
句
門
。
‐

胃
四
日
目
①
）
に

省
そ
の
他
内

外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

推
進
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も

略
同
様
に
活
用

さ
れ
て
い
て
、

ネ
パ
ー
ル
側
へ

の
資
金
援
助
や

技
術
協
力
の
受

る
よ
う
で
あ
る
。

皿
と
な
っ
て
い
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鐵
刹
訂
列
川
引
Ⅲ
洲
Ⅱ
い
計
制
約
伽
謝
１
１
－
剛
議
川
篝
窪
窪
“

一
て
い
る
。

第
三
が
生
活
水
準
の
持
続
的
発
展
の
巨
‐
を
始
め
、
利
益
の
貯
蓄
・
返
済
を
確
実
に
実
第
五
は
、
情
報
の
円
滑
化
、
モ
ニ
タ
リ
ン

の
圓
己
：
』
の
Ｃ
の
急
の
」
Ｏ
Ｃ
Ｂ
の
貝
の
プ
ロ
ジ
ェ
行
さ
せ
る
仕
組
の
組
織
化
で
あ
る
。
キ
ー
．
グ
の
徹
底
で
あ
る
。
地
区
の
開
発
計
画
に
は

ク
ト
の
推
進
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
地
区
の
ワ
ー
ド
は
、
自
助
努
力
で
あ
る
こ
と
は
い
う
メ
ン
バ
ー
全
員
参
加
の
ビ
レ
ッ
ジ
の
集
会
か

環
境
保
全
も
こ
れ
に
入
る
し
、
国
士
全
体
に
ま
で
も
な
い
。
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
村
ら
ビ
レ
ッ
ジ
全
体
に
稗
益
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

わ
た
る
イ
ン
フ
ラ
の
最
小
限
の
整
備
、
中
で
落
住
民
の
す
べ
て
の
借
入
・
返
済
状
況
が
公
卜
を
掘
り
起
こ
し
、
他
の
隣
接
地
区
と
も
協

も
物
流
の
た
め
の
村
落
か
ら
他
の
地
区
・
中
開
さ
れ
る
の
で
、
透
明
性
と
い
う
点
で
は
完
議
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た

央
に
通
ず
る
道
路
網
や
吊
橋
、
地
域
の
需
要
壁
な
仕
組
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
メ
ン
バ
ー
の
結
果
は
村
落
住
民
に
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
さ

に
見
合
っ
た
ミ
ー
ー
水
力
発
電
、
そ
の
他
村
落
貯
蓄
・
返
済
へ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
も
な
れ
る
。

の
飲
料
用
や
農
業
用
水
路
の
拡
充
、
植
林
事
る
。
そ
の
事
業
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

Ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
１
１
１
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
１
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
］

鱈
纏
《
離
瀬
熟
鐵
山
あ
い
の
住
民
集
会

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
Ｉ
を
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
三
口
足
ら
ず
の
丙
…
れ
の
箇
所
も
み
え
る
。
ネ
パ
ー
ル
の
森
林
間

付
け
る
か
は
、
村
落
レ
ベ
ル
か
ら
地
区
し
べ
地
区
の
山
岳
地
帯
。
早
朝
ホ
テ
ル
を
発
っ
て
題
、
環
境
保
全
が
叫
ば
れ
て
い
る
の
は
こ
れ

ル
に
持
ち
出
さ
れ
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
ア
ド
バ
イ
半
日
近
く
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
に
揺
『
わ
れ
て
だ
な
と
実
感
す
る
の
で
あ
る
。
聞
け
ば
家
庭

ザ
ー
や
地
区
役
場
の
委
員
な
ど
の
出
席
も
交
橋
の
な
い
谷
あ
い
の
川
を
幾
つ
も
わ
た
る
。
の
燃
料
は
九
○
パ
１
セ
ン
ト
以
上
が
薪
だ
と

え
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
最
終
的
に
中
央
の
山
あ
い
に
進
む
ほ
ど
に
左
側
は
切
り
立
つ
崖
い
う
。
斜
面
の
樹
木
を
伐
っ
て
暖
を
と
り
、

政
府
所
管
部
門
へ
予
算
申
請
の
た
め
待
ち
上
で
あ
る
。
時
折
視
界
が
開
け
て
垣
間
見
え
る
そ
の
後
を
畑
地
に
し
て
増
え
る
人
口
を
支
え

げ
ら
れ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
が
眩
し
い
。

る
よ
う
な
生
き
方
が
続
け
ば
、
土
砂
崩
れ
に

第
四
は
、
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
デ
ィ
ヅ
ト
利
右
側
の
急
斜
面
の
段
段
畑
は
四
五
度
ぐ
ら
よ
る
環
境
破
壊
は
目
に
み
え
て
い
る
。
こ
れ

用
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
小
額
の
生
業
資
金
い
も
あ
ろ
う
か
、
耕
し
て
山
の
頂
き
に
登
る
で
は
貧
し
さ
か
ら
の
開
放
は
覚
束
な
い
だ
ろ

が
住
民
が
Ｄ
Ｄ
Ｃ
か
ら
借
入
れ
て
、
小
事
業
よ
》
っ
な
勢
い
で
あ
る
。
し
か
し
時
折
士
砂
崩
う
。
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て
Ｃ
官
］
】
こ
の
｝
村
に
到
着
す
る
。
距
離
の

割
に
長
時
間
走
っ
た
と
感
ず
る
の
は
、
曲
が

ダ
ム
の
施
設
が
一
九
九

三
年
大
雨
続
き
が
も
た

ら
し
た
洪
水
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
た
事
実
は
、

そ
の
背
景
に
そ
う
し
た

人
災
の
よ
う
な
事
情
の

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
だ
ろ
う
。
勿
論
、

周
知
の
よ
う
に
日
本
の

森
林
保
全
、
村
落
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
一
九

九
四
年
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
現
在
ネ

パ
ー
ル
に
入
っ
て
い
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
約
一
五
、
○

○
○
と
い
わ
れ
る
が
森

林
保
全
の
た
め
の
植
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
い

と
い
う
。

半
日
以
上
も
か
か
っ

か
つ
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
が
技
術
・

資
金
協
力
し
て
で
き
あ
が
っ
た
ク
リ
ー
ー
カ
．

フ
ィ
ス
に
て
午
後
遅
く
ま
で
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
住

民
参
加
型
地
域
開
発
、
女
性
と
子
供
の
開
発

り
く
ね
っ
た
デ
コ
ポ
コ
の
山
道
だ
か
ら
だ
ろ

う
。
遅
い
昼
食
の
後
、
地
区
委
員
会
の
オ

住民対話（山岳ピレッジ）

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
農
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
関

す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
聴
く
。

山
頂
の
ホ
テ
ル
に
一
泊
。
早
朝
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
系
の
彼
方
に
昇
る
ご
来
光
が
清
々
し
い
。

自
動
車
が
増
え
て
排
気
ガ
ス
の
公
害
に
悩
む

カ
ト
マ
ン
ズ
の
街
と
違
う
清
例
な
山
の
冷
気

が
頬
を
叩
く
。
英
国
風
の
瀞
酒
な
雰
囲
気
の

ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
が
、
寒
い
上
に
数
時
間
に

及
ぶ
前
夜
の
停
電
に
は
参
っ
た
。
翌
日
住
民

と
直
接
対
話
で
き
る
と
い
う
□
｝
員
〕
尊
閏
ざ

部
落
に
到
着
。
昼
食
後
わ
れ
わ
れ
と
の
対
話

集
会
が
始
ま
る
と
い
う
の
で
、
村
人
の
集

ま
っ
て
い
る
集
会
所
に
行
く
。
行
く
と
い
っ

て
も
村
全
体
が
低
地
か
ら
高
所
ま
で
あ
っ

て
、
一
○
○
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
も
急
斜
面
を

よ
じ
登
っ
て
そ
の
中
間
地
点
の
集
会
所
に
行

く
ま
で
に
大
汗
を
か
く
が
、
逆
に
も
っ
と
高

所
か
ら
も
村
人
が
降
り
て
き
て
い
る
の
で
あ

る
。通
常
Ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｐ
の
集
会
は
、
男
性
、
女
性

そ
れ
に
混
合
の
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
こ

こ
の
ぐ
已
色
鴨
○
・
日
目
三
の
①
の
メ
ン
バ
ー

は
四
一
名
う
ち
女
性
が
三
二
名
で
、
午
前
に

行
わ
れ
た
の
は
そ
の
男
女
混
合
の
集
会
（
写

真
参
照
）
で
あ
っ
た
。
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
対
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話
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

①
半
月
ご
と
の
集
会
で
メ
ン
バ
ー
か
ら
二

五
ル
ピ
ー
ニ
ル
ピ
ー
約
一
四
○
円
）
を

徴
収
し
、
残
高
一
三
万
ル
ピ
ー
の
貯
蓄
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
各
自
の
貸

借
状
況
や
全
体
の
財
務
状
況
は
公
開
さ
れ

る
。

②
こ
れ
か
ら
個
人
の
生
業
資
金
（
ご
‐

８
日
の
。
§
の
扁
巴
】
ｏ
己
）
や
ビ
レ
ッ
ジ
の
事

業
資
金
（
弓
司
・
胃
蝕
白
日
の
田
口
目
・
の
）
に

融
資
（
六
カ
月
、
金
利
一
八
パ
ー
セ
ン

ト
）
。

③
デ
フ
ォ
ル
ト
は
こ
れ
ま
で
発
生
し
て
い

な
い
理
由
（
メ
ン
バ
ー
の
資
金
の
借
入
・

返
済
状
況
が
ビ
レ
ッ
ジ
の
事
務
所
の
壁
に

掲
示
さ
れ
て
い
て
、
連
帯
保
証
の
よ
う
な

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
よ
う
だ
）
。

④
そ
の
着
手
し
て
い
る
事
業
に
は
、
山
羊

の
飼
育
、
養
蜂
、
養
蚕
、
菓
子
づ
く
り
等

が
あ
っ
た
。

因
み
に
、
わ
れ
わ
れ
参
加
者
の
質
問
に

よ
っ
て
、
こ
の
集
会
の
メ
ン
バ
ー
は
高
い

カ
ー
ス
ト
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
こ
と
。
驚

い
た
の
は
、
女
性
の
平
均
結
婚
年
齢
が
十
五

歳
と
い
う
若
さ
で
あ
る
と
の
答
え
が
返
っ
て

き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
女
性
の
労
働
力
の
一

員
と
し
て
組
み
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
貧
し
さ

を
痛
感
し
た
。

午
後
の
集
会
は
約
三
○
人
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
な
る
女
性
だ
け
の
集
ま
り
で
あ
っ
て
、
し

か
も
最
下
層
の
カ
ー
ス
ト
に
属
す
る
家
族
の

女
性
た
ち
で
あ
っ
た
。
一
般
に
ネ
パ
ー
ル
で

は
都
市
部
で
も
山
岳
部
で
も
今
な
お
根
強
く

カ
ー
ス
ト
が
残
っ
て
い
て
、
階
層
的
な
も
の

と
地
域
的
な
も
の
と
の
二
重
の
カ
ー
ス
ト
に

よ
っ
て
し
ば
ら
れ
、
経
済
的
、
社
会
的
な
差

別
が
存
在
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
因

み
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
知
ら
れ
る
シ
ェ
ル

パ
ー
も
山
岳
地
帯
に
お
け
る
カ
ー
ス
ト
に
属

し
て
い
る
と
い
う
。
集
会
で
て
き
ぱ
き
答
え

て
く
れ
た
の
は
村
の
メ
ン
バ
ー
の
会
計
を
担

当
し
て
い
る
十
六
歳
と
い
う
若
い
女
性
で

あ
っ
た
。

①
わ
れ
わ
れ
メ
ン
バ
ー
の
日
常
の
平
均
収

入
は
殆
ど
な
く
、
自
給
自
足
の
生
活
。
そ

れ
で
も
メ
ン
バ
ー
合
計
で
二
一
一
一
千
ル
ピ
ー

を
貯
蓄
、
導
水
管
を
設
け
て
何
時
で
も
飲

料
水
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
生
活
向
上
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と

の
彼
女
た
ち
か
ら
の
質
問
に
は
、
グ
ル
ー

プ
の
「
２
０
５
０
」
北
谷
代
表
か
ら
「
教

育
」
と
「
努
力
」
し
か
な
い
で
し
ょ
う
の

答
え
に
反
論
は
な
か
っ
た
が
１
．

こ
う
し
た
草
の
根
を
ど
う
し
て
少
し
で
も

豊
か
さ
に
近
づ
け
る
か
、
何
と
も
口
で
言
う

に
は
や
さ
し
く
、
し
か
し
実
行
は
容
易
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
訪
問
し
た
ビ

レ
ッ
ジ
は
恐
ら
く
成
功
し
て
い
る
モ
デ
ル
か

も
知
れ
な
い
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
に
よ
る
着
実
な

組
織
化
が
進
み
、
住
民
に
貯
蓄
・
投
資
の
コ

ン
セ
プ
ト
が
徹
底
し
、
自
助
意
識
が
高
ま
っ

て
く
れ
ば
、
タ
イ
の
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｃ
や
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ー
ミ
ン
銀
行
の
よ
う
に
、
わ

が
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ

デ
ィ
ッ
ト
の
導
入
は
遠
か
ら
ず
さ
ほ
ど
困
難
な

課
題
で
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
以
前
は
ず
っ
と
下
方
の
谷
ま
で

水
汲
み
に
汗
を
流
し
た
と
み
ら
れ
る
急
な
山

路
を
下
り
な
が
ら
、
下
山
の
途
中
案
内
さ
れ

た
農
家
の
一
軒
家
の
主
婦
の
話
’
六
頭

の
山
羊
の
乳
搾
り
の
代
金
が
入
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
子
供
の
進
学
の
学
費
が
稼
げ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
嬉

し
そ
う
な
顔
に
希
望
の
輝
き
を
感
じ
た
の
は

筆
者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
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トリツクル･アップの経済発展

ネ
パ
ー
ル
に
は
、
八
つ
の
国
立
の
自
然
公

園
が
あ
る
。
人
口
増
加
に
よ
る
森
林
破
壊
は

山
岳
地
帯
だ
け
で
は
な
い
。
放
置
す
る
と
周

辺
の
住
民
が
動
物
の
い
る
公
園
内
に
入
り
、

牧
草
や
薪
な
ど
の
資
源
を
採
集
す
る
。
森
林

が
破
壊
さ
れ
る
以
外
に
そ
こ
に
棲
む
動
物
と

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
の
で
あ
る
。
知
ら
れ
る

よ
う
に
、
虎
や
犀
な
ど
は
そ
の
毛
皮
や
角
が

密
猟
に
あ
い
、
そ
の
数
が
減
少
し
、
種
に

よ
っ
て
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
も
の

も
少
な
く
な
い
。
ネ
パ
ー
ル
は
動
物
の
宝
庫

で
あ
っ
て
、
例
え
ば
平
地
の
草
原
地
帯
に
は

犀
や
象
や
虎
、
河
川
に
は
鰐
も
い
る
。
山
岳

地
帯
に
は
熊
も
い
れ
ば
、
雪
豹
と
称
す
る
色

の
白
い
豹
も
生
息
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
う
し
た
動
物
と
人
間
が
、
ど
う
し
て
共

存
す
る
か
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
専
門
家
の
説
明
に

よ
る
と
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
起
こ
る
の
は
詰

ま
る
と
こ
ろ
人
口
の
増
加
が
原
因
で
、
森
林

の
縮
小
と
農
作
地
の
拡
大
、
公
園
内
の
動
物

と
増
加
す
る
家
畜
の
関
係
が
ウ
ラ
ハ
ラ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
い
う
。

鱗
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動
物
一
一
．
’
一
一
一
一
」
｜
人
間
の
共
存
へ

そ
の
対
策
と
し
て
政
府
が
推
進
し
て
い
る
の

は
自
然
公
園
の
周
辺
に
バ
ッ
フ
ァ
ー
・
ゾ
ー

ン
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

今
回
山
岳
地
帯
の
ビ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
で
、

二
つ
目
に
筆
者
の
訪
ね
た
○
一
］
】
冒
自
国
立

公
園
は
、
総
面
積
九
六
七
千
平
米
で
自
然
動

物
公
園
と
し
て
は
最
古
の
歴
史
を
誇
り
、
象

に
の
っ
て
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
観
光
が
売
り
物
と

な
っ
て
い
る
。
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
の
飛
行
便

も
あ
る
が
、
自
動
車
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
半

日
以
上
の
強
行
軍
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
が
一

九
九
○
年
代
に
は
い
っ
て
自
由
化
路
線
を
強

め
た
こ
と
に
同
調
し
、
ネ
パ
ー
ル
も
イ
ン
ド

と
の
通
商
関
係
を
緊
密
化
し
た
。
そ
の
た
め

途
中
イ
ン
ド
か
ら
や
っ
て
く
る
ト
ラ
ッ
ク
と

の
引
き
も
き
ら
ぬ
す
れ
違
い
に
う
ん
ざ
り
す

る
。
最
近
ネ
パ
ー
ル
で
は
家
庭
燃
料
と
し
て

灯
油
の
使
用
が
進
ん
で
い
る
関
係
か
ら
、
イ

ン
ド
の
よ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
て
、

特
に
石
油
の
タ
ン
ク
・
ロ
ー
リ
ー
が
多
い
。

山
腹
を
縫
っ
て
走
る
道
路
は
途
中
か
ら
急
に

で
こ
ぼ
こ
道
に
な
り
、
左
は
絶
壁
で
ス
リ
ル

が
あ
る
と
い
う
よ
り
正
直
怖
い
。

翌
日
公
園
隣
接
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
で
、
朝
ま

だ
き
に
象
の
炮
嘩
に
驚
い
て
目
が
覚
め
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
地
区
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
一
緒
に

象
の
背
に
揺
ら
れ
て
公
園
内
に
入
り
、
ジ
ャ

ブ
ジ
ャ
ブ
と
河
を
渡
っ
て
ゆ
く
と
、
草
原
か

ら
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
に
入
る
ほ
ど
に
サ
フ
ァ

リ
気
分
に
な
っ
て
く
る
。
草
む
ら
に
犀
の
親

子
が
現
れ
る
。
犀
は
自
分
よ
り
大
き
な
象
に

は
向
か
っ
て
こ
な
い
と
い
う
が
、
子
供
を
抱

え
た
犀
は
お
ど
お
ど
し
て
こ
そ
こ
そ
と
ブ
ッ

シ
ュ
の
蔭
に
消
え
た
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
入
る

と
木
立
を
わ
た
る
猿
の
群
、
野
生
の
鹿
や
孔

雀
な
ど
に
も
出
会
う
。
こ
う
し
た
動
物
も
貴

重
な
資
源
で
あ
る
。
確
か
に
放
置
す
れ
ば
人

間
に
よ
っ
て
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
ゆ
く
だ
ろ

う
。
緑
を
保
存
す
る
こ
と
は
、
今
や
人
類
の

喫
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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フェンスを造

る住民（自然

公園チトワン）
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Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
弓
自
屏
－
で
の
○
壱
］
の
宅
忌
ｏ
㈹
円
色
】
（
］
（
〕
一

午
後
自
然
公
園
に
接
し
て
い
る
部
落
を
訪

ね
て
、
そ
う
し
た
動
物
と
人
間
の
共
存
の
実

態
を
見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で

あ
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

勺
四
鳥
１
勺
の
：
ｌ
Ｃ
ｂ
円
○
ぬ
国
日
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）

と
い
う
の
が
あ
る
。
自
然
と
人
間
の
共
存
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
と
い
う
こ
と
と
解
し
て

よ
い
だ
ろ
う
。
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
同
行
し
て

く
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
女
性
担
当
者
は
、
自
然

動
物
公
園
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
・
ゾ
ー
ン
に
関
す

る
限
り
で
は
動
物
保
護
が
緑
の
保
存
と
一
致

し
、
そ
れ
が
人
間
と
の
共
存
に
連
な
る
と
説

明
し
て
く
れ
た
。

○
巨
冒
目
自
然
公
園
の
西
の
果
て
に
隣

接
す
る
サ
ウ
ラ
ハ
村
は
、
聞
け
ば
か
つ
て
虎

に
襲
わ
れ
て
七
人
も
犠
牲
の
で
た
部
落
で

あ
っ
た
。
訪
れ
た
日
本
人
が
珍
し
か
っ
た
の

か
、
村
人
に
手
づ
く
り
の
レ
イ
で
首
が
埋
ま

る
ほ
ど
の
大
歓
迎
を
受
け
た
。
折
り
し
も
村

人
総
出
で
バ
ッ
フ
ァ
ー
・
ゾ
ー
ン
の
一
区
画

で
有
刺
鉄
線
の
塀
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
恐
ら
く
男
女
混
合
の
集
会
で
決

め
た
村
の
全
員
参
加
の
作
業
な
の
だ
ろ
う
。

女
性
が
草
刈
り
を
し
、
男
性
が
フ
ェ
ン
ス
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
を
立
て
、
有
刺
鉄
線
を

張
り
巡
ら
せ
て
ゆ
く
。
費
用
は
一
部
ビ
レ
ッ

ジ
の
負
担
で
あ
る
が
、
大
部
分
は
中
央
政
府

か
ら
の
交
付
金
で
あ
る
と
い
う
。
官
民
協
調

の
典
型
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
ろ
う
。

親
切
な
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
案
内
で
、
こ
の
地
域
で
次

の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
聞
し
、
村
人

と
も
対
話
で
き
た
こ
と
は
収
穫
で
あ
っ
た
。

Ⅲ
以
前
、
豊
か
な
土
地
持
ち
だ
け
が
自
前

で
所
有
地
に
設
け
て
い
た
フ
ェ
ン
ス
が
、

部
落
全
体
に
広
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
安
心

し
て
耕
作
可
能
と
な
っ
た
土
地
に
灌
概
用

の
導
水
路
を
造
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
部
落

の
米
の
生
産
量
が
倍
増
し
た
こ
と
。

②
家
畜
が
襲
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た

の
で
、
水
牛
や
山
羊
の
飼
育
を
増
や
し
、

ミ
ル
ク
の
プ
ロ
セ
ス
設
備
を
造
っ
て
、
収

入
を
あ
げ
る
メ
ン
バ
ー
も
で
て
き
た
。

③
養
蜂
、
養
蚕
、
養
鶏
等
の
小
規
模
事
業

を
進
め
る
女
性
メ
ン
バ
ー
に
技
術
指
導
も

行
わ
れ
て
お
り
、
将
来
に
希
望
が
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
。

5８



トリツクルアヅプの経済発展

今
回
の
旅
行
で
、
最
貧
国
か
ら
少
し
で
も

豊
か
さ
を
築
こ
う
と
す
る
ネ
パ
ー
ル
の
山
村

の
人
た
ち
の
直
向
き
な
自
助
努
力
と
、
そ
れ

を
支
援
し
て
い
る
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
組
織
力
に
強

く
印
象
づ
け
ら
れ
た
。
特
に
村
落
や
地
区
の

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
に
は
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
参
加
し

て
い
る
人
た
ち
も
多
く
、
草
の
根
の
人
々
の

鰈

側
メ
ン
バ
ー
の
主
婦
で
農
閑
期
の
現
金
収

入
を
得
る
た
め
、
飲
食
店
を
経
営
す
る
と

か
、
仲
間
を
誘
っ
て
民
芸
品
を
手
が
け
る

も
の
も
現
わ
れ
た
（
観
光
客
の
た
め
の
販

売
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
品
質
改
良
の
不
充
分

な
も
の
が
あ
る
が
、
数
多
く
の
品
物
が
と

こ
ろ
狭
し
と
展
示
さ
れ
て
い
る
）
。

⑤
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
対
す
る

信
頼
は
大
き
い
と
見
受
け
ら
れ
た
。
特
に

女
性
の
八
～
九
割
は
文
盲
で
あ
る
が
、
同

行
し
た
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

簿
記
の
実
習
訓
練
を
や
っ
て
い
た
よ
う

で
、
そ
う
し
た
こ
と
が
Ｗ
Ｉ
Ｄ
に
貢
献
し

て
い
る
と
み
ら
れ
た
。

１脚剛山旧加川可’一

自
由
な
権
利
と
そ
の
ケ
ー
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
汲

み
上
げ
よ
う
と
い
う
ア
マ
テ
イ
ア
・
セ
ン
教

授
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
従
来
の
開
発
の
理
論

や
手
法
を
超
え
る
効
果
の
あ
る
こ
と
を
実
感

し
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
従
来
の
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
援
助
は
、

ハ
ー
ド
の
イ
ン
フ
ラ
中
心
に
積
み
上
げ
て
き

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
て
ネ
パ
ー
ル

訪
問
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ソ
フ
ト
の
イ

ン
フ
ラ
と
も
い
う
べ
き
社
会
開
発
の
仕
組

み
、
特
に
ト
リ
ク
ル
・
ア
ッ
プ
と
称
す
る
開

発
経
済
の
手
法
も
同
等
に
重
要
な
こ
と
を
体

験
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

の
試
み
て
い
る
Ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｐ
の
よ
う
な
住
民
参

加
型
の
持
続
的
な
自
助
努
力
に
よ
る
社
会
開

発
が
い
か
に
効
果
の
大
き
い
も
の
で
あ
る

か
、
ま
た
住
民
自
ら
の
貯
蓄
・
投
資
の
積
上

げ
と
透
明
性
の
あ
る
情
報
伝
達
が
住
民
に
与

え
る
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
や
、
さ
ら
に
官
民
協

調
に
よ
り
、
緑
を
保
存
し
な
が
ら
地
域
開
発

を
行
う
Ｐ
Ｐ
Ｐ
方
式
の
影
響
力
の
大
き
さ
等

に
つ
い
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
九
九
九
年
二
月
）

廷

§
剰
捜
廓藍

》…・・牢・牢‐点碧面皿（“・・・一」即纂Ｍ・；‐｜・・‐淨・へ）．咄、：野山．宮．・・『・っ》‐恥．．・・巧‐器・・・｜‐，．‐｜鯵酊‐託

ｗ
』
門
Ｐ

０守宍‐：冒丹ＩＬＩ・上

熱
許
』
鵬
彫
げ
く
鍬

余
響
慮
噂
γ

。
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蕊
食
糧
の
需
要
量
は
人
口
ば
か
り
で
な
く
、

経
済
状
況
や
生
活
様
式
に
も
大
き
く
依
存
す

る
。
そ
の
国
の
人
口
を
国
、
一
人
当
り
の

と
な
る
。
こ
こ
で
、
Ｎ
は
国
家
ま
た
は
民
族
り
、
需
要
量
の
変
化
は
Ⅲ
の
微
分
と
な
り
、

で
あ
る
。
臣
や
Ｑ
は
時
間
の
関
数
で
あ

で
与
え
ら
れ
る
（
文
献
１
）
。

②
式
の
示
す
と
こ
ろ
は
、
全
人
類
に
よ
る

食
糧
需
要
の
増
加
量
は
二
つ
の
要
素
に
分
け

１
経
済
成
長
と
食
糧
需
要
の
増
加

日
魯
一
ｓ

消
費
量
を
Ｑ
と
す
る
と
、
人
類
全
体
の
消

費
量
Ｉ
は
、

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
要
素
は
第
一

項
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
二
口
／
」
ぺ

つ
ま
り
、
人
口
増
加
に
起
因
す
る
も
の
で
あ

Ｂ
『
ａ
ｓ
已
已

㈱
ワ
ー
ル
ド
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
代
表
吉
田

に

る
。
第
二
の
要
素
は
」
Ｑ
／
号
か
ら
起
因

す
る
が
、
こ
ち
ら
は
人
口
増
加
因
子
の
よ
う

に
単
純
で
は
な
く
、
経
済
状
態
の
改
善
に
よ

る
食
生
活
の
変
化
や
肉
を
よ
く
食
べ
る
と

か
、
酒
を
よ
く
飲
む
と
か
な
ど
、
そ
の
民
族
特

有
の
生
活
様
式
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。

人
口
増
加
に
よ
る
増
加
要
因
は
マ
ル
サ
ス

の
時
代
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
要
因
で
あ

り
、
議
論
を
す
る
必
要
は
な
い
。
問
題
は
第

二
の
要
因
で
あ
る
。
こ
の
要
因
は
人
口
増
加

と
は
全
く
関
係
は
な
く
食
糧
問
題
で
は
非
マ

ル
サ
ス
要
因
と
呼
ぶ
べ
き
要
因
で
あ
る
。
こ

の
非
マ
ル
サ
ス
要
因
を
決
定
づ
け
る
最
も
根

本
的
な
要
素
は
、
経
済
問
題
で
あ
る
。
経
済

的
な
成
長
が
続
く
と
、
食
肉
や
酒
消
費
な
ど

の
間
接
的
穀
物
消
費
が
増
加
す
る
。
こ
う
し

き
力昭

彦
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発展途上国の経済開発はいかにあるべきか

が
多
い
。

そ
の
増
加
率
は
経
済
成
長
率
を
上
回
る
こ
と

た
現
象
は
多
く
の
国
々
で
見
ら
れ
て
い
る
。

マ
ル
サ
ス
要
因
と
非
マ
ル
サ
ス
要
因
と
の

大
き
な
違
い
は
そ
の
増
加
の
速
さ
の
違
い
で

あ
る
。
人
口
増
加
に
よ
る
増
加
率
は
せ
い
ぜ

い
三
パ
ー
セ
ン
ト
止
ま
り
で
あ
る
の
に
対
し

て
経
済
的
な
成
長
率
の
場
合
に
は
一
○
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
場
合
も
あ
る
。
年
率
三

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
で
は
二
倍
と
な
る
期
間

は
、
二
十
四
年
で
あ
る
が
、
一
○
パ
ー
セ
ン

ト
の
場
合
に
は
七
年
少
々
と
な
る
ｃ
注
意
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
経
済

成
長
と
食
肉
な
ど
の
間
接
的
消
費
の
増
加
率

と
が
線
形
相
関
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
で
あ

る
が
、
間
接
消
費
量
が
少
な
い
場
合
に
は
、

●吉田昭彦くよしだ-あきひこ＞
1943年、中国撫順生ね医学博士
<現職＞

㈱ワールドグリーンクラブ代表
<学歴＞

東京理科大学物理学科卒業、大阪

市立大学大学院エ学研究科博士課
程（単位修得退学）
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「科学者が書いた経済の本」中経
出版、１９８９

「なるほど曰本の強さがよくわか
る」中経出版、1990

1991年日本経済新聞社、卿地球産業文化
研究所主催第１回「２１世紀の地球を考え

る」論文コンテスト総合研究部門第１位
"２１世紀地球賞”を受賞。

日
本
の
場
合
、
一
九
六
○
年
に
お
け
る
食

肉
の
消
費
量
は
一
人
当
た
り
年
間
五
・
二
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
経
済
成
長
と

と
も
に
増
加
し
、
’
九
九
五
年
に
は
三
一
・

三
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
大
幅
に
増
加
し
た
（
文

献
２
）
。
三
十
五
年
間
に
食
肉
の
消
費
量
は

六
倍
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
の
消
費
量
は
人
間

が
直
接
使
用
可
能
な
実
際
量
を
採
用
し
て
い
る

の
で
、
肉
全
体
の
生
産
量
と
は
多
少
異
な
る
。

中
国
は
一
九
八
○
年
代
半
ば
以
降
、
著
し

い
経
済
成
長
を
達
成
さ
せ
て
い
る
が
、
経
済

成
長
と
と
も
に
肉
生
産
量
を
著
増
さ
せ
て
い

る
。
主
た
る
食
肉
は
豚
肉
で
あ
る
が
、
そ
の

豚
肉
の
生
産
量
は
一
九
八
五
年
に
は
一
、
七

二
九
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
十
一
年
後

の
一
九
九
六
年
に
は
四
、
○
五
七
万
ト
ン
へ

と
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。
特
に
、
注
目
す
べ

き
は
世
界
生
産
量
に
占

め
る
中
国
生
産
量
の
割

合
で
あ
り
、
そ
の
割
合

は
二
九
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
Ｃ
九
八
五
年
）
か

ら
四
七
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
二
九
九
六
年
）
へ

と
増
加
し
て
い
る
。
十
一
年
間
の
人
口
増
加

率
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
食
肉
消
費
量
の
増
加
率
は
、
二
三

五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
増
加
の
要
因
は
非

マ
ル
サ
ス
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ

と
を
は
っ
き
り
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
豚
肉
よ
り
高
級
と
さ
れ
る
牛
肉
の
場
合

に
は
増
加
は
さ
ら
に
激
し
く
、
一
九
九
○
年

に
は
そ
の
生
産
量
は
一
○
○
万
ト
ン
未
満
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
’
九
九
六
年
に
は
四

六
○
万
ト
ン
に
達
し
て
い
る
（
文
献
３
）
。

食
糧
（
穀
物
）
の
消
費
は
、
人
間
が
直
接

食
用
と
す
る
直
接
消
費
と
家
畜
や
家
禽
な
ど

の
飼
料
用
あ
る
い
は
酒
な
ど
の
醸
造
用
に
用

い
ら
れ
る
間
接
消
費
に
分
け
ら
れ
る
。
日
本

の
主
食
は
コ
メ
で
あ
る
が
、
一
九
六
○
年
に

は
二
四
・
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
一
九
九
五
年
に
は
六
七
・
八
キ
ロ

グ
ラ
ム
へ
と
減
少
し
て
い
る
（
文
献
３
）
。

｜
方
、
間
接
消
費
は
経
済
成
長
と
と
も
に
増

加
し
、
食
肉
生
産
に
対
し
て
多
く
の
飼
料
用

穀
物
が
用
い
ら
れ
る
。
生
産
方
法
の
違
い
に

よ
り
異
な
る
が
、
豚
肉
の
場
合
一
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
生
産
に
対
し
て
は
五
～
六
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
穀
物
が
使
用
さ
れ
る
。
牛
肉
の
場
合
は
そ
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れ
以
上
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
は
間
接
消
費

の
増
加
量
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
全
体
と

し
て
の
穀
物
消
費
量
は
急
増
し
、
食
糧
の
自

給
率
は
大
き
く
低
下
し
た
。

日
本
の
人
口
増
加
は
、
’
九
四
七
年
に

ピ
ー
ク
に
達
し
、
十
年
後
の
一
九
五
七
年
に

は
半
減
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
数
年
後

の
一
九
六
○
年
代
初
頭
か
ら
高
度
経
済
成
長

が
始
ま
り
、
人
々
の
生
活
環
境
は
大
き
く
変

化
し
始
め
た
。
第
二
次
大
戦
直
後
に
は
激
し

い
食
糧
不
足
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
後
長
い
間

食
糧
不
足
の
時
代
が
続
い
た
が
、
コ
メ
の
増

産
努
力
と
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
消
費
減
少

の
た
め
、
一
九
六
○
年
代
に
入
る
と
コ
メ
の

需
給
関
係
は
急
速
に
緩
和
さ
れ
、
’
九
六
七

年
に
は
米
の
完
全
自
給
が
達
成
さ
れ
た
。
そ

の
後
は
今
日
二
九
九
九
年
）
に
至
る
ま

で
、
コ
メ
の
余
剰
現
象
が
続
い
て
い
る
。

食
糧
の
問
題
は
人
口
と
経
済
と
の
問
題
に

密
接
に
係
っ
て
い
る
が
、
東
お
よ
び
東
南
ア

ジ
ア
の
地
域
で
は
人
口
増
加
へ
の
抑
制
時
期

と
経
済
の
高
度
成
長
へ
の
離
陸
時
期
と
の
間

に
も
ま
た
密
接
な
関
係
が
見
ら
れ
る
（
文
献

４
）
。
そ
し
て
、
そ
の
高
度
経
済
成
長
へ
の

離
陸
時
期
に
対
し
て
日
本
を
先
頭
と
し
て
雁

行
の
よ
う
な
時
期
的
な
順
序
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
が
経
験
し
て
き
た

事
実
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
お
よ
び

東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
食
糧
問
題
の
未

来
構
造
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
で
は
高
度
経
済
成
長
が
軌
道
に
乗

り
、
｜
人
当
た
り
の
所
得
が
三
○
○
○
ド
ル

近
辺
に
達
し
た
一
九
七
○
年
代
初
頭
に
、
コ

メ
の
余
剰
が
発
生
し
た
。
同
様
な
こ
と
は
韓

国
で
も
一
九
八
○
年
代
末
に
発
生
し
て
い

る
。
｜
人
当
た
り
三
○
○
○
ド
ル
の
水
準
は

今
日
で
は
タ
イ
の
水
準
で
あ
り
、
タ
イ
で
は

既
に
コ
メ
を
中
心
と
し
た
直
接
消
費
は
飽
和

に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
タ
イ
で
も

大
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
間
接
需
要
は

急
増
し
て
い
る
。
一
方
、
所
得
水
準
の
低
い

「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」
は
衣
食
が

足
り
て
こ
そ
人
は
礼
節
を
知
る
の
で
あ
り
、

人
々
に
礼
節
を
守
ら
せ
る
に
は
衣
食
を
不
足

さ
せ
な
い
こ
と
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
説
い

て
い
る
。
衣
食
の
不
足
す
る
状
態
の
も
と
で

は
、
人
々
が
無
法
行
為
を
し
て
も
責
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
状
態
を
作

２
誰
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
養
う
か

中
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
今
後
と
も
直
接

消
費
の
増
加
は
続
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
域

の
主
食
は
コ
メ
で
あ
り
、
人
口
の
多
い
中
国

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
コ
メ
の
消
費
が
進
む
と

す
れ
ば
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
コ
メ
の
需
要

は
今
後
、
急
増
す
る
。

現
在
（
一
九
九
九
年
）
、
小
麦
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
の
国
際
的
価
格
は
、
記
録
的
に

低
い
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
最
大

の
要
因
は
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
地

域
で
の
大
幅
な
需
要
の
減
退
で
あ
り
、
こ
の

事
実
こ
そ
が
経
済
成
長
と
間
接
需
要
の
急
増

と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

経
済
活
動
が
回
復
す
れ
ば
再
び
需
要
は
急
増

す
る
の
で
食
糧
価
格
の
変
化
に
は
注
目
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

り
出
し
た
為
政
者
は
必
ず
天
命
を
受
け
る
。

こ
れ
は
中
国
四
○
○
○
年
の
歴
史
的
事
実
で

あ
り
、
中
国
の
指
導
者
は
民
を
飢
え
さ
せ
な

い
よ
う
に
全
力
を
注
ぐ
。
か
つ
て
、
中
国
の

食
糧
需
要
の
急
増
に
対
し
て
、
レ
ス
タ
ー
・

ブ
ラ
ウ
ン
は
『
誰
が
中
国
を
養
う
か
』
を
書

い
た
が
、
中
国
の
指
導
者
は
そ
う
易
々
と
民

6２



発展途上国の経済開発はいかにあるべきか

を
飢
え
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
（
文

献
５
）
。
食
糧
問
題
を
含
め
農
業
問
題
は
、

中
国
の
政
治
課
題
で
は
最
重
要
問
題
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
た
め
、
中
国
で
は
食
糧
の

安
定
供
給
が
不
安
視
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

現
在
の
と
こ
ろ
大
き
な
食
糧
不
足
は
発
生
し

て
い
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
の
浅
い
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
厳
し
い
食
糧
不
足
が
発
生
し
た
。

東
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
食

糧
事
情
に
対
し
て
は
『
人
口
と
開
発
』
’
九

九
六
年
夏
号
（
第
弱
号
）
で
詳
し
く
言
及
し

た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
残
念
な
が
ら
そ
の
中
で
指
摘
し
た
予

測
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
現
実
の
も
の
と
な
り

始
め
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
現
在
、
確
か
に
深
刻
な

食
糧
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
食
糧
増
産
に
対
し
て
手

抜
き
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
主
食
は
コ
メ
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
六
年
の

十
一
年
間
の
コ
メ
の
生
産
量
を
三
、
九
二
六
万

ト
ン
か
ら
五
、
二
七
万
ト
ン
へ
と
大
幅
に
増

産
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
生
産
増
は
一
二
九
一

万
ト
ン
に
達
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
．

メ
不
足
に
陥
っ
た
。
コ
メ
の
場
合
に
は
ほ
と

ん
ど
直
接
消
費
さ
れ
る
た
め
、
間
接
消
費
に

回
さ
れ
る
量
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
。

不
足
に
陥
っ
た
最
大
の
要
因
は
、
人
口
増

加
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
口
は
一
九

八
六
年
に
は
一
億
六
三
○
○
万
人
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
一
九
九
六
年
に
は
一
億
九
四

六
七
万
人
で
あ
り
、
人
口
増
加
は
二
一
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
同
期
間
の
人
口
の
増
加

率
は
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
コ
メ
の
増

産
率
は
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
コ
メ
の
増
産
率
の
方
が
九
パ
ー
セ
ン

ト
大
き
く
、
コ
メ
に
限
っ
て
言
う
な
ら
ば
不
足

は
加
速
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
メ

不
足
は
加
速
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
場
合
に
は
コ
メ
の
需
要
に
対
し
て
人
口

増
加
以
外
の
要
因
を
見
出
す
必
要
が
あ
る
。

考
え
ら
れ
る
要
因
と
し
て
は
、
経
済
の
成

長
効
果
で
あ
る
。
経
済
成
長
に
よ
り
所
得
が

向
上
し
、
今
ま
で
十
分
に
コ
メ
を
食
べ
ら
れ

な
か
っ
た
人
々
が
コ
メ
を
多
く
購
入
し
た
こ

と
、
ま
た
、
農
村
で
は
キ
ャ
ッ
サ
バ
や
芋
類

を
食
べ
て
い
た
人
々
が
都
市
生
活
者
と
な

り
、
コ
メ
を
主
食
に
し
た
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
一
九
八
○
年
代

ま
で
は
激
し
い
人
口
増
加
に
見
舞
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
政
府
の
積
極
的
な
家
族
計
画

の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
’
九
九
○
年
以
降
人

口
増
加
は
緩
や
か
な
も
の
と
な
っ
た
。
一

方
、
一
九
九
○
年
以
降
、
高
度
成
長
が
始
ま

り
、
著
し
く
都
市
化
が
進
ん
だ
。
都
市
で
の

主
食
は
コ
メ
で
あ
り
、
農
村
か
ら
移
入
し
た

人
々
も
所
得
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
コ
メ
を

購
入
し
た
。
人
口
増
加
、
経
済
成
長
、
都
市

化
な
ど
に
よ
り
高
級
な
穀
物
と
さ
れ
る
コ
メ

の
需
要
が
急
増
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
安
定
し
た
高
度
経
済

成
長
が
続
く
一
九
九
四
年
ご
ろ
か
ら
コ
メ
の

輸
入
が
急
増
し
、
’
九
九
五
年
に
は
三
一
六

万
ト
ン
も
の
コ
メ
を
輸
入
し
た
。
ま
た
、
そ

の
都
市
に
は
コ
メ
の
み
で
は
食
糧
不
足
を
補

え
ず
、
コ
メ
以
上
に
四
○
五
万
ト
ン
の
小
麦

を
輸
入
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
七
年
か
ら

一
九
九
八
年
に
か
け
て
は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

の
影
響
で
大
規
模
な
早
魅
が
発
生
し
、
コ
メ

不
足
が
よ
り
一
層
深
刻
さ
を
増
し
た
。
’
九

九
八
年
か
ら
一
九
九
九
年
に
か
け
て
は
五
○

○
万
ト
ン
以
上
の
コ
メ
不
足
が
発
生
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
コ
メ
、
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
一
九
九
六
年
度
の
世
界
生
産
量
は
、
そ
館



れ
ぞ
れ
五
六
、
’
’
○
○
万
ト
ン
、
五
八
、
五
○
万
ト
ン
に
対
し
、
コ
メ
の
そ
れ
は
一
一
、
三
○

○
万
ト
ン
、
五
七
、
七
○
○
万
ト
ン
で
あ
○
万
ト
ン
で
あ
り
、
大
変
少
な
い
。
五
○
○

り
、
ほ
と
ん
ど
同
量
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
万
ト
ン
と
は
市
場
の
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

際
的
な
取
り
引
き
量
は
、
小
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
え
る
量
で
あ
り
、
容
易
に
輸
入
可
能
と
な
る

コ
シ
の
一
○
、
二
○
○
万
ト
ン
と
七
、
八
○
○
量
で
は
な
い
。

３
経
済
危
機
か
ら
政
情
不
安
へ

ｌ
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
違
い
ｌ

タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
双
方
と
も
第
二
ア
の
国
々
に
波
及
し
、
経
済
的
基
盤
の
脆
弱

次
産
業
を
著
し
く
振
興
さ
せ
、
農
業
に
占
め
な
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
を
経
済
危
機
に
陥
れ

る
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
率
を
大
き
く
低
下
さ
せ
た
が
、
た
。
経
済
危
機
は
、
ま
ず
通
貨
に
現
れ
、
通

タ
イ
は
主
食
と
す
る
コ
メ
の
供
給
を
潤
沢
に
貨
が
大
幅
に
下
落
し
、
輸
入
物
資
価
格
は
大

し
つ
つ
、
輸
出
量
を
大
幅
に
拡
大
さ
せ
続
け
幅
に
上
昇
し
た
。
食
料
を
大
量
に
輸
入
し
て

た
。
’
九
九
五
年
の
輸
出
量
は
世
界
第
一
位
い
る
場
合
に
は
、
食
料
価
格
は
大
幅
に
上
昇

で
あ
り
、
そ
の
量
は
六
一
一
○
万
ト
ン
に
及
ん
す
る
。
ま
た
、
外
貨
不
足
の
た
め
、
大
量
の

で
い
る
。
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
間
に
輸
入
も
困
難
と
な
る
。
結
果
と
し
て
国
内
の

は
、
食
糧
問
題
に
対
し
て
は
っ
き
り
と
し
た
食
料
価
格
は
さ
ら
に
上
昇
す
る
。
食
料
価
格

違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
食
糧
の
自
給
の
高
騰
に
対
し
て
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け

を
達
成
さ
せ
て
い
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
の
は
、
都
市
部
で
生
活
す
る
極
貧
層
で
あ

る
。
食
糧
需
給
の
問
題
は
経
済
的
な
基
盤
が
り
、
日
々
の
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
最
低
量

脆
弱
な
国
ほ
ど
重
要
で
あ
り
、
経
済
的
な
基
す
ら
確
保
難
に
陥
る
。

盤
が
大
き
く
揺
ら
い
だ
と
き
ほ
ど
そ
の
影
響
人
口
増
加
の
抑
制
や
経
済
成
長
へ
の
離
陸

は
深
刻
な
結
果
を
も
た
ら
す
。

時
期
は
、
双
方
と
も
タ
イ
の
方
が
イ
ン
ド
ネ

一
九
九
七
年
の
タ
イ
に
端
を
発
し
た
金
融
シ
ア
よ
り
も
少
々
早
い
。
一
九
七
○
年
か
ら

危
機
は
、
ド
ミ
ノ
理
論
の
よ
う
に
東
南
ア
ジ
一
九
九
五
年
に
か
け
て
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
対
す
る
二

次
産
業
と
し
て
製
造
業
の
割
合
を
タ
イ
と
ィ
“

ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
五
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
四
○
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
八

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
へ

と
著
し
く
増
加
さ
せ
て
い
る
。
一
方
、
二
次

産
業
の
成
長
は
一
次
産
業
と
し
て
の
農
業
を

衰
退
さ
せ
、
一
九
七
○
年
か
ら
一
九
九
五
年

に
か
け
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
対
す
る
農
業
の
割
合

を
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三

○
・
一
｜
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
一
一
。
二
パ
ー
セ
ン

ト
、
三
五
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
七
。
六

パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
大
き
く
減
少
さ
せ
て
い
る
。

農
業
の
衰
退
は
貧
困
層
が
農
村
部
に
集
中

す
る
こ
と
を
意
味
し
、
一
九
八
○
年
代
の
全

貧
困
者
数
に
占
め
る
農
村
部
に
お
け
る
割
合

は
、
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
で
そ
れ
ぞ
れ

八
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
非

常
に
高
い
。
そ
の
結
果
、
農
村
部
か
ら
都
市

部
へ
と
向
け
て
、
大
量
の
人
口
移
動
が
発
生

し
た
。
一
九
七
○
年
か
ら
一
九
九
二
年
に
か

け
て
都
市
人
口
の
割
合
は
、
タ
イ
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
急
増
し
て
い
る

（
文
献
６
）
。
し
か
し
、
都
市
に
は
人
口
増
加



発展途上国の経済開発はいかにあるべきか

に
見
合
う
就
業
の
機
会
は
な
く
、
失
業
率
は

恒
常
的
に
高
く
、
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る
極
貧

層
は
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
同
様
に
ジ
ャ
カ
ル
タ

や
ス
ラ
バ
ャ
に
お
い
て
も
極
貧
層
は
二
○
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
。
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
の
若
年
労

働
者
の
失
業
率
の
高
い
こ
と
で
あ
る
。
タ
イ

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
都
市
化
が
進
み
、
都

市
人
口
が
著
し
く
増
加
す
る
ム
シ
石
に
、
都

市
の
極
貧
者
数
も
大
幅
に
増
加
し
た
。
こ
の

度
の
経
済
危
機
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
た

の
は
こ
れ
ら
の
多
く
の
都
市
極
貧
層
で
あ
る
。

タ
イ
で
は
、
金
融
危
機
に
よ
る
パ
ー
ツ
の

低
下
に
よ
り
コ
メ
の
輸
出
が
有
利
と
な
る
と

と
も
に
、
国
内
の
コ
メ
価
格
は
一
一
○
～
三
○

パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
た
が
、
そ
の
後
価
格
は

安
定
し
て
い
る
。
一
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
、
コ
メ
不
足
が
深
刻
と
な
り
、
価
格
は
二

倍
以
上
に
上
昇
し
、
極
貧
層
の
食
料
確
保
難

が
頻
発
し
た
。
そ
の
結
果
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
商
店
へ
の
民
衆
の
略
奪
行
為
で
あ

り
、
政
治
に
不
満
を
持
っ
た
学
生
や
貧
困
層

の
暴
動
で
あ
る
。
暴
動
は
大
都
市
か
ら
発
生

し
た
が
、
全
土
に
お
よ
び
、
三
十
年
続
い
た

ス
ハ
ル
ト
政
権
は
倒
壊
し
た
。
政
権
の
倒
壊

は
中
国
流
に
い
う
な
ら
ば
民
を
飢
え
さ
せ
た

天
命
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
宗
教
的
に
は
イ
ス
ラ

ム
教
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
キ
リ
ス
ト
教
九

パ
ー
セ
ン
ト
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
二
パ
ー
セ
ン

ト
、
仏
教
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
上
、
三
○
○
種
類
を
超
す
多
民
族
国
家

で
あ
る
（
文
献
６
）
。
民
族
的
な
抗
争
は
ス

ハ
ル
ト
政
権
に
よ
る
強
権
政
治
に
よ
り
抑
制

さ
せ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ハ
ル
ト
政
権

倒
壊
後
は
民
族
的
な
抗
争
も
多
発
し
始
め
て

い
る
。
裕
福
な
華
人
が
し
ば
し
ば
襲
撃
や
略

奪
に
あ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
民
族
的
な

迫
害
の
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
に
よ
る
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
襲

撃
も
発
生
し
て
い
る
。
華
人
へ
の
迫
害
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
界
に
お
い
て
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
華
人
系
の
資
本
と
人

材
の
海
外
へ
の
流
出
を
促
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
経
済
の
再
生
を
難
し
く
す
る
。
さ
ら
に
、

キ
リ
ス
ト
教
会
へ
の
襲
撃
が
進
む
と
な
れ

経
済
危
機
に
よ
る
生
活
困
窮
化
の
影
響
は
弱
者
で
あ
る
子
供
や
女
性
に
強
く
及
ぼ
し
、

４
譽
告

’
’
○
○
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
森
林
破
壊
は
必
至
Ｉ

ば
、
欧
米
な
ど
か
ら
の
資
本
の
流
入
は
減
少

し
、
経
済
的
な
復
興
は
一
段
と
困
難
な
局
面

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
け
る
食
糧
不
足
は
構
造

的
な
要
因
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
短
期

間
で
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
と

も
継
続
す
る
。
そ
の
上
、
経
済
の
復
興
に
は

長
期
間
を
要
す
る
と
な
れ
ば
、
コ
メ
や
小
麦

の
大
量
の
輸
入
は
長
期
に
わ
た
っ
て
困
難
と

な
り
、
食
料
不
足
の
長
期
化
の
可
能
性
は
き

わ
め
て
高
い
。
暴
動
の
発
端
は
食
糧
不
足
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
食
糧
不
足
が

解
消
さ
れ
な
い
限
り
、
政
情
の
安
定
は
取
り

戻
せ
な
い
と
い
え
る
。
政
情
が
安
定
し
な
い

状
況
下
で
は
経
済
的
な
発
展
は
あ
り
え
ず
、

民
衆
は
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
の
厳
し
い
生
活

を
長
期
に
わ
た
っ
て
耐
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
は
民
衆
の
不
満
は
つ

の
り
、
暴
動
は
多
発
し
、
政
情
は
安
定
し
な

い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
情
勢
は
大
変
厳
し
い
事

態
に
突
入
し
た
。
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ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
も
多
発
し
始
め

て
い
る
。
女
性
や
子
供
へ
の
救
済
を
一
刻
も

早
く
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
経
済
危
機
が
発

生
す
る
直
前
ま
で
は
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の

激
し
い
人
口
移
動
が
続
い
て
い
た
が
、
経
済

不
況
の
長
期
化
と
と
も
に
都
市
か
ら
農
村
へ

と
、
今
ま
で
と
は
逆
の
人
口
移
動
が
発
生
し

て
い
る
。
し
か
し
、
農
村
は
貧
し
く
、
故
郷

に
戻
っ
た
人
々
を
長
く
留
め
置
く
こ
と
は
で

き
ず
、
人
々
は
森
林
な
ど
の
国
有
林
に
入
り
込

み
、
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
定

住
し
た
人
々
は
生
活
の
た
め
に
森
林
を
伐
採

し
、
田
畑
を
作
り
だ
し
て
い
る
。
新
た
な
森
林

破
壊
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
森
林
破
壊
は
経
済

不
況
や
食
糧
不
足
が
続
く
限
り
拡
大
す
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
今
後
と
も
食
糧
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
食
糧
の
増

産
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
食
糧
の
増

産
に
よ
り
森
林
は
伐
採
さ
れ
る
が
、
そ
の
森

林
伐
採
は
食
糧
不
足
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
続

く
は
ず
で
あ
る
。
粗
い
計
算
で
あ
る
が
、
食

糧
不
足
の
解
消
し
て
い
る
タ
イ
と
の
比
較
に

よ
り
、
今
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
発
生
す
る
森

林
破
壊
の
規
模
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

タ
イ
の
農
地
面
積
と
農
業
人
口
は
、
そ
れ

ぞ
れ
二
、
○
八
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
二
、
○
四

二
万
人
で
あ
る
。
一
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

そ
れ
は
三
、
○
’
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
四
、
七

五
○
万
人
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
タ
イ

並
み
の
食
糧
事
情
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ

の
と
き
の
農
地
面
積
は
四
、
八
二
五
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
で
比
較
す
れ

ば
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
で
は
六
、
○
○

○
万
人
と
二
億
人
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
、
タ
イ
の
三
・
三
倍
で
あ
り
、
さ
ら
に
多

森
林
破
壊
を
抑
制
す
る
方
法
は
大
き
く
分

け
て
三
つ
あ
る
。

①
食
糧
を
大
量
輸
入
し
、
不
足
す
る
食
糧

を
外
国
に
依
存
す
る
。

②
既
存
の
生
産
方
法
に
対
し
生
産
性
を
大

幅
に
向
上
さ
せ
る
。

③
ま
っ
た
く
の
新
し
い
生
産
方
法
を
考
え

る
。

①
の
考
え
方
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
状

態
か
ら
す
れ
ば
今
後
と
も
難
し
い
。

②
と
③
に
対
し
て
は
十
分
に
可
能
性
が
あ

る
。ま
ず
、
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
地
域
で
は
、
．

５
森
林
破
壊
へ
の
対
策 く
の
農
地
を
必
要
と
す
る
（
文
献
６
）
。
農

業
面
積
と
農
業
人
口
と
の
比
較
で
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
現
在
よ
り
「
七
四
五
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
農
地
面
積
と
タ
イ
並
み
と
し
た
場

合
で
あ
る
が
、
タ
イ
並
み
と
は
な
ら
ず
と
も

食
糧
不
足
が
続
く
限
り
、
森
林
は
破
壊
さ
れ

続
け
、
今
後
二
十
年
間
の
う
ち
に
一
、
○
○

○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
森
林
が
伐
採
さ
れ

る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。

メ
を
食
糧
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地

域
で
は
有
機
物
の
分
解
が
速
く
、
降
雨
と
と

も
に
分
解
さ
れ
た
有
機
物
は
流
出
す
る
の

で
、
土
壌
は
貧
栄
養
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

川
や
池
な
ど
の
水
域
は
富
栄
養
で
あ
る
。
稲

は
も
と
も
と
水
性
植
物
で
あ
り
、
水
耕
栽
培

に
は
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
耕
栽
培
で
は

有
機
栄
養
塩
が
上
流
や
陸
上
か
ら
絶
え
ず
補

給
さ
れ
る
た
め
、
陸
上
耕
作
の
よ
う
に
土
壌

の
劣
化
が
な
く
、
連
作
が
可
能
と
な
っ
て
生

産
性
は
大
幅
に
向
上
す
る
。
小
麦
と
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
コ
メ
と
並
ん
で
世
界
の
三
大
穀
物

で
あ
る
が
、
小
麦
は
熱
帯
地
域
に
適
し
た
作
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発展途上国の経済開発はいかにあるべきか

発
展
途
上
地
域
に
お
け
る
最
大
懸
案
事
項

は
貧
困
の
解
消
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は

安
定
し
た
経
済
開
発
は
必
須
条
件
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
度
の
タ
イ
に
端
を
発
し
た
金

融
危
機
は
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
の
経
済
を
著

し
く
混
乱
さ
せ
、
各
国
は
経
済
的
に
大
き
な

後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
タ
イ
で
発
生
し

た
金
融
危
機
は
、
今
後
、
東
南
ア
ジ
ア
ば
か

り
で
な
く
ロ
シ
ア
、
南
米
、
中
国
な
ど
で
発

物
で
は
な
い
。
ま
た
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
土

壌
を
大
き
く
劣
化
さ
せ
る
の
で
、
こ
れ
ま
た

適
当
な
作
物
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ス
マ
ト
ラ
島
や
ボ
ル
ネ
オ
島
に
は
広
大
な
集

水
域
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
集
水
域
を
稲
作
に

使
用
す
れ
ば
生
産
性
は
高
く
、
森
林
伐
採
を

抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

集
水
域
で
は
、
有
機
栄
養
塩
が
豊
富
に
存

在
す
る
た
め
、
太
陽
光
が
透
過
し
難
く
、
表

面
水
域
を
除
く
と
光
合
成
が
行
わ
れ
難
い
。

一
方
、
表
面
水
域
で
は
盛
ん
な
光
合
成
の
た

め
に
炭
酸
ガ
ス
不
足
と
栄
養
塩
不
足
と
な
っ

て
い
る
。
枯
れ
草
や
小
枝
で
稼
働
す
る
ス

タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
を
用
い
て
、
自
ら
の

６
発
展
途
上
地
域
の
開
発
の
あ
り
方

生
す
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
く
、
金
融
危

機
に
対
し
て
強
い
経
済
構
造
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
暴
動

を
誘
発
し
、
長
期
的
な
政
情
不
安
に
陥
る
事

態
は
絶
対
的
に
回
避
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
タ
イ
は
経
済
的
な
冷
静
さ
を
取
り

戻
し
、
緩
や
か
な
が
ら
も
、
経
済
的
な
回
復

傾
向
が
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。
発
展
途
上
地

域
に
お
け
る
金
融
危
機
に
強
い
経
済
開
発
の

駆
動
力
で
水
底
に
炭
酸
ガ
ス
を
吹
き
込
み
、

対
流
を
発
生
さ
せ
る
な
ら
ば
強
烈
な
太
陽
光

の
下
で
、
陸
上
の
数
倍
の
バ
イ
オ
マ
ス
生
産

は
可
能
と
な
る
。
生
産
さ
れ
た
バ
イ
オ
マ
ス

で
家
畜
や
家
禽
を
飼
育
す
れ
ば
環
境
へ
の
負

担
を
小
さ
な
も
の
に
留
め
、
大
量
の
タ
ン
パ

ク
源
の
産
出
が
可
能
で
あ
る
。

③
は
、
以
上
の
よ
う
な
集
水
域
の
利
用
で

あ
る
。
②
に
対
し
て
は
、
稲
作
を
推
奨
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
稲
に
対
す
る
病
害
や
虫
害

へ
の
技
術
は
日
本
で
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
技
術
は
日
本
に
適
し
た

温
帯
産
種
の
技
術
で
あ
り
、
熱
帯
産
種
に
転
用

す
る
た
め
の
技
術
協
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

ｌ
吉
田
昭
彦
『
環
境
の
ス
ス
メ
』
ミ

オ
シ
ン
出
版
一
九
九
六
年

２
『
食
糧
需
給
表
」
農
林
統
計
協
会
平

成
七
年
度

３
『
国
し
ｏ
Ｕ
８
ｇ
Ｅ
ｐ
ご
Ｃ
■
く
の
色
呂
す
○
○
戸
』

一
九
八
八
～
一
九
九
六
年

４
黒
田
俊
夫
『
ア
ジ
ア
時
報
』
ア
ジ

ア
調
査
会
一
九
九
二
年
二
月

５
レ
ス
タ
ー
．
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
『
誰
が

中
国
を
養
う
か
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

一
九
九
五
年

６
『
の
臼
巨
的
耳
の
囚
｝
目
の
凹
局
す
○
。
【
』
□
日
言
の
」

ｚ
ｇ
］
自
切
一
九
九
四
年

鬮
文
献

必
須
条
件
は
、
食
糧
の
自
給
を
確
固
な
も
の

と
し
つ
つ
、
一
次
産
業
の
生
産
性
の
向
上
を

計
り
、
学
校
教
育
の
充
実
や
社
会
資
本
の
整

備
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
二
次
産
業
を
重

視
し
た
性
急
な
経
済
開
発
は
生
産
財
の
輸
入

急
増
を
助
長
し
、
恒
常
的
に
外
貨
事
情
を
悪

化
さ
せ
、
金
融
危
機
に
対
し
て
脆
弱
な
経
済

構
造
を
形
成
す
る
。
二
次
産
業
は
一
次
産
業

に
か
か
わ
り
の
深
い
分
野
か
ら
振
興
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

●

６７



鯨ｆ
閂斫■よ-

〈一一睡 調磑鬮蕊驚：

;鵜
蕊#

鍵:

鱗iii
蕊鼠i■蕊

鋤
罪轆 ＝正一:甑

鍾鐘団 冒肛［

雛１１1片 由

‐わ

'liiiiiiiil
ﾔﾘ流恩号尺Uh嵜剰起臥

鴬｣電…國蕊塾鞭
蝿
鮒
鶏
裟
悩

蝋 F駅」
，Ｐ＝、

亨一功干迄=白～

卸
Ｐ
Ｐ
咄

iilIj鱸鴬

麹
⑳
く
る
幻

膳
訓

地
球
規
模
の
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
と
食

糧
問
題
に
つ
い
て
、
広
く
一
般
に
訴
え
る
た

め
、
本
協
会
は
辻
井
博
京
都
大
学
大
学
院
教

授
を
講
師
に
迎
え
、
｜
｜
月
一
一
十
六
日
（
金
）

宮
崎
市
の
宮
日
会
館
・
宮
日
ホ
ー
ル
で
、
県

内
か
ら
約
一
一
○
○
名
が
参
加
し
て
セ
ミ
ナ
ー

、
危
隣
Ｔ
世
界
の
食
耀

詫
襟
八
『
ロ
ー
〔
リ
ハ

は
、
日
本
の
農
業
は
－
」
を
開
催
し
た
。

（
宮
崎
県
、
宮
崎
市
、
宮
崎
日
日
新
聞
社
、

Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
放
送
局
、

宮
崎
放
送
、
Ｕ
Ｍ
Ｋ
テ
レ
ビ
宮
崎
、
財
宮
崎

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
後
援
）

広
瀬
次
雄
本
協
会
常
務
理
事
が
、
「
本
年

世
界
の
人
ロ
が
六
○
億
人
に
な
り
、
二
十
一

世
紀
中
頃
に
は
一
○
○
億
人
を
突
破
す
る
。

そ
の
頃
、
イ
ン
ド
は
中
国
の
人
ロ
を
追
越
し
世

界
一
の
人
ロ
大
国
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
人
ロ
が
増
加
す
る
こ
と
で
地
球
の
温
暖
化

が
さ
ら
に
進
み
、
地
球
環
境
が
悪
化
し
、
食

糧
、
水
資
源
な
ど
が
不
足
し
、
人
類
と
地
球
の
共

生
を
脅
か
す
重
要
課
題
が
山
積
み
し
て
い
る
。

｜
方
、
わ
が
国
は
少
子
化
が
進
み
、
采
世

紀
に
な
る
と
国
防
、
治
安
の
維
持
、
年
金
を

支
払
う
若
者
の
人
ロ
が
減
少
と
、
国
家
の
存

亡
に
か
か
わ
る
問
題
に
な
る
」
と
開
会
挨
拶

を
し
た
。

6８
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迫りくる２１世紀の危機

講演する

辻井教授 適
輔
鐘
Ｌ
ら
勤
笹

コ
メ
を
は
じ
め
世
界
の
食
糧
を
見
る
と
、

高
所
得
諸
国
の
農
業
政
策
の
変
更
、
人
口
爆

発
、
所
得
上
昇
と
食
糧
消
費
構
造
の
転
換
、

農
地
や
水
な
ど
食
糧
生
産
資
源
の
限
界
、
農

世
界
の
三
大
穀
物
の

特
徴
と
貿
易
市
場

辻
井
博
京
都
大
学
大
学
院
教
授
の
講
演
要
旨
は
次
の
と
お
り
。lill

Ⅲ（‐‐指

業
技
術
進
歩
の
限
界
な
ど
か
ら
二
○
二
○
年

頃
に
世
界
の
食
糧
需
要
は
逼
迫
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。

コ
メ
は
、
世
界
総
生
産
量
の
九
一
パ
ー
セ

ン
ト
ほ
ど
が
ア
ジ
ア
で
集
中
的
に
生
産
さ

れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ジ
ア
で
消
費
さ
れ

る
ア
ジ
ア
の
自
給
的
穀
物
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
、
畑
作
穀
物
の
小
麦
と
メ
イ
ズ
の
生
産

は
地
球
上
の
全
大
陸
に
分
散
し
、
こ
れ
ら
の

需
要
が
大
陸
別
に
自
給
的
で
な
く
、
北
・
中

部
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
所
得
諸
国

の
保
護
に
よ
り
余
剰
に
生
産
さ
れ
、
貧
し
い

発
展
途
上
国
の
多
い
他
の
大
陸
に
輸
出
補
助

金
付
き
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
さ
れ
て
き
た
。

ア
ジ
ア
で
は
、
農
家
、
農
村
、
地
域
、
国

の
レ
ベ
ル
で
も
、
コ
メ
は
ま
ず
自
給
す
る
こ

と
が
優
先
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
稲
作
農
家

調
査
に
よ
る
と
、
自
分
の
作
っ
た
コ
メ
を
食

べ
な
い
農
家
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
国
や
農

家
は
、
コ
メ
や
他
の
農
産
物
生
産
で
自
給
で

は
な
く
、
販
売
・
輸
出
の
増
加
を
主
目
的
と

し
て
き
た
。
こ
の
行
動
原
理
は
自
給
原
理
に

対
し
「
他
給
原
理
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

世
界
コ
メ
貿
易
市
場
は
、
非
常
に
不
安
定

で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
世
界
総
生
産
量
の

四
パ
ー
セ
ン
ト
二
四
○
○
万
ト
ン
）
で
非

常
に
薄
い
た
め
で
あ
る
。
他
の
主
要
穀
物
の

割
合
は
、
小
麦
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
メ
イ
ズ

が
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
麦
一
二
パ
ー
セ
ン

ト
、
大
豆
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
な
ど
と
、
コ
メ

よ
り
ず
っ
と
大
き
い
。
ア
ジ
ア
諸
国
で
主
食

で
必
需
品
で
賃
金
財
で
あ
る
コ
メ
は
、
価
格

が
急
騰
し
た
り
コ
メ
の
供
給
が
不
安
定
に
な

る
と
政
治
的
に
不
安
定
性
が
増
し
、
暴
動
な

ど
が
発
生
し
、
し
ば
し
ば
政
変
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
政
治
財
と
呼
ば
れ
る
。
ア
ジ
ア

で
は
、
薄
く
不
安
定
な
世
界
コ
メ
貿
易
市
場

は
頼
り
に
な
ら
な
い
と
判
断
し
、
主
食
で
政

治
財
で
あ
る
コ
メ
の
主
た
る
供
給
元
と
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
コ
メ
の
国
内
供
給
と
価
格

の
安
定
を
図
る
た
め
、
自
給
達
成
・
維
持
政

策
を
と
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
人
の
コ
メ
か
ら
の
カ
ロ

リ
ー
摂
取
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
七
七
パ
ー
セ

ン
ト
、
タ
イ
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
国
三
五

パ
ー
セ
ン
ト
、
イ
ン
ド
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
、

日
本
が
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
平
均
五
○
パ
ー
”



セ
ン
ト
を
占
め
る
重
要
な
食
糧
で
あ
る
。
ま

た
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
推
計
で
は
、
一
九
九
○
年
～

九
二
年
に
お
い
て
、
発
展
途
上
国
の
飢
餓
人

口
八
億
四
千
万
人
の
う
ち
、
五
億
二
千
万
人

が
ア
ジ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
ア
ジ

ア
に
集
中
し
た
貧
困
・
飢
餓
人
口
の
多
く

が
、
コ
メ
を
主
食
に
し
て
い
る
。

現
在
で
も
コ
メ
が
日
本
で
も
政
治
財
で
あ

る
こ
と
は
、
作
況
指
数
七
五
で
あ
っ
た
一
九

九
三
年
の
大
冷
害
に
伴
う
一
九
九
四
年
の
平

成
の
コ
メ
騒
動
で
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
大
冷

害
で
二
五
○
万
ト
ン
の
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
輸
入

が
必
要
に
な
っ
た
が
、
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
は
そ

れ
ま
で
年
間
一
五
○
万
ト
ン
し
か
貿
易
さ
れ

て
お
ら
ず
、
日
本
の
輸
入
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
コ
メ
騒
動
の
原
因
で
あ
る
。

日
本
の
コ
メ
緊
急
輸
入
は
、
一
九
九
三
～

九
四
年
で
二
八
八
万
ト
ン
、
特
に
一
九
九
四

年
度
は
一
八
四
万
ト
ン
と
日
本
が
薄
い
世
界

コ
メ
市
場
で
、
突
然
最
大
の
コ
メ
輸
入
国
と

な
っ
た
。
日
本
の
大
量
輸
入
は
、
世
界
最
大

曰
本
の
コ
メ
輸
入
が

及
ぼ
す
影
響

の
コ
メ
輸
出
国
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
Ｆ
Ｏ
Ｂ
輸

出
米
価
を
一
九
九
三
年
十
月
か
ら
五
カ
月
で

二
倍
以
上
に
急
騰
さ
せ
た
。
第
二
の
コ
メ
輸

出
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
米
価
も
同
じ

期
間
に
倍
増
し
た
。
日
本
の
コ
メ
緊
急
輸
入

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
発
展
途
上
国
の
小

売
価
格
を
急
騰
さ
せ
、
低
所
得
・
貧
困
層
を

危
機
に
陥
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
の
コ

メ
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
の
輸
入
は
、
国

際
貿
易
米
価
の
不
安
定
性
を
増
大
し
、
米
価

の
安
定
を
望
む
ア
ジ
ア
諸
国
民
・
政
府
の
厚
生

を
大
幅
に
低
下
さ
せ
る
。

内
外
の
日
本
コ
メ
市
場
開
放
の
主
張
は
、

国
際
経
済
学
の
自
由
貿
易
の
利
益
の
理
念
を

拠
り
所
に
し
て
い
る
。
十
九
世
紀
初
頭
に
リ

カ
ー
ド
が
提
示
し
た
こ
の
理
念
は
、
世
界
各

国
で
相
対
的
に
生
産
費
の
安
い
財
の
生
産
に

で
き
る
だ
け
特
化
し
、
そ
れ
ら
の
財
を
自
由

貿
易
し
、
各
国
民
の
福
祉
は
最
大
化
さ
れ
る

と
し
、
現
在
の
貿
易
論
争
に
強
い
影
響
を
与

え
て
い
る
。
し
か
し
、
自
由
貿
易
の
利
益
の

理
念
は
ア
ジ
ア
に
集
中
す
る
膨
大
な
飢
餓
・

貧
困
人
口
の
存
在
を
無
視
し
て
成
り
立
っ
て

い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
体
制
の
下
、
日
本
の
ミ
ニ

マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
輸
入
、
関
税
化
と
自
由
化

に
よ
る
コ
メ
の
大
量
輸
入
は
、
国
際
貿
易
米
、

価
を
上
昇
さ
せ
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
米
価
を
引

き
上
げ
、
米
価
変
動
を
拡
大
し
、
コ
メ
を
主

食
と
す
る
ア
ジ
ア
の
膨
大
な
飢
餓
・
貧
困
人

口
の
危
機
に
陥
れ
る
。

昨
年
末
、
新
農
業
基
本
法
が
発
表
さ
れ
、

同
法
の
目
的
は
、
①
食
糧
供
給
力
の
強
化
、

②
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
十
分
な
発

揮
と
地
域
農
業
の
発
展
可
能
性
を
現
実
化

し
、
③
総
体
と
し
て
農
業
の
力
を
最
大
限
に

発
揮
、
の
三
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
が

コ
メ
関
税
化
を
受
け
入
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
圧

力
で
低
く
設
定
さ
れ
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
下
で
長

期
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
で
、
日
本
の
稲

作
農
業
の
将
来
は
非
常
に
厳
し
い
。
日
本
の

農
村
・
農
業
生
産
の
四
○
．
ハ
ー
セ
ン
ト
が
中

山
間
地
域
に
属
し
て
お
り
、
地
域
と
農
業
者

を
限
定
し
た
中
山
間
直
接
支
払
い
政
策
で

は
、
美
し
く
住
み
良
い
農
村
が
広
範
な
確

保
、
食
糧
供
給
力
が
強
化
、
多
面
的
機
能
が

十
分
発
揮
、
地
域
農
業
の
力
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
市
場
原
理
主

曰
本
農
業
の
あ
り
方
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社
団
法
人
・
日
本
経
済
調
査
会
は
六
日
ま

え
で
に
、
「
少
子
・
高
齢
化
社
会
へ
の
ソ
フ
ト

備
一
一
一
一
曰
諦
即
冨
驚
雛
詮
熊
灘

鉢錦順州懸州随Ⅶ鈩轤ⅢＭ鯰醐
社用由競争を最大限に活用することだと強

孔飴都燗鯛黙繍鮴鯏輔輔洲
少調齢立できるよう、支援策を国家プロジエ
悩繍高クト化するほか、働きたい高齢者に織
る
本
性
蝸
川
澱
雛
朏
鮴
鮴
鱒
辨
抑
覗
燗
ｎ
Ｍ

来曰女る・提言では、少子化を招いている出
鳳
ｉ
ｉ
ｌ
Ⅲ
１
１
…

生
率
の
低
下
で
は
、
所
得
の
増
加
以
上
に
子

義
の
貫
徹
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ケ
ア
ン
ズ
・
グ

ル
ー
プ
な
ど
大
農
産
物
輸
出
国
に
利
益
を
も

た
ら
し
、
穀
物
価
格
を
上
昇
さ
せ
、
八
億
人

の
飢
餓
人
口
を
危
機
に
陥
れ
、
日
本
な
ど
先

進
食
糧
輸
入
国
の
農
業
・
農
村
・
食
糧
の
安

全
保
障
を
崩
壊
さ
せ
る
。

日
本
農
業
の
再
構
築
の
た
め
に
、
次
の
よ

う
な
政
策
手
段
を
進
め
る
。
ま
ず
、
二
○
一
一

育
て
の
コ
ス
ト
が
高
ま
る
こ
と
が
要
因
だ
と

指
摘
。
子
育
て
で
母
親
が
就
業
を
中
断
し
な

く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
国
が
保
育
所
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
や
税
制
上
の
優
遇
策
を
講
じ
る
べ

き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
者
を
「
六
十
五
歳
以
上
の
」

と
画
一
的
に
捕
ら
え
て
辞
め
さ
せ
ず
に
、
賃

金
を
年
齢
で
は
な
く
個
人
の
能
力
に
応
じ
て

支
給
す
べ
き
だ
と
提
案
。
働
く
意
欲
と
能
力

を
持
つ
高
齢
者
は
、
扶
養
さ
れ
た
り
年
金
で

生
活
す
る
の
で
は
な
く
、
扶
養
す
る
側
に
回

る
べ
き
だ
と
述
べ
、
年
金
の
支
給
開
始
年
齢

は
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

現
行
の
公
的
年
金
制
度
の
見
直
し
を
進
め
る

べ
き
だ
と
の
考
え
も
示
し
て
い
る
。

○
年
の
コ
メ
生
産
量
は
九
○
○
万
ト
ン
、
作

付
け
面
積
三
○
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
単
収
三

万
ト
ン
と
す
る
。
麦
は
作
付
け
面
積
を
九
○

年
の
三
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
一
五
○
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
へ
、
生
産
量
も
一
三
○
万
ト
ン
か

ら
三
五
○
万
ト
ン
へ
大
幅
に
増
産
し
、
単
収

二
～
三
ト
ン
で
適
正
単
収
米
麦
複
合
生
産
構

造
を
確
立
す
る
。
第
二
は
、
二
○
’
’
○
年
の

米
麦
複
合
農
業
に
対
応
す
る
窒
素
肥
料
成
分

量
の
投
入
量
の
目
標
は
、
五
○
万
ト
ン
。
投

入
す
る
肥
料
は
有
機
肥
料
の
み
で
、
環
境
破

壊
を
人
間
と
家
畜
の
有
機
廃
棄
物
全
量
か
ら

有
機
肥
料
を
作
れ
ば
過
剰
に
な
る
の
で
、
日

本
の
家
畜
規
模
を
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
有
機
・
循
環
・
低
投
入
・
低
環
境
破
壊

型
農
業
が
確
立
で
き
る
。
第
三
に
、
農
業
改

革
に
伴
う
コ
メ
自
給
、
麦
類
の
大
増
産
お
よ

び
飼
料
穀
物
輸
入
の
畜
産
規
模
を
一
四
○
○

万
ト
ン
削
減
さ
せ
、
穀
物
自
給
率
を
一
九
九

二
年
の
一
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
三
パ
ー
セ

ン
ト
に
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
で
高
い
食
糧

安
全
保
障
が
可
能
に
な
る
。
第
四
は
、
米
麦

価
格
政
策
と
し
て
米
価
は
国
際
価
格
と
の
比

較
で
引
き
下
げ
、
麦
価
格
は
引
き
上
げ
る
こ

と
で
国
際
価
格
調
整
を
行
う
。
最
後
に
、
大

規
模
専
業
個
人
経
営
な
ど
を
導
入
し
て
も
、

農
業
所
得
水
準
は
非
農
業
部
門
よ
り
か
な
り

低
い
。
こ
の
た
め
、
農
家
と
消
費
者
が
美
味

し
い
コ
メ
の
自
給
と
安
定
供
給
お
よ
び
麦
自

給
率
の
上
昇
に
よ
る
食
糧
の
安
全
保
障
の
確

保
に
関
す
る
社
会
契
約
を
結
び
、
そ
の
見
返

り
と
し
て
定
額
所
得
補
償
を
実
現
さ
せ
る
所

刀

得
政
策
を
導
入
す
る
。



公
雲
・
巨
團
闇

本
協
会
主
催
、
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
・
国
連
人
ロ
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
補

助
事
業
「
ア
ジ
ア
諸
国
国
会
議
員
交
換
研
修
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
｜
｜
月
一
一
十
一
日
か
ら
一
一
十

六
日
の
六
日
間
、
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
国
国
会
議
員
の
受
入
事
業
が
実
施
さ
れ
、
同
国
議
員
団
（
団
長

マ
エ
ン
・
ソ
ム
ア
ー
ン
議
員
・
保
健
・
社
会
福
祉
・
婦
人
問
題
委
員
会
委
員
長
ほ
か
、
超
党
派
議

員
並
び
に
外
務
省
ス
タ
ッ
フ
計
十
名
）
が
人
口
・
開
発
事
情
視
察
の
た
め
来
日
し
た
。

今
回
の
視
察
は
、
母
子
保
健
と
エ
イ
ズ
問
題
に
焦
点
を
お
き
、
日
本
の
人
ロ
問
題
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
日
程
が
組
ま
れ
た
。
我
が
国
の
政
策
的
対
応
に
つ
い
て
は
、
厚
生
政
務

次
官
表
敬
並
び
に
担
当
官
と
の
意
見
交
換
会
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
都
市
と
農
村
に
お
け
る
保
健
．

す
る
国
会
議
員
の
役
割
に
つ
い
て
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
人
口
懇
メ
ン
バ
ー
と
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
、
充
実
し
た
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
し
た
。

｜
行
が
来
日
中
の
一
一
十
五
－
一
一
十
六
日
に
は
、
対
カ
ン
ボ
デ
ィ
ァ
支
援
国
会
合
（
世
界
銀
行
主

催
、
日
本
国
ホ
ス
ト
）
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
カ
ン
ボ
デ
ィ
ァ
国
か
ら
フ
ン
・
セ
ン
首
相
が
来

日
。
長
年
に
わ
た
っ
て
国
内
の
政
治
不
安
が
続
い
た
カ
ン
ポ
デ
ィ
ァ
国
で
は
、
昨
年
十
一
月
の
新

政
権
樹
立
と
共
に
政
治
が
安
定
化
し
始
め
、
同
国
の
発
展
に
向
け
て
国
内
の
期
待
と
諸
外
国
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
来
日
し
た
議
員
団
は
、
今
後
の
人
ロ
・
保
健
医
療
分
野
の
諸

整
備
に
備
え
、
熱
心
に
視
察
、
実
り
多
い
成
果
を
納
め
て
帰
国
し
た
。

来
日

冠『薮．
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医
療
施
設
見
学

同
画
工
仏
櫟
唾
蝉
』
し
』
エ
〃
イ
は
、
群
馬
県
太

璽
舩
肱
艸
剛
醗
辮

発
事
情
を
視
察
さ
ら
に
、
国
内

人
ロ
問
題
に
対

二
月
一
一
十
一
一
日
（
月
）

一
○
ｍ
○
○
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
所
長
に
よ
る
講
演

阿
藤
副
所
長
は
、
戦
前
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
の
日
本
の
人
口
問
題
と
政
策
的
対
応
の

歴
史
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
、
多
産
多
死
か

ら
少
産
少
死
へ
と
人
口
転
換
を
達
成
さ
せ
る

こ
と
が
、
近
代
社
会
に
移
行
さ
せ
る
ポ
イ
ン

ト
で
あ
り
、
人
口
増
加
率
を
下
げ
な
け
れ
ば

経
済
発
展
は
達
成
さ
れ
ず
、
そ
の
た
め
に
人

口
政
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
我
が
国
が
ど
の
よ
う
に
人
口
転
換
を

達
成
し
た
か
に
つ
い
て
、
避
妊
手
段
や
人
工

中
絶
等
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
交
え
な
が
ら
解

説
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
現
在
日
本
が
直

面
し
て
い
る
少
孑
高
齢
化
問
題
に
触
れ
ら
れ

る
と
、
議
員
団
か
ら
そ
の
問
題
点
と
対
応
策

に
つ
い
て
熱
心
な
質
疑
が
出
さ
れ
た
。

｜
｜
月
二
十
一
日
（
日
）

西

一
八
恥
○
○
成
田
空
港
着

一
二
加
○
○
ホ
テ
ル
に
て
、
広
瀬
次
雄
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
は
じ
め

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。



カンポディア国会蟻員団が来日

国立国際医療センターで
鴨下総長を表敬

最
後
に
、
若
年
人
口
が
四
三
％
も
占
め
る

カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
国
に
対
し
て
、
日
本
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
ら
れ
た
阿
藤
副
所
長

は
、
我
が
国
の
戦
後
の
対
応
策
を
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
、
保
健
の
充
実
、
義
務
教
育
を

中
心
と
し
た
教
育
促
進
、
家
族
計
画
の
普
及

の
三
点
を
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
必
要

性
を
訴
え
た
。

一
四
“
○
○
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

（
Ｉ
Ｍ
Ｃ
Ｊ
）
視
察

Ｉ
Ｍ
Ｃ
Ｊ
は
、

国
際
的
な
対
応
を

特
に
必
要
と
す
る

感
染
症
や
そ
の
他

の
疾
患
に
つ
い

て
、
診
断
治
療
を

行
う
と
共
に
、
こ

れ
ら
の
疾
患
や
医

療
分
野
に
お
け
る

国
際
協
力
に
関
す

る
調
査
研
究
、
医

療
専
門
家
の
派

遣
、
技
術
者
の
研

修
等
を
総
合
的
に

行
う
高
度
専
門
医

療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
日
本
の
医
療
分
野
に

お
け
る
国
際
貢
献
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

一
行
は
、
鴨
下
重
彦
総
長
を
表
敬
し
、
国
際

医
療
協
力
の
活
動
と
病
院
施
設
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
建
野
派
遣
協
力
専

門
官
か
ら
、
国
際
医
療
協
力
の
内
容
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｃ
Ｊ
で
は
、
厚
生
省
、
国
際
協
力
事

業
団
、
海
外
経
済
協
力
基
金
、
世
界
保
健
機

構
な
ど
の
公
的
機
関
の
派
遣
要
請
に
基
づ

き
、
母
子
保
健
・
病
院
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
地

域
保
健
・
感
染
症
対
策
や
医
療
機
材
・
医
療

機
関
建
設
な
ど
の
有
償
。
無
償
資
金
協
力
へ

の
技
術
参
与
、
難
民
・
災
害
援
助
等
、
様
々

な
技
術
協
力
や
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
現

在
、
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
国
で
実
施
し
て
い
る
母

子
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
し
て
、

百
三
十
カ
国
で
医
療
専
門
家
や
調
査
・
援
助

の
派
遣
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
開
発

途
上
国
の
医
療
従
事
者
・
研
究
者
を
対
象
と
し

た
研
修
受
入
も
行
っ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
カ
ン

ボ
ジ
ア
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
薬
剤
師
が

三
カ
月
間
研
修
の
た
め
来
日
中
で
あ
っ
た
。

病
院
の
一
部
門
と
し
て
平
成
九
年
に
開
設

さ
れ
た
ヱ
イ
ズ
治
療
・
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
」
は
、
全
国
八
カ
所
の
エ
イ
ズ
ブ
ロ
ッ

ク
拠
点
病
院
と
三
百
六
十
カ
所
の
エ
イ
ズ
拠

点
病
院
の
中
核
と
し
て
、
最
先
端
の
医
療
技

術
を
も
っ
て
、
日
本
で
の
エ
イ
ズ
診
療
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
｜
行
は
説
明
を
受
け
た

後
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
エ
イ
ズ
治
療
の

現
場
や
小
児
科
病
棟
を
見
学
し
た
。

一
六
和
四
○
在
日
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
大
使
館

訪
問

一
九
九
七
年
一
月
に
新
し
く
建
設
さ
れ
た
現
沼

在
の
大
使
館
を
訪
問
し
、
ト
ゥ
ロ
ン
・
メ
ア
リ トゥロン・メアリ大使と大使館前にて



歓迎レセプションで

挨拶する中山太郎Ｊ

ＰＦＰ会長

訪
問
し
た
日
本
議
員
団
メ
ン
バ
ー
（
清
水
嘉

与
子
参
議
院
議
員
、
南
野
知
惠
子
参
議
院
議

員
、
武
山
百
合
子
衆
議
院
議
員
）
が
参
加
し

て
、
訪
日
議
員
団
と
夕
食
を
囲
み
な
が
ら
交

流
を
深
め
た
。

二
月
一
一
十
一
一
一
日
（
火
）

一
○
蕊
○
○
厚
生
省
訪
問
・
日
本
の
母
子

保
健
と
エ
イ
ズ
対
策
に
つ
い
て
意
見
交

換
会

大
使
と
会
見
。

一
八
卵
○
○
中

山
太
郎
Ｊ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
会
長
主

催
・
訪
日
議

員
団
メ
ン

バ
ー
歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョ
ン

中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
会
長
、
桜
井

新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議

長
・
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹

事
長
を
は
じ
め
、

昨
年
十
一
月
に
カ

ン
ポ
デ
ィ
ア
国
を

ま
ず
始
め
に
、
児
童
家
庭
局
母
子
保
健
課

の
新
野
由
子
母
子
保
健
指
導
専
門
官
か
ら
我

が
国
の
母
子
保
健
に
つ
い
て
、
①
時
代
変
遷

と
母
子
保
健
施
策
の
進
展
、
②
母
子
保
健
対

策
の
概
要
が
説
明
さ
れ
た
。
日
本
の
妊
産
婦

死
亡
率
と
乳
児
死
亡
率
は
、
戦
後
一
七
六
・

一
と
六
○
二
の
高
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
が
、

現
在
は
六
・
五
、
三
・
七
と
大
幅
な
改
善
に
成

功
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
年
制
定
の
母
子

保
健
法
に
よ
っ
て
、
保
健
所
、
市
町
村
レ
ベ

ル
で
、
①
健
康
診
査
、
②
保
健
指
導
、
③
療根元匠厚生政務次官を表敬

養
援
護
、
④
医
療
対
策
等
と
い
っ
た
各
種
母
河

子
保
健
施
策
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
背
景
に

あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
我
が
国
が
誇
る
母
子

保
健
手
帳
も
含
ま
れ
て
お
り
、
議
員
団
に
は

側
ジ
ョ
イ
セ
フ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
英
文

版
の
母
子
保
健
手
帳
が
配
布
さ
れ
た
。

次
に
、
保
健
医
療
局
エ
イ
ズ
疾
病
対
策
課

の
池
田
千
絵
子
課
長
補
佐
か
ら
、
日
本
に
お

け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
問
題
に
つ
い
て
、

一
九
八
○
年
代
半
ば
に
国
内
で
初
め
て
患
者

が
発
見
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
の
問
題
経
過

と
法
的
施
策
を
含
め
た
対
応
策
に
つ
い
て
説

明
が
な
さ
れ
た
。

一
一
二
一
一
○
根
元
匠
厚
生
政
務
次
官
表
敬

厚
生
省
担
当
官
と
の
意
見
交
換
会
の
後
、

一
行
は
根
元
厚
生
政
務
次
官
を
表
敬
し
、
日

本
の
厚
生
行
政
と
国
際
協
力
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。

一
三
二
一
一
○
新
宿
保
健
所
見
学

午
後
に
は
、
地
域
保
健
の
実
施
機
関
で
あ

る
保
健
所
を
見
学
し
た
。
ま
ず
早
川
和
男
予

防
課
長
か
ら
活
動
概
要
の
説
明
を
受
け
、
次

に
三
歳
児
検
診
の
現
場
を
見
学
し
た
。
東
京

都
の
中
心
部
に
位
置
す
る
新
宿
保
健
所
で

は
、
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
タ
イ
語
で
看



カンポディア国会議員団が来日

国会議事堂にて桜井新ＡＦＰＰＤ
議長主催の昼食会（カンボディア
・シルクのプレゼントを受け取る
人口懇役員）

板
が
掲
示
さ
れ
る
な
ど
外
国
人
活
用
者
が
多

く
、
そ
の
中
に
は
エ
イ
ズ
患
者
も
多
数
含
ま

れ
て
い
る
。
同
保
健
所
で
は
、
外
国
人
エ
イ

ズ
患
者
の
特
別
対
応
策
を
と
る
な
ど
、
立
地

環
境
に
応
じ
た
対
応
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
五
吋
三
○
松
下
電
器
・
Ａ
Ｖ
＆
Ｃ
Ｃ
シ

ス
テ
ム
ズ
ス
ク
ェ
ア
見
学

二
月
一
一
十
四
日
（
水
）

一
○
函
○
○
都
内
視
察

鰄
鍔
瓠

鱒
（
（
皇
居
、
日
本
橋

三
越
）一
行
は
、
ハ
ー

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
合
間
を
ぬ
っ
て
、

皇
居
と
日
本
橋
三

越
を
見
学
し
た
。

百
貨
店
で
は
、
日

本
の
様
々
な
コ
ン

パ
ク
ト
商
品
や
多

種
高
品
質
の
品
物

に
感
嘆
す
る
と
同

時
に
、
物
価
の
高

さ
に
も
驚
い
て
い

た
。｜
｜
“
一
五
国

会
議
事
堂
見
学

一
二
牢
○
○
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
・

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
主
催
昼
食
会

国
会
議
事
堂
見
学
の
後
に
は
、
桜
井
新
衆

議
院
議
員
ほ
か
、
小
杉
陸
衆
議
院
議
員
、
堂

本
暁
子
参
議
院
議
員
の
人
口
懇
役
員
が
昼
食

会
に
参
加
し
て
、
交
流
を
深
め
た
。
桜
井
議

員
は
、
「
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
国
内
の
政
治
の
安

定
化
に
伴
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
国
会
議
員
が

中
心
と
な
っ
て
人
口
問
題
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
一
と
激
励
し
た
と
こ
ろ
、
マ
エ
ン
・
ソ

ム
ァ
ー
ン
団
長
は
、
日
本
政
府
の
カ
ン
ポ

デ
ィ
ァ
国
に
対
す
る
援
助
に
対
し
て
感
謝
を

述
べ
る
と
共
に
、
同
問
題
に
対
す
る
国
内
議

員
活
動
の
活
性
化
に
同
意
を
示
し
た
。

谷
津
義
男
衆
議
院
議
員
の
協
力
で
、
太
田

市
を
中
心
に
地
方
視
察

一
三
ｍ
○
○
地
方
視
察
の
た
め
群
馬
へ
出

発

農
業
を
主
な
国
内
産
業
と
す
る
カ
ン
ポ

デ
ィ
ア
国
議
員
団
の
た
め
、
地
方
視
察
で
は

訪
「
力
」
議
員
団
団
長
で
も
あ
っ
た
谷
津
義

男
衆
議
院
議
員
の
協
力
を
得
て
、
農
村
地
帯

の
見
学
が
可
能
な
群
馬
県
が
選
ば
れ
た
。

一
五
紬
○
○
富
士
重
工
自
動
車
工
場
見
学

一
行
は
、
群
馬
県
太
田
市
を
中
心
と
し
た

一
帯
で
ス
バ
ル
車
を
生
産
し
て
い
る
富
士
重

工
業
株
式
会
社
・
群
馬
製
作
所
の
矢
島
工
場

を
見
学
し
た
。
従
業
員
数
二
千
三
百
人
、
月

産
約
二
万
六
千
台
の
小
型
車
を
生
産
し
て
い

る
矢
島
工
場
で
は
、
花
田
輝
夫
専
務
取
締
役

・
群
馬
製
作
所
長
の
挨
拶
の
後
、
群
馬
製
作
巧

所
・
第
二
製
造
部
の
及
川
博
之
部
長
に
よ
っ

富
士
重
エ
自
動
車
エ
場
内
を

カ
ー
ト
で
見
学
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河・捲寳◇農

て
ビ
デ
オ
解
説
を
交
え
な
が
ら
、
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
式
自
動
車
製
造
工
程
に
つ
い
て
説
明
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蝿
壗Ｗ

鰹《 が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
行
は
カ
ー
ト
に

乗
っ
て
イ
ヤ
ホ
ン
で
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、

蕊

iq1M1l1iIiiuj111Mll！
温かい歓迎を受ける議員団

（総合太田病院にて）

工
場
内
を
見
学
し
た
。
お
礼
の
挨
拶
と
共
乃

に
、
団
長
は
「
カ
ン
ポ
ー
ナ
ィ
ア
国
で
こ
の
よ

う
な
立
派
な
自
動
車
工
場
が
建
設
で
き
る
の

は
ま
だ
先
の
話
だ
が
、
当
面
は
ま
ず
自
転
車

を
国
内
で
製
造
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い
」
と
現
実
的
な
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

一
八
二
○
谷
津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
幹
事

長
（
訪
「
力
」
日
本
議
員
団
・
団
長
）

主
催
の
夕
食
会

二
月
一
一
五
日
（
木
）

九
函
三
○
東
部
保
健
所
見
学

お
よ
そ
二
百
万
人
の
人
口
を
持
つ
群
馬
県

に
は
十
二
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
同

保
健
所
で
は
二
十
万
八
千
人
を
担
当
し
て
い

る
。
馬
塲
孝
保
健
所
長
の
挨
拶
の
後
、
齊
木

地
域
保
健
課
長
、
野
村
保
健
婦
か
ら
同
地
区

の
母
子
保
健
対
策
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

た
。
野
村
保
健
婦
は
、
’
九
五
二
年
以
来
同

地
区
で
活
動
を
続
け
て
い
る
現
役
の
保
健
婦

で
、
戦
後
間
も
な
い
頃
、
出
生
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
指
導
で
農
村
グ
ル
ー
プ
の
男
性
を
対
象

に
、
避
妊
の
説
明
を
し
た
当
時
の
苦
労
話
を

交
え
な
が
ら
、
解
説
が
行
わ
れ
た
。
議
員
団

は
、
東
京
に
比
べ
て
地
理
的
環
境
が
似
て
い



カンポディァ国会議員団が来日

同
病
院
は
、
太
田
市
の
メ
イ

ン
病
院
で
、
外
来
患
者
数
が
一

日
平
均
約
千
二
十
人
、
入
院
患

者
数
が
約
三
百
五
十
人
、
急
患

は
一
日
当
た
り
約
三
十
五
名
、

昨
年
一
年
間
の
手
術
件
数
は
計

二
千
五
百
人
で
あ
る
。
医
学
部

卒
業
生
の
研
修
病
院
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
医
師
の
数
は
定
員

六
十
一
名
の
と
こ
ろ
、
計
百
十

名
と
多
く
な
っ
て
い
る
。
診
療

科
目
は
内
科
、
外
科
、
小
児

科
、
産
婦
人
科
、
循
環
器
科
、

脳
神
経
外
科
、
心
臓
血
管
外
科

な
ど
を
含
む
総
合
病
院
で
、
議

員
団
が
見
学
し
た
新
生
児
救
命

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
人

工
透
析
セ
ン
タ
ー
、
人
間
ド
ッ

ク
用
の
総
合
健
診
部
も
兼
ね
備

え
て
い
る
。

新
生
児
救
命
セ
ン
タ
ー
で

る
群
馬
県
で
の
保
健
活
動
に
関
心
を
示
し
な

が
ら
、
熱
心
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

’
○
“
三
○
総
合
太
田
病
院
を
見
学

は
、
昨
年
千
グ
ラ
ム
以
下
の
赤
ち
ゃ
ん
を
五

人
治
療
し
て
お
り
、
｜
力
月
、
百
’
百
五
十

万
円
も
か
か
る
費
用
が
保
険
の
適
用
で
わ
ず

空っ風”が吹<中、農業用水施設を見学する－行

か
な
負
担
で
済
む
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
と
、

議
員
団
は
驚
き
な
が
ら
不
十
分
な
医
療
制
度

と
保
険
制
度
の
た
め
に
通
常
未
熟
児
は
見
放

さ
れ
て
し
ま
う
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
国
の
実
情
を

訴
え
た
。

’
四
ｍ
○
○
待
矢
場
両
堰
土
地
改
良
区
・

渡
良
瀬
川
中
央
土
地
改
良
区
連
合
の
農

業
水
利
施
設
を
見
学

午
後
か
ら
は
、
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
国
で
の
農

業
発
展
に
お
い
て
、
最
も
整
備
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
農
業
用
水
の
灌
概
設
備
を
見
学
し

た
。
｜
行
は
、
野
村
水
吉
理
事
長
と
矢
部
延

雄
事
務
局
長
の
案
内
で
、
下
流
か
ら
上
流
に

向
か
っ
て
、
新
観
音
堰
、
矢
島
分
水
工
、
太

田
沈
砂
池
、
太
田
頭
首
工
な
ど
太
田
市
を
中

心
に
同
士
地
改
良
区
が
管
理
す
る
農
業
水
利

施
設
を
見
学
し
た
。
太
田
頭
首
工
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
作
動
よ
っ
て
水
量
を
調
節
し
て
い

る
様
子
を
目
に
し
て
、
議
員
団
は
感
嘆
の
声

を
上
げ
な
が
ら
感
心
し
て
い
た
。

’
七
邪
○
○
群
馬
か
ら
成
田
へ
出
発

二
月
二
十
六
日
（
金
）

一
○
如
三
○
成
田
発
（
バ
ン
コ
ク
経
由

で
、
カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
ヘ
帰
国
）
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中絶が原因の高い妊産婦死亡率

団長、能勢和子議員、山中樺子議員の４議

員がミャンマーを訪問。同国の政府要人と

の会見や、受入機関であるミャンマー母子

福祉協会（ＭＭＣＷＡ）の事業視察を精力

的にこなし帰国した。

本協会主催、国際家族計画連盟後援、国

連人ロ基金の協力で、３月21日（日）から

27日（±）まで「日本国国会議員ミャン

マー連邦人ロ・開発事情視察」が実施され

た。横内正明議員を団長に、円より子．副

●
｜
｜
｜
月
二
十
二
日
（
月
）

ソ
ー
・
ト
ゥ
ン
入
国
管
理
人
ロ
大
臣
表
敬

一
行
は
人
口
大
臣
か
ら
同
国
の
人
口
政
策

や
問
題
に
つ
い
て
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受

け
た
。
同
大
臣
は
、
英
国
統
治
時
代
か
ら
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
口
政
策
に
つ
い
て
説
明
。

反
政
府
武
装
民
族
に
つ
い
て
、
「
人
口
調
査

を
十
年
に
一
度
行
っ
て
い
る
が
、
和
平
が
達

成
さ
れ
て
い
な
い
反
政
府
勢
力
地
域
（
カ
レ

ン
民
族
と
の
和
平
が
依
然
達
成
さ
れ
て
い
な

刀宜

ｎＦ

い
）
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
収
集
は
困
難
で
、

将
来
人
口
推
計
な
ど
が
難
し
い
状
態
で
あ

る
」
と
民
族
問
題
が
引
き
起
こ
す
影
響
に
つ

い
て
語
っ
た
。

ま
た
、
保
健
大
臣
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ

る
同
大
臣
は
、
「
識
字
率
・
教
育
水
準
が
低

い
農
村
部
で
は
、
人
口
調
査
に
対
す
る
理
解

が
低
く
、
調
査
実
行
に
あ
た
っ
て
大
き
な
障

害
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
家
族
計
画
や
保

健
分
野
に
対
し
て
関
心
が
低
く
、
結
果
と
し

、｡ＫＥ江

日
本
議
員
団
の
視
察
を
報
じ
た
現
地
新
儒

沼



ミャンマーに議員視察団を派遣

UBEUP「■、

て
高
出
生
率
・
高
死
亡
率
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
」
と
、
都
市
・
農
村
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

つ
い
て
懸
念
を
示
し
た
。

横
内
議
員
の
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て
最

適
な
人
口
は
？
」
と
の
問
い
に
、
「
将
来
的

に
は
農
業
生
産
高
を
倍
増
さ
せ
、
現
在
の
人

口
（
約
四
八
○
○
万
人
）
の
倍
の
、
一
億
人

ｍｗＡｎｍ1℃い｣■dmnn

UrIbUAssoG8adm(Ａ加
Ｕ羽一壁画Sm｣:h一団

と■、“ＰＰＦＭｒＭ量hｒ

ロ
本
議
員
団
の
視
察
を
鰯
じ
た
頃

ケ
ッ
ト
・
セ
イ
ン
保
健
大
臣
表
敬

保
健
政
策
と
し
て
、
ま
ず
国
民
保
健
委
員

会
（
大
臣
ク
ラ
ス
の
委
員
で
構
成
。
委
員
長

は
キ
ン
．
一
一
ユ
ン
第
一
書
記
）
や
保
健
委
員

会
（
州
管
区
レ
ベ
ル
で
医
師
や
行
政
幹
部
に

よ
っ
て
構
成
）
を
設
置
。
衛
生
改
善
活
動
、

結
核
撲
滅
運
動
、
感
染
症
や
伝
染
病
等
の
予

人
口
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
」
と
答
え

た
。

ソー・トゥン入国管理人ロ大臣表敬。大臣から槍のプレゼン
トを受け取る横内正明団長（その横、山中鐸子議員、大臣を
はさんで円より子副団長、能勢和子議員)。

防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

が
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
運
動
を
進
め
て
い
く

た
め
に
国
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
な
が
ら

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

同
国
は
、
高
い
乳
児
死
亡
率
（
四
○
％
は

妊
娠
中
に
死
亡
）
と
妊
産
婦
死
亡
率
（
四
○

％
は
中
絶
後
の
感
染
症
が
原
因
）
と
い
う
大

き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
医
療

従
事
者
（
特
に
看
護
婦
は
医
者
の
数
の
三
分

の
二
、
医
療
機
具
、
投
資
金
が
不
足
し
て

お
り
、
国
家
予
算
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
と
き

は
国
民
の
寄
付
に
頼
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
同

省
は
今
後
と
も
海
外
日
本
及
び
国
際
機
関
か

ら
の
援
助
を
希
望
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
行
は
日
本
政
府
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業

を
視
察
。
総
額
三
五
億
円
で
建
設
、
一
九
八

四
年
オ
ー
プ
ン
し
た
一
新
ヤ
ン
ゴ
ン
総
合
病

院
」
を
訪
問
し
た
が
、
集
中
治
療
室
等
、
ヤ

ン
ゴ
ン
総
合
病
院
と
並
ん
で
国
内
の
最
高
級

の
設
備
を
備
え
て
い
た
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
「
看
護
大
学
拡
充
計
画
」
に

よ
っ
て
、
一
九
九
六
年
完
成
し
た
看
護
大
学

を
訪
問
。
同
大
学
は
看
護
婦
不
足
の
現
状
を

改
善
す
る
た
め
、
看
護
婦
の
養
成
（
三
巧

年
）
、
看
護
学
士
（
一
一
年
）
、
看
護
修
士
（
四



年
）
コ
ー
ス
が
あ
り
、
全
寮
制
で
、
わ
ず
か

な
学
費
で
教
育
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
全
国

か
ら
優
秀
な
学
生
が
集
ま
っ
て
く
る
と
学
長

が
説
明
し
て
い
た
。

●
｜
｜
｜
月
二
十
一
一
一
日
（
火
）

ミ
ャ
ン
マ
ー
母
孑
幅
邪
隣
理
突
Ｍ
Ｍ
Ｃ
Ｗ
Ａ
）

訪
問
職
業
訓
練
枝
及
び
保
育
所
見
学

マ
ー
デ
イ
・
ナ
ー
ウ
ィ
国
際
家
族
計
画
連

ＭＭＣＷＡ本部の敷地内にある保育所を見学

盟
・
東
、
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ー
ー
ァ
地
域

事
務
局
長
代
行
が
、
同
連
盟
の
歴
史
、
組
織

構
成
及
び
資
金
に
つ
い
て
説
明
。
続
い
て

キ
ュ
ー
・
キ
ュ
ー
・
ス
ウ
ェ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー

母
子
福
祉
協
会
長
が
同
協
会
の
組
織
構
造
や

事
業
内
容
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を

行
っ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
母
子
福
祉
協
会
は
、
中
央
審

議
会
（
五
三
名
）
、
執
行
委
員
会
（
一
一

名
）
、
監
督
機
関
、
町
単
位
の
組
織
（
三
一

四
）
、
支
部
（
四
七
二
七
）
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
員
（
五
五
万
人
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
国
民

の
健
康
、
教
育
、
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
推
進
中

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
五
歳
以
下
の
子
供

へ
の
栄
養
補
給
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
母
乳
推
進
活

動
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
事

業
と
し
て
家
族
計
画
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

の
予
防
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
女
性
の

自
立
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

説
明
後
、
一
行
は
本
部
敷
地
内
に
あ
る
、

働
く
母
親
の
た
め
の
保
育
施
設
や
、
職
業
訓

練
校
の
裁
縫
ク
ラ
ス
を
見
学
。
生
徒
が
製
作

し
た
見
事
な
ロ
ン
ジ
ー
（
民
族
衣
装
）
に
、

女
性
議
員
は
感
嘆
し
て
い
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
駐
在
国
連
人
口
基
金
で
は
、

キ
ン
・
マ
・
マ
・
イ
ェ
・
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
、
活
動
に
つ
い
て
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
連
人

口
基
金
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や

人
口
問
題
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
を
推
進
し
て

お
り
、
一
九
九
六
年
か
ら
家
族
計
画
を
推
奨

す
る
事
業
に
着
手
し
て
い
る
（
同
事
業
は
総

人
口
の
三
分
の
一
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
）
。

ま
た
同
国
が
抱
え
る
深
刻
な
問
題
と
し

て
、
中
絶
が
原
因
で
あ
る
高
い
妊
産
婦
死
亡

率
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
中
絶
が
不
法
行

為
に
あ
た
り
、
安
全
な
中
絶
手
術
が
施
さ
れ

な
い
た
め
で
あ
る
。
政
府
も
三
年
前
か
ら
こ

の
問
題
の
深
刻
さ
に
つ
い
て
理
解
し
始
め

た
。
事
態
を
改
善
す
る
た
め
に
、
正
し
い
避

妊
方
法
や
出
産
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
、
中

絶
を
迫
ら
れ
る
よ
う
な
妊
娠
を
「
予
防
」
す

る
た
め
の
教
育
を
、
既
婚
者
（
同
国
の
中
絶

患
者
の
大
半
は
既
婚
者
）
の
み
な
ら
ず
、
未

婚
の
若
者
に
対
し
て
積
極
的
に
力
を
入
れ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

「
子
供
の
健
康
無
償
」
署
名
式
に
出
席

朝
海
大
使
、
ホ
ア
ン
・
ア
グ
イ
ラ
・
レ
オ
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ミャンマーに議員視察団を派遣

「母子保健サービス改善計画」
開始式でスピーチする山中議員

MⅢ

ン
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
駐
在
ユ
ニ
セ
フ
代
表
、

ミ
ャ
ー
・
ウ
ー
保
健
副
大
臣
を
迎
え
た
署
名

式
に
、
山
中
、
能
勢
両
議
員
が
出
席
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
子
供
の
健
康
」
の
た
め

の
無
償
資
金
協
力
で
、
ユ
ニ
セ
フ
を
通
じ
て

日
本
政
府
が
二
億
六
千
万
円
相
当
の
破
傷
風

ワ
ク
チ
ン
、
マ
ラ
リ
ア
予
防
薬
や
そ
の
他
必

要
器
材
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
供
与
す
る
も

の
で
あ
る
。
｜
行
を
代
表
し
て
山
中
議
員
が

祝
辞
を
披
露
。
そ
の
中
で
一
国
づ
く
り
は
人

は
、
基
本
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ベ
ー
ス
で

働
い
て
お
り
、
医
師
が
男
女
各
一
名
（
無

●
三
月
二
十
四
日
（
水
）

フ
ラ
イ
ン
郡
区
に
あ

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
母
子

福
祉
協
会
が
運
営
す

る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
・

ホ
ー
ム
を
視
察

同
ホ
ー
ム
は
、
英
国

占
領
時
代
の
母
子
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
母
子
福
祉
協
会
の

サ
ポ
ー
ト
を
得
て
、
’

九
九
五
年
か
ら
産
院
と

な
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ

触
れ
る
機
会
を
得
た
。

夜
は
日
本
議
員
団
が
母
子
福
祉
協
会
の
役

員
を
招
い
て
食
事
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
民
族
舞

踊
を
見
学
し
、
一
行
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
文
化
に

づ
く
り
か
ら
始
ま
り
、
子
供
の
健
康
は
国
家

の
将
来
の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。
今
後
も

日
本
か
ら
の
援
助
が
、
貴
国
の
国
民
の
健
康

に
貢
献
で
き
る
よ
う
望
む
」
と
述
べ
た
。

と
の
発
展
の
遅
れ
を
縮
め
る
た
め
に
開
発
投

資
を
行
っ
て
い
る
。

給
）
、
五
名
の
助
産
婦
も
低
賃
金
で
働
い
て

い
る
。
日
本
の
某
団
体
か
ら
の
資
金
援
助
を

得
て
、
産
室
の
拡
大
、
関
連
機
具
を
購
入

し
、
施
設
の
拡
充
を
行
っ
た
が
、
将
来
的
に

再
び
資
金
が
得
ら
れ
れ
ば
、
余
っ
た
ス
ペ
ー
ス

を
病
床
に
改
築
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

タ
ン
・
ト
ゥ
ン
国
境
開
発
省
副
大
臣
表
敬

同
省
は
連
邦
・
民
族
の
団
結
、
国
家
主
権

，

国道国■鋪

一
族
の
団
結
、
国
家
主
権

の
強
化
、
国
境
地

鏑
域
の
ケ
シ
栽
培
の

壁
撲
滅
を
目
的
に
設

猴
立
さ
れ
た
。
ミ
ャ

ー
ン
マ
ー
で
は
一
一
一
一

一
一
五
の
民
族
が
存
在

壷
し
、
中
に
は
反
政

の岬
府
武
装
民
族
も

雌
あ
っ
た
が
、
新
政

訓
府
は
交
渉
を
進

壷
め
、
現
在
ま
で
に

率
一
七
民
族
と
の
和

ヤ
平
を
達
成
〉
和
平

方
を
結
ん
だ
民
族
の

地
域
は
、
他
地
域
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ま
た
同
国
の
深
刻
な
問
題
の
一
つ
で
あ

る
、
国
境
地
域
の
ケ
シ
の
栽
培
は
、
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
、
保
健
、
教
育
分
野
へ
の
投
資

や
、
農
機
具
や
肥
料
を
手
配
し
、
ケ
シ
の
代

替
作
物
を
推
進
す
る
こ
と
で
撲
滅
を
図
っ
て

い
る
。

外
語
大
の
花
形
は
”
日
本
語
学
科
“

続
い
て
外
国
語
大
学
日
本
語
学
科
を
訪

問
。
学
校
が
休
暇
中
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
○
名
ば
か
り
の
日
本
語
教
師
が
一

行
を
歓
迎
し
た
。
九
語
学
学
科
を
持
つ
同
大

学
は
一
九
九
六
年
に
「
学
園
一
か
ら
、
全

日
制
、
定
時
制
、
夜
間
コ
ー
ス
を
備
え
た

「
大
学
」
に
昇
格
。
現
在
、
日
本
語
学
科
に

は
四
五
○
名
在
籍
し
、
中
国
語
を
抜
い
て
一

番
人
気
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
日
本
語
を
選
択

す
る
理
由
と
し
て
、
元
来
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は

好
奇
心
旺
盛
で
あ
る
が
、
観
光
ガ
イ
ド
、
職

場
で
の
ニ
ー
ズ
等
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
る

も
の
が
多
い
。

教
育
分
野
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
能

勢
、
山
中
両
議
員
か
ら
の
一
日
本
政
府
へ
の

リ
ク
エ
ス
ト
や
今
後
改
善
す
べ
き
点
は
？
」

と
の
問
い
に
、
「
私
費
留
学
は
ビ
ザ
が
発
行

さ
れ
に
く
く
、
ま
た
国
費
留
学
は
枠
が
小
さ

す
ぎ
る
（
年
間
二
○
人
）
」
、
「
教
師
が
語
学

研
修
の
た
め
留
学
し
よ
う
と
し
て
も
、
文
部

省
が
設
定
す
る
年
齢
制
限
に
よ
っ
て
チ
ャ
ン

ス
が
失
わ
れ
て
い
る
」
と
日
本
留
学
の
難
し

さ
を
訴
え
た
。

●
三
月
一
一
十
五
日
（
木
）

キ
ン
・
ニ
ュ
ン
第
一
書
記
表
敬

ウ
ィ
ン
・
ア
ウ
ン
外
務
大
臣
が
出
席
し
て

行
わ
れ
た
会
談
で
、
山
中
議
員
が
、
「
ミ
ャ

ン
マ
ー
母
子
福
祉
協
会
の
活
動
を
見
学
し
た

が
、
皆
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
母
性
の
保

護
、
女
性
の
健
康
の
た
め
に
全
国
的
に
活
動

を
展
開
し
て
い
る
こ
と
、
職
業
訓
練
校
が
女

性
の
経
済
的
自
立
を
援
助
す
る
た
め
に
活
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
」
と
述
べ
、

「
同
時
に
、
妊
産
婦
死
亡
率
が
高
い
こ
と
や

識
字
率
（
八
五
％
）
と
教
育
レ
ベ
ル
の
差
が

大
き
い
こ
と
（
注
恥
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
寺
で

無
料
で
読
み
書
き
を
教
え
る
た
め
、
識
字
率

は
高
い
が
、
就
学
率
は
低
く
、
数
学
、
科
学

等
の
分
野
を
理
解
す
る
も
の
が
少
な
い
）
に

シ
ョ
ッ
ク
を
覚
え
た
」
と
感
想
を
伝
え
た
。

こ
れ
に
対
し
、
第
一
書
記
は
、
政
府
は
母

子
福
祉
分
野
の
改
善
を
地
方
レ
ベ
ル
ま
で
推

進
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
、
同
分
野

に
対
す
る
日
本
の
援
助
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
。
続
い
て
山
中
議
員
の
コ
メ
ン
ト
に
対

し
二
○
○
年
以
上
の
植
民
地
経
験
に
よ
り

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
（
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
）
資
源
が
豊
富
な
た
め
、
途
上
国
な

が
ら
あ
る
程
度
の
発
展
を
遂
げ
た
。
し
か
し

な
が
ら
依
然
経
済
面
は
未
熟
で
、
社
会
福

祉
、
教
育
、
保
健
・
健
康
分
野
ま
で
手
が
回

ら
な
い
現
状
で
あ
る
」
と
答
え
た
。

キン・ニュン第一書記表敬。

（右から朝海大使、ウィン・アウン外務大臣、キン・ニュン第
一書記、山中議員、能勢議員，池上清子・ＩＰＰＦスタッフ）
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ミャンマーに議員視察団を派遣

~訪緬日本議員団メンバー－

横内正明衆議院議員（団長・自民党）

円より子参議院議員（副団長・民主党）

能勢和子衆議院議員（自民党）

山中偉子衆議院議員（改革クラブ）

キ
ョ
ー
・
テ
ィ
ン
・
ス
ゥ
エ
国
立
環
境
問

題
委
員
会
書
記
官
訪
問

同
委
員
会
は
各
省
庁
か
ら
五
○
名
の
幹
部

官
僚
が
参
加
し
、
四
つ
の
特
別
委
員
会
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会

は
、
自
然
資
源
保
護
、
人
口
計
画
、
研
究
・

広
報
活
動
、
国
際
協
力
を
担
当
。
活
動
内
容

は
、
「
広
報
・
教
育
活
動
を
通
じ
て
環
境

問
題
へ
の
意
識
を
高
め
、
環
境
保
護
努
力
へ

ス
ー
・
チ
ー
女
史
の
夫
の

入
国
問
題
も
話
題
に

訪
問
当
時
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・

チ
ー
女
史
の
夫
、
マ
イ
ヶ
ル
・
エ
ア
リ
ス
氏

に
対
す
る
ビ
ザ
の
発
給
問
題
に
つ
い
て
国
際

的
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
最
中
で
、
対
談
中

に
も
話
題
に
あ
が
っ
た
。
同
じ
ア
ジ
ア
の

「
友
人
国
一
と
し
て
、
「
家
族
の
最
後
の
別

れ
」
を
可
能
に
す
る
た
め
ビ
ザ
の
発
給
を
進

一
一
一
一
口
す
る
山
中
議
員
の
言
葉
に
、
一
時
は
緊
張

し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
が
、
最
後
は
互
い

の
立
場
を
理
解
。
第
一
書
記
は
山
中
議
員
を

一
シ
ス
タ
ー
」
と
呼
び
、
能
勢
議
員
、
外
務

大
臣
と
共
に
集
合
写
真
を
撮
影
し
、
｜
時
間

に
及
ぶ
対
談
を
終
え
た
。

ニ
ュ
ン
・
テ
ィ
ン
農
業
大
臣
表
敬

同
国
は
経
済
発
展
の
基
盤
を
農
業
に
置

き
、
必
要
な
灌
概
、
ダ
ム
の
整
備
は
日
本
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
通
じ
て
援
助
を
受
け
つ

つ
進
め
て
い
る
。
四
八
○
○
万
人
程
度
の
国

家
人
口
を
支
え
る
の
に
十
分
な
量
の
コ
メ
を

生
産
（
年
間
一
八
○
○
万
ト
ン
）
し
て
い
る

が
、
今
後
は
未
開
墾
地
の
開
拓
や
二
期
作
等

に
よ
っ
て
生
産
量
を
増
加
さ
せ
、
近
隣
諸
国

に
輸
出
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

国
境
地
域
で
は
蕎
麦
を
栽
培
し
て
い
る
が
、

今
後
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
豆
な
ど
を
、
ケ
シ
の
代

替
作
物
と
し
て
推
奨
し
て
い
く
。

当
日
、
大
臣
は
一
行
と
の
会
見
の
た
め
、

地
方
視
察
を
切
り
上
げ
ヤ
ン
ゴ
ン
に
戻
っ
て

き
た
の
だ
が
、
大
臣
、
副
大
臣
と
も
可
能
な

限
り
地
方
を
回
っ
て
現
状
把
握
と
指
導
を
行

う
方
針
で
、
農
業
、
灌
概
分
野
で
進
ん
だ
技

術
を
持
つ
日
本
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
日

本
の
農
業
大
臣
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
訪
問
を
希
望

の
参
加
を
促
す
、
二
、
学
校
で
の
絵
画
、
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
若
い
世
代
の
関

心
を
高
め
る
、
三
、
環
境
関
連
法
案
の
作

成
、
で
あ
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
滞
在
最
終
日
の
二
十
六
日

（
金
）
は
、
車
で
ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
約
二
時
間

の
バ
ゴ
ー
を
訪
れ
た
。
ヤ
ン
ゴ
ン
に
戻
る
途

中
農
村
に
立
ち
寄
り
、
村
民
の
家
を
訪
問
。

ヤ
ン
ゴ
ン
と
は
違
っ
て
家
屋
の
作
り
は
質
素

で
、
ト
イ
レ
や
水
道
等
の
整
備
が
な
く
、
改

め
て
都
市
・
農
村
部
の
生
活
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

実
感
し
た
。

ヤ
ン
ゴ
ン
に
戻
っ
た
一
行
は
、
夕
方
帰
国

の
途
に
つ
き
、
五
泊
六
日
の
視
察
事
業
を
無

事
終
了
し
、
二
十
七
日
帰
国
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
女
性
企
業
家
協
会
を
訪
問

同
協
会
は
草
の
根
の
女
性
た
ち
の
経
済
活

動
を
支
援
す
る
目
的
で
、
一
九
九
五
年
に
設

立
さ
れ
、
現
在
四
○
○
名
の
会
員
を
持
つ
非

営
利
、
非
政
府
組
織
。
起
業
志
望
者
に
、
経

験
に
基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
マ
イ
ク
ロ

ク
レ
ジ
ッ
ト
方
式
で
資
金
を
提
供
し
て
い

る
。
「
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？
」
、
「
日
本
で
は
女
性
企
業
家
協
会
が
存

在
す
る
の
か
？
」
等
、
会
員
と
議
員
の
間
で

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

し
て
い
た
。
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ロ開発調査団に参加して
走り書きメモから

山中樺子
(衆議院議員）

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
歴
史
的
に
も
日
本
人
に

大
変
親
近
感
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
朝
市
で

も
パ
ゴ
ダ
で
も
食
べ
物
を
手
渡
し
て
く
れ

て
、
そ
れ
を
口
に
入
れ
る
と
本
当
に
喜
ん
で

く
れ
る
。
日
本
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切
な

友
好
国
の
一
つ
で
あ
る
。

特
に
評
価
し
た
い
の
は
、

①
ミ
ャ
ン
マ
ー
母
子
福
祉
協
会
（
Ｍ
Ｍ
Ｃ
Ｗ

Ａ
）
の
働
き
で
あ
る
。
全
国
三
一
四
の
タ
ウ

ン
シ
ッ
プ
、
四
七
二
七
の
支
部
で
五
五
万
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
働
い
て
お
り
、
家
族
計

画
、
母
子
保
護
問
題
、
女
性
の
職
業
訓
練
な

ど
を
計
画
的
に
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
。

●山中樺子くやまなか．あきこ＞
津田塾大学英文科卒業。北海道大学経済

学部助手、北海学園大学人文学部教授

（国際文化輪）等を経て、現在、衆議院

議員、多摩大学客員教授。著述に「北欧
の家族と生活｣、「永田町エレガンス」等

がある。

こ
こ
に
は
中
国
か
ら
の
寄
贈
の
冷
蔵
庫
、
ミ
シ

ン
が
目
立
つ
。
日
本
に
対
し
て
、
支
部
の
マ
タ

ー
ー
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
病
室
を
作
り
た
い
旨
の

要
望
が
あ
る
。
日
本
か
ら
は
ベ
ッ
ド
、
電
動
ミ

シ
ン
な
ど
、
小
規
模
の
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
な
援
助
を

も
っ
と
す
べ
き
で
あ
る
。

②
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
病
院
は
そ
れ
な
り
に
機

能
し
て
い
る
が
、
政
府
の
限
ら
れ
た
予
算
内
で

の
運
営
で
、
期
待
さ
れ
る
役
割
を
十
分
果
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
今
後
検
証
の
必
要
あ
り
。

③
看
護
大
学
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
箱
物
行
政
の
成
果
の

一
つ
。
英
国
式
の
ナ
ー
ス
の
精
神
と
キ
メ
細
か

い
運
営
に
よ
っ
て
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

④
ヤ
ン
ゴ
ン
外
国
語
大
学
の
日
本
語
講
座
は

計
四
五
○
名
の
受
講
者
が
あ
り
、
す
べ
て
の

外
国
語
の
中
で
一
番
の
人
気
。
但
し
、
曰
緬

辞
書
の
不
足
、
資
格
の
あ
る
指
導
者
へ
の
指

導
、
留
学
の
機
会
の
提
供
な
ど
、
手
伝
え
る

こ
と
が
多
々
あ
り
。

⑤
女
性
の
起
業
家
協
会
は
す
で
に
二
○
○
名

の
会
員
を
有
し
、
四
月
三
日
新
し
い
ビ
ル
と

本
部
の
正
式
オ
ー
プ
ン
を
し
た
。
起
業
家
マ
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シュエダゴン・パゴダにて

イ
ン
ド
の
あ
る
女
性
の
経
済
的
支
援
と
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
を
目
指
し
て
お
り
、
日
本
の
同

様
の
グ
ル
ー
プ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
望
ん

で
い
る
。
医
者
の
九
○
％
は
女
性
と
い
う
国

柄
も
あ
り
、
銀
行
、
ホ
テ
ル
、
建
設
業
経
営

と
日
本
の
女
性
起
業
家
と
連
繋
で
き
る
体
制

に
な
っ
て
い
る
。

⑥
土
地
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
農
業
は
二

期
作
が
可
能
。
二
十
一
世
紀
の
ア
ジ
ア
の
食

）
の
で
、
農
業
は
二

」
紀
の
ア
ジ
ア
の
食

糧
事
情
を
考
慮
す

る
と
、
日
本
か
ら

は
農
業
構
造
の
改

革
の
た
め
の
指
導

者
の
派
遣
、
ソ
バ

以
外
の
ケ
シ
か
ら

の
転
作
の
援
助
、

加
工
技
術
、
備
蓄

技
術
の
支
援
を

も
っ
と
す
べ
き
。

妊
婦
の
死
亡
率

の
四
割
が
不
法
な

堕
胎
に
よ
る
こ

と
。
八
五
％
の
識
字
率
は
僧
院
な
ど
〆

も
の
で
、
就
学
者
は
極
め
て
低
い
一
・

ど
、
教
育
の
普
及
と
大
学
の
開
講
を
仰

現
政
権
が
民
主
主
義
へ
の
上
手
な
移
弄

る
方
向
に
誘
導
す
る
の
も
日
本
の
役
割

思
わ
れ
る
。

キ
ン
・
ニ
ュ
ン
第
一
書
記
は
識
見
・

的
交
渉
力
、
人
間
性
の
面
で
も
卓
越
－

リ
、
人
権
問
題
も
率
直
に
話
し
合
え
←

ど
ん
な
に
貧
し
く
と
も
、
収
入
の
一
一

一
は
パ
ゴ
ダ
に
寄
進
す
る
と
い
う
宗
裁

厚
い
国
民
が
、
経
済
的
に
も
人
道
的
に

い
方
向
で
発
展
し
、
幸
せ
に
な
る
こ
Ｌ

ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

に
も
良

と
を
祈

た
。

三
分
の

教
心
の

・
政
治

し
て
お

行
を
す

割
か
と

こ
と
な

促
し
、

に

よ
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自
民
党
と
自
由
党
は
旧
日
、
政
策
担

当
者
が
協
議
を
行
い
、
来
年
度
税
制
改

正
で
「
子
育
て
・
教
育
減
税
」
を
実
施

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
焔
日
に
自
民

党
税
制
調
査
会
が
ま
と
め
る
税
制
改
正

大
綱
に
盛
り
込
む
。
す
で
に
６
兆
３
０

０
０
億
円
の
所
得
・
法
人
税
減
税
や
住

宅
ロ
ー
ン
減
税
拡
大
な
ど
が
決
ま
っ
て

お
り
、
自
民
党
は
協
議
で
政
策
減
税
も

含
め
総
額
８
兆
８
０
０
０
億
円
の
減
税

を
示
し
た
。
自
由
党
は
上
積
み
を
求
め

四国

子育て減税

も実施へ
に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

23歳未満

扶養対象に

て
お
り
、
最
終
的
な
規
模
は
９
兆
円
を

上
回
り
、
過
去
最
大
と
な
る
こ
と
が
確

実
と
な
っ
た
。

胆
日
の
協
議
で
、
胆
歳
か
ら
羽
歳
未

満
の
扶
養
家
族
に
適
用
さ
れ
る
所
得
控

除
を
、
現
行
の
躬
万
円
か
ら
祀
万
円
に

卯
万
円
増
額
す
る
こ
と
で
一
致
。
ま

た
、
嘔
歳
以
下
の
扶
養
家
族
に
適
用
さ

世
界
の
総
人
口
は
今
年
、
六
十
億
を

超
え
る
。
二
千
年
前
は
約
三
億
人
だ
っ

た
人
類
が
十
億
の
大
台
に
乗
っ
た
の

は
、
十
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
が
今
世
紀
、
急
激
に
増

四世冊隙Ⅱ仙醜飢魍鮒帆Ⅲ月枢曰

れ
る
所
得
控
除
（
兜
万
円
）
も
拡
充
す

る
こ
と
に
な
り
、
具
体
的
な
上
積
み
額

を
調
整
し
て
い
る
。
減
税
規
模
は
２
０

０
０
億
円
を
超
え
る
模
様
だ
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
予
算
措
置
と
し
て
子
供
が
３
人
以

上
い
る
多
子
世
帯
を
対
象
に
、
児
童
手

当
支
給
の
所
得
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と

も
合
意
し
た
。
現
行
の
６
５
８
万
円
を

７
１
２
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、

新
た
に
約
旧
万
人
の
子
供
が
支
給
対
象

と
な
る
。

公
共
事
業
関
係
費
は
全
体
で
前
年
度

当
初
比
で
８
％
前
後
伸
び
、
四
兆
円
に

迫
る
。

【
塚
田
健
太
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
十
二
・
十
六
）

え
、
一
九
六
○
年
ご
ろ
に
は
「
人
口
爆

発
」
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
た
。
過
去

三
十
年
間
の
国
際
社
会
に
よ
る
努
力

で
、
増
加
の
勢
い
は
鈍
化
し
た
。
し
か

し
、
い
ま
も
年
間
八
千
万
人
以
上
の

・
少
子
化
対
策
で
干
舎
Ｈ
て
減
税
…
開

・
世
界
人
ロ
的
億
人
突
破
予
想
…
船

・
昨
年
の
離
婚
過
去
晶
嵩
・
…
．
。
…
開

・
Ｊ
－
Ｃ
Ａ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
委
託
…
閉

・
ア
ジ
ア
は
パ
ン
ク
す
る
…
…
…
卵

・
人
口
急
増
の
悪
循
環
…
…
…
…
別

・
女
性
・
高
齢
者
活
用
を
提
一
一
一
一
口
…
皿

・
中
国
女
性
千
万
人
送
ろ
う
か
…
蛇

・
自
立
と
連
帯
目
指
し
て
…
…
…
蛇

・
黄
河
断
流
を
地
一
ｒ
水
で
回
避
…
卵

・
人
ロ
Ⅱ
家
族
計
画
が
カ
ギ
…
…
卵

・
朴
癸
で
子
育
て
支
え
る
仕
組
…
師

・
自
己
実
現
社
会
を
目
指
し
て
…
閉

・
移
民
労
働
者
受
け
入
れ
検
討
…
Ⅲ

・
ア
ジ
ア
危
機
、
女
性
を
直
撃
…
川

・
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
貢
献
、
日
本
旭
位
…
Ⅷ

・
経
済
平
均
鼠
成
長
一
・
三
％
に
…
皿

・
タ
イ
で
今
度
は
水
不
足
深
刻
…
皿

・
日
本
の
援
助
一
鐸
勢
に
世
界
が
…
畑

。
「
ビ
ル
鯉
禦
」
実
現
を
…
…
…
川

・
人
ロ
急
増
、
途
上
国
を
疲
弊
…
順

・
タ
イ
の
水
不
足
Ⅱ
雇
用
悪
化
…
Ⅷ

・
ハ
ー
グ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
…
…
川

紅じ
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こゅ－すふぉ－らむ

ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
、
高
齢
化
、
人
口

格
差
、
食
糧
、
一
雇
用
、
環
境
と
い
っ
た

諸
問
題
の
解
決
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
国

連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
世
界

人
ロ
白
書
は
、
人
類
が
「
間
違
い
な
く

七
十
億
ま
で
は
増
加
す
る
」
と
断
言

し
、
八
十
億
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
百

二
十
億
に
な
る
か
は
、
今
後
十
年
間
の

饗

日
出

「
お
や
、
ア
フ
リ
カ
と
中
南

米
で
避
妊
が
増
え
て
い
る
」

国
連
人
口
部
の
ジ
ョ
セ
フ
。

「
政
策
」
や
「
個
々
人
の
行
動
」
に
か

か
っ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

出
生
率
減
、
伸
び
は
鈍
る

先
進
国
Ⅱ
少
子
化
、
途
上
国
Ⅱ
避
妊

づ
い
た
の
は
、

二
年
ご
と
に
出

す
一
九
九
八
年

版
の
世
界
人
口

推
計
を
ま
と
め

て
い
た
昨
年
九

月
初
め
だ
っ

た
。こ
れ
に
先
立

ち
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

は
、
世
界
人
口

が
六
十
億
に
達

す
る
記
念
日
を

六
月
十
六
日
と

指
定
し
て
い

た
。

化外が
iこの予
気変想

、
ン
ヤ
ミ

部
長

途
上
国
の
避
妊
の
意
外
な
増
加
に
よ

り
、
先
進
国
の
一
般
的
な
少
子
化
現
象

と
あ
わ
せ
て
出
生
率
の
低
下
が
さ
ら
に

進
む
結
果
、
シ
ャ
ミ
ー
部
長
は
六
十
億

人
に
達
す
る
時
期
を
先
に
延
ば
し
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
昨
年
十
月
、
新
た
に
定

め
た
「
六
十
億
人
の
日
一
は
今
年
十
月

十
二
日
に
な
っ
た
。
世
界
人
口
推
計
に

よ
る
と
、
’
八
○
四
年
に
十
億
人
だ
っ

た
人
ロ
が
二
十
億
人
に
達
す
る
ま
で
に

百
二
十
三
年
か
か
っ
た
が
、
八
七
年
の

五
十
億
が
今
年
六
十
億
に
な
る
ま
で
に

は
十
二
年
し
か
か
か
ら
な
い
。
そ
の
後

は
出
生
率
の
低
下
に
よ
り
、
七
十
億
に

な
る
に
は
十
四
年
後
（
二
○
一
一
一
一

年
）
、
八
十
億
に
は
そ
の
後
十
五
年

ｇ：■■に

目
四
回
Ｇ
Ｂ
０
ｇ
⑩
、

・
ヒ
ラ
リ
ー
夫
人
が
演
説
…
…
…
畑

・
北
で
人
ロ
’
一
一
○
○
万
人
減
…
…
畑

。
「
老
後
に
不
安
」
、
７
割
超
す
…
叩

・
ピ
ル
認
め
ぬ
日
本
に
高
関
心
…
叩

・
ピ
ル
承
認
へ
外
か
ら
祷
煽
Ｚ
…
川

・
食
糧
安
保
を
明
文
化
．
．
…
…
・
…
叩

・
ロ
シ
ア
６
年
で
二
百
万
人
減
…
帷

呉
萎
露
審
で
６
月
に
ピ
ル
承
認
…
胆

・
市
町
村
単
位
で
少
子
化
推
計
…
畑

・
着
実
に
女
性
の
権
利
拡
大
…
…
Ⅲ

・
ベ
ト
ナ
ム
←
祷
外
労
働
者
倍
増
…
妬

・
少
子
化
対
策
で
数
千
億
補
正
…
順

・
輸
入
米
本
領
発
揮
は
７
年
後
・
・
・
畑

・
地
球
温
暖
化
、
危
機
的
状
況
…
、

・
地
球
温
暖
化
、
英
知
を
結
集
…
Ⅲ

・
地
球
温
暖
化
、
京
都
会
議
後
…
噸

・
都
の
人
口
３
年
連
続
増
加
…
山

。
｛
骨
齢
ル
些
雫
亜
％
を
予
測
…
…
山

・
米
、
異
議
申
し
立
て
断
念
・
・
…
・
慨

・
紛
争
や
凶
作
時
の
食
料
確
保
…
噸

・
閉
歳
以
上
、
２
千
万
人
突
破
…
随

・
コ
メ
関
税
化
の
す
れ
違
い
…
…
幟

・
人
口
問
題
で
ア
ン
ケ
ー
ト
…
…
町

・
少
干
化
対
策
で
特
別
交
付
金
…
伽

・
老
後
、
｛
雰
族
頼
り
た
く
な
い
…
慨

・
母
法
店
膝
謹
法
改
正
…
…
…
…
…
”
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噸
麹
噸
郵
飼
噸
似
姻
刑
噸

Ｐ
■
、
Ｂ
夕
Ｄ
Ｊ
６
日
８

濁
銘
〃
２
１
１
１
１
－
１

５
２
４
曲
開
化
〃
お
釧
聡

１

ド

国
ン
中
イ
⑪
③

⑧米国

④インドネシア
⑨ブラジル

⑥パキスタン

:③ロシア

;⑭日本

⑨バングラデシュ
⑪ナイジェリア

が
麹
ザ
ー
バ
ワ
、
ワ
か
。
鱈
定
．
鮫
『

．
；
．
．
．

３５８
０

８２５

,477,730
349,318

ド
ス
ド
ジ
ジ
グ
オ
ゴ

ン
国
国
キ
ン
イ
ラ
ン
チ
ン
本

イ
中
米
パ
イ
ナ
プ
パ
エ
コ
日

⑥
⑫
③
④
④
⑤
③
⑨
⑨
⑪
⑱

パキスタン345,484
インドネシア311.8副
ナイジェリア244,311
プラジル244.23O
バングラデシュ212p495
エチオピア１６ａ４４６
コンゴ共和国１６ｑ360

ひ
‐
も
‐
‐
・
牛
も
、
‐
‐
。
‐
‐
～
．
ｆ
少
一
色

“
２
０
５
０
年
琶

ゴ
」

日本104,921
(国連Hfjll.、ル１位ｆ人）



（
二
○
二
八
年
）
と
次
第
に
長
期
化
す

る
。途
上
国
の
避
妊
の
増
加
は
、
家
族
計

画
の
運
動
が
普
及
し
て
き
た
結
果
と
い

え
る
が
、
一
方
で
は
深
刻
な
事
態
が
進

行
し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
エ
イ

ズ
が
急
激
に
広
が
り
、
平
均
寿
命
が
大

幅
に
減
少
し
て
い
く
傾
向
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
だ
。

約
三
千
万
人
に
の
ぼ
る
世
界
の
エ
イ

ズ
感
染
者
の
八
五
％
が
集
中
す
る
ア
フ

リ
カ
の
三
十
四
カ
国
の
う
ち
、
平
均
寿

命
が
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
二
十
九
カ

国
で
は
、
現
在
の
平
均
寿
命
が
四
十
七

歳
に
と
ど
ま
り
、
エ
イ
ズ
禍
が
な
か
っ

た
場
合
よ
り
七
歳
低
か
っ
た
。

大
人
四
人
に
一
人
が
感
染
し
、
被
害

が
最
も
大
き
い
ボ
ツ
ワ
ナ
で
は
、
一
九

九
五
’
二
○
○
○
年
の
平
均
寿
命
が
六

十
七
歳
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
○
○
○

’
二
○
○
五
年
に
は
四
十
一
歳
へ
と
落

ち
込
む
。
こ
れ
は
エ
イ
ズ
禍
が
な
か
っ

た
場
合
よ
り
二
十
九
歳
も
低
く
な
る
。

だ
が
、
比
較
的
高
い
出
生
率
が
維
持

さ
れ
る
た
め
、
ボ
ツ
ワ
ナ
で
は
二
○
五

○
年
の
人
口
が
現
在
よ
り
ほ
ぼ
倍
増
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
エ
イ
ズ
禍
が
最
大
人
口
の
中

国
や
イ
ン
ド
で
広
が
っ
た
ら
、
世
界
人

中
国
は
、
と
き
に
世
界
の
ひ
ん
し
ゅ

く
を
買
い
、
同
時
に
称
賛
の
的
で
も
あ

る
二
人
っ
子
政
策
」
を
実
施
し
な
が

ら
、
い
ま
も
毎
年
、
千
三
百
万
人
以
上

の
”
人
口
爆
発
“
を
続
け
る
人
口
超
大

国
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
中
国
の
国
家
計
画
出
産
委

員
会
は
、
一
九
七
○
年
代
か
ら
の
計
画

出
産
政
策
で
三
億
に
の
ぼ
る
人
口
を
減

ら
し
、
中
国
の
人
口
が
十
二
億
に
達
す

る
日
を
九
年
も
遅
ら
せ
た
、
と
成
果
を

強
調
し
て
い
る
。
世
界
人
口
が
五
十

億
、
六
十
億
と
な
る
日
を
遅
ら
せ
る
う

え
で
、
中
国
は
た
し
か
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
。

毛
沢
東
は
人
口
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
武
器
に
な
る
、
と
の
「
人
口
資
本

説
」
を
唱
え
た
。
毛
沢
東
の
死
去
後
、

「
一
人
っ
子
政
策
」
が
始
ま
っ
た
の

は
、
ち
ょ
う
ど
二
十
年
前
の
七
九
年
一

月
の
こ
と
で
あ
る
。

中
国
の
人
口
政
策
は
、
西
側
と
り
わ

け
米
国
か
ら
非
難
を
浴
び
て
き
た
。
し

口
に
与
え
る
影
響
は
予
測
が
つ
か
な

い
」
。
シ
ャ
ミ
ー
部
長
の
悪
夢
だ
。

中
国
二
人
っ
子
政
策
」
功
と
罪

東
京
農
工
大
教
授
若
林
敬
子
さ
ん
に
聞
く

か
し
、
も
し
も
中
国
が
人
口
抑
制
政
策

を
と
ら
な
か
っ
た
な
ら
、
世
界
は
ど
う

な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
国
土
の
隅
々

ま
で
政
策
を
徹
底
さ
せ
、
成
果
を
あ
げ

た
こ
と
は
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
私

は
思
う
。
「
一
人
っ
子
政
策
」
と
は
い

え
、
夫
婦
双
方
が
一
人
っ
子
の
場
合
や

農
村
部
で
は
、
第
二
子
の
出
産
が
許
さ

れ
て
い
る
。

中
国
の
人
た
ち
は
「
一
人
っ
子
政

イ
ン
ド
の
人
口
は
二
○
五
○
年
ま
で

に
十
五
億
人
を
突
破
し
、
中
国
を
追
い

抜
く
と
い
わ
れ
る
。
増
加
す
る
人
口
に

食
糧
供
給
が
追
い
つ
け
る
か
ど
う
か

は
、
イ
ン
ド
に
と
っ
て
大
き
な
課
題

だ
。
内
陸
部
や
北
部
の
貧
し
い
農
村
地

帯
な
ど
で
は
、
住
民
の
栄
養
状
態
が
さ

ら
に
悪
化
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

イ
ン
ド
で
は
一
九
六
○
年
代
か
ら
避

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
Ⅱ
村
上
伸
二

イ
ン
ド
「
貧
困
・
多
産
」
断
て
ぬ
悪
環
境

国
立
民
族
学
博
物
館
助
教
授
押
川
文
子
さ
ん
に
聞
く

策
」
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
九
五

年
に
北
京
と
上
海
で
実
施
し
た
意
識
調

査
で
は
、
「
国
の
現
代
化
に
貢
献
し
て

い
る
」
か
、
「
あ
る
程
度
貢
献
し
て
い

る
」
と
の
答
え
が
九
割
を
超
え
た
。

「
地
球
環
境
の
保
全
に
貢
献
し
て
い

る
」
と
の
答
え
も
高
率
だ
っ
た
。

「
一
人
っ
子
政
策
」
は
人
類
史
上
、

例
の
な
い
壮
大
な
実
験
だ
。
が
、
人
口

は
手
を
加
え
れ
ば
、
ひ
ず
み
が
必
ず
出

る
。
社
会
の
高
齢
化
は
加
速
さ
れ
、
扶

養
制
度
の
揺
ら
ぎ
、
男
女
比
の
不
均
衡

と
い
っ
た
国
家
の
根
底
を
揺
さ
ぶ
り
か

ね
な
い
側
面
も
現
れ
は
じ
め
て
い
る
。

（
構
成
・
坂
尻
信
義
）

妊
具
を
無
料
配
布
す
る
な
ど
家
族
計
画

の
普
及
を
図
り
、
農
村
地
帯
で
も
一
家

族
あ
た
り
の
子
供
の
数
が
か
つ
て
の

七
、
八
人
か
ら
約
四
人
ま
で
下
が
っ
て

き
た
。
だ
が
、
幼
児
の
死
亡
率
が
高
い

た
め
、
親
た
ち
は
働
き
手
を
確
保
し
よ

う
と
し
て
、
そ
れ
以
上
、
子
供
の
数
を

減
ら
そ
う
と
は
し
な
い
。
ま
た
、
女
児

の
識
字
率
を
高
め
、
避
妊
の
意
義
な
ど
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を
教
え
る
こ
と
が
人
口
抑
制
に
有
効
だ

が
、
そ
の
半
数
以
上
が
、
貧
し
さ
か
ら

小
学
校
を
中
退
し
て
し
ま
う
地
域
も
あ

る
。
貧
困
と
多
産
の
悪
循
環
を
断
ち
切

る
こ
と
は
難
し
い
。

一
方
、
か
つ
て
多
産
地
帯
だ
っ
た
西

部
、
北
西
部
の
各
州
で
は
八
○
年
代
以

降
、
人
口
増
加
の
テ
ン
ポ
が
急
激
に
落

ち
た
。
南
部
の
ケ
ラ
ラ
州
で
は
ほ
ぼ
横

ば
い
ま
で
き
て
い
る
。
農
業
や
工
業
の

発
達
で
生
活
水
準
が
あ
が
り
、
学
校
教

育
の
普
及
も
あ
っ
て
、
親
の
意
識
が
変

わ
っ
た
た
め
だ
。

中
国
の
二
人
っ
子
政
策
」
の
よ
う

な
手
法
は
イ
ン
ド
で
は
難
し
い
。
西
欧

的
な
人
権
思
想
が
根
付
い
て
い
る
か
ら

だ
。
か
つ
て
、
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン

ジ
ー
首
相
が
避
妊
手
術
を
半
ば
強
制
的

に
行
う
政
策
を
進
め
た
が
、
有
権
者
の

反
発
を
買
っ
て
総
選
挙
に
敗
れ
る
一
因

と
な
っ
た
。

イ
ン
ド
の
人
口
政
策
は
、
避
妊
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
意
識
改
革
と
保
健
衛

生
の
改
善
が
柱
だ
。
食
糧
事
情
な
ど
厳

し
さ
を
増
す
中
で
生
ぬ
る
く
も
見
え
る

が
、
国
民
の
人
権
を
侵
さ
ず
に
人
口
抑

制
を
進
め
る
に
は
他
の
道
は
な
い
だ
ろ

マ
フ
ｏ

（
構
成
・
岡
野
直
）

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
二
・
｜
）

一
九
九
八
年
に
離
婚
し
た
夫
婦
は
二

分
十
秒
に
一
組
に
の
ぼ
り
、
組
数
、
率

と
も
に
過
去
最
高
だ
っ
た
こ
と
が
、
三

十
一
日
に
厚
生
省
が
公
表
し
た
「
人
口

動
態
統
計
の
年
間
推
計
一
で
わ
か
っ

た
。
人
口
動
態
統
計
は
一
八
九
九
年
に

始
ま
り
ち
ょ
う
ど
百
年
に
な
る
。
出
生

は
相
変
わ
ら
ず
の
横
ば
い
傾
向
だ
が
、

前
年
を
一
万
四
千
人
上
回
り
、
年
間
百

二
十
万
六
千
人
が
新
た
に
誕
生
し
た
。

九
八
年
一
月
か
ら
十
月
ま
で
の
数
値

を
基
に
し
て
年
間
数
値
を
推
計
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
離
婚
は
二
十
四
万
三

千
組
で
、
前
年
よ
り
二
万
組
増
加
し

た
。
人
口
千
人
に
対
す
る
離
婚
率
も
一

・
九
四
組
で
、
前
年
の
一
・
七
八
組
を
大

幅
に
上
回
っ
た
。

こ
の
百
年
間
の
推
移
を
み
る
と
、
調

査
の
始
ま
っ
た
明
治
三
十
年
代
は
離
婚

率
が
一
・
五
組
を
超
え
て
い
た
。
家
父

長
制
度
の
こ
ろ
で
、
子
ど
も
が
い
な

四

昨年の離婚

過去最高

２分10秒に１組／出生２６

秒に１人／死亡34秒に１
人／結婚40秒に１組

ウ
サ
ギ
年
生
ま
れ

９
９
２
万
人
七
・
八
％

「
年
男
」
「
年
女
」
は
九
百
九
十
二
万

人
１
．
総
務
庁
が
発
表
し
た
一
日

現
在
の
推
計
人
口
に
よ
る
と
、
ウ
サ
ギ

年
生
ま
れ
の
男
性
は
四
百
八
十
六
万

人
、
女
性
は
五
百
六
万
人
だ
っ
た
。
男

女
合
わ
せ
て
総
人
口
の
七
・
八
％
に
と

い
、
家
風
に
合
わ
な
い
な
ど
の
理
由
で

簡
単
に
女
性
が
離
婚
さ
れ
て
い
た
た
め

と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
離
婚
は
減
り

続
け
た
が
、
六
○
年
代
か
ら
再
び
増
え

始
め
、
「
熟
年
離
婚
一
も
珍
し
く
な
く

な
っ
た
最
近
は
、
全
体
と
し
て
急
増
し

て
い
る
。

諸
外
国
で
、
最
も
離
婚
率
の
高
い
の

は
米
国
で
四
・
四
四
組
。
英
国
（
二
・
九

七
組
）
が
そ
れ
に
続
い
て
い
る
。

｜
方
、
九
八
年
に
結
婚
し
た
の
は
七

十
九
万
二
千
組
で
、
四
十
秒
に
一
組
。

前
年
よ
り
や
や
増
え
た
。
出
生
は
、
二

十
六
秒
に
一
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
産
声
を

あ
げ
た
。
死
亡
は
、
九
十
三
万
二
千
人

で
前
年
よ
り
一
万
九
千
人
増
え
た
。
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
死
亡
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
九
八
年
は
三
十

四
秒
に
一
人
が
死
亡
し
た
こ
と
に
な

る
。

国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は

来
年
度
に
海
外
で
実
施
す
る
途
上
国
援

助
事
業
の
一
部
を
初
め
て
、
国
内
の
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
に
委
託
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
政
府
の
途
上
国
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
費
用
対
効
果
に
厳
し
い

目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
な
か
、
事
業
に

よ
っ
て
は
、
現
地
で
草
の
根
活
動
を
続

け
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
方
が
成
果
を
上
げ

ら
れ
る
と
判
断
し
た
。

来
年
度
予
算
の
政
府
原
案
に
八
件
分

で
計
一
億
九
千
六
百
万
円
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
一
件
に
つ
い
て
専
門
家
三
人
の

ど
ま
り
、
十
二
支
の
な
か
で
は
十
番
目

だ
。ウ
サ
ギ
年
生
ま
れ
を
世
代
別
に
見
る

と
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
直
後
の

一
九
五
一
年
生
ま
れ
が
百
九
十
四
万
人

で
最
も
多
か
っ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
｜
・
｜
）

園

ＪＩＣＡ､ＮＧＯ

に事業委託

草の根活動を評価
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派
遣
を
想
定
し
て
お
り
、
テ
ー
マ
は
応

募
や
相
手
国
か
ら
の
要
請
で
決
め
る
予

定
。こ
れ
ま
で
海
外
で
の
援
助
事
業
は
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
直
営
だ
っ
た
。
民
間
の
人
材
で

も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
専
門
家
と
し
て
派
遣
し

て
き
た
。
八
件
に
つ
い
て
は
こ
の
枠
を

は
ず
し
、
草
の
根
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
大
学
、
シ

ン
ク
タ
ン
ク
、
地
方
自
治
体
な
ど
に
委

託
す
る
考
え
だ
。

途
上
国
か
ら
の
研
修
生
の
受
け
入
れ

今
年
ｎ
月
皿
日
、
世
界
の
人
口
は
帥

億
人
に
達
す
る
。
１
９
０
０
年
に
は
６

億
３
４
０
０
万
人
だ
っ
た
。

温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
に
脅
か
さ

れ
な
が
ら
、
２
０
５
０
年
に
は
的
億
人

へ
。
は
る
か
大
空
に
は
巨
大
な
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
て
い
る
だ
ろ

Ｐ
っ
。環
境
破
壊
と
技
術
文
明
の
発
展
が
皿

世
紀
に
は
と
も
に
頂
点
へ
近
付
く
、
と

科
学
者
た
ち
は
見
通
し
て
い
る
。

は
た
し
て
現
代
文
明
は
「
地
球
と
い

函

ア
ジ
ア
は
パ
ン
ク
す
る

資
源
の
重
圧
を
減
ら
そ
う

で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
を
あ
お
ぐ
こ
と
は

あ
っ
た
。
さ
ら
に
連
携
を
強
化
す
る
理

由
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
「
従
来
の

経
済
底
上
げ
型
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
効
果
が
問
い

直
さ
れ
、
基
礎
保
健
医
療
や
初
等
教
育

な
ど
現
地
の
人
々
に
直
接
届
く
事
業
の

比
重
を
一
員
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
分
野
は
政
府
内
よ
り
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

地
方
自
治
体
に
人
材
が
多
い
」
と
説
明

す
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
二
・
四
）

う
制
約
」
を
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
文
明

以
来
の
「
拡
大
の
基
調
」
で
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
環
境
白
書
は

疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

経
済
不
安
の
い
ま
、
来
年
度
の
政
府

予
算
が
例
だ
が
、
社
会
は
内
外
で
「
拡

大
の
基
調
」
へ
傾
斜
を
強
め
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
、
生
物
の
種
の
多
様
性
の
減
少
、
砂

漠
化
を
防
ぐ
条
約
が
「
地
球
と
い
う
制

約
」
を
証
明
し
、
東
ア
ジ
ア
で
は
酸
性

雨
防
止
協
定
が
緊
急
の
課
題
と
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
一
方
で
石
油
、
石
炭
の
消
費
量

は
、
中
国
が
一
例
だ
が
、
増
え
続
け
て

い
る
。

膨
張
す
る
人
口
と
生
産
活
動

工
業
化
の
著
し
い
途
上
国
が
排
出
す

る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
量
は
、

２
０
１
０
年
ご
ろ
に
は
現
在
の
先
進
工

業
国
全
体
の
排
出
量
に
等
し
く
な
る
、

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

経
済
学
が
ほ
と
ん
ど
視
野
の
外
に
置

い
て
き
た
、
し
か
し
産
業
の
維
持
基
盤

で
あ
る
空
気
や
水
、
土
や
森
林
な
ど
の

環
境
資
源
は
国
際
条
約
が
示
す
よ
う

に
、
す
で
に
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て

い
る
。

条
約
の
効
果
は
、
南
北
の
対
立
と
資

金
不
足
か
ら
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
。

産
業
文
明
の
進
展
と
環
境
破
壊
の
拡

大
、
深
化
は
表
裏
の
関
係
に
あ
る
の

だ
。市
場
開
放
と
経
済
の
国
際
化
を
経
験

し
た
今
、
見
え
て
き
た
の
は
南
北
問
題

と
し
て
の
環
境
破
壊
の
構
造
で
あ
る
。

た
と
え
ば
１
９
６
０
年
代
に
始
ま
る
日

本
の
木
材
自
由
化
が
輸
出
国
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
熱
帯
雨
林
の
荒
廃
と
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
っ
て
き
た
か
、
私
た
ち
は
考

え
ざ
る
を
え
な
い
。
東
京
湾
埋
め
立
て

地
の
廃
材
の
ヤ
マ
に
、
強
い
円
に
も
の

を
言
わ
せ
た
「
過
剰
消
費
国
日
本
」
を

垣
間
見
る
、
と
批
判
さ
れ
て
き
た
。
熱

帯
雨
林
の
収
奪
的
な
利
用
、
開
発
の
背

景
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
騒
乱
の
誘
因

が
一
例
で
あ
る
が
、
富
の
一
部
へ
の
偏

り
と
圧
倒
的
に
貧
困
な
民
衆
の
暮
ら
し

の
現
実
が
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
経

済
は
そ
れ
ら
の
国
々
を
貿
易
の
相
手
と

し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
日
本
国
内
の

公
害
と
自
然
破
壊
に
加
え
て
、
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
、

環
境
問
題
の
構
造
を
「
人
口
」
「
資
源
」

「
開
発
」
と
関
連
づ
け
て
と
ら
え
、
そ

れ
ら
の
均
衡
の
上
に
皿
世
紀
へ
向
け
、

ア
ジ
ア
の
「
持
続
可
能
な
発
展
」
の
道

を
見
い
だ
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

「
人
ロ
と
環
境
」
が
核
心

問
題
の
核
心
で
あ
る
「
人
口
と
環

境
」
の
関
係
を
、
米
国
の
人
口
学
者

ポ
ー
ル
・
ア
ー
リ
ッ
ク
は
次
の
式
で
表

し
た
。

環
境
へ
の
影
響
Ⅱ
人
口
×
１
人
当
た

り
消
費
量
×
産
業
技
術
の
質

人
口
は
絶
対
数
と
増
加
率
、
消
費
量

は
所
得
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
決
ま
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ろ
。
技
術
は
例
え
ば
、
農
薬
多
投
型
栽

培
技
術
で
は
環
境
へ
の
負
担
が
大
き
く

な
る
。

日
本
の
人
口
は
２
０
０
７
年
に
１
億

２
７
７
８
万
人
の
ピ
ー
ク
に
達
し
、
２

０
５
０
年
に
１
億
別
万
人
へ
減
る
。
１

人
当
た
り
の
物
の
消
費
量
は
、
も
う
す

で
に
満
杯
に
近
い
。
日
本
が
「
環
境
へ

の
マ
イ
ナ
ス
影
響
」
の
圧
力
を
軽
減
す

る
こ
と
は
可
能
だ
。

し
か
し
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
で

は
日
本
と
事
情
が
異
な
る
。
「
人
口
転

換
過
程
の
ワ
ナ
」
に
は
ま
っ
た
ま
ま
の

国
が
な
お
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
社
会
の
人
口
動
態
を
当
て
は
め

る
と
「
多
産
多
死
」
の
前
近
代
化
社
会

は
、
食
糧
の
生
産
が
増
え
、
集
団
予
防

接
種
な
ど
公
衆
衛
生
が
向
上
す
る
に
つ

れ
「
多
産
少
死
」
型
と
な
る
。
過
渡
的

に
人
口
は
増
え
る
が
「
近
代
化
社
会
」

へ
移
る
に
つ
れ
、
識
字
率
の
向
上
、
家

族
計
画
の
普
及
、
女
性
の
社
会
参
加
な

ど
に
よ
り
出
生
率
は
減
り
、
出
生
率
と

死
亡
率
は
均
衡
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。

ア
ジ
ア
全
体
の
年
平
均
人
口
増
加
率
は

世
界
平
均
並
み
の
１
．
４
％
だ
が
、
な

お
多
く
の
国
々
で
は
工
業
化
、
近
代
化

が
停
滞
し
て
「
多
産
少
死
型
」
社
会
に

と
ど
ま
り
、
増
え
続
け
る
貧
困
層
が
開

発
の
効
果
を
帳
消
し
に
し
、
収
奪
的
な

資
源
利
用
の
圧
力
と
な
っ
て
い
る
。
他

方
、
中
国
の
担
億
７
０
０
０
万
人
は
工

業
化
Ｉ
所
得
増
に
よ
り
１
人
当
た
り
の

物
資
消
費
量
の
増
加
が
著
し
い
。
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
汚
染
多
発
型
の
石
炭

で
あ
る
。

ア
ー
リ
ッ
ク
の
数
式
に
よ
る
な
ら

ば
、
皿
世
紀
の
ア
ジ
ア
に
は
環
境
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
要
因
が
山
積
み
さ
れ
て

く
る
だ
ろ
う
。
途
上
国
が
そ
の
社
会
の

不
公
正
を
改
め
、
開
発
と
生
態
系
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
「
持
続
可
能
な
発

展
」
を
続
け
る
に
は
、
人
間
ら
し
い
暮

ら
し
に
最
低
限
必
要
な
食
糧
、
医
療
、

教
育
の
基
盤
を
整
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
船
年
か
ら
２
０
１
０
年

に
か
け
、
毎
年
５
％
の
経
済
成
長
が
必

要
と
さ
れ
る
。
同
時
に
、
容
量
に
限
り

が
あ
る
地
球
環
境
の
質
を
現
状
程
度
に

保
つ
に
は
、
先
進
国
が
排
出
す
る
汚
染

量
を
、
こ
の
間
に
毎
年
４
．
４
％
ず
つ

減
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
試
算
さ
れ
て

い
る
（
環
境
文
明
研
究
所
）
。

Ｃ
Ｏ
２
の
２
０
０
８
～
⑫
年
の
平
均

排
出
量
を
、
帥
年
当
時
よ
り
も
５
％
減

ら
す
日
本
の
国
際
公
約
の
成
否
は
、
さ

し
あ
た
り
ア
ジ
ア
の
持
続
可
能
な
発
展

を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
の
試
金
石

少
子
。
高
齢
化
の
時
代
。
い
ま
日
本

や
欧
州
な
ど
で
人
口
問
題
と
い
え
ば
、

出
生
率
の
低
下
と
社
会
の
高
齢
化
を
思

い
浮
か
べ
る
。
だ
が
、
世
界
的
に
見
る

と
、
現
代
は
空
前
の
人
口
急
増
の
時
代

だ
。
一
九
六
○
年
に
三
十
億
人
、
七
四

と
な
ろ
う
。
日
本
の
工
業
出
荷
額
ｌ
が

当
た
り
汚
染
物
質
の
排
出
量
は
世
界
で

最
も
少
な
い
。
ア
ー
リ
ッ
ク
の
数
式
の

３
項
「
技
術
の
質
」
を
改
善
す
る
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
材
料
を
効
率
的

に
利
用
す
る
技
術
を
途
上
国
の
持
続
可

能
な
発
展
に
役
立
て
た
い
。

明
日
の
あ
る
産
業
社
会
を
築
く
た
め

に
、
ま
た
、
日
本
自
身
の
経
済
の
安
定

の
た
め
に
も
、
経
済
大
国
日
本
は
環
境

保
護
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
ら
ざ
る

を
え
な
い
。
そ
れ
が
政
治
的
な
現
実
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
二
・
五
）

囮

人口急増

の悪循環

年
に
四
十
億
人
だ
っ
た
世
界
の
総
人
口

が
、
今
年
秋
に
は
六
十
億
人
を
突
破
す

る
ら
し
い
。

▼
日
本
の
年
間
の
人
口
増
加
率
は
○
・

二
％
程
度
。
こ
れ
に
対
し
ア
フ
リ
カ
や

中
東
で
は
、
年
三
’
四
％
の
勢
い
で
人

口
が
増
え
て
い
る
国
が
珍
し
く
な
い
。

外
部
か
ら
の
流
人
を
除
い
て
も
過
去
二

十
年
間
で
人
口
が
倍
以
上
に
増
え
た

国
、
自
国
民
の
半
分
以
上
が
二
十
歳
未

満
と
い
う
社
会
が
、
実
際
に
存
在
す

る
。
高
齢
化
す
る
先
進
国
と
は
対
照
的

な
社
会
の
「
若
齢
化
」
も
、
大
き
な
構

造
問
題
で
あ
る
。

▼
人
口
増
に
見
合
っ
て
経
済
が
成
長
し

な
け
れ
ば
、
様
々
な
社
会
の
摩
擦
が
起

き
る
。
財
政
の
制
約
が
強
ま
る
中
で
、

と
り
わ
け
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
が

若
年
層
の
失
業
だ
。
イ
ス
ラ
ム
原
理
主

義
の
色
彩
を
帯
び
た
反
体
制
運
動
が
広

が
る
一
因
も
、
こ
こ
に
あ
る
。
成
長
率

が
人
口
増
加
率
以
下
だ
と
一
人
当
た
り

国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
は
低
下
し
、

経
済
成
長
を
続
け
て
も
経
済
水
準
は
向

上
し
な
い
。

▼
人
口
が
急
増
す
る
と
、
電
力
や
水
道

な
ど
の
整
備
も
追
い
つ
か
な
い
。
途
上

国
も
援
助
す
る
側
の
先
進
国
や
国
際
機

関
も
財
源
難
。
社
会
基
盤
不
足
を
解
消

虹



す
る
に
は
民
間
資
本
活
用
し
か
な
い
。

中
東
産
油
国
な
ど
は
イ
ン
フ
ラ
部
門
へ

の
直
接
投
資
を
求
め
始
め
て
い
る
。
機

材
を
売
る
時
代
か
ら
発
電
所
な
ど
の
経

営
ま
で
求
め
ら
れ
る
時
代
へ
ｌ
人

口
爆
発
は
プ
ラ
ン
ト
貿
易
の
あ
り
方
も

変
え
る
よ
う
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
二
・
六
〉

社
団
法
人
・
日
本
経
済
調
査
会
は
六

日
ま
で
に
、
「
少
子
・
高
齢
化
社
会
へ

の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
目
指
し

て
」
（
桜
井
孝
頴
委
員
長
）
と
題
し
た

提
言
を
ま
と
め
た
。
提
言
は
、
進
展
す

る
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た

め
に
は
労
働
市
場
お
け
る
自
由
競
争
を

最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
だ
と
強
調
、

女
性
と
高
齢
者
へ
の
就
業
機
会
を
拡
大

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
女
性
就
業
者
が
子
育

て
と
両
立
で
き
る
よ
う
、
支
援
策
を
国

皿

来るべき少子
化社会に備え

女性､高齢者

活用を提言

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
す
る
ほ
か
、
働
き

た
い
高
齢
者
に
職
場
が
提
供
さ
れ
な
い

人
事
慣
行
の
見
直
し
や
公
的
年
金
制
度

の
改
革
な
ど
を
訴
え
て
い
る
。
提
言
で

は
、
少
子
化
を
招
い
て
い
る
出
生
率
の

低
下
で
は
、
所
得
の
増
加
以
上
に
子
育

て
の
コ
ス
ト
が
高
ま
る
こ
と
が
要
因
だ

と
指
摘
。
子
育
て
で
母
親
が
就
業
を
中

断
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
国
が
保

育
所
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や
税
制
上
の
優

遇
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い

る
。ま
た
、
高
齢
者
を
「
六
十
五
歳
以
上

の
人
」
と
画
一
的
に
捕
ら
え
て
辞
め
さ

せ
ず
に
、
賃
金
を
年
齢
で
は
な
く
個
人

の
能
力
に
応
じ
て
支
給
す
べ
き
だ
と
提

案
。
働
く
意
欲
と
能
力
を
持
つ
高
齢
者

は
、
扶
養
さ
れ
た
り
年
金
で
生
活
す
る

の
で
は
な
く
、
扶
養
す
る
側
に
回
る
べ

き
だ
と
述
べ
、
年
金
の
支
給
開
始
年
齢

は
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
現
行
の
公
的
年
金
制
度
の
見
直
し

を
進
め
る
べ
き
だ
と
の
考
え
も
示
し
て

い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
九
二
・
七
）

【
台
北
凹
日
Ⅲ
時
事
】
「
中
国
の
女
性

一
千
万
人
を
送
ろ
う
か
」
Ｉ
・
中
国

の
故
毛
沢
東
主
席
が
一
九
七
三
年
に

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
米
大
統
領
補
佐
官

（
当
時
）
と
会
談
し
た
際
、
人
口
問
題

に
つ
い
て
の
悩
み
を
ユ
ー
モ
ア
た
つ
ぶ

り
に
語
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
台
湾
紙
・
中
国
時
報
が
十

日
、
「
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
会
話
録
」
の

本
年
、
１
９
９
９
年
（
平
成
ｎ
年
）

が
、
《
国
際
高
齢
者
年
》
と
お
聞
き
お

よ
び
の
方
々
は
ま
だ
少
な
か
ろ
う
。
１

９
９
２
年
（
同
４
年
）
の
国
連
総
会
に

て
、
高
齢
者
の
「
自
立
」
「
ケ
ア
」
「
尊

厳
」
な
ど
５
原
則
の
実
現
を
目
的
と
し

四国

｢中国女性千万人

雇麺

自
立
と
連
帯
目
指
し
て

曰
本
社
会
事
業
大
学
学
長
・
京
極
高
宣
氏
に
聞
く

送ろうか…」

毛沢東がジョーク

内
容
と
し
て
報
じ
た
。

同
紙
に
よ
ば
れ
、
毛
主
席
は
米
国
と

貿
易
問
題
に
言
及
、
「
中
国
は
非
常
に

貧
し
い
。
何
も
な
い
」
と
語
っ
た
後
、

突
然
、
「
し
か
し
、
女
性
は
多
過
ぎ

る
」
と
話
題
を
一
転
。
「
中
国
の
女
性

が
必
要
な
ら
、
’
千
万
人
送
ろ
う
か
。

わ
が
国
に
は
女
性
が
多
過
ぎ
る
。
彼
女

ら
が
子
を
産
む
の
で
、
子
供
が
増
え
過

ぎ
て
し
ま
う
」
と
語
っ
た
。

も
っ
と
も
、
放
談
が
過
ぎ
た
と
思
っ

た
の
か
、
こ
の
後
、
通
訳
の
女
性
に
対

し
「
軽
率
な
話
を
し
て
し
ま
っ
た
。
中

国
の
女
性
に
謝
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
一
と
反
省
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
九
二
・
十
一
）

て
、
本
年
を
《
国
際
高
齢
者
年
》
と
す

る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
各
国
と
も
高

齢
化
に
対
す
る
認
識
を
改
め
て
深
め
、

高
齢
者
自
身
の
活
力
を
よ
み
が
え
ら
せ

よ
う
と
い
う
宣
言
で
も
あ
る
が
、
ユ

ニ
ー
ク
な
の
は
、
定
め
ら
れ
た
そ
の
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する お－らむこゆ

１
５
原
則
と
い
っ
た
も
の
は
、

わ
か
る
の
で
す
が
、
「
す
べ
て
の
世
代

の
た
め
の
社
会
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う

の
は
、
ど
う
理
解
し
た
ら
い
い
の
か
。

京
極
そ
こ
が
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ

テ
ー
マ
が
「
す
べ
て
の
世
代
の
た
め
の

社
会
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
新
年
早
々
、
”
回
目
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
イ
フ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
集

は
、
海
外
事
情
に
も
く
わ
し
い
日
本
社

百
１
１
１

人
□

く

曰
旧

国
連
の
５
原
則
『
自
立
』
『
参
加
旨
ケ
ア
』
『
自
己
実
現
旨
尊
厳
』

高
齢
者
自
身
の
活
力
宣
一
一
一
一
弓
構
造
改
革
“
飛
躍
の
年
に

ｍ
Ｕ
ｎ
Ｖ
、
）
〔
Ｕ
（
Ｕ

〃
寺
句
巨
ｎ
Ｊ
ロ
】
【
句

890190010203040 ５０６０７０８０９０２０００１０２０３０４０５０
全国社会福祉iHi議会ｂ寓齢者白替よ1ノ

で
。
英
語
で
「
８
弓
②
ａ
の
餌
⑩
。
Ｑ
の
ご

鳧
○
門
巴
］
撹
の
、
」
。
皆
い
ず
れ
老
い
て

い
く
の
だ
か
ら
、
高
齢
者
だ
け
を
特
別

扱
い
し
な
い
で
老
い
も
若
き
も
、
と
も

に
国
民
の
一
員
と
し
て
住
み
よ
い
社
会

を
作
る
た
め
に
活
動
し
て
い
こ
う
と
。

高
齢
者
年
で
は
あ
る
が
、
す
べ
て
の
世

代
の
た
め
の
社
会
を
目
指
そ
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
先

進
国
の
場
合
は
、
い
わ
ゆ
る
老
人
問
題

と
い
う
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み

が
さ
れ
て
い
る
。
発
展
途
上
国
で
は
、

家
族
や
地
域
で
対
応
し
て
い
る
け
れ

ど
、
飢
餓
と
か
人
口
の
多
い
と
こ
ろ
に

な
る
と
、
の
け
も
の
に
さ
れ
や
す
い
と

い
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う

こ
と
も
含
み
に
入
れ
て
国
際
的
な
共
通

の
取
り
組
み
と
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

Ｉ
な
る
ほ
ど
、
「
尊
厳
」
と
い
う

原
則
が
あ
る
の
も
、
そ
の
た
め
な
の
で

会
事
業
大
学
の
京
極
高
宣
学
長
に
、
お

話
を
伺
っ
た
。
（
聞
き
手
／
産
経
新
聞

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
企
画
委
員
大

串
英
明
）

す
ね
。
で
、
日
本
の
取
り
組
み
と
い
う

と
？｛
泉
極
世
界
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
だ

と
思
う
の
は
、
「
長
寿
社
会
対
策
大
綱
‐
｜

（
平
成
８
年
）
と
い
う
の
が
で
き
て
い

て
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
、
就
労
、
所

得
保
障
、
社
会
参
加
、
生
涯
学
習
、
住

環
境
と
か
全
省
庁
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。
我
が
国
の
あ
る
意
味
で
は
非

常
に
優
れ
た
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
か
。
相

当
前
に
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
Ｃ

ｌ
そ
の
辺
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
ね
。
と
こ
ろ
で
《
国
際
高
齢

者
年
》
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
、
ど
う

い
う
意
味
が
あ
る
の
で
す
か
？

京
極
介
護
保
険
は
２
０
０
０
年
に

導
入
さ
れ
ま
す
し
、
今
後
、
医
療
や
年

金
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。
今
、
高
齢

者
を
め
ぐ
る
社
会
保
障
の
一
連
の
構
造

改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
と
き
に
１
９
９
９
年
と
い
う
の

は
、
最
も
大
事
な
ス
テ
ッ
プ
の
年
に
な

る
だ
ろ
う
。
特
に
日
本
は
世
界
一
の
長

寿
国
だ
し
、
高
齢
化
で
は
い
ず
れ
世
界

の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は
は
っ

き
り
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
っ

た
点
で
国
民
が
じ
っ
く
り
考
え
る
年
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
ね
。

ｌ
回
答
が
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

京
極
北
欧
の
先
進
国
の
回
答
を
我

が
国
が
そ
の
ま
ま
使
え
る
と
か
、
ど
こ

か
に
モ
デ
ル
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
。
今
、
北
欧
の
高
齢
化
率
は
別
％

弱
で
す
が
、
日
本
は
２
０
２
５
年
に
は

釦
％
近
く
、
２
０
５
０
年
に
は
、
卵
．

２
％
に
な
る
。
今
は
３
か
ら
４
番
手
ぐ

ら
い
だ
が
、
２
０
０
０
年
の
コ
ー
ナ
ー

を
回
る
と
急
速
に
１
番
手
に
接
近
す

る
。
い
ず
れ
追
い
抜
く
で
し
ょ
う
し
、

お
手
本
も
な
く
な
る
。
Ⅲ
世
紀
を
前
に

し
て
今
が
一
番
考
え
時
な
の
で
す
ね
。

Ｉ
｜
方
で
少
子
化
も
非
常
な
勢

い
で
進
ん
で
い
ま
す
ね
。

京
極
そ
れ
は
と
り
わ
け
先
進
国
で

は
共
通
現
象
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
先

進
国
同
士
の
協
調
や
お
互
い
の
連
携
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
気
が
し
ま
す
。

ｌ
お
互
い
の
連
携
と
い
い
ま
す

と
？一
泉
極
例
え
ば
社
会
保
障
の
在
り
方

を
ど
う
す
る
の
か
、
生
涯
学
習
は
ど
う

い
う
ふ
う
に
考
え
た
ら
い
い
の
か
な

ど
、
も
っ
と
国
際
的
に
広
い
視
点
で
、

お
互
い
に
学
び
あ
う
と
い
う
こ
と
が
必

要
な
気
が
し
ま
す
ね
。
私
ど
も
の
大
学

で
も
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
む
ろ
ん
の
こ
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と
、
今
年
は
ド
イ
ツ
と
交
流
し
ま
す

し
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と

は
、
ず
っ
と
共
同
研
究
を
続
け
て
き

た
。
国
連
で
の
取
り
決
め
だ
と
か
世
界

で
は
こ
う
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
、
国
民
に
も
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
で
、

《
国
際
障
害
者
年
》
（
１
９
８
１
年
）

は
、
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

ｌ
と
い
い
ま
す
と
？

京
極
障
害
者
基
本
法
が
で
き
て
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
す
べ
て
の
市
町
村
が

努
力
義
務
と
し
て
段
差
の
解
消
と
か
、

ｌ
後
追
い
と
い
う
の
は
？

京
極
要
介
護
者
に
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
、
老
人
の
患
者
に
は
老
人
医
療

を
、
と
い
う
形
で
対
応
せ
ざ
る
を
え
な

い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

予
防
と
か
健
康
・
生
き
が
い
の
問
題
に

も
っ
と
力
を
入
れ
な
い
と
。
結
果
的
に

国
民
一
人
一
人
が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
元
気
で
、
。
生
き
て
い
け
ば
医
療

費
も
介
護
も
助
か
る
こ
と
に
な
る
わ
け

だ
し
、
若
い
人
た
ち
の
負
担
も
軽
く
な

若
い
世
代
も
参
画
を

地
域
と
の
つ
な
が
り
持
と
う
／
途
上
国
か
ら
も
学
ぶ
姿
勢

す
ご
く
進
み
ま
し
た
ね
。
今
回
の
《
国

際
高
齢
者
年
》
と
い
う
の
は
、
日
の
当

た
ら
な
い
と
こ
ろ
に
日
が
当
た
っ
た
と

い
う
の
で
な
く
、
国
民
的
な
問
題
と
し

て
も
う
一
度
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
ね
。

ｌ
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

と
か
く
介
護
や
医
療
の
問
題
が
取
り
沙

汰
さ
れ
ま
す
が
。

京
極
そ
れ
は
確
か
に
大
事
な
こ
と

で
す
が
、
そ
う
い
う
後
追
い
の
問
題
だ

け
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
…
…
。

る
わ
け
で
す
。

例
え
ば
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
な

ん
か
、
特
に
そ
う
で
す
け
ど
、
定
年
に

な
る
と
途
端
に
元
気
を
な
く
し
て
。
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
高
齢
者
が
自
立
と

い
う
こ
と
を
も
っ
と
深
く
考
え
て
、
そ

の
人
に
あ
っ
た
も
の
を
自
分
で
探
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
一
人
ひ
と

り
そ
う
し
た
自
覚
を
ち
ゃ
ん
と
持
つ
よ

う
に
な
ら
な
い
と
、
こ
の
高
齢
化
時
代

は
乗
り
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
恩

う
の
で
す
ね
。

ｌ
艫
か
に
国
運

の
５
原
則
の
冒
頭
か

ら
、
「
自
立
」
「
参
加
」

「
自
己
実
現
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
し
た

ね
。京
極
こ
れ
ら
の
言

葉
に
は
、
そ
う
し
た
積

極
的
な
意
味
合
い
が
あ

る
の
で
す
ね
。
「
ケ
ア

（
医
療
・
介
護
）
」
に
は
、

確
か
に
緊
急
性
が
あ
り

ま
す
が
、
た
だ
、
こ
れ

か
ら
は
そ
れ
だ
け
追
っ

か
け
て
は
い
ら
れ
な

い
。

ｌ
今
、
元
気
趣
老
人
が
増
え
て

い
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
ご
老
人
た
ち
を

高
齢
社
会
の
中
で
ど
う
役
立
て
て
い
く

の
か
、
と
い
う
議
論
と
相
呼
応
し
ま
す

ね
。京
極
も
う
余
生
と
い
う
言
葉
は
使

え
な
い
。
将
来
は
、
恐
ら
く
加
歳
以
上

を
高
齢
者
と
言
う
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。
そ
し
て
近
々
、
３
分
の

１
が
閃
歳
以
上
に
な
る
わ
け
だ
か
ら
、

こ
れ
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
な
く
完
全

に
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
で
す
よ
。
だ
か
ら

％
扣
頸
卯
霞
如
幅

ケ
０

餡
歳
以
上
人
ロ
割
合

老
人
と
い
う
意
識
で
は
だ
め
で
発
想
の

転
換
を
し
て
、
相
当
頑
張
っ
て
も
ら
わ

な
い
と
。
自
分
と
い
う
も
の
を
持
っ

て
、
や
り
た
い
こ
と
を
す
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
よ
し
、
趣
味
で
も
よ
し
、
自

分
だ
け
の
満
足
で
な
く
何
か
社
会
的
な

貢
献
と
か
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
力

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ｌ
発
展
途
上
国
で
は
、
ま
だ
ま

だ
敬
老
の
精
神
が
あ
っ
て
尊
敬
の
念
を

も
っ
て
見
ら
れ
て
い
る
の
で
は
？

京
極
敬
老
は
大
切
で
す
が
、
こ
れ

1０

５

０
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すさ､お－らむこゆ

か
ら
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
い
か
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
敬
老
の
精
神
が
我

が
国
の
文
化
だ
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま

す
が
、
福
祉
が
遅
れ
て
い
る
分
、
そ
れ

で
カ
バ
ー
し
て
い
る
面
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
日
本
も
昭
和
別
年
代
ま
で
は
そ
れ

で
良
か
っ
た
が
、
昭
和
伽
、
印
年
代
に

枯
渇
し
て
し
ま
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の

国
々
で
は
、
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
一
握
り
の
エ
リ
ー
ト
層
の
た

め
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
だ
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
は
、
む
し
ろ
途
上
国

の
方
が
あ
る
の
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
日

本
人
が
失
っ
て
き
た
も
の
が
ま
だ
残
っ

て
い
る
。
そ
れ
を
ま
た
復
権
さ
せ
る
よ

う
な
、
そ
う
い
う
文
化
も
大
事
に
し
て

い
く
べ
き
だ
な
と
思
う
わ
け
で
す
。

ｌ
複
眼
の
視
点
を
持
て
、
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
先
進
国
の
優
れ
た
と

こ
ろ
と
同
時
に
、
途
上
国
か
ら
も
学
ぶ

こ
と
が
必
要
だ
と
。

京
極
途
上
国
か
ら
は
何
も
学
ぶ
べ

き
も
の
が
な
い
と
い
う
福
祉
関
係
者
が

い
た
が
、
例
え
ば
タ
イ
で
は
、
保
健
・

医
療
。
福
祉
が
一
緒
に
な
っ
て
い
て
、

そ
う
し
た
連
携
が
ど
う
の
こ
う
の
い
う

日
本
と
ま
た
違
っ
た
良
さ
が
あ
る
。
例

え
ば
福
祉
系
の
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
講
義
が

あ
る
。
福
祉
工
学
や
建
築
と
も
違
う
。

井
戸
堀
り
な
の
で
す
ね
。
農
村
に
行
く

と
井
戸
が
な
い
。
そ
こ
で
大
学
時
代
身

に
つ
け
た
製
図
に
基
づ
い
て
住
民
を
動

員
し
て
井
戸
を
掘
る
。
汚
い
水
を
飲
ま

な
い
よ
う
に
、
ま
ず
公
衆
衛
生
を
確
保

し
て
、
そ
こ
で
人
の
輪
が
で
き
た
ら
託

児
所
や
老
人
の
集
会
所
を
徐
々
に
つ

く
っ
て
い
く
。
一
人
の
人
が
全
体
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
や
っ
て
い
く
わ

け
で
す
ね
。
日
本
は
専
門
分
化
し

ち
ゃ
っ
て
、
そ
う
い
う
本
当
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
が
忘

れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
観
点
を
日

本
で
も
こ
れ
か
ら
大
事
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
ね
。

ｌ
翻
っ
て
、
日
本
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
こ
う
い
う
ご
時
世
だ
か
ら
何
か

と
不
安
も
大
き
い
。
特
に
定
年
、
年
金

問
題
で
す
ね
。

京
極
定
年
延
長
と
い
う
よ
り
も
、

高
齢
者
の
持
ち
味
を
い
か
し
て
い
く
、

再
雇
用
制
度
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
ね
。
年
金
に
つ
い
て
は
賃

金
ス
ラ
イ
ド
や
物
価
ス
ラ
イ
ド
で
な
く

「
長
寿
ス
ラ
イ
ド
方
式
」
。
つ
ま
り
全
額

フ
ル
で
も
ら
え
る
の
は
ｎ
歳
代
か
ら
と

か
に
し
て
、
例
え
ば
帥
歳
以
降
に
な
っ

た
ら
逓
減
し
て
い
く
年
金
シ
ス
テ
ム
に

し
な
い
と
持
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。

と
も
か
く
今
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
を
変
え

て
い
か
な
い
と
。

ｌ
健
康
・
生
き
が
い
の
分
野
で

も
最
近
、
い
ろ
い
ろ
な
資
格
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

京
極
厚
生
省
管
轄
で
は
、
｜
生
き

が
い
情
報
士
」
と
い
う
専
門
職
が
で
き

て
い
た
り
す
る
。
地
域
や
企
業
で
啓
蒙

を
担
う
わ
け
で
す
が
、
全
国
津
々
浦
々

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
、
こ
れ
は
こ
れ
で
大

事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
都
心
部
に
な
る

ほ
ど
加
盟
率
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
高
齢
者
に
と
っ
て
、
い
ま
一
番
大

事
だ
と
思
う
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
か
の
、
「
参
加
」
で
き
る
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
が
も
っ
と
数
多
く
出
て
く
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

、
世
紀
に
な
っ
た
ら
、
高
齢
者
の
運
動

と
か
活
動
が
、
相
当
組
織
化
さ
れ
て
実

の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
。
そ
れ
も
民

間
で
や
る
ほ
う
が
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
よ
ね
。

ｌ
最
後
に
一
点
、
今
の
時
代
、

キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
？

京
極
や
は
り
「
自
立
」
と
「
連

帯
」
と
い
う
こ
と
か
な
。
「
自
立
」
と

い
う
の
は
ふ
た
つ
意
味
が
あ
っ
て
、
ひ

京
極
高
宣
（
き
ょ
う
ご
く
・
た
か
の

ぷ
）
氏
昭
和
Ⅳ
年
、
東
京
生
ま
れ
。

衷
泉
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
。
日
本
社
会
事
業
大
学
学

長
。
中
央
社
会
福
祉
審
議
会
委
員
、
医

療
保
健
福
祉
審
議
会
委
員
等
を
務
め
、

現
在
の
介
護
保
険
制
度
の
創
設
に
か
か

わ
る
。
主
な
著
書
に
「
社
会
福
祉
学
と

は
何
か
」
「
介
護
革
命
」
「
少
子
高
齢
社

会
に
挑
む
」
な
ど
多
数
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
一
・
十
三
）

と
っ
は
自
己
決
定
。
援
助
を
受
け
て

も
、
そ
れ
は
自
分
の
意
思
で
や
る
と
い

う
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
自
分
の
潜
在
能

力
の
活
用
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
「
連

帯
」
。
自
立
だ
け
だ
と
個
人
に
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
、
例
え
ば
、
社
会
保
障
シ

ス
テ
ム
に
し
て
も
、
一
人
一
人
保
険
料

を
出
し
あ
っ
て
社
会
保
険
を
つ
く
っ
て

や
っ
て
い
く
と
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

相
互
に
助
け
合
っ
た
り
、
そ
う
い
う
の

を
連
帯
と
い
う
。
日
本
で
は
社
会
保
障

に
連
帯
と
い
う
概
念
は
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
そ
の
も
の
が
、

国
民
の
連
帯
精
神
が
な
く
て
は
で
き
な

い
。
「
自
立
と
連
帯
の
協
同
社
会
」
と

い
う
の
が
望
ま
し
い
方
向
と
い
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
ね
。
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こ
の
数
年
、
中
国
の
新
聞
な
ど
で

「
黄
河
断
流
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
見

掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
川
幅
が
最
大

で
八
キ
ロ
に
も
な
る
大
黄
河
に
水
が
全
く

流
れ
な
く
な
る
現
象
だ
。
雨
の
少
な
い

こ
の
時
期
に
起
り
が
ち
だ
が
、
発
生
場

所
は
年
ご
と
に
下
流
か
ら
中
流
へ
と
拡

大
し
、
今
年
は
上
流
に
も
及
び
そ
う
だ

と
い
う
。

▼
近
年
、
雨
量
が
減
り
、
ダ
ム
の
水
を

農
業
用
水
に
転
用
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
と
こ
ろ
に
第
一
の
原
因
が
あ

る
。
上
流
で
水
を
使
い
果
た
す
か
ら
下

流
ま
で
回
ら
な
い
。
「
水
を
流
し
て
く

れ
」
「
い
や
、
水
は
こ
ち
ら
の
も
の
」

と
い
う
自
治
体
同
士
の
や
り
と
り
が
繰

り
返
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
川
の
水
の
使

用
に
関
す
る
法
律
が
な
い
の
で
、
裏
取

引
を
含
む
談
合
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
あ
る
。

▼
下
流
の
農
業
や
水
道
事
業
へ
の
影
響

囮

｢黄河断流」

を地下水が

回避

は
避
け
ら
れ
な
い
、
と
思
え
る
が
、
黄

河
の
中
流
域
で
農
業
指
導
に
あ
た
っ
て

い
た
日
本
人
研
究
者
が
意
外
な
話
を
し

て
く
れ
た
。
黄
河
流
域
は
地
下
水
が
非

常
に
豊
富
な
の
で
深
刻
な
状
況
に
は
な

り
に
く
い
、
と
い
う
の
だ
。
う
そ
か
ま

こ
と
か
、
あ
る
中
国
人
の
学
者
は
「
地

下
海
」
と
呼
ん
で
い
い
ほ
ど
の
、
膨
大

な
水
脈
が
あ
る
、
と
彼
に
語
っ
た
そ
う

で
あ
る
。

▼
な
る
ほ
ど
黄
河
に
は
底
力
が
あ
る
よ

国
連
の
人
口
政
策
の
転
換
点
と
な
っ

た
１
９
９
４
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議

は
（
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
ｍ
カ
イ
ロ
で
開
催
）
か

ら
５
年
。
今
年
は
、
、
月
に
は
世
界
人

口
が
釦
億
人
を
突
破
す
る
こ
と
が
確
実

視
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
国
連
で
は
２

月
か
ら
７
月
に
か
け
て
人
口
に
関
す
る

一
連
の
重
要
な
会
議
が
開
か
れ
る
。

通
称
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
」
と
呼
ば
れ

る
こ
れ
ら
の
会
議
で
は
、
カ
イ
ロ
会
議

で
合
意
さ
れ
た
行
動
計
画
の
５
年
間
の

進
ち
ょ
く
状
況
を
検
証
し
、
目
標
年
次

四
国
巍
洲
Ⅲ
抓
羅
カ
ギ

う
だ
が
、
そ
れ
に
頼
る
よ
う
で
は
心
も

と
な
い
。
中
国
政
府
は
こ
の
年
頭
に
国

土
の
再
生
を
目
指
す
「
全
国
生
態
環
境

建
設
計
画
」
を
立
て
た
。
半
世
紀
の
年

月
を
か
け
、
植
樹
な
ど
に
よ
っ
て
、
土

地
の
保
水
能
力
を
取
り
戻
す
の
だ
と
い

う
。
黄
河
流
域
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
最
重

点
地
域
だ
が
、
果
た
し
て
雄
大
な
流
れ

は
再
生
す
る
の
か
。
人
々
の
底
力
に
期

待
し
た
い
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
・
一
・
十
八
）

の
２
０
１
５
年
ま
で
に
、
遅
れ
て
い
る

分
野
や
未
達
成
の
課
題
の
実
施
を
各
国

に
約
束
さ
せ
る
。

皮
切
り
は
、
２
月
４
日
か
ら
皿
日
ま

で
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開
か
れ
る

「
ハ
ー
グ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
。
６
月
の

国
連
特
別
総
会
の
準
備
会
議
と
な
り
、

政
府
代
表
、
国
会
議
員
、
青
年
、
非
政

府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
四
つ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
か
れ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
家
８
０

０
人
、
青
年
１
２
０
人
を
含
む
総
勢
約

１
２
０
０
人
が
参
加
す
る
。
日
本
か
ら

は
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
桜
井
新
衆
院
議

員
、
堂
本
暁
子
参
院
議
員
ら
が
出
席

た
だ
し

し
、
政
府
間
会
ム
ロ
に
は
、
池
田
椎
・
駐

オ
ラ
ン
ダ
大
使
を
団
長
に
、
民
間
か
ら

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
女
性
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

鯛
」
副
代
表
の
原
ひ
ろ
子
・
お
茶
の
水

女
子
大
学
教
授
と
、
同
「
２
０
５
０
」

の
北
谷
勝
秀
代
表
が
加
わ
る
。

●
来
月
、
「
ハ
ー
グ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

カ
イ
ロ
会
議
で
合
意
さ
れ
た
行
動
計

画
で
は
、
人
口
を
マ
ク
ロ
の
視
・
点
で
と

ら
え
、
国
家
が
管
理
す
る
と
い
う
従
来

の
発
想
か
ら
、
女
性
の
能
力
を
向
上
さ

せ
（
エ
ン
。
ハ
ワ
ー
メ
ン
ト
）
、
妊
娠
、

出
産
な
ど
を
主
体
的
に
選
択
す
る
権
利

を
尊
重
す
る
こ
と
が
結
果
的
に
人
口
抑

制
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
方
に
転
換

し
た
。
そ
し
て
２
０
１
５
年
ま
で
に
、

家
族
計
画
の
手
段
が
だ
れ
に
で
も
利
用

で
き
、
す
べ
て
の
国
で
国
民
の
平
均
寿

命
が
祀
歳
以
上
に
な
り
、
す
べ
て
の
子

供
が
初
等
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
の

達
成
を
目
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人

口
開
発
分
野
の
資
金
を
２
０
０
０
年
ま

で
に
年
間
１
７
０
億
が
、
２
０
１
５
年

時
点
で
同
２
１
７
億
㎡
に
増
額
し
、
３

分
の
１
を
先
進
国
、
３
分
の
２
を
途
上

国
が
負
担
す
る
こ
と
も
打
ち
出
さ
れ
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すふお－らむこゆ

て
い
る
。

こ
の
５
年
間
に
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

プ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
（
性
と
生
殖
に
関

す
る
健
康
と
権
利
）
の
概
念
は
各
国
の

女
性
向
け
施
策
や
途
上
国
の
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
国
連
人
口
部
の
推
計
に
よ
る

と
、
世
界
人
口
の
増
加
率
は
、
妬
～
、

年
平
均
２
．
，
％
か
ら
、
卯
～
朗
年
同

１
．
記
％
と
低
下
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
家
族
計
画
の
普
及
に
よ
っ
て
、
夫

婦
の
避
妊
実
行
率
は
例
年
の
、
～
⑫
％

か
ら
、
妬
年
に
は
帥
％
に
上
昇
。
途
上

国
で
の
家
族
計
画
の
普
及
が
今
後
の
世

l8o42Z1o
1927塵ＺＺ易20團運人ﾛ都｢t鴎I）(Ej扇］

（単位＝億人）
3０１９６０

１９７４

１９８７

ｚＺＺ蝿4０

尾…5０

１９９９

(年）
6０

●
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待

一
方
、
わ
が
国
で
は
、
こ
の
５
年
間

に
、
人
口
関
連
（
家
族
計
画
指
導
や
エ

イ
ズ
予
防
な
ど
）
の
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
力
が
入
れ
ら
れ
、
優
生

保
護
法
が
改
正
さ
れ
母
体
保
護
法
と

な
っ
た
ほ
か
、
男
女
平
等
推
進
施
策
に

リ
プ
ロ
ダ
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
の

考
え
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
低

用
量
ピ
ル
（
経
口
避
妊
薬
）
の
不
認
可

に
象
徴
さ
れ
る
、
性
に
関
す
る
女
性
の

自
己
決
定
権
の
狭
さ
や
、
若
者
へ
の
不

十
分
な
性
教
育
な
ど
は
対
策
が
立
ち
遅

界
人
口
の
動
向
を
左
右
す
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
活
動
を
支
え
る

資
金
作
り
は
、
先
進
国
側
の
消
極
姿
勢

の
あ
お
り
で
期
待
通
り
に
は
進
ん
で
い

な
い
。
先
進
国
全
体
の
拠
出
額
は
カ
イ

ロ
会
議
で
合
意
さ
れ
た
毎
年
所
億
が
の

目
的
に
対
し
、
妬
、
師
年
と
も
卯
億
が

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

国
連
人
口
基
金
は
「
こ
の
資
金
不
足

で
家
族
計
画
へ
の
需
要
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
、
毎
年
何
百
万
も
の

意
図
し
な
い
妊
娠
、
中
絶
が
起
こ
り
、

妊
婦
死
亡
率
が
何
万
件
か
増
え
、
乳
児

と
子
供
の
死
亡
件
数
は
１
０
０
万
件
増

え
る
だ
ろ
う
」
と
警
告
し
て
い
る
。

国
が
、
省
庁
の
垣
根
を
超
え
て
少
子

化
対
策
を
議
論
し
よ
う
と
設
置
し
た

「
少
子
化
へ
の
対
応
を
考
え
る
有
識
者

会
議
」
の
提
言
が
昨
年
末
、
ま
と
ま
っ

た
。
分
科
会
の
委
員
を
一
般
公
募
し
、

自
由
に
意
見
を
述
べ
て
も
ら
う
と
い
う

初
の
試
み
で
、
社
会
の
支
え
で
女
性
が

自
分
を
生
か
し
な
が
ら
子
育
て
で
き
る

仕
組
み
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
提
言
が
目

立
つ
。
近
く
、
企
業
の
経
営
者
代
表
や

労
働
組
合
関
係
者
な
ど
、
民
間
で
施
策

を
推
進
す
る
「
国
民
会
議
」
（
仮
称
）

を
設
け
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
も
選
定
中

だ
。 れ
て
い
る
。

ハ
ー
グ
会
議
の
討
議
を
踏
ま
え
て
、

３
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
国
連
人
ロ

開
発
委
員
会
が
開
か
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行

動
計
画
の
実
施
に
関
す
る
国
連
事
務
総

長
の
報
告
案
を
ま
と
め
、
６
月
末
の
国

連
特
別
総
会
に
諮
る
。

カ
イ
ロ
会
議
で
の
合
意
は
「
ど
の
国

囮

社
会
で
子
育
て
支
え
る
仕
組
み
へ

少
子
化
対
策
、
有
識
者
会
議
が
提
一
一
一
一
目

部
署
の
枠
を
超
え
て
少
子
化
対
策
に

取
り
組
む
重
泉
都
武
蔵
野
市
の
子
育
て

支
援
施
設
「
０
１
２
３
吉
祥
寺
」
。
午

前
十
時
半
、
職
員
が
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、

手
遊
び
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。

対
象
は
家
庭
で
乳
児
を
育
て
て
い
る

主
婦
だ
。
保
母
な
ど
の
資
格
を
持
つ
職

員
が
五
人
で
対
応
。
一
日
約
八
十
組
の

母
子
が
好
き
な
時
間
に
訪
れ
、
自
由
に

過
ご
す
。
開
設
は
一
九
九
二
年
。
父
親

は
不
在
、
一
日
中
母
子
だ
け
で
過
ご
す

「
密
室
育
児
」
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
始

に
と
っ
て
も
実
行
は
容
易
で
は
な
い
」

（
原
教
授
）
も
の
だ
が
、
リ
プ
ロ
ダ
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
の
尊
重
と
い
う
画

期
的
な
成
果
を
後
退
さ
せ
な
い
た
め

に
、
日
本
が
国
際
社
会
へ
向
け
有
効
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
か
に

注
目
し
た
い
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
二
・
十
九
）

働
き
な
が
ら
産
め
る
態
勢
に

性
別
分
業
見
直
し
も
目
指
す
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め
た
時
期
だ
。
以
来
、
全
国
の
自
治
体

か
ら
視
察
が
相
次
ぐ
。

一
歳
四
カ
月
の
子
ど
も
を
連
れ
て
来

た
市
内
の
主
婦
（
三
五
）
は
、
「
子
ど
も

が
生
ま
れ
る
ま
で
地
域
に
友
人
が
い
な

か
っ
た
。
こ
こ
に
来
て
で
き
ま
し
た
」
。

妊
婦
対
象
の
母
親
学
級
は
保
健
所
、

生
ま
れ
た
後
は
児
童
館
、
母
親
の
講
座

は
女
性
セ
ン
タ
ー
な
ど
縦
割
り
の
サ
ー

園
４
６
当
印
旛

鐇椒辨唾鵬》》

ＫＵ｣樫'一六噸〃､てつつＬ

Ｈできるよう地域で子ど

そ預かる場の提供（厚生
文部省、地方公共団

地域住民）

爵でも利用できる育児相
鱒勢の充実（文部省、厚

台、地方公共団体、民間

系団体）

ヨ治体の子育て支援の即
阻み状況を指数化した

子育てやさしさ指標」に
る市町村ベスト30、ワー

ト30の公表(厚生省）

どものいる世帯への住宅

入優遇策（建設省、大藺
＿白治省）

率
、
置
方
聰
瞥
雀
豐
守
婦
１

回
守
膨
〉
坐
ロ
小
山
ロ
笙
半
、
斜
勤
卜
い
十
六
常
室

旨
の
な
伴
肢
）
伽
Ｆ
児
Ｉ
等

△
ロ
揺
り
ｌ
餌
『
『
。
同
ヱ
ｊ
声

金
施
庁

憩
の
（
鱗
老
】
藍

慨
一
半
小
咄
刀
狙
土
ふ
じ
睡
斫
壱

リ
リ

関
康
孑
莅

》
剴
子
も
雀

ビ
ス
が
多
い
が
、
こ
こ
は
妊
婦
も
零
歳

児
の
い
る
母
親
も
一
緒
だ
。
森
下
久
美

子
園
長
は
「
施
設
ご
と
に
同
じ
よ
う
な

講
座
が
重
複
し
、
情
報
の
交
流
が
な

い
。
今
後
は
行
政
側
が
情
報
を
ま
と
め

て
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で

し
ょ
う
」
と
話
す
。

武
蔵
野
市
の
事
例
は
「
女
性
の
実
態

に
あ
っ
た
支
援
」
が
持
ち
味
だ
が
、
有

た
支
援
」
が
持
ち
味
だ
が
、
有

識
者
会
議
の
提
言
で
も
「
出
生

率
上
昇
の
た
め
に
は
女
性
が
家

庭
に
戻
れ
ば
よ
い
と
す
る
の
は

非
現
実
的
」
と
確
認
。
「
働
き

方
に
関
す
る
事
項
」
と
「
家

庭
、
地
域
、
教
育
の
あ
り
方
な

ど
に
関
す
る
事
項
」
の
二
点
に

分
け
、
具
体
策
を
挙
げ
て
い

る
。
保
育
態
勢
中
心
の
エ
ン
ゼ

ル
プ
ラ
ン
な
ど
の
対
症
療
法
か

ら
一
歩
進
め
、
日
本
社
会
の
シ

ス
テ
ム
の
見
直
し
を
目
指
し
た

の
が
特
徴
だ
。

た
と
え
ば
、
「
働
き
方
に
関

児
叩
褥
話
踊
酒

す
る
事
項
」
で
は
「
日
本
的
雇
用
慣
行

と
結
び
付
い
て
い
る
男
女
の
固
定
的
な

性
別
役
割
分
業
を
隅
々
か
ら
見
直
し
、

職
場
優
先
の
企
業
風
土
を
是
正
す
る
」

と
し
、
少
子
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
に

備
え
て
女
性
が
専
業
主
婦
に
と
ど
ま
ら

な
く
て
も
よ
い
税
制
や
年
金
制
度
、
男

性
へ
の
育
児
休
業
の
義
務
付
け
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
家
庭
、
地
域
、
教
育
な
ど
に
関
す

る
事
項
」
に
は
、
子
ど
も
を
産
み
や
す

く
す
る
た
め
婚
外
子
差
別
を
な
く
す
、

子
ど
も
が
三
歳
ま
で
は
家
で
母
親
が
面

倒
を
見
る
べ
き
だ
と
い
う
三
歳
児
神
話

を
な
く
す
、
な
ど
が
並
ぶ
。

こ
う
し
た
意
見
を
出
し
た
の
は
、
主

婦
や
会
社
員
な
ど
一
般
公
募
者
約
三
十

人
を
含
む
分
科
会
の
メ
ン
バ
ー
。

内
閣
官
房
内
政
審
議
室
に
よ
る
と
、

「
現
実
的
で
な
い
」
と
無
視
さ
れ
た
り

し
て
き
た
提
言
も
盛
り
込
め
た
と
い

う
。
こ
の
提
言
を
各
省
庁
で
検
討
し
、

同
室
が
横
断
的
に
調
整
し
て
い
く
。
推

進
す
る
た
め
に
、
国
民
会
議
（
仮
称
）

と
閣
僚
レ
ベ
ル
で
検
討
す
る
場
を
整
備

す
る
と
い
う
。

一
方
、
自
民
党
の
国
会
議
員
ら
で
つ

く
る
日
本
再
生
会
議
（
中
山
太
郎
議

長
）
は
、
｜
少
子
化
社
会
対
策
基
本

法
」
を
議
員
立
法
で
成
立
さ
せ
よ
う
と

準
備
中
だ
。
今
後
は
、
女
性
も
働
き
な

が
ら
子
育
て
を
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
児
童
手
当
の

増
額
や
医
療
費
の
給
付
割
合
の
引
き
上

げ
な
ど
を
目
玉
に
し
て
い
る
。
財
源

は
、
「
子
ど
も
国
債
」
の
発
行
で
ま
か

な
う
と
い
う
。

東
京
学
芸
大
学
の
山
田
昌
弘
助
教
授

の
話
議
論
の
方
向
性
そ
の
も
の
は
い

い
と
思
う
が
、
財
政
を
投
入
し
な
け
れ

ば
効
果
が
な
い
。
ま
ず
、
能
力
の
あ
る

主
婦
で
も
い
っ
た
ん
や
め
た
ら
復
帰
し

に
く
い
終
身
雇
用
制
を
見
直
す
こ
と

だ
。
中
高
年
層
に
手
厚
く
子
育
て
費
用

の
か
か
る
若
い
世
代
に
薄
い
年
功
序
列

型
賃
金
も
、
是
正
が
必
要
。
賃
金
の
配

分
の
ゆ
が
み
を
正
し
、
個
人
が
能
力
で

評
価
さ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
子
育
て
中
の
女
性
を

一
雇
っ
た
企
業
に
一
雇
用
助
成
金
を
出
す
の

も
一
案
だ
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
。
一
。
二
十
）

能
力
評
価
の
仕
組
み
を
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今
必
要
な
の
は
未
来
の
見
取
り
図

日
本
経
済
は
、
依
然
と
し
て
暗
い
不

況
に
沈
ん
で
い
る
。
昨
年
十
一
月
の
完

全
失
業
率
は
、
四
・
四
％
、
戦
後
は
じ

め
て
米
国
（
十
二
月
、
四
・
三
％
）
と

逆
転
し
た
。
二
け
た
失
業
の
続
く
１
－

口
（
欧
州
）
諸
国
に
比
べ
る
と
ま
だ
低

①
日
本
経
済
に
は
「
新
た
な
胎
動
」

現
象
も
増
え
て
い
る
。
本
格
的
再
生
に

は
民
間
設
備
投
資
や
個
人
消
費
の
回
復

が
不
可
欠
だ
。

②
こ
れ
に
は
新
た
な
時
代
に
「
夢
」

と
「
安
心
」
を
与
え
る
見
取
り
図
が
要

る
。
夢
は
戦
後
構
造
の
中
で
近
代
工
業

社
会
が
現
実
す
る
ま
で
は
物
財
の
豊
か

さ
だ
っ
た
が
、
今
後
は
価
値
の
自
由
選

択
を
通
じ
た
自
己
実
現
で
あ
り
、
工
夫

も
必
要
だ
。

③
安
心
の
対
象
は
社
会
的
保
障
、
治

安
、
人
口
維
持
な
ど
幅
広
い
。
移
民
問

題
な
ど
も
含
め
深
い
議
論
が
必
要
で
、

概
存
の
受
益
者
と
の
相
克
も
超
越
す
べ

き
だ
。

函
自
己
実
現
社
会
を
目
指
し
て

夢
と
安
心
の
両
立
を
与
え
る
見
取
図

い
が
、
終
身
雇
用
慣
行
の
日
本
と
し
て

は
衝
撃
的
な
事
態
だ
。

そ
の
一
方
に
は
、
半
導
体
や
白
物
家

電
の
堅
調
、
「
値
ご
ろ
感
商
品
」
や

チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
売
り
上
げ
増
な
ど

「
新
し
い
胎
動
」
を
感
じ
さ
せ
る
現
象

も
増
え
て
い
る
。

「
夜
明
け
の
前
が
一
番
暗
い
」
と
い

う
が
、
景
気
循
環
で
は
そ
の
通
り
で
あ

る
。
ア
ジ
ア
経
済
の
混
迷
な
ど
で
輸
出

か
ら
の
回
復
が
期
待
し
難
い
現
状
で
は

本
格
的
な
景
気
回
復
に
は
、
投
資
の
予

想
利
益
率
が
向
上
し
、
民
間
企
業
の
設

備
投
資
が
拡
大
、
被
雇
用
者
の
総
所
得

が
増
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
予
想
利
益
率
の
向
上
に

は
、
人
員
整
理
や
事
業
選
別
に
よ
る
コ

ス
ト
引
き
下
げ
、
不
良
債
権
の
処
理
な

ど
が
避
け
が
た
い
。
当
然
、
こ
の
間
は

失
業
率
の
上
昇
や
企
業
決
算
の
悪
化
な

ど
、
悪
い
数
字
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
。

こ
の
厳
し
い
「
夜
明
け
前
」
の
経
済

を
下
支
え
す
る
の
が
財
政
、
公
共
事
業

の
拡
大
や
減
税
に
よ
る
消
費
刺
激
で
あ

る
。
政
府
が
九
八
年
度
第
三
次
補
正
予

算
と
九
九
年
度
予
算
で
、
総
事
業
規
模

十
七
兆
円
を
超
え
る
諸
事
業
と
、
平
年

度
九
兆
円
を
上
回
る
減
税
を
行
う
こ
と

に
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
認
識
に
立
っ

て
の
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
短
期
的
な
下
支

え
で
、
本
格
的
な
経
済
再
生
に
は
、
民

間
の
設
備
投
資
や
個
人
消
費
が
回
復
し

て
く
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て

そ
れ
に
は
、
未
来
へ
の
夢
と
将
来
に
対

す
る
安
心
が
必
要
だ
。

今
、
日
本
に
必
要
な
の
は
、
現
実
の

金
融
安
定
や
需
要
拡
大
と
同
時
に
、

「
次
」
の
時
代
に
夢
と
安
心
を
与
え
る

見
取
り
図
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治

以
来
百
年
余
、
日
本
は
近
代
工
業
社
会

の
形
成
に
努
め
て
来
た
。
近
代
工
業
社

会
と
は
規
格
大
量
生
産
型
の
社
会
で
あ

り
、
物
財
の
豊
か
さ
を
実
現
す
る
仕
組

み
で
あ
る
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
日
本
は

欧
米
諸
国
の
技
術
と
制
度
を
学
び
、
そ

れ
に
精
通
し
た
者
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

各
種
組
織
を
整
え
る
一
方
、
従
順
で
辛

抱
強
く
て
勤
勉
に
働
く
人
材
を
大
量
に

養
成
し
て
き
た
。

こ
れ
は
、
伝
統
主
義
や
地
方
分
権
派

戦
後
の
構
造
の
抜
本
改
革
に
直
面

八
○
年
代
後
半
、
日
本
の
一
人
当
た

り
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
人
口
一

千
万
人
以
上
の
国
で
は
世
界
最
高
に

な
っ
た
時
、
こ
の
国
の
近
代
工
業
社
会

を
創
（
つ
く
）
る
目
標
は
達
成
さ
れ
た

と
い
え
る
。

そ
の
こ
ろ
の
日
本
は
、
｜
人
当
た
り

所
得
が
高
い
だ
け
で
は
な
く
、
貧
富
の

格
差
も
最
小
な
ら
失
業
率
も
最
低
だ
っ

た
。
自
動
車
や
電
気
製
品
に
代
表
さ
れ

る
規
格
大
量
生
産
型
の
製
造
業
で
は
、

か
ら
抵
抗
を
受
け
な
が
ら
も
徐
々
に
実

現
、
戦
後
の
復
興
と
成
長
の
過
程
を
経

て
完
成
す
る
。
戦
後
の
日
本
に
は
、
官

僚
主
導
の
業
界
協
調
体
制
、
い
わ
ゆ
る

護
送
船
団
方
式
の
「
横
の
企
業
集
団
」

と
、
大
手
銀
行
を
核
と
す
る
企
業
系
列

の
一
縦
の
企
業
集
団
」
と
い
う
二
重
の

集
団
化
が
で
き
た
。

ま
た
、
個
人
の
多
く
は
終
身
雇
用
制

度
に
よ
っ
て
全
人
格
的
に
職
場
に
帰
属

す
る
一
会
社
人
間
」
と
な
り
、
「
職
縁

社
会
」
が
で
き
上
が
っ
た
。
企
業
経
営

に
お
い
て
も
個
人
生
活
に
お
い
て
も
、

選
択
の
自
由
と
独
創
的
な
個
性
を
犠
牲

に
し
て
、
豊
さ
と
安
寧
を
も
と
め
た
の

で
あ
る
。
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巨
大
な
生
産
能
力
と
抜
群
の
競
争
力
を

持
ち
、
膨
大
な
貿
易
黒
字
を
出
し
、
円

高
は
限
り
無
く
続
く
よ
う
に
見
え
た
。

資
金
は
潤
沢
で
、
大
抵
の
大
企
業
は

償
却
費
と
内
部
保
留
で
新
規
投
資
が
賄

え
た
。
こ
の
た
め
、
有
り
余
っ
た
金
融

資
金
は
土
地
や
株
式
に
殺
到
、
地
価
と

株
価
を
急
騰
さ
せ
た
。
「
バ
ブ
ル
景

気
」
の
発
生
で
あ
る
。

「
バ
ブ
ル
景
気
」
、
つ
ま
り
合
理
的
な

利
回
り
や
使
用
価
値
を
超
え
て
値
上
が

り
期
待
だ
け
で
何
か
が
暴
騰
す
る
現
象

は
、
高
度
成
長
の
最
終
段
階
で
は
ど
こ

の
国
で
も
発
生
し
た
。
投
機
対
象
は
土

地
で
も
株
式
で
も
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
で

も
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
で
も
よ
い
。

共
通
点
は
「
期
待
値
だ
け
の
高
値
は
長

続
き
し
な
い
」
こ
と
だ
。

日
本
の
場
合
、
多
く
の
企
業
が
官
僚

や
銀
行
の
支
援
と
助
言
で
、
株
式
の
持

ち
合
い
や
土
地
買
い
に
走
っ
た
た
め
、

バ
ブ
ル
の
規
模
は
巨
大
化
し
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
バ
ブ
ル
景
気
の
崩
壊
は
単
な

る
不
況
だ
け
で
は
な
く
、
官
僚
主
導
と

企
業
系
列
に
対
す
る
批
判
と
な
り
、
戦

後
体
制
の
全
否
定
に
ま
で
発
展
し
た
。

日
本
経
済
が
直
面
し
て
い
る
第
二
の

問
題
は
、
戦
後
構
造
の
抜
本
的
な
改
革

で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
近
代
工

業
社
会
が
実
現
し
、
か
つ
崩
壊
し
た
こ

と
で
、
日
本
が
抱
い
て
来
た
「
夢
」
も

ま
た
、
霧
散
し
た
こ
と
だ
。

物
財
の
豊
富
さ
を
生
み
出
す
仕
組
み

と
し
て
の
近
代
工
業
社
会
は
、
全
体
の

拡
大
を
進
め
れ
ば
地
球
環
境
問
題
を
招

き
、
｜
人
当
た
り
の
向
上
を
目
指
せ
ば

家
族
数
の
抑
制
、
つ
ま
り
少
子
化
を
招

く
。
近
代
社
会
は
今
、
こ
の
問
題
に
直

面
し
て
い
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
諸
問
題
が
解
決
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
近
代
工
業
社
会
が

再
び
人
類
の
、
あ
る
い
は
日
本
人
の

「
夢
」
と
な
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

人
々
は
「
物
財
の
豊
富
さ
」
だ
け
を
追

求
す
る
仕
組
み
に
飽
き
足
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。

そ
の
こ
と
は
、
八
○
年
代
に
入
っ
て

船
も
飛
行
機
も
ビ
ル
の
高
さ
も
工
場
施

設
も
、
規
模
的
に
は
拡
大
し
な
く
な
っ

た
こ
と
で
は
っ
き
り
し
た
。
近
代
工
業

の
特
徴
だ
っ
た
規
格
化
と
大
量
化
が
中

断
し
、
多
様
化
、
個
性
化
、
ソ
フ
ト
化

が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

可
処
分
時
間
増
や
創
業
率
向
上
通
じ

で
は
、
多
様
化
、
個
性
化
、
ソ
フ
ト

化
と
い
わ
れ
る
も
の
の
原
動
力
と
は
何

か
。
そ
れ
を
一
言
で
い
う
と
、
人
々
に

選
択
の
自
由
と
創
造
の
機
会
を
与
え
る

こ
と
だ
。
も
っ
と
縮
め
て
い
え
ば
、

「
自
己
実
現
」
、
つ
ま
り
「
好
き
な
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

皀
っ
◎そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
が
目
指
す
べ
き
は
、
「
自
己
実
現
の

し
や
す
い
粁
碁
」
と
い
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
で
は
そ
ん
な
世
の
中
を
実
現

す
る
た
め
に
、
政
府
や
社
会
が
用
意
で

き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

第
一
は
、
や
っ
ぱ
り
経
済
的
豊
さ
、

つ
ま
り
可
処
分
所
得
の
高
さ
だ
。
「
お

金
で
幸
せ
は
買
え
な
い
」
が
、
「
お
金

が
な
い
か
ら
幸
せ
に
な
れ
な
い
」
こ
と

も
多
い
の
は
事
実
で
あ
る
。

第
二
に
自
己
実
現
の
た
め
の
暇
、
つ

ま
り
可
処
分
時
間
の
多
さ
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
職
場
で
の
拘
束
時
間
だ
け
で
は

な
く
、
通
勤
や
通
院
、
買
物
や
文
化
、

娯
楽
へ
の
参
加
な
ど
に
費
や
さ
れ
る
交

通
準
備
時
間
も
見
逃
せ
な
い
。

労
働
の
再
生
を
す
る
住
居
地
区
と
、

生
産
や
娯
楽
の
た
め
の
商
工
地
区
と
を

分
離
す
る
都
市
計
画
は
速
急
に
見
直
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
行
政
事
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

二
カ
所
集
中
）
化
、
家
事
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委
託
）
な
ど
も
、

可
処
分
時
間
の
拡
大
に
は
大
切
だ
。

第
三
に
は
、
職
業
地
域
の
多
源
化
も

無
視
で
き
な
い
。
今
日
の
日
本
で
は
、

情
報
発
信
や
国
際
関
係
の
職
業
に
携
わ

ろ
う
と
す
れ
ば
、
東
京
の
マ
ン
シ
ョ
ン

住
ま
い
を
強
い
ら
れ
る
。
こ
れ
で
は
、

職
業
か
住
居
か
い
ず
れ
か
で
自
己
実
現

が
で
き
な
い
。

第
四
の
指
標
は
創
業
率
だ
。
自
ら
の

創
造
と
期
待
と
責
任
で
新
た
な
事
業
を

起
こ
す
こ
と
こ
そ
、
究
極
の
自
己
実
現

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

従
っ
て
、
そ
れ
が
現
実
し
や
す
い
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
に
成
功
し
た
者
が
、

努
力
と
才
能
と
幸
運
に
ふ
さ
わ
し
い
称

賛
を
受
け
る
こ
と
は
、
自
己
実
現
社
会

の
重
要
要
素
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
創
業
は
利
潤
目
的
の
企

業
と
は
限
ら
な
い
。
公
益
法
人
や
非
営

利
組
織
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
な
ど
、
自
発
と
善

意
に
基
づ
く
事
業
も
含
ま
れ
る
。

生
涯
の
「
安
心
」
も
欠
か
せ
ぬ
も
の

だ
が
、
こ
れ
を
計
測
す
る
方
法
は
難
し

い
。
ま
ず
失
業
、
疾
病
、
老
後
な
ど
に

対
す
る
経
済
的
保
障
が
あ
げ
ら
れ
る
。

同
時
に
個
人
の
貯
蓄
率
も
将
来
の
経
済

的
安
心
の
目
安
と
な
る
。
最
も
こ
れ
に

は
、
消
費
者
物
価
と
利
子
率
の
安
定
し

ｊ〃
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堺
屋
太
一
経
済
企
画
庁
長
官

作
家
。
鍋
年
生
ま
れ
。
東
京
大
卒
、
通

産
省
へ
。
巧
年
退
官
、
鍋
年
か
ら
現
職
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
九
・
｜
・
一
一
十
一
一
）

た
関
係
が
必
要
だ
。

治
安
も
大
き
な
要
素
だ
。
そ
れ
ぞ
れ

の
好
み
を
実
現
す
る
社
会
で
、
麻
酔
や

犯
罪
や
い
か
が
わ
し
い
情
報
流
布
を
極

少
に
抑
え
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
。
近
代
工
業
社
会
の
規
格
規
制
か
ら

受
益
す
る
者
は
、
こ
の
点
を
挙
げ
て
自

己
実
現
社
会
に
抵
抗
す
る
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
、
日
本
の
安
心
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
の
は
「
人
口
の
維
持
」
だ

ろ
う
。
合
計
特
殊
出
生
率
二
人
の
女

性
が
生
涯
に
何
人
の
子
供
を
産
む
か
の

平
均
値
）
が
一
・
四
を
割
り
込
ん
で
い

る
現
状
で
は
、
若
年
労
働
人
口
が
急
速

に
減
少
す
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
介
護
や

事
業
継
承
に
支
障
を
来
す
上
、
過
疎
無

人
の
国
土
が
広
が
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
移
民
問
題

も
議
論
に
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
国
が
、
夢
と
安
心
の
両
立
す
る

自
己
実
現
社
会
を
確
立
す
る
ま
で
に

は
、
ま
だ
長
い
道
程
が
必
要
で
あ
る

宮
っ
。

経
済
審
議
会
（
首
相
の
諮
問
機
関
）

は
、
今
後
十
年
程
度
を
期
間
と
す
る
新

し
い
経
済
計
画
「
新
た
な
る
時
代
の
姿

と
政
策
方
針
」
（
仮
称
）
を
策
定
す
る

中
で
、
海
外
か
ら
の
移
民
労
働
者
の
受

け
入
れ
問
題
を
検
討
す
る
方
針
を
決
め

た
。
堺
屋
太
一
経
済
企
画
庁
長
官
の
意

向
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
、
少
子
化
に

よ
る
国
内
の
労
働
力
人
ロ
の
減
少
を
移

民
で
補
う
こ
と
の
是
非
を
論
じ
る
。

移
民
受
け
入
れ
問
題
は
、
経
済
審
の

国
民
生
活
文
化
部
会
で
話
し
合
う
。
同

審
議
会
は
六
月
に
も
新
経
済
計
画
を
と

り
ま
と
め
、
小
渕
恵
三
首
相
へ
答
申
す

る
見
通
し
。

堺
屋
長
官
は
、
少
子
化
で
若
年
労
働

力
人
口
が
急
速
に
減
少
す
る
と
介
護
や

事
業
継
承
に
支
障
を
来
す
う
え
、
過
疎

無
人
の
国
土
が
広
が
り
か
ね
な
い
と
強

く
懸
念
し
て
い
る
。

厚
生
省
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
現
在
の

圀函

移民労働者

受け入れ

問題検討

【
バ
ン
コ
ク
ｎ
日
共
同
】
国
連
人
口

基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
は
幻
日
、
ア
ジ

ア
経
済
危
機
で
男
性
に
比
べ
、
少
女
や

婦
人
が
特
に
健
康
、
教
育
、
雇
用
の
面

で
悪
影
響
を
受
け
て
い
る
と
の
報
告
書

を
発
表
し
た
。

勢
い
で
少
子
化
が
進
む
と
日
本
の
人
口

は
二
○
一
○
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
、
二
○
五
一
年
以
降
に
一
億
人
を
下

回
る
見
通
し
。
技
術
革
新
な
ど
で
国
民

一
人
当
た
り
の
生
産
性
が
高
ま
ら
な
い

限
り
日
本
経
済
は
長
期
低
迷
す
る
恐
れ

が
あ
る
。

た
だ
、
失
業
率
が
過
去
最
悪
の
水
準

に
あ
る
ほ
か
、
移
民
労
働
者
の
受
け
入

れ
は
社
会
不
安
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

と
懸
念
す
る
向
き
も
あ
り
、
議
論
が
ど

う
進
む
か
は
不
透
明
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
九
・
｜
・
二
十
二
）

團圖
アジア危機

女性を直撃

エイズ予算削減

解雇で性産業従事

米
国
の
人
口
問
題
非
政
府
組
織
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
の
「
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

報
告
書
は
経
済
危
機
で
各
国
の
予
算

が
削
減
さ
れ
、
特
に
性
病
や
エ
イ
ズ
予

防
・
看
護
な
ど
厚
生
予
算
の
削
減
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
と
指
摘
。
タ
イ
で

は
１
９
９
８
年
の
予
算
削
減
が
前
年
比

５
％
減
だ
っ
た
の
に
エ
イ
ズ
関
連
予
算

は
塑
・
７
％
も
減
ら
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

各
国
の
失
業
者
や
貧
困
層
の
増
加

で
、
婦
人
科
に
行
け
な
い
女
性
も
多

く
、
不
衛
生
な
施
設
で
の
若
い
女
性
の

中
絶
が
増
え
、
性
産
業
で
働
く
女
性
も

多
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
工
場
を

解
雇
さ
れ
た
女
性
が
性
産
業
で
仕
事
を

見
つ
け
た
も
の
の
、
工
場
時
代
よ
り
も

低
賃
金
で
働
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
性
病

で
病
院
を
訪
れ
る
女
性
患
者
が
急
増
し

て
い
る
と
警
告
し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
｜
・
二
十
二
）

園
ＯＤＡの人口

問題貢献度

曰本は

先進国で12位
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ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

（
Ｐ
Ａ
Ｉ
）
は
町
日
、
世
界
の
人
口
問

題
に
対
す
る
先
進
国
の
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
貢
献
度
を
独
自
に
評
価

し
て
発
表
し
た
。
評
価
点
は
最
高
の
Ａ

か
ら
最
低
の
Ｆ
ま
で
あ
る
が
、
日
本
に

は
「
Ｃ
マ
イ
ナ
ス
」
と
い
う
辛
い
点
が

つ
い
た
。

Ｐ
Ａ
ｌ
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
供
与
し
て
い
る

欧
米
と
日
本
の
加
力
国
に
つ
い
て
、
Ｏ

Ｄ
Ａ
が
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
に
占

め
る
割
合
、
人
口
分
野
に
費
や
さ
れ
た

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
割
合
な
ど
を
採
点
。
そ
の
結

果
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
デ
ン
マ
ー
ク
が

「
Ａ
」
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
オ
ラ
ン
ダ
が

一
Ａ
マ
イ
ナ
ス
」
、
米
国
が
「
Ｂ
」
に
ラ

ン
ク
さ
れ
た
。
日
本
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
Ｇ

Ｎ
Ｐ
比
や
人
口
援
助
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
比
な
ど

は
低
い
が
、
開
発
援
助
に
お
け
る
人
口

分
野
の
重
視
が
評
価
さ
れ
、
総
合
評
価

で
は
、
力
国
中
、
位
だ
っ
た
。

１
９
９
４
年
に
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ

た
国
際
人
口
開
発
会
議
で
は
、
人
ロ
や

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
性
と

生
殖
に
か
か
わ
る
健
康
）
関
連
の
活
動

資
金
と
し
て
２
０
０
０
年
ま
で
に
年
間

１
７
０
億
㎡
を
調
達
、
う
ち
発
展
途
上

国
が
３
分
の
２
、
先
進
国
が
３
分
の
１

を
負
担
す
る
と
し
た
行
動
計
画
を
採

択
。
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
０
．
７
％
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

振
り
向
け
る
こ
と
も
合
意
さ
れ
た
。
し

か
し
、
船
年
に
先
進
国
が
支
出
し
た
額

は
訂
億
が
の
目
標
に
対
し
、
加
億
が
と

低
迷
し
て
い
る
。
【
生
長
恵
理
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
｜
・
二
十
七
）

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
（
土
志
田

征
一
理
事
長
）
は
二
十
七
日
、
二
○
二

五
年
ま
で
の
日
本
経
済
を
展
望
す
る
長

期
予
測
を
ま
と
め
た
。
消
費
税
率
の
最

高
一
四
％
ま
で
の
引
き
上
げ
や
企
業
の

収
益
率
の
低
い
設
備
の
大
規
模
な
廃
棄

と
い
っ
た
大
胆
な
構
造
改
革
を
前
提

に
、
一
九
九
五
年
か
ら
二
○
二
五
年
ま

で
の
実
質
経
済
成
長
率
が
平
均
一
・
三

％
で
推
移
す
る
と
試
算
し
た
。
少
子
高

齢
化
に
よ
る
労
働
力
人
口
の
減
少
も
女

性
労
働
力
率
の
上
昇
な
ど
就
業
形
態
の

多
様
化
で
克
服
で
き
る
と
み
て
い
る
。

今
回
の
長
期
予
測
は
日
本
経
済
が
転

函

平均1.3％

成長に

消費税14％で

2025年長期予測

換
期
に
あ
る
と
い
う
認
識
を
も
と
に
、

経
済
構
造
や
企
業
行
動
、
生
活
様
式
な

ど
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
想
定
。
過

去
の
傾
向
の
延
長
で
は
な
く
、
「
提

言
」
の
色
彩
を
強
め
た
。

平
均
一
・
三
％
成
長
の
条
件
の
一
つ

が
財
政
再
建
。
若
年
層
の
負
担
が
重
過

ぎ
ず
、
高
齢
者
の
生
活
も
守
れ
る
よ
う

に
、
基
礎
年
金
と
高
齢
者
介
護
費
用
を

消
費
税
で
賄
う
と
想
定
し
た
。
消
費
税

率
は
二
○
○
三
年
度
か
ら
毎
年
一
％
ず

つ
引
き
上
げ
、
二
○
二
年
度
か
ら
は

一
四
％
の
ま
ま
据
え
置
い
て
社
会
保
険

料
の
引
き
上
げ
を
抑
え
る
。

さ
ら
に
国
際
水
準
に
比
べ
て
突
出
し

て
高
い
公
的
固
定
資
本
形
成
（
公
共
投

【
バ
ン
コ
ク
引
日
Ⅱ
宇
都
宮
尚
志
】

一
昨
年
の
経
済
后
溌
か
ら
よ
う
や
く
明
る

さ
の
兆
し
が
目
星
え
始
め
た
タ
イ
で
、
今
度

は
水
不
足
が
深
刻
化
し
、
「
第
二
の
危
機

到
来
」
と
の
声
が
上
が
り
始
め
て
い
る
。

タ
イ
で
は
経
済
危
機
以
降
、
職
に
あ

ぶ
れ
た
人
た
ち
の
農
業
へ
の
回
帰
が
進

匪藝

タ
イ
で
今
度
は
水
不
足
深
刻
化

コ
メ
生
産
、
経
済
に
打
撃

資
）
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
対

す
る
比
率
を
ほ
ぼ
半
減
さ
れ
る
こ
と
な

ど
で
「
財
政
破
た
ん
を
回
避
で
き
る
」

と
の
前
提
で
試
算
し
た
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
人
口
の

低
下
は
、
二
十
代
後
半
か
ら
三
十
代
前

半
の
女
性
の
労
働
力
率
を
現
在
の
六
○

％
強
か
ら
二
○
二
五
年
ま
で
に
八
○
％

強
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
女
性
の
就
労

促
進
で
対
応
。
短
時
間
就
業
の
増
加
な

ど
と
併
せ
、
一
九
九
五
’
二
○
二
五
年

の
労
働
力
投
入
量
は
年
率
○
・
六
％
減

に
と
ど
ま
る
見
通
し
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
九
・
｜
・
二
十
六
）

み
、
農
業
部
門
が
失
業
者
を
吸
収
す
る

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、
水

不
足
が
タ
イ
の
主
力
品
コ
メ
の
生
産
に

打
撃
を
与
え
、
再
び
失
業
者
の
増
大
に

つ
な
が
る
懸
念
が
出
始
め
た
。
政
府
は

節
水
や
転
作
を
呼
び
か
け
て
い
る
も
の

の
、
効
果
は
さ
ほ
ど
上
が
っ
て
お
ら
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ず
、
住
民
の
間
に
も
不
安
が
次
第
に
広

が
っ
て
い
る
。

タ
イ
の
水
不
足
は
、
昨
年
の
雨
期
に

降
水
量
が
少
な
く
、
ダ
ム
の
貯
水
量
が

激
減
し
た
の
が
原
因
。
現
在
は
乾
期
の

た
め
、
雨
は
ほ
と
ん
ど
降
ら
ず
、
農
村

部
で
は
、
か
ん
が
い
用
水
が
枯
渇
し
、

穀
物
が
し
な
び
た
り
、
土
地
が
ひ
び
割

れ
る
な
ど
の
被
害
も
拡
大
し
て
い
る
。

同
国
北
部
の
主
力
ダ
ム
は
、
九
六
年

の
同
時
期
に
百
四
十
五
億
立
方
腕
だ
っ

た
貯
水
量
が
、
今
年
は
約
四
十
億
立
方

腕
足
ら
ず
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

被
害
は
東
北
部
を
中
心
に
約
五
百
万

人
に
も
及
ぶ
と
も
推
定
さ
れ
、
あ
る
か

ん
き
つ
農
家
は
「
も
う
収
穫
は
絶
望
的

だ
」
と
あ
き
ら
め
顔
で
話
す
。

農
業
省
の
担
当
者
は
、
「
国
の
基
幹

作
物
の
コ
メ
の
備
蓄
す
ら
脅
か
さ
れ
る

事
態
」
と
し
、
農
家
に
多
毛
作
の
制
度

や
、
少
量
の
水
で
す
む
穀
物
栽
培
へ
の

転
作
を
奨
励
し
て
い
る
が
、
転
作
さ
れ

た
の
は
、
目
標
の
三
分
の
一
程
度
に
過

ぎ
な
い
。

一
方
、
農
業
用
水
確
保
の
た
め
に
地

下
水
を
急
速
に
く
み
上
げ
た
た
め
、
道

路
が
陥
没
す
る
被
害
も
多
発
。
川
を
せ

き
止
め
て
水
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
、

上
流
と
下
流
の
住
民
同
士
の
水
争
い
も

４
日
か
ら
咀
日
ま
で
開
か
れ
る
ハ
ー

グ
会
議
は
、
政
府
代
表
、
国
会
議
員
、

起
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
態
は
、
東
北
部
か
ら
中

部
地
域
や
首
都
バ
ン
コ
ク
に
も
拡
大
。

バ
ン
コ
ク
で
は
本
格
的
な
給
水
制
限
を

検
討
し
始
め
た
ほ
か
、
市
内
を
流
れ
る

チ
ャ
オ
プ
ラ
ャ
川
で
は
、
水
量
の
減
少

で
、
海
水
が
逆
流
、
植
物
が
塩
害
で
枯

れ
だ
し
た
。

水
不
足
が
一
段
と
深
刻
化
す
る
の

五劃禰
人
）
帥
印
加
釦
扣
扣
氾
⑩
０
ｎ
ｌ

四
世
紙
、
失
進
国
の
人
ロ
は
安
｛

途
上
国
で
は
人
．
増
加
が
臆
き
ず

日
本
の
姿
勢
に
世
界
の
目

人
ロ
爆
発
防
止
へ
途
上
国
に
援
助
を

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
若
者
代
表
の
４
つ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
構
成
さ
れ
、
約
１
万
４
０
０
０

は
、
猛
暑
に
入
る
数
カ
月
先
と
み
ら
れ

て
い
る
。
雨
期
入
り
は
さ
ら
に
半
年
先

だ
。
影
響
は
農
作
物
ば
か
り
で
な
く
、

失
業
者
の
都
市
へ
の
逆
流
に
も
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。
政
府
は
、
「
タ
イ
は
経

済
危
機
下
で
も
コ
メ
だ
け
は
確
保
で
き

る
」
と
豪
語
し
て
い
た
が
、
そ
の
自
信

も
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
九
・
二
・
一
）

」ヨル

）
れ
、
約
１
万
４
０
０
０

人
が
参
加
す
る
。

こ
の
会
議
の
目
的

は
、
カ
イ
ロ
会
議
で
採

択
さ
れ
た
「
世
界
人
口

行
動
計
画
」
が
そ
の
後

各
国
で
ど
う
進
ん
で
い

る
か
、
検
証
す
る
こ

と
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
議
員
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
討
議
さ

れ
た
内
容
は
８
日
か
ら

始
ま
る
政
府
間
会
議
に

報
告
さ
れ
る
。
そ
の
結

果
は
、
６
月
の
国
連
特
別
総
会
で
報
告

さ
れ
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
続
く
政
府
間

会
議
で
は
、
「
家
族
計
画
を
は
じ
め
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
政
策
の
進
ち
ょ
く
状

況
」
「
男
女
平
等
施
策
の
展
開
と
男
性

の
理
解
と
協
力
」
な
ど
５
つ
の
項
目
を

中
心
に
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

先
進
国
の
途
上
国
へ
の
資
金
的
支
援
の

問
題
だ
。

と
い
う
の
も
、
カ
イ
ロ
会
議
で
決

ま
っ
た
２
０
０
０
年
時
点
で
の
国
際
的

人
口
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
予
算
が
、
十
分

に
確
保
で
き
て
い
な
い
た
め
。
予
算
１

７
０
億
㎡
の
う
ち
先
進
国
が
師
億
が
を

負
担
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
た
が
、

世
界
的
な
経
済
低
迷
で
現
在
約
皿
億
が

と
、
目
標
の
四
分
の
一
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

国
連
人
口
部
の
推
計
で
は
、
世
界
の

人
口
は
今
年
幻
月
に
は
帥
億
人
を
突

破
、
皿
世
紀
半
ば
に
は
約
加
億
人
に
な

る
見
通
し
。
ま
だ
人
口
爆
発
の
危
機
は

去
っ
て
い
な
い
が
、
帥
年
代
初
め
の

五
世
紀
半
ば
に
１
０
０
億
人
突
破
」

と
い
う
推
計
よ
り
は
下
方
修
正
さ
れ
て

い
る
。
途
上
国
を
中
心
に
、
家
族
計
画

105



の
実
行
率
が
高
く
な
っ
た
た
め
、
と
見

ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
先
進
国
の
支
援
が
途

絶
え
る
こ
と
へ
の
懸
念
は
大
き
い
。

「
途
上
国
で
避
妊
サ
ー
ビ
ス
が
削
ら
れ

れ
ば
、
計
画
外
出
産
に
伴
う
乳
幼
児
死

亡
が
約
１
０
０
万
件
増
え
、
反
動
で
出

生
数
は
跳
ね
上
が
る
だ
ろ
う
」
と
、
国

連
人
口
基
金
は
警
告
す
る
。

未
来
へ
の
投
資

こ
の
問
題
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の

は
日
本
の
対
応
だ
。
こ
れ
ま
で
人
口
関

連
の
援
助
で
は
、
弘
年
度
か
ら
４
年
で

皿
億
㎡
を
拠
出
す
る
な
ど
”
大
ス
ポ
ン

サ
ー
“
だ
っ
た
の
が
、
米
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
が
発
表
し

た
、
世
界
の
人
口
問
題
へ
の
先
進
釦
か

国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
貢
献

度
成
績
表
で
は
、
Ａ
か
ら
Ｆ
ま
で
の
ラ

ン
ク
で
日
本
は
Ｃ
マ
イ
ナ
ス
。
Ｏ
Ｄ
Ａ

に
占
め
る
人
口
援
助
比
率
が
０
．
布
％

と
低
い
た
め
で
、
平
均
点
以
下
の
評
価

だ
っ
た
。
ち
な
み
に
Ａ
ラ
ン
ク
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
と
デ
ン
マ
ー
ク
。

ハ
ー
グ
会
議
に
参
加
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
２
０
５
０
」
代
表
の
北
谷
勝
秀
さ
ん

は
、
「
家
族
計
画
な
ど
へ
の
援
助
は
未

来
の
人
類
に
対
す
る
投
資
。
途
上
国
の

厳
し
い
現
状
に
一
刻
の
猶
予
も
な
い

今
、
す
べ
て
の
援
助
の
中
で
最
優
先
す

あ
す
４
日
か
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー

グ
で
、
国
連
主
催
の
「
人
口
に
関
す
る

国
際
会
議
」
が
開
か
れ
る
。
秋
に
は
世

界
人
口
が
帥
億
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る

中
、
１
８
０
以
上
の
国
々
が
集
ま
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
人
口
政
策
が
検
討
さ
れ

る
。
そ
の
中
で
世
界
の
女
性
た
ち
が
集

ま
る
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動
団
体
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
日
本
の
低
用
量

ピ
ル
（
経
口
避
妊
薬
）
解
禁
問
題
が
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。

先
月
鍋
日
夜
、
東
京
・
文
京
区
で
女

性
の
集
会
が
開
か
れ
た
。
集
ま
っ
た
の

は
評
論
家
の
樋
口
恵
子
さ
ん
や
お
茶
の

水
女
子
大
教
授
の
原
ひ
ろ
子
さ
ん
ら
、

「
女
性
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
鉛
」
の

メ
ン
バ
ー
約
印
人
。
昨
年
ｎ
月
、
体
や

健
康
の
問
題
に
関
心
の
あ
る
女
性
約
２

０
０
人
で
結
成
さ
れ
、
ハ
ー
グ
の
「
Ｎ

團

「
ピ
ル
解
禁
」
実
現
を

「
バ
イ
ア
グ
ラ
」
優
先
を
疑
問
視

Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
向
け
て
学
習
会

を
重
ね
て
き
た
。

こ
の
曰
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け
て
の

提
言
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
が
「
日
本
は

国
連
加
盟
国
中
、
唯
一
低
用
量
ピ
ル
を

承
認
し
て
い
な
い
国
。
そ
の
早
急
な
承

認
を
、
日
本
政
府
に
強
く
求
め
て
い
き

ま
す
」
と
い
う
一
文
だ
。

「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
（
地

位
向
上
）
と
そ
の
活
動
へ
の
男
性
の
参

加
促
進
」
「
貧
困
の
撲
滅
」
な
ど
や
や

抽
象
的
な
文
言
の
提
案
に
、
あ
え
て
日

本
の
ピ
ル
事
情
を
加
え
た
の
は
「
海
外
の

反
応
を
み
る
」
の
が
狙
い
だ
と
い
う
。

き
っ
か
け
は
男
性
の
性
的
不
全
治
療

薬
「
バ
イ
ア
グ
ラ
」
の
製
造
販
売
を
先

月
に
厚
生
省
が
承
認
し
た
こ
と
。
申
請

か
ら
ほ
ぼ
半
年
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
承
認

だ
っ
た
。
一
方
、
女
性
に
と
っ
て
確
実

な
避
妊
方
法
と
さ
れ
る
低
用
量
ピ
ル
は

る
よ
う
に
、
市
民
の
立
場
か
ら
提
言
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
’
一
・
三
）

釦
年
の
申
請
以
来
、
ヨ
ン
ド
ー
ム
の

使
用
が
減
っ
て
エ
イ
ズ
が
広
が
る
」
、

「
環
境
ホ
ル
モ
ン
（
内
分
泌
か
く
乱
物
質
）

と
し
て
作
用
す
る
懸
念
が
あ
る
」
な
ど

の
理
由
で
先
送
り
さ
れ
て
き
た
。

女
性
は
後
回
し
？

海
外
の
メ
デ
ィ
ア
の
中
に
は
、
英
Ｂ

Ｂ
Ｃ
の
よ
う
に
、
「
バ
イ
ア
グ
ラ
は

あ
っ
と
い
う
間
に
認
可
さ
れ
た
の
に
、

な
ぜ
ピ
ル
は
だ
め
な
の
か
？
日
本
は

男
性
の
性
生
活
に
は
寛
容
で
、
女
性
の

人
生
設
計
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
避
妊

方
法
は
後
回
し
」
と
い
っ
た
論
調
の
報

道
も
出
は
じ
め
た
。
「
ネ
ッ
ト
」
メ
ン

バ
ー
の
一
人
、
参
議
院
議
員
の
堂
本
暁

子
さ
ん
は
、
ハ
ー
グ
会
議
を
前
に
欧
米

の
記
者
か
ら
、
「
日
本
女
性
は
こ
れ
を

不
公
平
と
思
わ
な
い
の
か
」
と
い
っ
た

質
問
を
よ
く
受
け
る
と
い
う
。

人
口
問
題
に
関
し
て
は
「
人
々
が
自

分
の
体
や
健
康
に
つ
い
て
正
確
な
情
報

を
持
ち
、
子
供
を
産
む
か
産
ま
な
い

か
、
ど
ん
な
避
妊
方
法
を
取
る
か
な
ど

を
選
択
・
決
定
す
る
自
由
を
保
障
す

る
」
と
い
う
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
（
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
／
権
利
ご
と
と
の
考
え
方

が
、
ｎ
世
紀
の
人
口
政
策
の
基
本
概
念
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こゆ－す窓､お－らむ

レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
米
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
長
）
の
地
球
を
読
む

異
例
の
ハ
イ
ペ
ー
ス

一
九
五
○
年
以
降
の
人
口
増
は
、
そ
れ

過
去
半
世
紀
の
間
に
、
世
界
の
人
口
以
前
の
、
わ
れ
わ
れ
の
太
古
の
祖
先
た
ち

は
一
一
倍
以
上
に
な
っ
た
。
一
九
五
○
年
が
最
初
に
足
で
立
っ
た
時
か
ら
の
四
百
万

の
一
一
十
五
億
人
か
ら
増
え
続
け
、
九
八
年
閤
芯
増
｛
加
を
、
上
回
っ
た
の
で
あ
る
。

み
ぞ
う

年
に
は
五
十
九
億
人
に
達
し
た
の
で
あ
｝
」
の
未
蛍
曰
有
の
人
口
急
増
は
、
個
人

る
。
私
と
同
様
に
一
九
五
○
年
以
前
に
消
費
の
上
昇
と
あ
い
ま
っ
て
、
地
球
と

生
ま
れ
た
人
々
は
、
世
界
の
人
口
の
倍
い
う
惑
星
に
、
そ
の
自
然
限
界
を
超
え

増
を
目
撃
す
る
最
初
の
世
代
の
一
員
と
る
要
求
を
押
し
付
け
て
い
る
。
帯
水
層

な
っ
た
。
別
の
言
い
方
を
す
る
な
ら
、
の
維
持
能
力
を
超
え
る
水
需
要
に
よ
っ

男
性
任
せ
の
避
妊

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
ピ
ル
や
、
他

の
国
で
安
全
性
が
証
明
さ
れ
て
い
る
銅

付
加
Ｉ
Ｕ
Ｄ
（
子
宮
内
避
妊
具
）
が
承

認
さ
れ
て
い
な
い
。
「
性
と
健
康
を
考

え
る
女
性
専
門
家
の
会
」
の
調
査
で

と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
拠
年
に
カ

イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
人
ロ
・
開

発
会
議
」
の
「
世
界
人
口
行
動
計
画
」

に
も
盛
り
込
ま
れ
、
特
に
避
妊
法
の
選
択

肢
の
拡
大
は
緊
急
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

囮
増
途
上
国
の
疲
弊
加
速

急
疾
病
、
食
糧
難
…
対
応
に
限
界

も
、
避
妊
の
９
割
が
コ
ン
ド
ー
ム
頼
り

で
、
４
人
に
３
人
が
妊
娠
の
不
安
を
感

じ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
た
。
国
連

の
「
世
界
人
ロ
白
書
」
で
も
、
「
日
本

国
内
の
避
妊
法
に
は
制
約
が
あ
り
、
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
観
点
か

ら
み
て
問
題
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

日
本
の
女
性
か
ら
の
「
告
発
」
が
、

ど
ん
な
国
際
世
論
を
巻
き
起
こ
す
の

か
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
二
・
’
一
一
）

て
、
五
大
陸
の
地
下
水
位
は
低
下
を
続

け
て
い
る
。
魚
介
類
に
対
す
る
わ
れ
わ

れ
の
食
欲
の
増
大
に
伴
い
、
海
洋
漁
業

は
極
度
に
拡
大
さ
れ
、
そ
の
限
界
を
超

え
て
し
ま
っ
た
。
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
漁

業
は
、
わ
れ
わ
れ
に
行
き
場
が
な
い
こ

と
を
教
え
て
い
る
。
地
球
の
温
度
は
上

昇
し
、
わ
れ
わ
れ
に
は
予
測
も
出
来
な

い
気
候
の
変
化
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て

い
る
。
恐
竜
の
消
滅
以
来
、
最
大
規
模

の
動
植
物
の
種
の
絶
滅
の
引
き
金
を
、

わ
れ
わ
れ
は
引
こ
う
と
し
て
い
る
。

最
新
の
国
連
予
測
に
よ
れ
ば
、
世
界

の
人
口
は
、
二
○
○
○
年
の
六
十
一
億

人
か
ら
二
十
八
億
人
増
え
て
、
二
○
五

○
年
に
は
八
十
九
億
人
に
達
す
る
。
こ

の
予
測
さ
れ
る
増
大
分
は
、
す
べ
て
発

展
途
上
諸
国
の
も
の
で
あ
る
ｃ
そ
し

て
、
個
々
の
国
々
の
予
測
人
口
に
は
、

歴
史
上
に
例
が
な
い
ほ
ど
大
き
い
異
差

が
あ
る
。
今
世
紀
の
中
ご
ろ
に
は
、
至

る
所
で
人
口
が
増
加
し
て
い
た
。
現
在

で
は
、
人
口
の
安
定
し
た
国
が
三
十
二

か
国
ほ
ど
あ
る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、

年
率
３
％
か
そ
れ
以
上
で
増
加
が
続
い

て
い
る
諸
国
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
｜
世

紀
の
う
ち
に
人
口
が
二
十
倍
に
な
る
増

え
方
で
あ
る
。

人
口
の
非
増
加
国
グ
ル
ー
プ
は
、
日

本
を
例
外
に
し
て
、
す
べ
て
欧
州
に
あ

る
。
そ
の
す
べ
て
が
先
進
工
業
諸
国
で

あ
る
。
し
か
も
、
ロ
シ
ア
や
日
本
、
ド

イ
ツ
を
含
む
幾
つ
か
の
国
々
の
人
口

は
、
こ
れ
か
ら
半
世
紀
の
う
ち
に
、
幾

分
か
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
例
え
ば
エ
チ

オ
ピ
ア
の
六
千
二
百
万
の
人
口
は
、
二

○
五
○
年
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
三
倍
増

し
、
一
億
六
千
九
百
万
人
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
一
億

四
千
八
百
万
人
か
ら
三
億
四
千
五
百
万

人
に
増
え
、
二
○
五
○
年
ま
で
に
米
国

の
人
口
と
肩
を
並
べ
る
だ
ろ
う
。
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
も
ま
た
、
現
在
の
一
億
二
千

二
百
万
人
か
ら
、
二
○
五
○
年
ま
で
に

二
億
四
千
四
百
万
人
に
増
え
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
五
○
年

の
ア
フ
リ
カ
全
体
の
人
口
を
上
回
る
数

で
あ
る
。
絶
対
数
で
最
も
増
え
る
と
見

ら
れ
る
の
は
イ
ン
ド
で
あ
る
。
二
○
五

○
年
ま
で
に
五
億
人
以
上
を
追
加
し
、

中
国
を
追
い
越
し
て
人
口
最
多
国
に
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

今
世
紀
の
半
ば
に
至
る
ま
で
、
年
率

３
％
の
人
口
増
を
経
験
し
た
国
は
一
つ

も
な
か
っ
た
。
だ
が
、
い
ま
や
何
十
も

の
途
上
諸
国
が
、
こ
の
数
値
に
達
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
数
十
年
に
わ
た
る
急
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速
な
人
口
増
を
経
た
い
ま
、
初
め
て
わ

れ
わ
れ
は
、
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
影
響

の
幾
つ
か
を
分
析
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

３
段
階
の
人
ロ
変
化

各
国
間
の
人
口
増
加
率
の
大
き
な
差

異
を
理
解
す
る
た
め
、
人
口
学
者
た
ち

は
、
近
代
化
の
進
行
に
伴
う
増
加
率
の

時
間
的
変
化
を
示
す
、
三
段
階
の
類
型

モ
デ
ル
を
用
い
る
。
第
一
段
階
で
は
、

高
出
生
率
と
高
死
亡
率
の
結
果
と
し

て
、
ほ
と
ん
ど
、
あ
る
い
は
全
く
、
人

口
は
増
え
な
い
。
第
二
段
階
で
は
、
近

代
化
が
始
ま
る
と
共
に
死
亡
率
は
低
下

す
る
が
、
出
生
率
は
高
い
ま
ま
で
、
急

速
な
人
口
増
に
つ
な
が
る
。
第
三
段
階

で
は
、
出
生
率
が
低
水
準
に
落
ち
て
低

死
亡
率
と
釣
り
合
い
、
再
び
人
口
の
安

定
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
第
一

段
階
よ
り
も
大
き
な
安
寧
と
尊
厳
の
機

会
を
人
々
に
も
た
ら
す
。
ど
の
国
も
、

徐
々
に
第
一
段
階
か
ら
第
三
段
階
へ
と
、

移
行
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

数
十
年
に
わ
た
り
第
二
段
階
に
あ
る

国
々
の
政
府
は
、
一
般
的
に
、
急
速
な

人
口
増
に
よ
っ
て
疲
れ
果
て
、
財
源
が

枯
渇
し
、
事
実
上
の
人
口
問
題
疲
労
を

起
こ
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
学
齢
期
に

達
し
た
児
童
は
常
に
増
え
続
け
て
い

る
。
そ
の
教
育
を
ど
う
す
る
の
か
。
労

働
市
場
に
参
加
す
る
若
い
人
々
の
数
は

膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
雇

用
創
出
を
ど
う
す
る
の
か
。
さ
ら
に

イ
ン
ド
、
人
口
最
多
国
に

人
道
上
の
危
機
招
く

こ
う
し
た
余
り
に
も
多
く
の
圧
力
に

一
度
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
、
指
導

力
や
国
家
予
算
は
、
限
界
ま
で
伸
び

切
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
新
た
な
疾

病
や
水
不
足
、
食
糧
不
足
な
ど
の
脅
威

に
対
し
て
、
政
府
が
効
果
的
に
対
応
で

き
な
い
事
態
が
し
ば
し
ば
発
生
す
る
。

先
進
工
業
諸
国
で
は
日
常
的
に
処
理
さ

れ
て
い
る
問
題
が
、
多
く
の
途
上
諸
国

で
、
全
面
的
な
人
道
上
の
危
機
に
転
化

し
つ
つ
あ
る
。

も
し
、
こ
う
し
た
危
機
へ
の
対
処
を

怠
れ
ば
、
第
一
段
階
に
押
し
戻
さ
れ
る

同
も
出
て
く
る
。
高
度
の
エ
イ
ズ
感
染

雫
亡
持
つ
幾
つ
か
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
も
は
や
将
来
の
仮
定

の
問
題
で
は
な
い
。
先
進
工
業
諸
国

は
、
こ
の
病
気
の
伝
染
を
抑
制
し
、
感

染
率
を
人
口
の
１
％
未
満
に
抑
え
る
こ

と
が
出
来
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ

う
な
圧
力
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
途

は
、
森
林
破
壊
、
洪
水
の
増
加
、
土
壌

の
浸
食
、
地
下
水
位
の
低
下
な
ど
、
急

速
な
人
口
増
加
に
連
関
す
る
様
々
な
環

境
問
題
へ
の
対
処
が
あ
る
。

上
諸
国
の
政
府
に
は
、
と
て
も
出
来
る

相
談
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
国
家
人
口

が
千
百
万
人
の
ジ
ン
バ
ブ
エ
で
は
、
五

百
六
十
万
人
弱
の
成
人
人
口
の
う
ち
、

百
四
十
万
人
以
上
が
エ
イ
ズ
に
感
染
し

て
い
る
。
こ
の
閉
％
と
い
う
成
人
感
染

率
に
よ
っ
て
、
同
国
の
人
口
増
加
は
、

二
○
○
二
年
ま
で
に
停
止
す
る
と
見
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
死
亡
率
の
上
昇
が

高
出
生
率
を
帳
消
し
に
し
て
、
間
も
な

く
人
口
増
加
率
が
ゼ
ロ
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
、
ポ
ッ
ナ
ワ

（
成
人
の
エ
イ
ズ
感
染
率
溺
％
）
、
ナ
ミ

ビ
ア
（
同
加
％
）
、
ザ
ン
ビ
ア
（
同
旧

％
）
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
（
同
咀
％
）
が

あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
成
人
の
ほ
ぼ

十
人
に
一
人
が
現
に
エ
イ
ズ
感
染
し
、

病
気
の
大
流
行
が
手
に
負
え
な
く
な
り

か
け
て
い
る
諸
国
が
あ
る
。
ブ
ル
ン

ジ
、
中
央
ア
フ
リ
カ
、
コ
ン
ゴ
、
コ
ー

ト
ジ
ポ
ワ
ー
ル
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ケ
ニ

ア
、
マ
ラ
ウ
イ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ル

ワ
ン
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

な
ど
で
あ
る
。

不
幸
な
こ
と
に
、
エ
イ
ズ
禍
は
ア
ジ

ア
と
中
南
米
に
も
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
タ
イ
は
、
と
も
に
成
人

人
口
の
２
％
が
感
染
し
て
い
る
。
イ
ン

ド
で
は
、
成
人
人
口
の
１
％
近
く
の
、

推
定
四
百
万
人
が
感
染
し
て
い
る
。
中

南
米
で
は
、
ハ
イ
チ
が
人
口
の
５
％
で

感
染
率
の
ト
ッ
プ
に
あ
る
。
一
方
、
ブ

ラ
ジ
ル
は
成
人
五
十
七
万
人
が
感
染

し
、
絶
対
数
は
最
も
多
い
が
、
感
染
率

は
依
然
と
し
て
１
％
未
満
で
あ
る
。

エ
イ
ズ
は
、
生
命
に
か
か
わ
る
他
の

ほ
と
ん
ど
の
病
気
と
異
な
り
、
若
年
者

や
老
齢
者
よ
り
も
、
農
業
専
門
家
や
技

師
、
教
師
な
ど
、
ま
さ
に
経
済
発
展
に

必
要
な
働
き
盛
り
の
若
い
職
業
人
の
問

に
死
者
が
多
い
。
社
会
の
健
康
度
を
測

る
最
良
の
指
標
は
、
恐
ら
く
平
均
寿
命

だ
ろ
う
。
こ
こ
で
再
び
ジ
ン
バ
ブ
エ
を

例
に
と
れ
ば
、
一
九
九
三
年
の
六
十
一

歳
が
、
二
○
○
○
年
に
は
四
十
九
歳
に

低
下
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
傾
向
が
続
け
ば
、
二
○
一
○

年
に
は
四
十
歳
に
落
ち
る
。
こ
の
主
要

社
会
指
標
の
数
値
が
物
語
る
の
は
、
一
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世
紀
か
そ
れ
以
上
に
相
当
す
る
後
戻

り
、
発
展
の
逆
転
で
あ
る
。

近
年
の
歴
史
に
お
い
て
、
エ
イ
ズ
禍

ほ
ど
多
数
の
生
命
を
奪
う
危
険
の
あ
る

伝
染
病
は
、
他
に
例
が
な
い
。
あ
え
て

前
例
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
十
六
世
紀

の
ア
メ
リ
カ
新
大
陸
に
天
然
痘
が
持
ち

込
ま
れ
た
際
の
先
住
民
の
大
量
死
や
、

十
四
世
紀
の
間
に
欧
州
人
口
の
ほ
ぼ
四

ぜ
ん

分
の
一
を
奪
っ
た
、
腺
ペ
ス
ト
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
容
易
に
制
御
不
能

に
陥
り
か
ね
な
い
状
況
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
土
地
な
い
し
水
の
不
足
、
あ
る
い

は
そ
の
両
者
に
起
因
す
る
、
食
糧
不
足

に
よ
る
生
命
の
危
機
で
あ
る
。

例
え
ば
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
は
、
将
来
人
口
を
養
お
う
と
し

て
、
不
可
能
な
挑
戦
に
直
面
し
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
、
両
国
の
一
人
当
た
り

耕
地
面
積
が
減
少
し
、
生
存
線
以
下
に

落
ち
る
の
は
確
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
パ

キ
ス
タ
ン
の
人
口
は
、
二
○
五
○
年
ま

で
に
三
億
四
千
五
百
万
人
に
達
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

穀
物
畑
の
一
人
当
た
り
面
積
は
、
○
・

○
八
鯵
か
ら
○
・
○
三
鯵
に
減
少
す

る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
十
ヤ
ー
ド

国
際
的
な
非
常
事
態

二
○
五
○
年
ま
で
に
五
億
人
の
増
加

か
ん
が
い

人
口
に
直
面
す
る
イ
ン
ド
は
、
灌
概
用

水
の
急
激
な
減
少
に
対
す
る
必
要
が
あ

る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
に
あ
る
世
界
有
数
の

水
資
源
調
査
機
関
、
国
際
水
管
理
研
究

所
の
デ
ビ
ッ
ド
・
セ
ッ
ク
ラ
ー
所
長

は
、
最
近
の
研
究
の
中
で
、
「
イ
ン
ド

に
お
け
る
帯
水
層
か
ら
の
抽
出
量
は
、

補
充
量
の
二
倍
か
そ
れ
以
上
に
達
す

る
。
か
く
し
て
イ
ン
ド
の
ほ
ぼ
全
域

で
、
新
鮮
な
帯
水
層
の
水
位
は
、
毎
年

一
’
三
脇
の
割
合
で
低
下
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
所
長

は
、
帯
水
層
が
枯
渇
す
る
時
、
そ
れ
が

も
た
ら
す
灌
概
用
水
の
減
少
に
よ
っ

て
、
イ
ン
ド
の
穀
物
収
量
は
妬
％
低
下

し
か
ね
な
い
、
と
推
測
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
土
地
と
水
の
深
刻
な
不
足

は
、
ま
だ
先
の
話
で
あ
る
。
だ
が
、
エ

イ
ズ
禍
は
眼
前
に
あ
る
。
そ
の
実
態
か

ら
目
を
そ
む
け
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ

は
、
並
外
れ
た
規
模
の
、
国
際
的
な
非

常
事
態
で
あ
る
。
来
世
紀
初
頭
の
犠
牲

お
き
に
引
か
れ
た
横
線
の
間
ほ
ど
の
広

さ
で
あ
る
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
穀
物
畑

の
一
人
当
た
り
面
積
の
縮
小
も
、
こ
れ

と
大
差
は
あ
る
ま
い
。

【
バ
ン
コ
ク
７
日
Ⅱ
宮
内
禎
二
タ

イ
で
水
不
足
が
深
刻
化
し
、
コ
メ
の
作

柄
に
影
響
が
出
始
め
た
。
降
水
量
が
少

な
い
う
え
、
政
府
の
警
告
を
無
視
し
て

農
民
が
作
付
け
を
急
拡
大
し
た
こ
と
も

原
因
。
例
年
な
ら
乾
期
に
都
会
へ
出
稼

ぎ
に
出
て
い
た
農
民
が
、
経
済
危
機
に

よ
る
雇
用
悪
化
で
村
に
と
ど
ま
り
乾
期

作
に
走
っ
た
た
め
だ
。
水
不
足
が
続
け

ば
農
民
の
不
満
が
高
ま
り
、
農
村
は
政
情

者
の
数
は
、
今
世
紀
の
第
二
次
世
界
大

戦
の
死
者
数
を
も
上
回
り
か
ね
な
い
。

こ
こ
で
学
ぶ
べ
き
教
訓
は
二
つ
あ

る
。
第
一
に
、
エ
イ
ズ
禍
を
抑
制
す
る

カ
ギ
は
、
そ
れ
が
大
流
行
し
て
手
に
負

え
な
く
な
る
前
に
、
早
い
時
点
で
機
敏

に
抑
え
込
む
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

も
し
人
口
増
加
が
早
期
に
鈍
化
し
な
け

れ
ば
、
人
口
問
題
疲
労
に
打
ち
ひ
し
が

れ
た
政
府
の
数
は
、
さ
ら
に
増
え
る
だ

ろ
う
。
家
族
計
画
と
コ
ン
ド
ー
ム
の
配

布
は
、
出
生
率
抑
制
の
カ
ギ
で
あ
る
と

同
時
に
、
エ
イ
ズ
感
染
の
拡
大
を
抑
制

函

タ
イ
で
水
不
足

Ⅱ
一
雇
用
悪
化
深
刻

不
安
の
震
源
地
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

農
業
・
協
同
組
合
省
に
よ
る
と
、
昨

年
の
タ
イ
の
北
部
、
東
北
部
の
降
水
量

は
前
年
比
一
五
’
一
七
％
減
っ
た
。
そ

れ
で
も
主
要
貯
水
池
の
一
月
の
貯
水
量

は
史
上
最
悪
だ
っ
た
九
四
年
に
比
べ
る

と
二
倍
近
い
。
た
だ
九
四
年
と
違
う
の

は
作
付
け
面
積
の
急
拡
大
。
政
府
が
水

供
給
量
か
ら
算
定
し
た
乾
期
作
の
作
付

け
面
積
の
目
標
は
主
要
二
十
三
県
で
約

す
る
た
め
の
カ
ギ
も
握
っ
て
い
る
。
出

生
率
を
制
限
す
る
同
じ
コ
ン
ド
ー
ム

が
、
こ
の
病
気
の
拡
大
を
も
制
限
す
る

の
で
あ
る
。
（
｝
』
写
百
一
へ
葛
ミ
ミ
ミ
○
円
］
」

葛
ｇ
ｏ
百
○
司
胸
・
）

レ
ス
タ
ー
．
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
Ⅱ
１

９
３
４
年
米
国
生
ま
れ
。
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
大
学
院
卒
。
農
務
省
国
際
農
業
開

発
局
長
を
経
て
Ⅲ
年
、
民
間
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
、
ワ
ー
ル
ド
・
ウ
ォ
ッ
チ
研
究

所
創
設
。（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
二
・
八
）
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三
十
万
鯵
だ
っ
た
が
、
｜
月
末
の
実
際
の

作
付
け
面
積
は
五
十
一
万
鯵
に
達
し
た
。

作
付
け
が
急
拡
大
し
た
背
景
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
へ
の
輸
出
増
に
伴
う

コ
メ
価
格
上
昇
と
都
会
で
の
職
不
足
。

「
経
済
危
機
下
で
高
値
の
コ
メ
生
産
に

走
る
農
家
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
」
と

同
省
の
ナ
リ
ナ
ッ
ト
上
級
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
は
語
る
。

同
省
か
ん
が
い
局
は
先
月
二
十
五
日

か
ら
特
に
深
刻
な
七
県
を
四
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
三
日
間
給
水
し
た
地
区
は
そ

の
後
六
日
間
は
取
水
を
禁
じ
る
給
水

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
を
実
施
し
た
。
だ

が
「
目
の
前
で
苗
が
枯
れ
る
の
を
見
る

ぐ
ら
い
な
ら
逮
捕
さ
れ
て
も
か
ま
わ
な

い
」
と
規
制
破
り
が
横
行
し
て
い
る
。

同
省
の
試
算
に
よ
る
と
、
水
不
足
の

影
響
で
乾
期
作
は
二
百
五
十
万
少
と
前

年
比
四
八
％
減
少
し
、
農
民
の
収
入
も

合
計
で
同
五
八
％
減
の
百
二
十
億
バ
ー

ツ
（
三
百
六
十
億
円
）
に
急
減
す
る
見

通
し
だ
。

中
部
チ
ャ
イ
ナ
ー
ト
県
で
は
井
戸
堀

り
が
ブ
ー
ム
。
河
川
か
ら
の
取
水
は
底

を
つ
き
、
頼
み
は
地
下
水
だ
け
だ
。
サ

ン
カ
ブ
リ
郡
の
自
作
農
ソ
ム
さ
ん

（
腿
）
は
水
不
足
を
予
測
し
農
地
の
三

分
の
一
し
か
コ
メ
を
作
付
け
し
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
水
が
足
り
ず
昨
年
十
二

月
に
井
戸
を
二
本
掘
っ
た
が
、
「
井
戸

の
水
位
が
次
第
に
低
下
し
三
月
に
は
危
機

的
状
況
に
な
る
」
と
あ
き
ら
め
顔
だ
。

か
ん
が
い
施
設
が
整
備
さ
れ
二
期
作

が
で
き
る
よ
に
な
っ
た
の
は
十
七
年

前
。
所
得
は
向
上
し
た
が
、
二
期
作
の

拡
大
で
乾
期
の
水
不
足
も
頻
繁
に
起
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
・
二
・
八
）

１
９
９
４
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議

（
カ
イ
ロ
）
で
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画

の
進
ち
ょ
く
状
況
を
各
国
政
府
代
表
が

討
議
す
る
「
ハ
ー
グ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
国
連
な
ど
主
催
）
が
８
日
、
ハ
ー
グ

市
内
の
オ
ラ
ン
ダ
会
議
場
で
開
幕
し
た
。

開
会
式
で
、
サ
デ
ィ
ク
国
連
人
口
基

金
事
務
局
長
が
「
カ
イ
ロ
会
議
以
降
、

妊
婦
死
亡
率
の
低
下
な
ど
の
成
果
が
み

ら
れ
る
が
、
経
済
危
機
が
社
会
の
変
革

囚証

ハーグ国際

フォーラム

開幕

を
困
難
に
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
人
の

健
康
と
幸
福
の
実
現
の
た
め
に
、
政

界
、
経
済
界
、
地
域
社
会
の
指
導
力
と

相
互
協
力
を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

【
ハ
ー
グ
・
生
長
恵
理
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
二
・
九
）

世
界
の
人
口
問
題
を
討
議
す
る

「
ハ
ー
グ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
国
連
人

口
基
金
主
催
）
の
全
体
会
議
で
９
日
、

ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
夫

人
が
演
説
し
、
１
９
９
４
年
に
国
際
人

口
・
開
発
会
議
（
カ
イ
ロ
）
で
打
ち
出

さ
れ
た
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス

・
ラ
イ
ッ
」
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
と
権
利
）
の
重
要
性
を
訴
え
、
「
女

性
へ
の
教
育
や
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
は
基
本
的
な
権
利
で
あ
り
、
社
会

の
発
展
の
基
礎
と
な
る
。
カ
イ
ロ
で
合

意
さ
れ
た
行
動
計
画
の
実
施
は
、
我
々

■証

ヒラリー夫人

が演説

ハーグ国漂フォーラム

の
責
任
だ
」
と
呼
び
か
け
た
。

【
ハ
ー
グ
・
生
長
恵
理
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
二
。
十
）

【
ソ
ウ
ル
、
曰
Ⅱ
喜
多
由
浩
】
韓
国

の
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
は
十
七
日
、
情
報
当

局
者
の
話
と
し
て
、
北
朝
鮮
の
人
口
が
一

九
九
五
年
か
ら
九
八
年
ま
で
に
、
二
百
五

十
万
’
三
百
万
人
減
少
し
た
と
伝
え
た
。

情
報
当
局
者
が
入
手
し
た
北
朝
鮮
社

会
安
全
省
の
内
部
報
告
書
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
、
食
糧
難
に
よ

る
死
者
が
相
当
数
、
含
ま
れ
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。
北
朝
鮮
の
食
糧
難
に
よ
る

死
者
に
つ
い
て
は
、
韓
国
へ
亡
命
し
た

黄
長
嘩
元
書
記
が
、
九
五
年
以
降
、
百

五
十
万
’
二
百
万
人
が
餓
死
、
病
死
し

た
と
証
言
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
人
口

は
九
六
年
当
時
、
二
千
二
百
万
人
と
い

わ
れ
て
い
た
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
九
・
二
・
十
八
）

函

北で300万人

食料難の死者が

相当数含まれる
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すふお－らむこゆ

鍋
年
度
経
企
庁
調
査
経
済
的
ゆ
と

に
し
た
九
八
年
度
の
国
民
生
活
選
好
度

り
「
な
い
」
卵
％

調
査
を
発
表
し
た
。
バ
ブ
ル
経
済
当
時

経
済
企
画
庁
は
二
十
三
日
、
「
生
活

の
調
査
と
の
比
較
を
試
み
た
の
が
特
徴

の
な
か
の
ゆ
と
り
と
安
心
」
を
テ
ー
マ

で
、
経
済
的
な
ゆ
と
り
が
「
な
い
」
と

園

醜
い
垢
加

扣
０

，
７
白 '１

３０４０

歯歯

''１１
２０３０４０

鯉歯歳

膠
畷
圃
圃
慣
圃
日
騒
鱸
耀
騨
輝
騏
麺
趨
題
麹
麺
切
歯

「
老
後
に
不
安
」
７
割
超
す

「
生
活
…
介
護
…
」
枢
差
別
か
ら
璽
罎

匠
団
団
佃
田
圃
囮
醸
鐇
縄
鐇
麺
如
歳

鋤
１

山
な
ゆ
と
り
が
「
な
い
」
と

答
え
た
人
は
詔
・
９
％
、

老
後
の
不
安
が
「
あ
る
」

と
答
え
た
人
が
両
・
０
％

に
達
し
、
と
も
に
バ
ブ
ル

当
時
の
調
査
よ
り
比
率
が

増
加
し
、
生
活
不
安
が
強

ま
っ
て
い
る
様
子
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
一
方
、

残
業
時
間
の
減
少
や
住
宅

価
格
の
下
落
な
ど
を
理
・
田

に
、
時
間
的
、
空
間
的
ゆ

と
り
が
「
あ
る
」
と
答
え

た
割
合
は
バ
ブ
ル
期
よ
り

も
増
え
て
い
る
。
経
企
庁

は
「
バ
ブ
ル
経
済
時
に
比

べ
て
生
活
面
の
メ
リ
ッ
ト

も
出
て
い
る
」
と
分
析
し

て
い
る
。

バ
ブ
ル
当
時
の
八
九
年

度
の
調
査
で
は
、
訂
・
９

今
月
上
旬
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で

開
か
れ
た
人
口
会
議
「
ハ
ー
グ
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
女
性
が
出
産
や

％
が
経
済
的
ゆ
と
り
が
「
な
い
」
と
し

て
お
り
、
今
回
調
査
は
こ
れ
を
１
ポ
イ

ン
ト
上
回
っ
た
。
こ
の
間
、
｜
人
当
た

り
の
実
質
国
民
所
得
や
一
世
帯
当
た
り

の
可
処
分
所
得
は
５
％
前
後
増
え
て
い

る
が
、
所
得
の
伸
び
率
の
鈍
化
や
失
業

率
の
上
昇
が
大
き
く
影
響
し
た
と
経
企

庁
は
分
析
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
あ
と
ど
の
く
ら
い
所
得
が

あ
れ
ば
ゆ
と
り
が
生
じ
る
か
」
の
質
問

に
対
し
、
平
均
で
二
百
三
十
六
万
八
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
八
九
年
度
調
査
の
百

六
十
七
万
六
千
円
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

老
後
の
不
安
に
つ
い
て
、
総
理
府
が

実
施
し
た
八
六
年
の
調
査
で
は
「
あ

る
」
と
の
回
答
が
妬
・
４
％
だ
っ
た
の

に
対
し
、
今
回
調
査
は
七
割
を
超
え

た
。
不
安
の
内
容
（
複
数
回
答
）
は
、

函
ピ
刑
畷
燗
蕊
巍
鞠
鯛

解
禁
の
求
め
る
動
き
に
弾
み避
妊
を
自
分
で
決
め
る
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
（
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
／
権
利
）
」
の
重
要

「
生
活
費
な
ど
経
済
に
関
す
る
不
安
」

が
亜
・
０
％
（
八
六
年
調
査
配
・
２
％
）

と
十
二
年
間
で
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
ま

た
、
「
健
康
に
関
す
る
不
安
」
は
卯
・
２

％
（
同
調
・
６
％
）
、
「
介
護
に
対
す
る

不
安
」
は
鍋
。
５
％
（
同
８
．
６
％
）
と

い
ず
れ
も
急
増
し
て
お
り
、
年
金
や
医

療
な
ど
社
会
保
障
関
連
の
改
革
に
道
筋

が
見
え
な
い
こ
と
に
よ
る
不
安
が
増
大

し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
時
間
的
ゆ
と
り
は
、
「
あ

る
」
が
八
九
年
度
の
別
・
１
％
か
ら
釦
．

３
％
へ
、
空
間
的
ゆ
と
り
も
「
あ
る
」

が
同
閉
・
４
％
か
ら
船
・
８
％
へ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
６
．
２
ポ
イ
ン
ト
、
８
．
４
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
二
・
二
十
四
）
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の
余
勢
を
か
っ
て
ピ
ル
解
禁
を
求
め
る

貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
、
旦
午
が
長
ら
く

Ｏ
）
、
若
者
、
政
府
代
表
団
の
四
つ
の

国
連
な
ど
が
主
催
し
た
今
回
の
人
口
会

議
は
、
国
丞
至
瞥
具
非
政
府
哩
磁
関
（
Ｎ
Ｇ

Ⅱ■ロ■

ﾛ■ロ■

畠
山
洋
子
さ
ん
は
語
っ
た
。

￣

厄
た
ら
急
に
会
場
が
ザ
ワ
ザ
ワ
し
始

刀
を
認
可
し
て
お
ら
ず
、
か
た
や
男
性

｝
性
的
不
全
治
療
薬
「
バ
イ
ァ
グ
ラ
」
を

Ｔ
請
後
わ
ず
か
半
年
で
認
可
し
た
こ
と

」
紹
介
し
た
。
反
響
は
大
き
く
「
翌
日

》
い
ろ
い
ろ
な
国
の
参
加
者
か
ら
質
問

が
強
調
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
各
国
の

心
を
集
め
た
の
が
、
日
本
が
低
容
量

ル
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
。
会
議
に

加
し
た
女
性
た
ち
の
間
に
は
、
会
議

き
が
強
ま
っ
て
い
る
。

「
ア
ン
ピ
リ
ー
バ
“
フ
ル
」

「
そ
れ
ま
で
各
国
の
ス
ピ
ー
チ
が
た

た
ん
と
進
ん
で
い
た
の
に
、
私
が
発

た
。
『
ア
ン
ビ
リ
ー
バ
ブ
ル
（
信
じ

れ
な
い
）
』
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ

」
。
今
月
二
十
三
日
、
市
民
グ
ル
ー

「
女
性
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
」

煙
ロ
恵
子
代
表
）
が
東
京
都
内
で
開

た
「
ハ
ー
グ
会
議
帰
国
報
告
会
」

、
会
議
に
参
加
し
た
参
院
議
員
の
小

オ
ー
ラ
ム
を
開
催
尼
公
畠
山
さ
ん
は
議

責
め
に
あ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

一
緒
に
参
加
し
た
参
院
議
員
の
堂
本

暁
子
さ
ん
は
「
ピ
ル
を
認
め
て
い
な
い

の
は
国
連
加
盟
国
の
中
で
日
本
だ
け
。

な
ぜ
日
本
の
女
性
は
確
か
な
避
妊
法
を

選
択
で
き
ず
、
男
性
だ
け
に
頼
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
は
差
別
で

は
な
い
の
か
と
不
思
議
が
る
人
が
多

か
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。
期
間
中
、
オ

ラ
ン
ダ
、
英
国
、
米
国
な
ど
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
が
こ
の
件
を
と
り
上
げ
、
日
本

政
府
代
表
団
も
質
問
を
受
け
た
。

今
回
、
日
本
の
ピ
ル
解
禁
問
題
に
関

心
が
集
ま
っ
た
の
は
、
会
議
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」

で
あ
っ
た
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。

ハ
ー
グ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
一
九

九
四
年
、
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
開
発
会

議
で
合
意
さ
れ
た
行
動
計
画
を
各
国
が

ど
れ
だ
け
実
行
し
て
い
る
か
検
証
す
る

の
が
目
的
。
そ
の
行
動
計
画
の
中
で

は
、
従
来
の
人
口
政
策
を
見
直
し
、
子

ど
も
を
産
む
女
性
の
立
場
か
ら
、
望
ま

な
い
妊
娠
を
い
か
に
減
ら
す
か
と
い
う

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

ハ
ー
グ
で
は
、
こ
の
五
年
間
で
途
上

国
に
お
い
て
避
妊
教
育
な
ど
が
着
実
に

進
展
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
米
国

な
ど
先
進
国
か
ら
は
、
避
妊
を
し
な

か
つ
た
場
合
に
後
で
特
殊
な
ピ
ル
を
服

用
す
る
緊
急
避
妊
法
の
利
用
も
急
速
に

増
え
て
い
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

若
者
も
活
発
な
議
論

ま
た
今
回
は
十
六
歳
以
上
二
十
九
歳

以
下
の
男
女
に
よ
る
「
ユ
ー
ス
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
企
画
さ
れ
、
約
百
三

十
人
が
活
発
に
討
論
。
そ
の
中
で
若
者

た
ち
は
自
分
た
ち
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
を
尊
重
す
る
人
口
政
策
を

進
め
る
よ
う
に
主
張
し
た
。
そ
ん
な
流

れ
の
中
で
、
日
本
が
ピ
ル
を
認
め
て
い

な
い
こ
と
が
極
め
て
異
質
に
受
け
と
め

ら
れ
た
よ
う
だ
。

｜
こ
れ
は
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な

か
っ
た
」
と
補
足
す
る
の
は
小
宮
山
さ

ん
。
途
上
国
で
日
本
か
ら
資
金
援
助
を

受
け
て
避
妊
教
育
な
ど
を
進
め
て
い
る

場
合
に
、
ピ
ル
の
普
及
を
積
極
的
に
促

進
で
き
な
い
一
面
が
あ
る
た
め
だ
。

厚
生
省
が
ピ
ル
の
認
可
に
二
の
足
を

踏
ん
で
い
る
の
は
、
様
々
な
理
由
が
あ

る
。
九
○
年
に
申
請
が
あ
っ
た
際
に

は
、
仮
に
認
可
し
た
ら
コ
ン
ド
ー
ム
の

使
用
が
減
っ
て
、
エ
イ
ズ
に
無
防
備
に

な
る
と
い
う
理
由
で
先
送
り
し
た
。
昨

年
は
、
ピ
ル
に
含
ま
れ
る
啄
竝
か
内
分
泌

か
く
乱
化
学
物
質
（
環
境
ホ
ル
モ
ン
）
に

な
る
疑
い
が
あ
る
と
い
う
判
断
か
ら
や

は
り
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
さ
な
か
っ
た
。

バ
イ
ア
グ
ラ
を
す
ぐ
に
認
可
し
た
こ

と
に
つ
い
て
も
、
厚
生
省
は
「
バ
イ
ァ

グ
ラ
に
限
ら
ず
病
気
の
人
に
投
与
す
る

治
療
薬
は
最
近
、
認
可
ま
で
の
期
間
が

短
い
。
だ
が
、
そ
れ
と
健
康
な
人
が
服

用
す
る
ピ
ル
と
を
簡
単
に
比
べ
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
反
論
し
て
い
る
。

厚
生
省
、
来
月
に
審
議

こ
れ
に
対
し
て
、
女
性
団
体
な
ど
は

海
外
か
ら
注
目
さ
れ
始
め
た
こ
と
を
追

い
風
に
、
ハ
ー
グ
会
議
以
降
、
認
可
を

求
め
る
運
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
二

十
三
日
に
は
超
党
派
の
議
員
で
つ
く
る

「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
」
（
中
山

太
郎
会
長
）
や
「
女
性
と
健
康
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
的
」
、
「
性
と
健
康
を
考
え
る
女

性
専
門
家
の
会
」
（
堀
口
雅
子
会
長
）

な
ど
が
参
議
院
議
員
会
館
で
厚
生
省
側

に
認
可
を
迫
っ
た
。
厚
生
省
は
来
月
三

日
か
ら
中
央
薬
事
審
議
会
（
厚
相
の
諮

問
機
関
）
で
ピ
ル
を
認
可
す
る
べ
き
か

ど
う
か
審
議
す
る
旨
を
伝
え
た
。

女
性
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
は

三
日
ま
で
に
厚
生
大
臣
に
ピ
ル
解
禁
を

陳
情
す
る
考
え
。
人
口
会
議
が
思
わ
ぬ

き
っ
か
け
と
な
り
、
論
争
が
再
び
熱
を

1１０
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審
議
会
で
厚
生
省

「
手
続
き
進
め
た
い
」

経
口
避
妊
薬
の
低
用
量
ピ
ル
、
い
よ

い
よ
承
認
か
ｌ
・
厚
生
省
が
「
三
日

の
中
央
薬
事
審
議
会
の
部
会
で
道
筋
を

つ
け
た
い
」
と
、
前
向
き
の
姿
勢
を
示

し
て
い
る
。
先
月
末
、
女
性
団
体
な
ど

が
開
い
た
説
明
会
で
、
同
省
が
明
ら
か

に
し
た
。
性
的
不
能
治
療
薬
バ
イ
ア
グ

ラ
が
先
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
女
性

た
ち
の
間
に
不
満
が
高
ま
っ
た
こ
と
に

加
え
、
先
月
、
世
界
の
人
口
に
つ
い
て

協
議
し
た
ハ
ー
グ
会
議
で
も
注
目
さ
れ
、

帯
び
て
き
た
。

回
ハ
ー
グ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

今
年
六
月
末
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開

か
れ
る
国
連
開
発
特
別
総
会
に
向
け
た

準
備
会
合
。
六
月
の
総
会
は
、
九
四
年

に
カ
イ
ロ
で
開
催
し
た
「
国
際
人
口
開

発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
」
を
受
け
、
当

時
ま
と
め
た
行
動
計
画
の
五
年
後
の
進

ち
ょ
く
状
況
を
検
証
す
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
」
と
も
呼
ば
れ

囮

ピ
ル
承
認
へ
外
か
ら
後
押
し

篝
議
会
で
厚
生
省
Ｉ

ハ
ー
グ
会
議
で
注
目
集
め
る

先
月
二
十
三
日
、
東
京
・
永
田
町
の

参
議
院
議
員
会
館
。
「
国
際
人
ロ
問
題

議
員
懇
談
会
・
女
性
問
題
部
会
」
の
議

員
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
八
団
体
が
、
低
用
量

ピ
ル
審
議
の
経
過
に
つ
い
て
厚
生
省
に

説
明
を
求
め
る
会
合
を
開
い
た
。

同
省
の
平
井
俊
樹
課
長
は
、
’
九
九

○
年
に
九
社
か
ら
十
六
品
目
の
承
認
申

請
を
受
け
、
安
全
性
の
検
査
は
終
わ
っ

て
い
る
が
、
性
感
染
症
や
環
境
ホ
ル
モ

日
本
の
冊
室
靭
亡
縫
屈
叫
し
し
た
形
だ
。

て
い
る
。

今
回
の
政
府
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

女
性
の
立
場
を
配
慮
し
た
人
口
抑
制
政

策
が
多
く
の
国
で
進
展
し
て
い
る
と
評

価
し
、
そ
の
一
方
で
経
済
停
滞
か
ら
先

進
国
の
資
金
援
助
が
不
十
分
に
な
っ
て

い
る
と
の
報
告
書
を
採
択
し
た
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
九
・
二
・
二
十
七
）

ン
の
問
題
で
審
議
が
続
い
て
き
た
経
過

を
説
明
。
環
境
団
体
か
ら
承
認
に
反
対

す
る
意
見
書
が
出
て
い
る
こ
と
も
紹
介

し
、
尺
イ
ア
グ
ラ
と
違
い
、
健
康
な

人
が
飲
む
薬
な
の
で
慎
重
に
審
議
し
て

い
る
。
今
後
の
情
報
提
供
を
ど
う
す
る

か
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話

し
た
。
そ
の
う
え
で
、
「
世
論
は
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
承
認
の
手
続
き
を

進
め
て
い
き
た
い
一
と
話
し
た
。

主
催
し
た
各
団
体
の
代
表
者
か
ら

は
、
「
世
界
中
で
ピ
ル
ほ
ど
医
学
的
に

検
討
さ
れ
た
薬
は
な
い
。
海
外
か
ら
ピ

ル
が
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
て
も
、

日
本
で
認
可
さ
れ
て
い
な
い
と
援
助
し

に
く
い
」
（
日
本
家
族
計
画
協
会
）
、

｜
子
宮
内
膜
症
で
中
用
量
ピ
ル
を
常
用

し
て
い
る
患
者
に
と
っ
て
、
低
用
量
は

ぜ
ひ
必
要
」
（
日
本
子
宮
内
膜
症
協

会
）
な
ど
、
早
期
承
認
を
望
む
声
が
あ

が
っ
た
。
ま
た
、
「
処
方
の
際
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
意
味
の
な
い
内
診
を

義
務
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
決
定

の
場
に
女
性
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
（
性
と

健
康
を
考
え
る
女
性
専
門
家
の
会
）
、

「
女
性
の
具
体
的
な
相
談
の
場
を
作
っ
て

ほ
し
い
」
（
日
本
家
族
計
画
連
盟
）
な

ど
、
承
認
後
を
見
据
え
た
意
見
も
目

立
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
や
米
国
な
ど
海
外
で
は
、

日
本
の
バ
イ
ァ
グ
ラ
早
期
承
認
と
低
用

量
ピ
ル
の
不
承
認
が
対
比
さ
れ
、
「
女

性
の
性
を
縛
る
二
重
基
準
（
男
性
と
女

性
に
異
な
る
基
準
を
設
け
る
こ
と
）
」

と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
る
。

各
国
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
世
界
人
□
を

考
え
る
ハ
ー
グ
会
議
で
も
、
日
本
の
低
用

量
ピ
ル
の
不
承
認
が
話
題
に
な
っ
た
。

同
日
、
東
京
都
文
京
区
で
あ
っ
た

ハ
ー
グ
会
議
の
報
告
会
で
、
参
議
院
議

員
の
小
宮
山
洋
子
さ
ん
は
、
国
際
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
反
応
を
紹
介
し
た
。

外
国
の
議
員
か
ら
は
「
な
ぜ
」
と
質
問

が
相
次
ぎ
、
｜
女
性
に
と
っ
て
一
番
確

か
な
避
妊
法
を
選
択
で
き
な
い
な
ん

て
、
理
解
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
と

い
う
Ｃ

か
な
が
わ
女
性
会
議
代
表
の
房
野
桂

さ
ん
も
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
日

本
の
中
絶
件
数
が
年
間
三
十
万
件
を
超

え
て
い
る
現
状
を
訴
え
、
「
海
外
で

は
、
妊
娠
の
危
険
を
感
じ
た
後
に
実
施

す
る
緊
急
避
妊
法
が
論
じ
ら
れ
て
い
る

の
に
、
日
本
で
は
低
用
量
ピ
ル
も
承
認

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
だ
ま
だ
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
」
と
話
し
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
三
・
｜
｜
｜
）
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現
行
の
農
業
基
本
法
を
三
十
年
ぶ
り

に
抜
本
改
正
す
る
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
案
の
内
容
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
。

国
の
農
業
施
策
に
つ
い
て
、
食
糧
の
安

定
供
給
の
確
保
な
ど
四
点
を
基
本
理
念

に
掲
げ
た
。
基
本
施
策
と
し
て
初
め

て
、
食
糧
自
給
率
の
目
標
設
定
や
食
糧

安
全
保
障
、
農
業
経
営
の
法
人
化
推

進
、
農
産
物
価
格
へ
の
需
給
の
反
映
、

平
地
以
外
で
農
業
経
営
の
採
算
の
と
り

に
く
い
中
山
間
地
域
の
支
援
を
盛
り
込

ん
だ
。
農
水
省
は
与
党
な
ど
の
最
終
確

認
を
経
て
、
来
週
初
め
に
国
会
に
提
出

し
、
今
国
会
中
の
成
立
を
目
指
す
。

法
案
は
四
章
四
十
三
条
か
ら
な
る
。

全
体
と
し
て
市
場
原
理
を
導
入
し
、
国

内
農
業
の
効
率
化
を
図
ろ
半
面
、
食
糧

の
安
定
供
給
な
ど
、
広
く
国
民
的
な
立

場
か
ら
国
内
農
業
に
対
す
る
施
策
を
意

味
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

農
業
物
価
格
に
「
需
給
事
情
及
び
品

質
評
価
を
適
切
に
反
映
」
さ
せ
る
と
い

う
規
定
は
、
価
格
支
持
政
策
を
排
す
る

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
農
業
協

醒題
食
糧
安
保
を
明
文
化

新
農
業
基
本
法
案
固
ま
る

定
に
沿
っ
た
内
容
に
な
る
。
一
方
、
市

場
原
理
が
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
、
農
業
者
一
般
に
つ
い
て
価

格
変
動
に
よ
る
収
入
減
を
「
緩
和
す
る

た
め
に
必
要
な
施
策
」
を
、
農
業
経
営

自
体
の
存
立
が
一
層
難
し
く
な
る
中
山

問
地
域
の
農
業
者
に
は
「
生
産
条
件
に

関
す
る
不
利
を
補
正
す
る
た
め
の
支

援
」
を
と
る
と
明
示
し
た
。

基
本
理
念
は
①
食
糧
の
安
定
供
給
の

確
保
②
農
業
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
③

農
業
の
持
続
的
な
発
展
④
農
村
の
振

興
。
政
府
は
基
本
理
念
に
沿
っ
て
五
年

ご
と
に
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

を
定
め
、
そ
の
中
で
食
糧
自
給
率
を
引
き

上
げ
目
標
の
具
体
的
な
数
値
を
示
す
。

一
九
六
一
年
に
制
定
さ
れ
た
現
行
基

本
法
は
、
基
本
理
念
に
当
た
る
政
策
目

標
と
し
て
①
農
業
と
他
産
業
と
の
生
産

性
格
差
の
是
正
②
農
業
者
と
他
産
業
従

事
者
の
生
活
水
準
の
均
衡
を
掲
げ
て
い

る
。
施
策
と
し
て
は
、
輸
入
農
産
物
と

の
競
合
を
避
け
る
「
農
業
生
産
の
選
択

的
拡
大
」
、
農
産
物
価
格
の
安
定
（
価

格
支
持
政
策
）
、
経
営
規
模
の
拡
大
な

ど
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
経
営
主
体

に
つ
い
て
は
家
族
農
業
経
営
の
近
代

化
、
自
立
経
営
化
を
う
た
い
、
法
人
化

に
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。

農
水
省
は
新
基
本
法
を
て
こ
に
、
予

算
措
置
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
い
る
中

が
六
年
間
で
約
二
百
万
人
も
減
少
し
た

減
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
．
経
済
混
乱
と

囮》胸銅繍一織硬嚇繍
【
モ
ス
ク
ワ
２
日
Ⅱ
共
同
】
｜
日
の
口
は
、
今
年
一
月
一
日
現
在
で
一
億
四

イ
ン
タ
フ
ァ
ク
ス
通
信
に
よ
る
と
、
ロ
千
六
百
三
十
三
万
八
千
人
と
な
っ
た
。

シ
ア
国
家
統
計
委
員
会
は
、
国
の
人
口
（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
・
’
一
一
・
三
）

四中騨繊臓燗駅鷆鮒騏鯆墹
早
け
れ
ば
秋
に
も
、
医
師
の
処
方
で

低
用
量
ピ
ル
（
経
口
避
妊
薬
）
が
使
え

る
よ
う
に
な
る
。
中
央
薬
事
審
議
会

（
厚
相
の
諮
問
機
関
）
の
常
任
部
会
が

三
日
開
か
れ
、
ピ
ル
に
つ
い
て
の
実
質

、
〃
、
Ｐ
Ｌ
Ｊ
Ｌ
Ｊ
１
ｆ
Ｊ
５
ｐ
ｈ
Ｐ
■
β
、
□
、
■

山
間
地
域
農
業
に
対
す
る
直
接
支
払
い

制
度
（
補
助
金
）
や
、
株
式
会
社
の
農

地
取
得
の
一
部
解
禁
、
麦
、
大
豆
、
乳

製
品
な
ど
の
価
格
支
持
制
度
廃
止
を
進

め
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
三
・
｜
｜
）

的
な
審
議
を
終
え
、
六
月
に
開
か
れ
る

同
部
会
で
承
認
が
決
ま
る
見
通
し
と

な
っ
た
。
承
認
申
請
が
出
さ
れ
て
か
ら

九
年
。
安
全
性
、
有
効
性
の
確
認
後

も
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
感

Ｉ
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すふお－らむこゆ

申
請
か
ら
９
年

日
本
は
、
世
界
の
先
進
国
で
唯
一
、

ピ
ル
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
国
だ
。
ピ

ル
の
承
認
は
女
性
に
と
っ
て
避
妊
の
選

択
肢
が
増
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

常
任
部
会
は
こ
の
日
、
ピ
ル
の
環
境

ホ
ル
モ
ン
と
し
て
の
評
価
と
性
感
染
症

ま
ん
延
防
止
対
策
に
つ
い
て
審
議
。
服

用
し
た
女
性
か
ら
排
せ
つ
さ
れ
る
ホ
ル

モ
ン
の
量
は
、
服
用
し
て
い
な
い
女
性

か
ら
の
量
と
同
程
度
で
、
現
段
階
で
は

環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
ピ
ル
だ
け

を
問
題
と
す
る
必
要
は
な
い
と
の
結
論

を
出
し
た
。

さ
ら
に
、
常
任
部
会
は
、
ピ
ル
が
性

感
染
症
を
防
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、

感
染
防
止
に
は
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
が

有
効
で
あ
る
こ
と
を
、
添
付
文
書
や
医

師
、
服
用
者
向
け
の
資
料
で
注
意
喚
起

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
必
要
が
あ
れ

ば
、
性
感
染
症
の
検
査
を
す
す
め
る
こ

と
も
記
載
す
る
。
具
体
的
な
添
付
文
書

な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
、
こ
の
日
に
結

論
を
出
す
こ
と
は
見
送
ら
れ
た
。

染
の
拡
大
懸
念
や
内
分
泌
か
く
乱
化
学

物
質
（
環
境
ホ
ル
モ
ン
）
の
議
論
が
出

て
、
先
送
り
さ
れ
て
き
た
が
、
よ
う
や

く
終
止
符
が
打
た
れ
る
。

低
用
量
経
ロ
避
妊
薬

黄
体
ホ
ル
モ
ン
と
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
の

二
種
類
の
合
成
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
配
合

さ
れ
て
い
る
。
毎
日
一
個
の
錠
剤
を
飲

む
と
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
で
排
卵

が
抑
制
さ
れ
、
避
妊
の
効
果
が
あ
る
。

規
則
正
し
く
飲
め
ば
、
九
五
％
は
避
妊

で
き
る
と
い
う
。
海
外
で
は
一
九
六
○

年
代
に
認
可
さ
れ
た
後
、
広
く
使
わ
れ

て
き
た
。
低
用
量
ピ
ル
は
開
発
当
初
か

ら
比
べ
る
と
含
ま
れ
る
ホ
ル
モ
ン
量
は

二
分
の
一
か
ら
五
分
の
一
ま
で
少
な
く

低
用
量
ピ
ル
は
、
一
九
八
六
年
に
厚

生
省
の
研
究
班
が
臨
床
試
験
を
認
め
る

報
告
書
を
ま
と
め
、
翌
年
か
ら
約
五
千

人
の
女
性
が
協
力
し
て
臨
床
試
験
が
行

わ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
九
○
年
以

降
九
社
十
六
品
目
の
承
認
申
請
が
出
て

い
た
。

し
か
し
、
九
二
年
に
は
、
ピ
ル
承
認

は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
拡
大
を
招
く
な
ど
公

衆
衛
生
上
の
不
安
が
あ
る
と
し
て
、
常

任
部
会
の
審
議
が
突
然
中
断
さ
れ
た
。

常
任
部
会
の
下
部
組
織
で
あ
る
調
査
会

が
「
医
薬
品
と
し
て
の
有
効
性
と
安
全

性
が
確
認
さ
れ
た
」
と
の
報
告
書
を
ま

と
め
た
の
が
九
七
年
二
月
、
同
年
十
二
月

か
ら
は
常
任
部
会
で
審
議
さ
れ
て
い
た
。

厚
生
省
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
は
今
年
六
月
を
め
ど
に
、
少

子
化
対
策
に
役
立
つ
情
報
を
集
め
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
試
験
運
用
を
開
始
す

る
。
子
ど
も
の
将
来
推
計
人
口
が
市
町

村
単
位
で
分
か
る
よ
う
に
す
る
の
が
目

玉
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
だ

れ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
少

子
化
に
関
す
る
研
究
論
文
や
全
国
の
自

治
体
の
取
り
組
み
事
例
な
ど
も
収
録
さ

れ
る
見
込
み
で
、
保
育
所
の
整
備
な
ど

多
く
の
課
題
を
抱
え
る
市
町
村
に
と
っ

て
、
貴
重
な
情
報
源
と
な
り
そ
う
だ
。

厚
生
省
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
に

乗
り
出
し
た
の
は
、
少
子
化
対
策
を
検

討
し
て
い
る
市
町
村
か
ら
「
将
来
人
口

を
独
自
に
推
計
す
る
の
が
難
し
く
、
保

育
需
要
な
ど
中
長
期
的
な
見
通
し
が
立

て
ら
れ
な
い
」
と
の
声
が
相
次
い
で
寄

な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
月
経
困
難

症
な
ど
の
治
療
に
ホ
ル
モ
ン
含
有
量
が

多
い
中
・
高
用
量
ピ
ル
が
承
認
さ
れ
て

い
る
が
、
約
二
十
万
人
の
女
性
が
副
作

四

市
町
村
単
位
で
少
子
化
を
推
計

保
育
璽
祷
な
ど
参
考
農
笙
省
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

せ
ら
れ
た
た
め
・

同
研
究
所
が
五
年
ご
と
に
発
表
し
て

い
る
「
日
本
の
将
来
推
計
人
目
は
、

国
勢
調
査
や
人
口
動
態
統
計
な
ど
を
も

と
に
、
晩
婚
化
傾
向
や
学
歴
、
都
道
府

県
間
の
人
口
移
動
な
ど
も
考
慮
し
た
上

で
、
年
齢
区
分
別
か
ら
都
道
府
県
別
ま

で
将
来
推
計
値
を
公
表
し
て
い
る
。
し

か
し
「
同
水
準
の
厳
密
さ
を
確
保
で
き

な
い
」
と
し
て
市
町
村
単
位
の
推
計
ま

で
は
行
っ
て
い
な
い
。

今
回
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
に
当
た

り
同
研
究
所
は
、
晩
婚
化
や
学
歴
な
ど

は
考
慮
せ
ず
、
国
勢
調
査
な
ど
基
礎
的

な
情
報
を
も
と
に
、
「
や
や
精
度
は
落
ち

る
が
、
簡
単
に
市
町
村
別
の
将
来
推
計
人

口
が
出
せ
る
ソ
フ
ト
」
を
目
指
し
た
。

実
際
の
運
用
で
は
、
利
用
者
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
接
続
し
て
市
町
村
名
を

用
を
気
に
し
な
が
ら
避
妊
の
た
め
に
服

用
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
三
・
四
）
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入
力
す
れ
ば
、
十
年
後
、
二
十
年
後
な

ど
将
来
の
子
ど
も
の
推
計
人
口
な
ど
が

出
て
く
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
。
厚
生

省
は
「
こ
う
し
た
中
長
期
的
な
デ
ー
タ

を
参
考
に
す
れ
ば
、
市
町
村
が
保
育
所

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備

計
画
を
、
よ
り
効
率
的
に
作
れ
る
よ
う

人
口
、
食
糧
、
環
境
の
相
互
関
係
は

２
月
の
「
ハ
ー
グ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
国
連
人
口
基
金
な
ど
主
催
）
で
も
論

議
さ
れ
た
。
四
つ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
分

か
れ
、
１
９
９
４
年
に
カ
イ
ロ
で
開
か

れ
た
国
際
人
口
開
発
会
議
（
カ
イ
ロ
会

議
）
で
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画
の
進

ち
ょ
く
状
況
を
検
証
し
た
。
９
日
間
の

討
議
の
論
点
を
ま
と
め
て
み
た
。

カ
イ
ロ
行
動
計
画
の
最
大
の
課
題
は

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
ィ

ッ
」
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権

利
）
の
尊
重
と
具
体
化
。
こ
れ
は
人
々

が
子
供
を
持
つ
か
持
た
な
い
か
、
い
つ

持
つ
か
、
何
人
待
つ
か
を
決
め
る
自
由

を
持
ち
雨
女
性
が
安
全
に
妊
娠
・
出
産

三國

ハ
ー
グ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
着
実
に
権
利
拡
大

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
４
％
拠
出
を
提
一
一
一
一
目

に
な
る
」
と
期
待
し
て
い
る
。

同
研
究
所
は
、
各
自
治
体
の
少
子
化

へ
の
取
り
組
み
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査

し
た
上
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
参
考
と

し
て
盛
り
込
む
考
え
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
九
・
三
・
十
一
一
）

で
き
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
。

国
連
人
口
基
金
の
調
査
に
よ
る
と
、

弱
力
国
が
こ
の
５
年
間
に
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
に
関
す
る
法

律
を
制
定
し
、
政
策
を
実
施
し
た
。
例

え
ば
、
ガ
ー
ナ
は
結
婚
最
低
年
齢
を
皿

歳
か
ら
旧
歳
に
引
き
上
げ
た
。
カ
イ
ロ

会
議
で
は
ア
フ
リ
カ
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
女
性
の
性
器
切
除
が
非
難
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
、
ア
フ
リ
カ
と
欧
米
の
、

力
国
以
上
が
こ
れ
を
禁
止
す
る
法
律
を

設
け
た
。

ま
た
、
南
ア
フ
リ
カ
は
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
の
保
障
を
憲

法
に
盛
り
込
み
、
中
絶
髪
晃
作
じ
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
カ
ー
ン
財
団
の

ロ
ク
サ
ナ
・
コ
ン
ド
カ
ー
事
務
局
長
は

「
議
会
に
女
性
議
員
の
定
数
が
設
け
ら

れ
、
全
国
４
５
０
０
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
選
出
さ
れ
た
１
万
４
０
０
０

人
の
女
性
議
員
が
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
関
連
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
女
性
向
け
の
少
額
融

資
も
始
め
た
。
政
府
は
女
性
の
能
力
向
上

に
力
を
入
れ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
た
。

家
族
計
画
の
推
進
は
カ
イ
ロ
行
動
計

画
の
中
心
テ
ー
マ
だ
。
ケ
ニ
ア
の
ス
ム

ベ
イ
オ
計
画
開
発
副
大
臣
は
「
家
族
計

画
の
情
報
や
広
報
の
充
実
、
人
材
養
成

な
ど
に
努
め
た
結
果
、
既
婚
女
性
の
避

妊
実
行
率
は
朗
年
の
羽
％
か
ら
朗
年
の

羽
％
に
上
昇
し
た
。
人
口
増
加
率
も
低

下
し
て
い
る
」
と
報
告
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
カ
イ
ロ
会
議
後
、

数
値
目
標
を
掲
げ
て
進
め
て
い
た
人
口

政
策
を
、
包
括
的
な
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
の
尊
重
へ
と
転
換
さ
せ
、
定

着
を
図
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
師
年
夏

か
ら
東
南
ア
ジ
ア
を
襲
っ
た
通
貨
危
機

に
よ
り
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
人

口
省
の
シ
ス
ワ
ン
ト
・
ウ
ィ
ロ
ポ
さ
ん

は
「
輸
入
品
の
避
妊
具
は
２
～
３
倍
に

値
上
が
り
し
、
貧
困
層
に
は
無
料
で
供

給
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
人
口
政
策

の
成
果
が
無
に
帰
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
」
と
嘆
い
て
い
た
。

カ
イ
ロ
会
議
以
降
、
国
民
の
平
均
寿

命
が
短
縮
し
て
い
る
国
が
あ
る
。
公
共

の
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
破
た
ん
し
た
東

欧
、
旧
ソ
連
諸
国
と
、
エ
イ
ズ
な
ど
の

性
感
染
症
が
増
加
す
る
サ
ハ
ラ
砂
漠
以

南
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
だ
。

国
連
エ
イ
ズ
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

ピ
ー
タ
ー
・
ピ
オ
ッ
ト
事
務
局
長
に
よ

る
と
、
世
界
の
エ
イ
ズ
感
染
者
は
カ
イ

ロ
会
議
当
時
の
予
想
を
上
回
る
規
模
で

増
加
し
た
。
昨
年
末
ま
で
に
延
べ
４
７

０
０
万
人
以
上
が
感
染
し
、
１
４
０
０

万
人
が
死
亡
し
た
。

世
界
人
口
は
今
年
ｎ
月
に
㈹
億
人
に

達
し
、
そ
の
う
ち
四
億
人
を
嘔
歳
か
ら

塑
歳
以
下
と
い
う
生
殖
可
能
年
齢
の
青

年
が
占
め
る
。
そ
の
た
め
、
青
年
の
扱

い
が
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
焦
点
と

な
っ
た
。

青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
閉
会
式
で
、
メ

キ
シ
コ
の
ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
カ
ス
ト
ロ

さ
ん
は
「
僕
た
ち
は
セ
ッ
ク
ス
マ
シ
ン

じ
ゃ
な
い
。
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
た

め
に
、
選
択
肢
を
与
え
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
た
。
学
校
や
宗
教
界
は
性
を
タ

ブ
ー
視
し
、
青
年
向
け
の
教
育
や
サ
ー

ビ
ス
が
未
整
備
な
こ
と
を
批
判
し
た
の
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すふお－らむこゆ

だ
。
青
年
た
ち
は
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
。
ラ
イ
ッ
に
関
す
る
資
金
の

、
％
を
青
年
に
あ
て
よ
」
と
ア
ピ
ー
ル

し
、
最
終
文
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
ま
と
め
た

「
ハ
ー
グ
宣
言
」
は
イ
ン
ド
の
ウ
ル
ミ

ラ
・
パ
テ
ル
国
会
議
員
の
提
案
を
受
け

入
れ
、
緊
急
の
ニ
ー
ズ
が
生
じ
た
場
合

に
食
糧
を
国
際
的
に
融
通
す
る
「
世
界

食
糧
銀
行
」
の
設
立
を
勧
告
し
た
。
こ

れ
は
、
人
類
を
養
う
の
に
十
分
な
食
糧

が
生
産
さ
れ
な
が
ら
、
流
通
や
配
分
が

公
平
で
な
い
こ
と
か
ら
、
各
国
が
通
貨

と
現
物
の
食
糧
を
持
ち
よ
り
、
食
糧
の
ぎ

貸
借
や
物
物
交
換
を
可
能
に
し
て
、
飢

が蛾
を
な
く
す
と
い
う
構
想
だ
。

カ
イ
ロ
行
動
計
画
は
、
途
上
国
で
家

族
計
画
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
に
２
０

１
５
年
ま
で
に
２
１
７
億
が
の
資
金
が

必
要
で
、
そ
の
３
分
の
２
を
途
上
国
、

３
分
の
１
を
先
進
国
が
負
担
す
る
と
し

て
い
る
。

し
か
し
、
先
進
国
の
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
総
額
は
減
り
続
け
て
い
る
。

政
府
代
表
に
よ
る
最
終
文
書
で
「
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
最
低
４
％
以
上
を
人
口
分
野
に
あ

て
よ
」
と
勧
告
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
６
月
卯
日
か
ら
国

連
人
口
開
発
特
別
総
会
が
開
か
れ
る
。

規
制
緩
め
、
今
年
倍
増
に

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
今
年
の
海
外
派
遣

労
働
者
数
を
前
年
比
約
二
倍
の
二
万
五

千
人
程
度
に
拡
大
す
る
。
中
東
諸
国
な

ど
新
規
派
遣
先
を
開
拓
す
る
ほ
か
、
出

国
手
続
き
簡
素
化
や
派
遣
業
者
の
新
規

認
可
な
ど
を
通
じ
て
労
働
輸
出
を
促
進

す
る
。
景
気
減
速
に
伴
う
雇
用
対
策
強

化
の
一
環
。
輸
出
低
迷
な
ど
で
外
貨
事

情
が
悪
化
す
る
中
、
外
貨
獲
得
を
増
や

す
狙
い
も
あ
る
。

同
国
労
働
・
傷
病
軍
人
・
社
会
事
業

省
が
こ
の
ほ
ど
海
外
派
遣
促
進
案
を
ま

と
め
た
。
派
遣
先
で
は
従
来
の
北
東
ア

ジ
ア
や
ラ
オ
ス
に
加
え
、
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
や
ク
ウ
ェ
ー
ト
な
ど
中
東
諸

国
、
サ
ィ
パ
ン
島
な
ど
北
マ
リ
ア
ナ
諸

島
連
邦
（
米
自
治
領
）
を
新
た
に
重
視

者
に

州辨紳 鵬
囲

のムナ

政
府
・
自
民
党
は
十
七
日
、
児
童
手

当
の
拡
充
な
ど
少
子
化
対
策
を
柱
と
す

る
九
九
年
度
補
正
予
算
案
の
検
討
に

入
っ
た
。
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
自

民
、
自
由
、
公
明
の
三
党
が
共
同
で
一
一
一

月
中
に
対
策
の
骨
子
を
取
り
ま
と
め
る

予
定
で
、
こ
れ
を
基
に
内
容
を
詰
め
、

今
国
会
へ
の
補
正
予
算
案
提
出
を
目
指

し
て
い
る
。
規
模
は
数
千
億
円
に
な
る

と
見
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
①
児
童
手
当
の
支
給
対

す
る
。

具
体
策
と
し
て
派
遣
ル
ー
ト
多
様
化

の
た
め
国
有
大
企
業
や
労
働
組
合
が
傘

下
に
も
つ
企
業
を
中
心
に
派
遣
業
者
の

新
規
認
可
を
増
や
す
。
低
所
得
者
を
対

象
に
渡
航
費
の
低
利
融
資
制
度
、
出
国

前
の
職
業
訓
練
・
語
学
教
育
費
の
減
免

措
置
を
導
入
す
る
ほ
か
、
夫
婦
や
親
せ

き
に
同
一
国
で
の
働
き
口
を
同
時
に
紹

囮

少子化対策

に数千億円

規模で補正
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象
（
現
行
三
歳
未
満
）
の
拡
大
や
支
給

額
の
上
乗
せ
②
児
童
の
医
療
費
補
助
の

拡
大
③
自
治
体
の
保
育
事
業
に
対
す
る

国
の
補
助
拡
大
ｌ
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。
と
く
に
自
治
体
の
財
政
難
を

考
慮
し
、
自
治
体
独
自
の
少
子
化
対
策

の
後
押
し
に
重
点
を
置
く
方
針
だ
。

政
府
・
自
民
党
は
、
補
正
予
算
で
少

子
化
対
策
を
追
加
す
れ
ば
、
特
別
減
税
の

廃
止
で
九
九
年
度
に
税
負
担
が
増
す
中
低

所
得
者
層
対
策
に
も
な
る
と
し
て
い
る
。

自
民
、
公
明
両
党
は
二
○
○
○
年
度

に
少
子
化
対
策
を
抜
本
的
に
拡
大
す
る

こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。
政
府
・
自
民

党
と
し
て
は
、
こ
の
一
部
を
補
正
予
算

案
に
前
倒
し
で
盛
り
込
む
こ
と
で
、
後

半
国
家
で
の
公
明
党
の
協
力
が
得
や
す

く
な
る
と
み
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
三
・
十
八
）

介
す
る
制
度
も
設
け
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
失
業
率
（
都
市
部
）
は

九
七
年
の
六
％
か
ら
昨
年
は
六
・
八
五

％
に
上
昇
。
国
有
企
業
改
革
に
伴
う
失

業
者
増
も
予
想
さ
れ
、
雇
用
対
策
の
強

化
が
欠
か
せ
な
い
。

（
ハ
イ
ノ
Ⅱ
牛
山
隆
一
）

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
九
・
三
・
十
八
）
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コ
メ
輸
入
を
関
税
化
す
る
た
め
の
改

正
法
案
が
月
内
に
成
立
す
る
見
通
し
と

な
っ
た
。
四
月
か
ら
適
用
す
る
関
税
の

も
と
で
、
当
面
、
輸
入
が
急
増
す
る
可

能
性
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
今
年
末
か

ら
始
ま
る
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

の
次
期
農
業
交
渉
次
第
で
関
税
が
引
き

下
げ
ら
れ
れ
ば
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

塵■函

“壷》癖『

輯
緯
騎
況
蝿
謹

司人ブ

すべマ

食糧Ｅ
画：
政府）
価格刊

札
艶
し

軒
』
■
田
佳 輸
入
米
本
領
発
揮
は
７
年
後
？

当
面
は
高
関
税
カ
ベ
、
引
き
下
げ
交
渉
次
第

謁
脱
輸
入
価
栴

泥
生
滅
遡
升

団
銘
柄
平
均

（
最
低
輸
入
義
務
量
Ⅱ
Ｍ
Ａ
）
以
外
に
も
、

コ
メ
が
本
格
的
に
入
っ
て
く
る
こ
と
に

な
る
。
関
税
化
で
日
本
の
コ
メ
は
ど
う

な
る
の
か
。

●
国
内
優
位
の
設
定

新
た
に
設
定
さ
れ
る
関
税
は
一
九
九

九
年
度
が
一
キ
ロ
当
た
り
三
百
五
十
一
円

キ
口
当
た
り
三
百
五
十
一
円

一
七
銭
の
従
量
税
。
政
府

が
昨
年
十
二
月
に
Ｍ
Ａ
の

買
い
付
け
の
た
め
実
施
し

た
売
買
同
時
入
札
の
結
果

を
も
と
に
、
国
産
米
の
卸

の
落
札
価
格
と
比
べ
た
の

が
グ
ラ
フ
だ
。
卸
の
仕
入

れ
段
階
で
は
、
主
食
用
に

な
る
短
粒
種
の
輸
入
米
価

格
は
、
最
高
級
と
い
わ
れ

る
新
潟
県
魚
沼
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
除
く
す
べ
て
の
主

要
国
産
銘
柄
を
上
回
る
こ

と
に
な
る
。
二
○
○
○
年

度
の
関
税
は
三
百
四
十
一

円
に
下
げ
る
が
国
内
産
米

の
優
位
は
変
わ
ら
な
い
。

輸
出
側
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ラ

イ
ス
生
産
者
組
合
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ

イ
執
行
役
員
は
「
関
税
が
高
す
ぎ
る
。

当
分
は
Ｍ
Ａ
枠
の
中
で
、
他
の
輸
出
国

と
の
競
争
に
勝
つ
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の

課
題
」
と
話
し
て
い
る
。

●
米
・
中
国
産
が
採
算

し
か
し
、
二
○
○
一
年
度
以
降
の
関

税
額
は
、
次
期
農
業
交
渉
で
引
き
下
げ

を
義
務
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

鳥
取
大
の
伊
東
正
一
助
教
授
（
国
際

食
料
経
済
学
）
は
現
行
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
と

同
様
に
八
六
年
度
か
ら
八
八
年
度
の
内

外
価
格
差
の
二
・
五
％
相
当
額
を
毎
年

関
税
額
か
ら
削
る
前
提
で
、
外
国
産
米

の
輸
入
が
採
算
に
の
る
時
期
を
試
算
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
米
国
ア
ー
カ
ン

ソ
ー
州
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
中
国
黒
竜
江

省
産
米
は
七
年
後
に
採
算
ラ
イ
ン
に

の
っ
て
く
る
と
い
う
。

試
算
で
は
、
ア
州
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

輸
入
価
格
が
運
賃
な
ど
を
含
め
て
一
キ
ロ

百
七
十
五
円
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
の

コ
メ
業
界
関
係
者
ら
九
十
八
人
の
食
味

調
査
に
基
づ
く
評
価
価
格
は
四
百
五
十

六
円
。
そ
の
差
額
二
百
八
十
一
円
よ
り

も
関
税
が
低
く
な
る
と
国
産
米
に
対
す

る
競
争
力
が
出
て
く
る
と
い
う
計
算

だ
。
関
税
は
二
・
五
％
の
削
減
だ
と
二

○
○
六
年
に
二
百
八
十
円
九
四
銭
に
下

が
る
。

伊
藤
忠
商
事
は
ア
州
の
稲
作
農
家
と

契
約
し
て
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
輸
入
、
コ
ン

ピ
ニ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
販
売
し

て
い
る
。
ま
た
、
九
七
年
に
中
国
で
精

米
業
の
合
弁
会
社
を
設
け
、
同
国
内
で

コ
メ
を
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
｜
部
を

日
本
に
輸
出
し
て
い
る
。
三
井
物
産
も

同
様
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

千
葉
県
の
稲
作
農
家
で
、
規
模
拡
大

を
指
導
す
る
兼
坂
祐
氏
は
「
安
く
て
お

い
し
い
外
国
産
米
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

関
税
化
で
ま
ず
、
外
食
産
業
が
飛
び
つ

く
。
消
費
者
の
抵
抗
が
な
く
な
れ
ば

ス
ー
。
ハ
ー
が
扱
い
を
増
や
し
、
四
、
五

年
で
国
内
需
要
の
半
分
く
ら
い
に
達
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
見
て
い
る
。

●
異
議
申
し
立
て
も

米
政
府
当
局
者
は
十
六
日
、
「
（
日
本

が
適
用
す
る
）
関
税
が
あ
ま
り
に
も
高

い
。
こ
れ
で
は
す
べ
て
の
輸
入
を
ブ

ロ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
。
米
政
府
と
し
て

は
す
べ
て
の
オ
プ
シ
ョ
ン
（
選
択
肢
）

を
検
討
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
異
議
申

し
立
て
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
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原
剛
氏
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
で

の
京
都
議
定
書
採
択
を
受
け
て
、
省
エ

毎
日
新
聞
社
と
Ⅲ
世
紀
危
機
警
告
委

員
会
が
２
月
四
日
に
東
京
都
千
代
田
区

の
経
団
連
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
地
球
温
暖
化
ｌ
薑

人
口
。
食
糧
の
行
方
」
で
は
、
環
境
問

題
や
人
口
問
題
の
専
門
家
５
氏
が
世
界

人
口
の
爆
発
的
な
増
加
に
よ
る
環
境
へ

の
影
響
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
現
状
と

課
題
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
討
議
し
た
。
１

時
間
加
分
に
及
ぶ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内

容
を
紹
介
す
る
。
２
月
４
日
か
ら
咀
日

ま
で
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
で
行
わ
れ
た

国
連
人
口
基
金
な
ど
主
催
の
「
ハ
ー
グ

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
討
議
内
容
も
あ
わ

せ
て
報
告
す
る
。

米
政
府
は
さ
ら
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
紛
争

処
理
小
委
員
会
（
パ
ネ
ル
）
に
訴
え
る

手
が
あ
る
。
異
議
申
し
立
て
は
そ
の
前

提
と
し
て
も
順
当
と
見
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
パ
ネ
ル
の
手
続
き
は
最
短
で
も
一

回

温
暖
化
、
変
わ
ら
な
い
危
機
的
状
況

環
境
、
人
口
・
食
糧
で
５
氏
が
シ
ン
ポ

ネ
ル
ギ
ー
法
が
改
正
さ
れ
、
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
は
環
境
を
軸
に
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
環
境
保
全

と
経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
て
総
合
的
な

効
果
を
上
げ
る
と
い
う
東
京
宣
言
が
提

言
し
た
仕
組
み
は
実
現
し
て
い
ま
せ

ん
。
危
機
的
な
事
態
は
緩
和
さ
れ
て
い

な
い
の
で
す
。
世
界
人
口
は
今
年
釦
億

人
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
人
口
と
環

境
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
最
初

に
、
日
本
の
人
口
問
題
の
大
家
で
あ
る

黒
田
先
生
か
ら
、
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。

黒
田
俊
夫
氏
世
界
人
口
は
１
９
６

０
年
に
は
卯
億
人
で
し
た
。
今
年
で
㈹

億
人
と
、
２
倍
に
な
り
ま
す
。

最
初
の
釦
億
人
に
な
る
ま
で
、
西
暦

年
は
か
か
る
。
米
国
は
日
本
を
威
圧

し
、
次
期
交
渉
を
農
産
物
輸
出
国
に
有

利
に
展
開
さ
せ
る
効
果
を
期
待
で
き

る
。（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
三
・
十
八
）

に
入
っ
て
か
ら
だ
け
で
も
２
０
０
０
年

か
か
っ
た
の
に
、
今
度
は
羽
年
で
釦
億

人
増
え
た
の
で
す
。
こ
の
人
口
の
爆
発

的
増
加
を
抑
え
る
た
め
、
国
連
を
中
心

と
し
た
世
界
各
国
は
大
変
な
努
力
を
し

て
き
ま
し
た
。

１
組
の
夫
婦
は
生
涯
に
何
人
の
子
ど

も
を
産
む
の
か
。
夫
婦
１
組
当
た
り
２

人
以
下
と
い
う
国
が
田
力
国
に
な
り
ま

し
た
。
人
口
抑
制
と
い
う
面
で
は
大
成

功
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
国
で
は
少
子

化
、
高
齢
化
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い

ま
す
。
２
０
５
０
年
に
は
世
界
人
口
の

高
齢
化
が
進
み
、
途
上
国
も
含
め
て
、

的
歳
以
上
の
割
合
が
胆
％
に
な
り
ま

す
。
社
会
の
構
造
が
人
類
の
歴
史
の
中

で
か
つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
変
わ
る
の
で

す
。日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
一
番
早
く

少
子
化
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

人
類
の
運
命
の
先
端
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
、
日
本
の
大
き
な
国
際
的

役
割
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
０
年
ご
ろ
ま
で
に
は

世
界
の
都
市
人
口
が
全
人
口
の
印
％
に

達
し
ま
す
。
都
市
化
の
問
題
へ
の
対
処

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
氏
次
に
荏
開
津
先
生
に
お
願
い

し
ま
す
。
先
生
は
農
政
審
議
会
の
ま
と

め
役
を
長
い
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
最

念
が

近
の
著
書
で
は
「
飢
餓
と
飽
食
」
に
深

い
憂
い
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ

ま
す
。
｜
方
で
食
糧
を
浪
費
し
て
、
一

方
で
５
億
人
、
８
億
人
の
人
が
飢
え
て

い
る
。
食
糧
の
生
産
、
分
配
は
市
場
経
済

の
中
で
可
能
な
の
か
と
い
う
問
題
で
す
。

荏
開
津
典
生
氏
人
口
と
食
糧
に
つ

い
て
、
英
国
の
経
済
学
者
マ
ル
サ
ス
の

有
名
な
命
題
が
あ
り
ま
す
。
「
人
口
は

幾
何
級
数
的
に
増
え
る
が
、
食
糧
生
産

は
算
術
級
数
的
に
し
か
増
え
な
い
か
ら

食
糧
の
不
足
が
生
じ
、
社
会
は
貧
困
や

飢
鐘
、
疫
病
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
悪
徳

に
巻
き
込
ま
れ
る
」
と
い
う
内
容
で

す
。
そ
れ
か
ら
２
０
０
年
た
っ
た
現

在
、
ど
う
な
っ
た
か
。
日
本
に
暮
ら
し

て
い
る
と
非
現
実
的
な
こ
と
に
思
わ
れ

ま
す
が
、
世
界
の
８
割
を
占
め
る
開
発

途
上
国
の
人
々
は
、
毎
日
こ
う
し
た
悪

徳
に
向
き
合
う
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

食
糧
問
題
に
は
三
つ
の
要
因
が
あ
り

ま
す
。
人
口
、
食
糧
の
生
産
力
、
そ
し

て
食
糧
の
分
配
で
す
。
世
界
の
食
糧
生

産
力
は
釦
億
人
の
人
□
を
十
分
に
養
え

る
だ
け
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
口
が

倍
増
し
た
期
間
に
、
史
上
か
つ
て
な
い

速
度
で
、
食
糧
生
産
も
増
加
し
た
の
で

す
。
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そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
世
界
に
は
数
億

人
の
栄
養
不
足
人
口
が
存
在
す
る
の

か
。
こ
れ
は
分
配
に
問
題
が
あ
る
。
全

体
と
し
て
は
十
分
に
養
え
る
だ
け
の
食

糧
が
あ
る
の
に
、
日
本
や
欧
米
の
人
た

ち
が
飽
食
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
た
め

に
、
貧
し
い
国
の
人
た
ち
が
食
べ
ら
れ

る
だ
け
の
も
の
を
分
配
さ
れ
な
い
。

「
分
配
が
問
題
な
の
だ
」
と
マ
ル
サ

ス
を
批
判
し
た
の
は
マ
ル
ク
ス
で
す
。

こ
の
批
判
は
あ
る
意
味
で
は
現
在
で
も

正
し
い
の
で
す
が
、
マ
ル
ク
ス
の
考
え

た
形
で
の
社
会
の
運
営
で
は
食
糧
問
題

を
解
決
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
別

世
紀
の
人
類
の
得
た
教
訓
で
す
。
「
全

体
と
し
て
十
分
あ
る
」
と
い
う
食
糧
を

生
産
し
て
い
る
の
は
市
場
経
済
で
す
。

こ
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
分
配
も
行
っ

て
い
る
。
分
配
の
面
だ
け
を
取
り
上
げ

て
し
ま
う
と
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
生

産
も
や
め
て
し
ま
う
。

驚
く
べ
き
生
産
力
の
発
展
を
実
現
し

た
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
分
配
の
ゆ
が
み

を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
事
態
を
、

解
決
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
現
状

の
ま
ま
で
は
、
解
決
へ
の
道
筋
を
だ
れ

も
一
不
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
恩
い
ま
一
％

現
時
点
で
は
、
食
糧
や
農
業
生
産
、

世
界
の
生
態
系
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

デ
ー
タ
が
決
定
的
に
足
り
な
い
。
私
は

豊
か
な
国
が
お
金
と
人
を
か
け
て
、
こ

う
し
た
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
大
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

日
本
で
は
最
近
弧
年
間
に
農
地
の
３

分
の
１
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
米
の

消
費
量
も
半
減
し
た
。
世
界
人
口
の
６

割
を
占
め
る
ア
ジ
ア
で
同
様
の
こ
と
が

起
こ
る
と
、
世
界
の
食
糧
問
題
に
と
っ

て
、
極
め
て
重
要
な
結
果
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
日
本
は
こ

の
こ
と
を
十
分
考
え
、
対
策
を
準
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

原
氏
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議

と
こ
れ
に
続
く
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

第
４
回
締
約
国
会
議
（
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ

レ
ス
会
議
）
は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う

疑
問
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

松
本
さ
ん
か
ら
う
か
が
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

松
本
泰
子
氏
私
た
ち
の
世
代
は
大

変
な
大
き
な
仕
事
を
引
き
受
け
ざ
る
を

え
な
い
立
場
に
あ
り
ま
す
。
大
き
な
も

の
に
挑
戦
し
て
、
解
決
し
て
い
く
と
い

う
姿
勢
が
大
切
で
す
。

米
国
ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
の

デ
ー
タ
で
は
、
坑
年
に
炭
素
換
算
で
粥

億
少
の
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
ま
し

た
。
世
界
の
排
出
量
の
配
％
を
占
め
る

米
国
で
は
加
年
か
ら
加
年
ま
で
に
８
．

８
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
日
本
も
増
加

を
続
け
て
い
ま
す
。
先
進
国
が
２
０
０

０
年
時
点
で
１
９
９
０
年
レ
ペ
ル
ま
で

排
出
量
を
下
げ
よ
う
と
い
う
約
束
は
、

ほ
と
ん
ど
有
名
無
実
に
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
０
８
年
～
皿
年
に
釦
年
比
で

少
な
く
と
も
５
％
削
減
す
る
と
い
う
京

都
議
定
書
の
目
標
値
も
か
な
り
努
力
し

な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い
状
況
で
す
。

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
会
議
で
は
排
出

権
取
引
や
共
同
実
施
な
ど
、
国
外
で
の

削
減
策
の
交
渉
に
終
始
し
、
国
内
の
削

減
対
策
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
議
論
は

皆
無
で
し
た
。
京
都
議
定
書
は
完
成
品

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
効
性
を
持
た
せ

る
に
は
、
市
民
の
目
が
厳
し
く
注
が
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
交
渉
や
日
本
国
内
の
政

策
立
案
の
中
に
科
学
を
取
り
戻
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
国
連
の
も
と
に
設

置
さ
れ
た
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
温
室
効
果
ガ

ス
の
濃
度
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
排
出
量
を
半
分
以
下
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
議
論
で
大
切
な
こ
と
は
南
北

の
公
平
の
問
題
で
す
。
先
進
国
は
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
途
上
国
も
参

加
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
て
、
途
上
国
は
歴
史
的
に
蓄
積
さ

れ
た
排
出
は
先
進
国
に
責
任
が
あ
り
、

先
進
国
が
生
活
の
仕
方
や
産
業
構
造
な

ど
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
対
策
を
取
る

べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
分
た
ち
に
も
環
境
ス
ペ
ー
ス
を
残
し

て
ほ
し
い
と
、
公
平
性
の
確
保
を
訴
え

て
い
ま
す
。
南
北
の
不
信
感
が
京
都
議

定
書
の
実
行
の
一
番
の
障
害
に
な
っ
て

い
ま
す
。
公
平
性
に
つ
い
て
正
面
か
ら

議
論
し
な
い
限
り
、
解
決
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
オ
ゾ
ン
層

を
破
壊
す
る
特
定
フ
ロ
ン
の
代
わ
り
に

開
発
さ
れ
た
代
替
フ
ロ
ン
が
強
力
な
温

暖
化
物
質
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
が
あ
り

ま
す
。
統
合
し
た
政
策
が
必
要
で
す
。

日
本
で
も
、
統
合
的
な
政
策
に
対
応
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
く
時

期
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

加
藤
三
郎
氏
世
界
人
口
が
㈹
億
人

に
な
り
、
環
境
容
量
が
ぎ
り
ぎ
り
に

な
っ
て
い
る
中
で
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

本
当
に
う
ま
く
い
く
の
か
と
い
う
危
ぐ

を
私
も
抱
い
て
い
ま
す
。
人
口
増
加
に

つ
い
て
は
、
数
量
的
な
広
が
り
だ
け
で

は
な
く
、
質
的
な
変
化
に
も
関
心
を

持
っ
て
い
ま
す
。
先
進
国
の
青
少
年
は

化
学
物
質
に
よ
っ
て
、
心
身
に
影
響
が
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こゅ－すふぉ－らむ

出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
途
上
国
の

青
少
年
は
栄
養
状
態
が
非
常
に
悪
く
、

十
分
な
教
育
も
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
う

い
う
中
で
育
っ
て
い
く
人
が
、
億
人
、

別
億
人
と
増
え
て
い
く
。
そ
う
し
た
質

の
面
が
気
に
な
り
ま
す
。

黒
田
氏
死
亡
率
の
減
少
の
半
面

に
、
疾
病
率
の
増
加
と
い
う
質
の
問
題

が
起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
の
研

究
で
は
、
高
齢
者
が
疾
病
に
よ
る
活
動

能
力
を
失
う
割
合
は
実
数
が
増
え
て
い

て
も
、
発
現
率
は
減
少
傾
向
に
あ
る
よ

う
で
す
。

加
藤
氏
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な

ど
の
科
学
技
術
で
食
糧
問
題
を
解
決
で

き
る
と
い
う
楽
観
論
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
考
え
ま
す
か
。

荏
開
津
氏
市
場
経
済
と
科
学
技
術

で
解
決
す
る
か
ら
政
策
的
な
手
を
打
つ

必
要
は
な
い
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い

る
経
済
学
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
こ
の
人
た
ち
に
申
し
上
げ
た
い
こ

と
は
、
世
界
に
数
億
人
の
飢
え
た
人
々

を
取
り
残
し
て
い
る
事
実
に
な
ぜ
目
を

向
け
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
市

場
経
済
に
お
い
て
加
年
、
釦
年
で
解
決

す
る
と
い
う
楽
観
論
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

加
藤
氏
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
の
役
割
を

黒
田
俊
夫
氏
日
本
大
人
ロ
研
究
所

名
誉
所
長
。
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所

所
長
、
日
本
大
経
済
学
部
教
授
、
同
大

人
口
研
究
所
所
長
を
経
て
現
職
。
師
年

国
連
人
口
賞
を
受
賞
。

荏
開
津
典
生
（
え
が
い
つ
・
ふ
み

お
）
氏
千
葉
経
済
大
経
済
学
部
長
。

東
京
大
名
誉
教
授
。
経
済
企
画
庁
、
東

京
大
慶
学
部
教
授
、
千
葉
経
済
大
教
授

を
経
て
現
職
。

松
本
泰
子
氏
東
京
理
科
大
諏
訪
短

大
助
教
授
。
日
本
環
境
会
議
理
事
。

「
環
境
と
公
害
」
編
集
幹
事
。
英
国
留

学
中
に
環
境
保
護
運
動
と
出
合
い
、
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
展
開
し
た
。

も
っ
と
大
き
く
し
て
、
官
を
見
張
る
こ

と
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
が
。

松
本
氏
私
は
政
府
や
企
業
が
Ｎ
Ｇ

Ｏ
を
支
援
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人

に
支
え
ら
れ
る
と
い
う
部
分
を
失
っ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
団
体
が
自
分
の
望

む
活
動
を
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
お
金

を
払
う
の
を
や
め
る
と
い
う
市
民
の
厳

し
い
目
の
中
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
育
つ
の
で

は
な
い
か
。
市
民
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
相
乗
作

用
で
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

虹
世
紀
危
機
警
告
委
員
会
は
１
９
９

７
年
２
月
、
東
京
宣
言
を
発
表
し
ま
し

た
。
宣
言
は
次
世
代
に
豊
か
な
地
球
環

幻
世
紀
の
地
球
規
模
の
課
題
を
討
議

す
る
「
地
球
温
暖
化
ｌ
環
境
、
人

口
・
食
糧
の
行
方
」
（
毎
日
新
聞
社
、

ｎ
世
紀
危
機
警
告
委
員
会
主
催
）
が
２

月
四
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
経
団
連

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
同
委
員
会
創
設

３
周
年
と
毎
日
新
聞
社
人
口
問
題
調
査

会
創
設
卯
周
年
を
記
念
す
る
事
業
で
、

世
界
資
源
研
究
所
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

ラ
ッ
シ
ュ
所
長
の
特
別
講
演
と
シ
ン
ポ

加
藤
三
郎
氏
環
境
文
明
研
究
所
所

長
。
環
境
庁
地
球
環
境
部
初
代
部
長
、

日
本
初
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
環
境
担
当
書
記
官

を
経
て
現
職
。
地
球
サ
ミ
ッ
ト
、
エ
コ

ァ
ジ
ァ
、
環
境
基
本
法
策
定
に
参
画
し

た
。

函
危
機
回
避
全
力
で

壬
石
外
四
・
名
誉
座
長
あ
い
さ
つ

温
暖
化
、
新
世
紀
へ
英
知
を
集
め
よ
う

環
境
、
人
ロ
・
食
糧
特
別
講
演
会

境
を
引
き
継
ぐ
た
め
の
行
動
規
模
を
世

界
に
問
い
掛
け
ま
し
た
。
私
は
そ
の

際
、
地
球
環
境
問
題
の
拡
大
と
多
様

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
温
暖
化
防
止
や

生
態
系
保
全
の
国
際
戦
略
を
述
べ
た

ラ
ッ
シ
ュ
所
長
の
講
演
要
旨
と
平
岩
外

四
・
同
委
員
会
名
誉
座
長
の
あ
い
さ

つ
、
所
用
で
欠
席
し
た
田
雪
原
・
中
国

社
会
科
学
学
院
人
口
研
究
所
所
長
の
寄

稿
論
文
要
旨
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

温
暖
化
防
止
へ
の
日
本
国
内
の
動
き
を

ま
と
め
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
報
は

咀
曰
に
掲
載
す
る
。

原
剛
氏
早
稲
田
大
大
学
院
教
授
。

毎
日
新
聞
社
会
部
デ
ス
ク
、
科
学
部

長
、
編
集
委
員
・
論
説
委
員
を
歴
任
。

国
連
環
境
計
画
の
グ
ロ
ー
バ
ル
５
０
０

賞
兜
年
度
報
道
賞
を
受
賞
し
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
三
・
十
八
）
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化
、
人
口
の
爆
発
的
増
加
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
糧
の
不
足
、
貧
困
や
飢
餓
、

疫
病
の
増
加
、
民
族
紛
争
な
ど
の
課
題

が
地
球
上
に
山
積
し
、
お
互
い
に
絡
み

合
っ
て
解
決
を
困
難
に
し
て
い
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

宣
言
か
ら
２
年
の
間
に
、
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
第
３
回
締
約
国
会
議
（
地

球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
）
と
、
第
４

回
締
約
国
会
議
が
開
か
れ
、
温
暖
化
を

防
ぐ
た
め
の
い
く
つ
か
の
枠
組
み
が
討

議
さ
れ
ま
し
た
。
一
歩
前
進
し
た
と
言

え
ま
す
が
、
地
球
上
の
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸

化
炭
素
）
排
出
量
は
依
然
と
し
て
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
先
進
国
の
対
応

が
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。人
口
増
加
の
傾
向
は
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
世
界
人
口
は
朋
年
に
は
詔
億
人

で
し
た
が
、
２
０
１
０
年
に
は
㈹
億

人
、
２
０
２
５
年
に
は
帥
億
人
を
超
え

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
先

進
国
で
は
少
子
化
と
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

す
べ
て
が
悲
観
的
な
状
況
に
あ
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
進
国
で
は
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
努
力
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
図
り

つ
つ
、
先
進
国
と
途
上
国
が
協
力
し
て

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
努
め
る
手
段
が
模
索
さ

れ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
防
止
対
策
を
有

効
に
進
め
る
社
会
的
経
済
的
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
も
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。Ⅲ
世
紀
は
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

我
々
は
放
置
す
れ
ば
訪
れ
る
可
能
性
の

こ
の
躯
年
間
で
、
先
進
国
は
経
済
の

規
模
を
２
倍
に
し
て
、
環
境
汚
染
の
比

率
を
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
卯
％
下
げ
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
急

速
に
開
発
が
進
む
国
で
は
、
汚
染
も
急

速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

汚
染
を
解
決
す
る
技
術
は
あ
り
ま

す
。
日
本
の
企
業
は
す
で
に
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
実
証
し
て
い

ま
す
。
問
題
は
私
た
ち
が
持
っ
て
い
る

技
術
を
汚
染
防
止
に
使
う
意
思
が
あ
る

の
か
ど
う
か
、
局
地
的
な
汚
染
か
ら

人
々
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

皿
世
紀
に
は
、
局
地
的
な
汚
染
よ
り

も
、
大
気
の
長
期
的
な
変
化
に
よ
る
影

響
の
方
が
問
題
で
す
。
人
口
の
爆
発
的

気
候
変
動
を
防
止
す
る
た
め
の
国
際
戦
略

ｌ
南
と
北
の
た
め
に
ラ
ッ
シ
ュ
世
界
資
源
研
究
所
所
長

あ
る
危
機
を
、
な
ん
と
し
て
も
避
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
類
の
未
来
を

決
定
付
け
る
で
あ
ろ
う
新
世
紀
の
輝
か

し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
、
英

知
を
絞
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本

日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
の
一
つ
の
機

会
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
増
加
は
地
球
に
大
き
な
圧
力
を
与
え

て
い
ま
す
。
生
態
系
の
破
壊
や
気
候
シ

ス
テ
ム
の
破
壊
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
は
相
互
作
用
し

な
が
ら
、
人
間
の
幸
福
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
気
候
変
動
は
生
態
系
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
、
生
態
系
の
悪
化
は
温
室

効
果
ガ
ス
の
蓄
積
に
結
び
付
き
ま
す
。

気
候
変
動
に
つ
い
て
話
し
ま
し
ょ

う
。
化
石
燃
料
の
燃
焼
や
土
地
利
用
の

変
化
に
よ
り
、
長
い
間
、
Ｃ
Ｏ
２
の
形

で
炭
素
を
放
出
し
て
き
ま
し
た
。
平
均

気
温
が
史
上
最
高
を
記
録
し
、
降
水
量

の
パ
タ
ー
ン
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
東
部
太
平
洋
赤
道
域
の
海
面
水
温

が
上
昇
す
る
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
も
気
候
変

動
と
関
連
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
数

度
の
海
面
水
温
の
上
昇
で
、
世
界
の
気

候
が
変
わ
り
ま
す
。

解
決
策
は
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
効
率
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
私

た
ち
は
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
燃
料
効
率
の
よ
い
進

ん
だ
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

米
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
も
対
応
を

迫
っ
た
の
で
す
。

次
に
生
態
系
の
劣
化
に
つ
い
て
話
し

ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
そ
の
も
の
が
自

然
の
生
態
系
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
農

産
物
や
一
部
の
医
薬
品
は
多
様
性
を
持

つ
自
然
か
ら
得
ら
れ
ま
す
。
世
界
の
原

生
林
の
帥
％
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
森
林
は
年
間
３
％
ず
つ
消
失
し
て

い
ま
す
。
人
間
が
食
糧
を
増
産
す
る
た

め
に
土
地
を
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
将
来
、
増
加
し
た
人
口
を
支
え
る

た
め
、
さ
ら
に
農
業
を
拡
大
す
る
と
、

生
態
系
は
一
層
破
壊
さ
れ
ま
す
。

生
態
系
の
劣
化
は
人
間
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
気
候
変
動
や
生
物
多

様
性
保
全
に
関
す
る
条
約
、
砂
漠
化
防

止
の
条
約
は
あ
り
ま
す
。
国
際
的
な
合

意
は
あ
る
の
に
、
行
動
が
伴
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

気
候
変
動
に
関
し
て
は
、
統
合
的
、

科
学
的
な
影
響
評
価
が
で
き
る
仕
組
み
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■
四
世
紀
に
お
け
る
人
ロ
と
環
境
の
持

続
的
発
展
を
目
指
し
て

１
６
５
０
年
以
降
、
人
口
増
加
が
速

ま
り
、
１
８
０
４
年
に
初
め
て
世
界
人

口
が
ｎ
億
人
の
大
台
を
突
破
し
た
。
１

９
８
７
年
に
は
印
億
人
に
達
し
、
今
年

は
㈹
億
に
な
る
見
込
み
で
、
世
界
の
人
口

は
加
速
的
な
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

人
口
の
加
速
的
増
加
は
、
経
済
と
社

会
の
発
展
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
環

境
破
壊
を
引
き
起
こ
し
た
。

が
あ
り
ま
す
。
世
界
中
の
科
学
者
が

「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
」

Ｔ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
に
か
か
わ
り
、
科
学
的
な

デ
ー
タ
を
政
策
担
当
者
に
流
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、
生
態
系
に
関
し
て
は
、
こ

の
よ
う
な
仕
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生

態
系
は
気
候
変
動
よ
り
も
直
接
的
に
、

直
ち
に
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
ｎ
世
紀
に

は
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
よ
う

に
提
案
し
た
い
。

世
界
中
の
生
物
学
者
、
動
物
学
者
、

途
上
国
の
役
割
大
き
い

田
雪
原
。
中
国
社
会
科
学
院
人
ロ
研
究
所
所
長

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
世
界
中
で
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
が
起
き
た
が
、
卯
年
代
以

降
、
先
進
諸
国
は
早
く
も
こ
の
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
を
抜
け
出
て
、
低
出
生
率
、
低

死
亡
率
、
低
増
加
率
へ
迅
速
に
移
行
し

た
。
そ
れ
は
、
発
展
途
上
国
の
高
出
生

率
、
高
死
亡
率
、
高
増
加
率
の
状
態
と

全
く
対
照
的
で
あ
る
。

現
在
、
先
進
国
の
人
口
は
世
界
の
総

人
口
の
約
、
％
だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
費
量
は
帥
％
を
占
め
て
い
る
。
中
で

生
態
学
者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
地
球
の

生
態
系
の
収
容
力
な
ど
の
基
本
的
な
情

報
を
収
集
し
て
評
価
、
予
測
を
す
る
。

そ
し
て
、
加
速
度
的
な
生
態
系
の
劣
化

に
対
応
す
る
た
め
の
戦
略
を
立
て
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
遠
隔
装
置
に
よ
る

デ
ー
タ
収
集
や
情
報
処
理
の
能
力
は
飛

躍
的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

情
報
に
基
づ
い
て
、
評
価
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
物
多
様
性
な
ど
の
条
約
を
実

施
す
る
う
え
で
、
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
、
米
国
は
途
上
国
全
体
の
値
に
匹
敵

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
蛇
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
「
環

境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議
」
（
地

球
サ
ミ
ッ
ト
）
で
、
先
進
工
業
国
が
毎

年
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
の
０
．
７

％
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
と
し

て
拠
出
し
、
途
上
国
の
貧
困
問
題
の
解

決
と
環
境
改
善
に
向
け
た
支
援
を
す
る

こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ぜ
ひ

と
も
必
要
な
措
置
で
あ
り
、
先
進
国
は
こ

の
約
束
を
当
然
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。

ｎ
世
紀
に
は
、
途
上
国
が
主
要
な
役

柄
を
演
じ
る
こ
と
に
な
る
。
途
上
国
の

人
口
増
加
の
強
い
勢
い
の
影
響
で
、
幻

世
紀
前
半
の
世
界
の
人
口
は
か
な
り
の

増
加
傾
向
を
示
す
。
い
か
に
効
果
的
に

人
口
増
加
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か

が
、
皿
世
紀
の
環
境
保
護
と
生
態
系
の

維
持
に
と
っ
て
の
厳
し
い
課
題
で
あ

る
。
今
も
世
界
中
で
毎
年
７
８
０
０
万

の
人
口
が
増
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
各

国
は
皿
世
紀
の
人
口
増
加
を
抑
制
す
る

た
め
の
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
家
族
計
画
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ

ル
ス
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
）
の

推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

遺
伝
子
の
コ
ピ
ー
や
ク
ロ
ー
ン
技
術

の
進
歩
は
、
幻
世
紀
の
新
技
術
革
命
の

幕
開
け
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
帥
億
の

人
口
を
有
す
る
人
類
は
、
ま
さ
し
く
自

然
界
の
「
主
人
一
に
な
っ
た
と
言
っ
て

も
よ
く
、
「
大
自
然
の
克
服
」
と
い
う

長
年
来
の
夢
を
実
現
し
た
。

し
か
し
、
人
類
が
白
狭
算
の
至
人
」

に
な
ろ
う
と
し
た
た
め
に
、
自
然
界
は

「
召
使
」
と
し
て
人
類
に
報
復
し
た
。
人

類
が
「
大
自
然
を
克
服
」
し
よ
う
と
し
た

た
め
に
、
自
然
界
は
必
死
の
抵
抗
を
し
て

き
た
。
結
果
は
、
双
方
と
も
勝
つ
こ
と

が
で
き
ず
、
傷
だ
ら
け
と
な
っ
て
、
人

類
の
生
存
の
基
礎
を
揺
る
が
せ
た
。

孤
年
に
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
国
際
人

ロ
開
発
会
議
で
一
行
動
計
画
」
が
採
択

さ
れ
、
「
持
続
的
発
展
の
問
題
の
中
心

は
人
間
」
と
い
う
重
要
な
観
点
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
。

毎
日
新
聞
社
が
「
地
球
温
暖
化
ｌ
環

境
、
人
口
・
食
糧
の
行
方
」
と
題
す
る

特
別
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
た
こ
と
は
、
蛇
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト

と
弘
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
の
精
神

の
継
続
で
あ
り
、
ｎ
世
紀
の
人
口
、
資

源
、
環
境
、
経
済
、
社
会
の
持
続
的
発

展
の
推
進
に
貢
献
す
る
も
の
と
確
信
す

る
。

（
要
約
）

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
三
・
十
七
）
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１
９
９
７
年
皿
月
の
地
球
温
暖
化
防

止
京
都
会
議
で
、
日
本
は
２
０
０
８
～

皿
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
１
９

９
０
年
比
で
６
％
削
減
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
が
４
月
に
施

行
さ
れ
、
国
や
地
方
自
治
体
な

ど
が
本
格
的
な
対
策
に
踏
み
出

す
。
一
方
、
企
業
で
は
資
源
循

環
型
産
業
を
目
指
す
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
対
応
し
た
製
品
開
発
な
ど
、

総
合
的
な
環
境
対
策
を
進
め
る

動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
京

都
会
議
以
降
の
取
り
組
み
の
現

状
を
探
っ
た
。

★
増
え
続
け
る
排
出
量

昨
年
皿
月
に
通
産
省
が
ま
と

め
た
船
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
（
炭
素
換
算
）
は
３
億

７
８
３
０
万
少
で
、
対
前
年
比

１
．
１
％
増
、
卯
年
度
比
８
．
８

％
増
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
二
酸

囲
温
識
譲
薦
鼈
識
護

1996年度のＣＯ２排出量の部門別内訳
□'■ﾛ'1.J

｡P.$'17,,.9-▲,--.56..',fP-－，F

産業部門(ｴｵ髄ど):…

運輸部門一
〈自動率船舶､航空機など）

民生〈家庭)部門

民生(業務)部門’

エネルギー転換部門
(発電所､精油所など〉

工業プロセス
(石灰石消覺など）

廃棄物
(プラスチックなどの焼却）

その他(統計誤差など）

曰纐蝋蝋蝋一い灘獅

鰯
麹
Ｊ
劃
Ｊ
鐵
露
蕊

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
は
全
体
の
明
％
の
３

億
３
６
８
０
万
少
で
、
対
前
年
度
比
１

・
２
％
増
、
帥
年
度
比
で
は
９
．
８
％
増

だ
っ
た
。

排
出
量
の
伸
び
が
最
も
大
き
い
の
は

運
輸
部
門
の
中
の
旅
客
部
門
で
、
加
年

ｊ
ｌ
Ｔ
腕
山
卸
‐
『
恥
Ａ
ｕ
列
？
理
ら
ロ
趾

(各部門で消蕊した電力の発電に伴う排出量を含む）

度
比
距
・
９
％
も
増
え
て
い
る
。
環
境

庁
は
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
高
い
公
共
交
通
機
関
の
利

用
率
が
減
っ
た
こ
と
に
加
え
、
Ｒ
Ｖ

（
レ
ジ
ャ
ー
用
多
目
的
車
）
の
増
加
な

ど
で
自
動
車
が
大
型
化
し
て
燃
費
が
悪

く
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

次
い
で
、
家
庭
か
ら
の
排
出
量
の
伸

び
も
大
き
い
。
バ
ブ
ル
経
済
の
時
期

に
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
家
電
製
品
が
急

速
に
普
及
し
た
こ
と
が
一
因
だ
。
一
度

普
及
す
る
と
、
不
況
に
な
っ
て
も
使
用

量
は
減
ら
な
い
。

★
進
む
法
律
の
整
備

京
都
会
議
で
決
ま
っ
た
削
減
率
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
今
後
約
ｎ
年
間
で

排
出
量
を
ｕ
％
も
減
ら
す
必
要
が
あ

る
。政
府
は
昨
年
６
月
、
緊
急
対
策
と
し

て
、
家
電
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
自
動

車
の
燃
費
改
善
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
を
決
め
た
。

昨
年
ｎ
月
に
は
国
と
地
方
自
治
体
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
計
画
の
作
成

を
義
務
付
け
た
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

法
が
成
立
し
た
。
同
法
は
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
含
め
て
、
環

境
へ
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す

る
に
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大

量
廃
棄
の
社
会
を
資
源
循
環
型
社
会
に

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
う
し

た
考
え
か
ら
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
も

昨
年
５
月
に
制
定
さ
れ
た
。
使
用
済
み

家
電
製
品
の
引
き
取
り
と
再
利
用
を

メ
ー
カ
ー
や
輸
入
業
者
に
義
務
付
け
た
法

律
で
、
２
０
０
１
年
に
施
行
さ
れ
る
。

★
自
治
体
の
取
り
組
み

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
の
施
行
を

前
に
、
国
や
自
治
体
で
は
温
暖
化
対
策

が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例
は
「
Ｃ

Ｏ
２
削
減
効
果
の
高
い
交
通
手
段
」
で

あ
る
自
転
車
の
活
用
だ
。

中
央
官
庁
が
集
中
す
る
東
京
・
霞
が

関
で
は
、
官
庁
間
の
移
動
に
使
う
自
転

車
を
導
入
し
た
。
茨
城
県
古
河
市
は

「
自
転
車
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
一
計
画

を
進
め
て
い
る
。
公
用
自
転
車
加
台
を

導
入
し
た
ほ
か
、
自
転
車
優
先
道
路
の

建
設
な
ど
に
取
り
組
む
方
針
だ
。

千
葉
県
白
井
町
は
昨
年
１
月
に
全
国

の
自
治
体
で
初
め
て
、
環
境
管
理
の
国

際
規
格
で
あ
る
「
Ｉ
ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
」
の
認
定
を
取
得
し
、
役
場
で
の
省

資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
や
抵
公
害

車
の
導
入
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。
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★
廃
棄
物
ゼ
ロ
へ

資
源
を
使
い
回
し
、
廃
棄
物
を
出
さ

な
い
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
目
指

す
企
業
が
増
え
て
い
る
。
代
表
的
な
例

は
ビ
ー
ル
業
界
だ
。
ビ
ー
ル
の
製
造
過

程
で
は
、
ビ
ー
ル
か
す
や
酵
母
な
ど
の

副
産
物
と
、
ビ
ー
ル
瓶
の
ラ
ベ
ル
な
ど

の
紙
類
、
瓶
く
ず
、
空
き
缶
と
い
っ
た

廃
棄
物
が
発
生
す
る
。
紙
類
な
ど
は
リ

サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
回
し
、
ビ
ー
ル
か

す
は
飼
料
や
土
壌
改
良
剤
に
使
う
な
ど

し
て
、
工
場
か
ら
ご
み
を
出
さ
な
い
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
が
昨
年
１
月
に
全
国
旧

工
場
す
べ
て
で
再
資
源
化
率
１
０
０
％

を
達
成
し
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
、
サ
ン
ト

リ
ー
も
こ
れ
に
続
い
た
。

自
動
車
業
界
な
ど
で
も
同
様
の
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
る
。
廃
棄
物
ゼ
ロ
の

実
現
は
環
境
へ
の
影
響
を
低
減
す
る
意

義
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
経
営
に

も
プ
ラ
ス
に
な
る
。
ご
み
の
処
理
費
を

必
要
と
し
な
く
な
る
た
め
だ
。

一
方
、
家
電
業
界
は
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
施
行
に
備
え
て
、
部
品
数
の
削
減

や
製
品
の
減
量
化
、
包
装
材
の
再
利
用

な
ど
の
ほ
か
、
再
利
用
し
や
す
い
製
品

開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

★
資
源
循
環
型
社
会
へ

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
構
想
は
国
連
大

学
が
弘
年
、
「
持
続
可
能
な
発
展
に
向

け
た
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
の
再
編
」

の
計
画
の
一
環
と
し
て
提
唱
し
た
。
企

業
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
保
全
型
の
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
通
産
省
の
ヱ
コ

タ
ゥ
ン
事
業
」
な
ど
、
行
政
に
も
取
り

入
れ
ら
れ
始
め
た
。

循
環
型
社
会
へ
の
転
換
は
多
く
の
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
が
主
要
な

課
題
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
「
日
本
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
市
民
の

会
」
を
母
体
に
昨
年
設
立
さ
れ
た
日
本

環
境
財
団
（
東
京
都
港
区
）
は
１
月
、

循
環
シ
ス
テ
ム
研
究
所
を
設
立
し
た
。

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
を
生
か
し
た
循
環

型
の
農
業
を
は
じ
め
と
し
た
循
環
型
産

業
の
構
築
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
生
活

様
式
、
地
域
と
産
業
、
消
費
者
を
結
ぶ

循
環
型
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い

て
、
研
究
、
実
践
す
る
。

長
引
く
不
況
を
背
景
に
景
気
対
策
を

求
め
る
声
が
高
ま
り
、
環
境
保
全
の
課

題
は
そ
の
陰
に
隠
れ
が
ち
だ
。
し
か

し
、
社
会
構
造
の
変
革
に
向
け
た
動
き

は
着
実
に
芽
生
え
つ
つ
あ
る
。

【
斗
ヶ
沢
秀
俊
】

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
で
は
２
０
０

０
年
以
降
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は

定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
同
条
約
第
３
回

締
約
国
会
議
（
地
球
温
暖
化
防
止
京
都

会
議
）
で
、
こ
れ
を
決
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
京
都
会
議
は
先
進
国
全
体
が

２
０
０
８
～
吃
年
に
１
９
９
０
年
比
で

少
な
く
と
も
５
％
排
出
削
減
す
る
こ
と

を
決
め
た
京
都
議
定
書
を
採
択
し
た
。

地
域
別
で
は
米
国
８
％
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州

地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
世
界
各
国

が
共
同
し
て
取
り
組
も
う
と
、
各
種
の

国
際
条
約
が
結
ば
れ
て
い
る
。
地
球
温

暖
化
防
止
を
目
的
と
し
て
い
る
の
は
１

９
９
１
年
に
締
結
さ
れ
た
「
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
」
だ
。
先
進
国
が
帥
年
代

末
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
加

年
水
準
に
抑
え
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
ほ
か
に
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全

を
目
指
す
「
生
物
多
様
性
条
約
」
、
砂

漠
化
の
進
行
を
防
ご
う
と
す
る
「
砂
漠

化
防
止
条
約
」
な
ど
が
あ
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
と

京
都
議
定
書

地
球
環
境
保
護
の

国
際
条
約

連
合
）
７
％
、
日
本
６
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

削
減
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
、
先

進
国
が
排
出
削
減
量
を
売
買
す
る
排
出

権
取
引
、
先
進
国
が
共
同
で
削
減
対
策

に
取
り
組
ん
で
削
減
分
を
分
け
合
う
共

同
実
施
、
先
進
国
が
途
上
国
の
削
減
に

協
力
し
て
削
減
分
の
一
部
を
自
国
の
削

減
量
と
す
る
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ

ム
な
ど
の
導
入
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
仕
組
み
の
具
体
化
は
肥
年

に
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
開
か
れ
た
第

４
回
締
約
国
会
議
に
引
き
継
が
れ
た

が
、
交
渉
は
難
航
し
、
具
体
化
は
先
送

り
に
な
っ
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
三
・
十
七
）

童１５５７
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東
京
都
が
住
民
基
本
台
帳
か
ら
ま
と

め
た
今
年
一
月
一
日
時
点
の
世
帯
と
人

口
調
査
に
よ
る
と
人
口
は
三
年
連
続
で

増
加
し
た
が
、
｜
世
帯
当
た
り
の
人
数

は
減
っ
た
。
特
に
六
十
五
歳
以
上
の
老

年
人
口
の
伸
び
が
目
立
ち
、
全
人
口
に

占
め
る
割
合
は
一
五
％
を
突
破
し
た
。

ま
た
女
性
の
伸
び
が
目
立
ち
、
十
年
前

に
は
男
性
が
女
性
よ
り
約
八
万
人
多

か
っ
た
が
、
今
年
は
逆
転
し
て
女
性
が

男
性
を
約
三
万
人
上
回
っ
た
。

一
月
一
日
時
点
の
人
口
は
約
千
百
七

十
万
人
。
九
七
年
以
来
、
増
え
続
け
て

い
る
。
た
だ
一
世
帯
当
た
り
の
人
数
は

年
々
減
り
、
今
年
は
二
・
二
人
。
老
年

人
口
の
割
合
は
こ
の
十
年
間
で
一
・
五

倍
に
な
っ
た
。
そ
の
半
面
、
十
四
歳
以

下
の
年
少
人
口
は
約
四
十
万
人
減
っ
て

今
年
は
老
年
人
口
よ
り
約
三
十
二
万
人

少
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
平
均
年
齢

は
四
十
・
八
歳
と
十
年
前
よ
り
四
歳
上

Ⅲ

都の人口

３年連続増加

女性･老年人ロ

伸び目立つ

が
っ
た
。

し
か
し
都
内
で
最
も
人
ロ
が
多
い
年

齢
層
は
二
十
五
’
二
十
九
歳
。
次
い
で

一
一
一
十
－
三
十
四
歳
、
二
十
’
二
十
四
歳

と
続
く
。
全
国
で
は
四
十
代
後
半
か
ら

五
十
代
前
半
の
人
口
が
多
い
の
に
比
べ

る
と
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
と
は
い
え
、

都
内
で
は
働
き
盛
り
の
若
者
が
多
か
っ

た
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
・
三
・
十
九
）

厚
生
省
に
よ
る
と
、
九
七
年
三
月
末

時
点
で
の
全
国
の
高
齢
化
率
（
住
民
に

占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
割
合
）

は
一
五
・
三
％
。
前
年
度
よ
り
○
・
五
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
、
高
齢
化
の
波
は
確
実

に
寄
せ
て
き
て
い
る
。
国
立
社
会
保
障

・
人
口
問
題
研
究
所
は
、
二
○
五
○
年

に
は
高
齢
化
率
が
一
一
一
二
・
三
％
に
達

し
、
高
齢
者
一
人
を
二
人
が
支
え
る
と

い
う
「
超
高
齢
社
会
」
に
突
入
す
る
と

Ⅲ

高齢化率、

2050年には

３２％に

予
測
し
て
い
る
。

市
区
町
村
別
で
は
山
口
県
東
和
町

（
四
八
・
一
％
）
に
、
三
重
県
紀
和
町

（
四
五
・
二
％
）
、
愛
媛
県
関
前
村
（
四

三
・
五
％
）
な
ど
が
続
く
。
中
四
国
地

方
の
町
村
が
圧
倒
的
に
多
い
。

こ
う
し
た
事
態
に
厚
生
省
は
、
「
高

齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な

る
前
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
」
と
す
る
一

方
、
二
○
○
○
年
四
月
に
施
行
さ
れ
る

介
護
保
険
制
度
で
超
高
齢
社
会
に
対
す

る
方
針
だ
。

（
日
経
新
聞
一
九
九
九
・
｜
｜
｜
・
二
十
二
）

【
ワ
シ
ン
ト
ン
皿
日
Ⅱ
国
松
徹
】
米

政
府
は
二
十
二
日
、
日
本
の
コ
メ
関
税

化
に
つ
い
て
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ

Ｏ
）
へ
の
異
議
申
し
立
て
を
見
送
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
は
既
に
、
異
議
申
し

雇函

日本のコメ関税

化導入で米異議

申し立て断念

立
て
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
政
府
は
今
年
四
月
一
日
か
ら
コ

メ
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
（
義
務
的

輸
入
量
）
を
超
え
る
輸
入
米
に
一
キ
ロ
当

た
り
約
三
百
五
十
一
円
の
関
税
を
か
け

る
措
置
を
決
め
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て

米
通
商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
は
、
①

日
本
政
府
が
食
用
高
級
国
産
米
と
加
工

用
輸
入
米
の
価
格
を
比
較
し
て
高
関
税

率
を
算
出
し
た
の
は
不
当
②
関
税
化
で

ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
の
拡
大
ス
ペ
ー

ス
が
落
ち
る
の
は
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ

ン
ド
の
自
由
化
精
神
に
反
す
る
ｌ

な
ど
と
批
判
し
て
い
た
。

米
政
府
が
異
議
申
し
立
て
を
見
送
っ

た
背
景
に
は
、
低
関
税
に
よ
っ
て
日
本

の
コ
メ
市
場
の
国
際
競
争
が
激
化
す
れ

ば
、
米
国
産
の
コ
メ
の
価
格
競
争
力
が

中
国
産
な
ど
に
劣
る
た
め
、
現
在
の
ミ

ー
ラ
ム
・
ア
ク
セ
ス
方
式
で
日
本
の
輸

入
米
の
約
半
分
の
シ
ェ
ア
（
市
場
占
有

率
）
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
の
コ
メ
農
家
が

異
議
申
し
立
て
に
消
極
姿
勢
を
取
っ
た

こ
と
な
ど
が
あ
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
｜
｜
｜
・
’
一
十
三
）

１２４
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日本の農産物備蓄の概要 政
府
は
国
際
的
な
凶
作
や
紛
争
な
ど

の
緊
急
事
態
に
、
国
民
に
必
要
な
食
料

供
給
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
整
備
に

乗
り
出
す
。
コ
メ
な
ど
カ
ロ
リ
ー
の
高

い
作
物
へ
の
生
産
転
換
や
農
地
と
し
て

利
用
で
き
る
土
地
の
転
用
計
画
の
作

成
、
さ
ら
に
価
格
・
流
通
面
で
の
規
制

の
発
動
基
準
づ
く
り
な
ど
が
柱
に
な

図
紛
争
や
凶
作
時
の
た
め

高
カ
ロ
リ
ー
作
物
に
転
換

(ま回
一子山

己供給蚕定協全

(注）このほか食糧用小麦、飼料穀物は民間の流通在庫が
約１カ月分．

る
。
生
産
転
換
や
農
地
の
転
用
に
一
定

の
強
制
力
を
持
た
せ
る
た
め
、
国
民
生

活
安
定
緊
急
措
置
法
な
ど
の
改
正
や
補

償
制
度
の
導
入
な
ど
も
検
討
す
る
。
二

○
○
○
年
度
を
メ
ド
に
骨
格
を
固
め

る
。
コ
メ
の
関
税
化
な
ど
農
業
の
自
由

化
を
進
め
る
一
方
で
、
万
一
の
場
合
の

備
え
を
強
化
す
る
狙
い
が
あ
る
。

政
府
は
近
く
外
務
、
農
水
、

運
輸
、
通
産
な
ど
関
係
省
に
よ

る
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
本
格

的
な
検
討
に
着
手
す
る
。

国
際
紛
争
や
海
外
の
主
要
な

農
作
物
の
生
産
国
で
凶
作
な
ど

が
起
き
た
場
合
、
日
本
の
食
料

輸
入
量
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
日
本
は
食

料
供
給
量
の
約
六
割
を
輸
入
に

依
存
し
て
お
り
、
輸
入
の
急
減

は
国
民
の
食
生
活
に
重
大
な
影

政
府
が

体
制
整
備

饗
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。

そ
う
し
た
状
況
で
は
国
民
が
現
状
の

食
生
活
を
維
持
す
る
の
は
困
難
に
な
る

が
、
カ
ロ
リ
ー
水
準
に
重
点
を
置
い
た

農
作
物
の
生
産
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

必
要
最
低
限
の
食
料
供
給
は
確
保
で
き

る
と
判
断
し
て
い
る
。
野
菜
や
果
実
、

家
畜
用
飼
料
の
生
産
に
向
け
ら
れ
て
い

る
農
地
を
コ
メ
や
イ
モ
類
の
生
産
に
振

り
向
け
る
た
め
の
計
画
も
作
る
方
針

だ
。ま
た
緊
急
時
に
農
作
物
の
作
付
面
積

を
増
や
す
た
め
、
河
川
敷
や
ゴ
ル
フ
場

な
ど
農
地
と
し
て
利
用
可
能
な
土
地
を

あ
ら
か
じ
め
把
握
す
る
。
農
地
へ
の
転

用
を
迅
速
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
生
活
安
定
法
や
食
糧
法
な
ど
関

連
法
に
強
制
規
定
を
設
け
る
こ
と
や
、

国
の
予
算
で
生
産
者
の
損
失
を
補
て
ん

す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

緊
急
時
の
価
格
・
流
通
面
か
ら
の
対

策
で
は
、
生
活
安
定
法
や
買
い
占
め
・

売
り
惜
し
み
法
な
ど
に
基
づ
く
規
制
に

関
し
て
、
具
体
的
な
発
動
基
準
を
ま
と

め
る
方
向
だ
。

諸
外
国
で
は
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
、
北

欧
諸
国
が
食
糧
備
蓄
を
制
度
化
し
て
い

る
。
日
本
も
コ
メ
、
小
麦
、
大
豆
、
飼

料
穀
物
を
備
蓄
し
て
い
る
が
、
現
状
以

閲
歳
以
上
の
人
ロ
が
初
め
て
２
０
０

０
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
が
、
総
務
庁

が
別
日
発
表
し
た
推
計
人
口
（
１
９
９

８
年
ｎ
月
１
日
現
在
）
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
閉
歳
以
上
を
示
す
「
老
年
人

口
」
は
２
０
５
１
万
人
で
、
総
人
口
の

咀
・
２
％
を
占
め
た
。
子
供
に
対
す
る

高
齢
者
の
比
率
を
示
す
一
老
年
化
指

数
」
も
１
０
７
．
６
と
前
年
よ
り
５
．
６

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
戦
後
最
も
高
く
、

上
に
備
蓄
量
を
増
や
す
と
平
時
の
保
管

コ
ス
ト
が
か
さ
む
た
め
、
供
給
面
で
の

対
策
づ
く
り
で
緊
急
時
の
備
え
を
強
化

す
る
。
た
だ
強
制
的
な
生
産
転
換
な
ど

に
対
し
て
は
、
「
政
府
の
過
度
の
介
入

は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ゆ
が
め
か
ね
な

い
」
と
の
声
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
九
・
’
一
一
・
二
十
一
一
一
）

囮

6５ 歳以上

2千万人突破
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品目 考え方仕組み

コメ 150万トンを基本 政府保有

食糧用小麦 年間の外国産麦需

要の約2.6カ月分
政府保有

飼料穀物 年間需要量の約1
力月分

大麦は政府保有。

トウモロコシ、．

ウリヤンは配合飼

料供給安定機構が
保有

食料用大豆 年間需要量の約2０
日分

大豆供給安定協会
が保有



少
子
・
高
齢
化
が
確
実
に
進
ん
で
い
る

こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

推
計
に
よ
る
と
総
人
口
は
１
億
２
６

４
９
万
人
で
、
前
年
よ
り
記
万
人
増
え

た
。
戦
後
生
ま
れ
は
８
６
５
６
万
人

（
船
・
４
％
）
だ
っ
た
。
男
女
別
で
は
男

性
が
６
１
９
２
万
人
、
女
性
が
２
６
５

万
人
多
い
６
４
５
７
万
人
。
生
ま
れ
た

子
供
の
人
数
か
ら
死
亡
者
数
を
差
し
引

い
た
自
然
増
加
は
前
年
に
比
べ
躯
万
２

０
０
０
人
だ
っ
た
が
、
そ
の
増
加
数
は

日
本
政
府
が
四
月
一
日
か
ら
予
定
し

て
い
る
コ
メ
関
税
化
に
対
す
る
主
要
国

の
対
応
は
、
焦
点
だ
っ
た
米
国
で
な

く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
が
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ

Ｏ
）
に
異
議
を
申
し
立
て
る
予
想
外
の

結
果
に
な
っ
た
。
多
国
間
貿
易
交
渉
の

複
雑
な
構
図
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
形

で
、
政
府
は
米
国
中
心
の
交
渉
戦
略
の

修
正
を
迫
ら
れ
る
。
米
国
は
異
議
を
見

送
っ
た
見
返
り
に
、
二
○
○
○
年
に
始

ま
る
次
期
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
で
関
税
引
き

図

コ
メ
関
税
化
、
米
国
中
心
の
戦
略
修
正

政
府
、
次
期
ラ
ウ
ン
ド
へ
対
策

戦
後
最
低
の
水
準
と
な
っ
た
。

都
道
府
県
別
で
は
、
髄
歳
以
上
の
老

年
人
口
が
皿
歳
以
下
の
年
少
人
口
を
上

回
っ
て
い
る
の
は
前
年
よ
り
４
県
増
え

て
羽
都
道
府
県
。
老
年
人
口
の
割
合
は

島
根
県
が
最
高
で
、
埼
玉
県
が
最
低
。

一
方
、
年
少
人
口
の
割
合
が
最
も
高

か
っ
た
の
が
沖
縄
県
で
、
最
低
は
東
京

都
だ
っ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
一
一
一
・
二
十
五
）

下
げ
を
要
求
す
る
構
え
で
、
こ
う
し
た

要
求
に
対
抗
す
る
た
め
の
戦
略
作
り
も

急
務
に
な
っ
て
い
る
。

異
議
を
申
し
立
て
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
Ｅ
Ｕ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
四
カ
国
・
地
域
は
、
一
キ
ロ
Ⅱ
三

百
五
十
一
円
十
七
銭
と
い
う
輸
入
制
限

的
な
関
税
水
準
の
算
定
方
法
を
問
題
視

し
て
い
る
。
申
し
立
て
に
よ
り
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
に
提
訴
す
る
権
利
を
手
に
入
れ
た
わ

け
で
、
次
期
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
向
け
た

対
日
圧
力
に
な
る
。

政
府
に
と
っ
て
意
外

だ
っ
た
の
は
Ｅ
Ｕ
だ
。

Ｅ
Ｕ
の
対
日
コ
メ
輸
出

は
ご
く
わ
ず
か
で
、
政

府
は
真
意
を
つ
か
め
て

い
な
い
が
、
次
期
交
渉

で
Ｅ
Ｕ
と
連
携
し
て
農

産
物
関
税
や
農
業
向
け

補
助
金
の
維
持
を
主
張

す
る
シ
ナ
リ
オ
が
必
ず

し
も
強
固
で
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
コ
メ

関
税
化
を
め
ぐ
る
す
れ
違
い
が
今
後
の

連
携
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
政
府

は
Ｅ
Ｕ
と
早
急
に
専
門
家
レ
ベ
ル
の
協

議
を
開
き
、
理
解
を
得
た
い
考
え
だ
。

一
方
、
関
税
水
準
に
重
ね
て
不
満
を

表
明
し
て
い
た
米
国
の
異
議
見
送
り

は
、
と
り
あ
え
ず
日
本
と
の
良
好
な
関

係
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
コ
メ

の
ミ
ー
ラ
ム
ア
ク
セ
ス
（
最
低
輸
入
義

務
）
に
お
け
る
実
績
確
保
を
狙
う
米
コ

メ
業
界
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

米
国
は
九
五
年
度
以
降
、
食
糧
庁
が

大
半
の
調
達
先
を
決
め
る
ミ
ー
ラ
ム
ア

ク
セ
ス
で
、
約
半
分
の
シ
ェ
ア
を
確
保

し
て
き
た
。
約
一
六
％
の
シ
ェ
ア
を
持

つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
日
本
と
の
対
決

姿
勢
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
、
九
九
年

,価硲達

の結果｡9９

〃】、

gは食租行の売買l己

闇
６

§税額１３

m通米価

-』;;iｉｉｉ､，
米国贋

豪州掴

タイ闇

中国菌

度
は
「
漁
夫
の
利
」
を
得
る
可
能
性
も

あ
る
。
米
通
商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）

の
シ
ー
ア
農
業
担
当
大
使
は
二
十
二
日

の
記
者
会
見
で
、
「
米
国
産
米
の
日
本

市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
拡
大
す
る
と
信

じ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

た
だ
、
シ
ー
ア
大
使
は
「
次
期
交
渉

で
は
コ
メ
関
税
の
引
き
下
げ
圧
力
を
強

め
る
」
と
も
強
調
し
た
。
政
府
が
こ
う

し
た
要
求
に
対
抗
す
る
に
は
、
国
内
保

護
を
維
持
す
る
た
め
の
主
張
を
い
か
に

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
反
映
さ
せ
る
の
か
具
体

案
作
り
が
問
わ
れ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
九
・
三
・
二
十
四
）

（
関
税
額
）
爾
囲
■
圏
鰯

臼
】
回
飼
、
ン
〒
山
妻
』
凶

126
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こ
の
調
査
は
、
人
口
問
題
に
つ
い

て
、
国
会
議
員
の
理
解
度
や
取
り
組
み

方
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
狙
い
。
今
年

１
月
Ⅲ
日
か
ら
２
月
９
日
に
か
け
て
衆

参
全
議
員
７
５
２
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
送
り
、
１
５
６
人
が
回
答
し
た

（
回
収
率
皿
％
）
。

国
会
議
員
は
少
子
・
高
齢
化
な
ど
国

内
の
人
口
問
題
へ
の
関
心
は
高
い
も
の

の
、
世
界
人
口
を
押
し
上
げ
る
発
展
途

上
国
の
人
口
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
遅

れ
て
い
る
こ
と
が
、
人
口
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
ジ
ョ
イ
セ
フ
」
（
家
族
計
画
国
際
協
力

財
団
）
の
国
会
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
分

か
っ
た
。
ま
た
世
界
の
人
口
政
策
の
基

調
と
な
っ
て
い
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
（
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
と
権
利
）
に
対
す
る
理
解
度
も

低
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

囮「
国
内
の
少
子
・
高
齢
化
」
に
は
強
い
が
…
…

「
途
上
国
員
生
殖
」
根
源
問
題
に
弱
い
？

人
口
問
題
、
国
会
議
員
の
理
解
度
は
？

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ア
ン
ケ
ー
ト

一
人
口
問
題
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
言

葉
を
問
う
と
、
「
食
糧
問
題
」
（
妬
％
）
、

「
少
子
化
」
（
だ
％
）
、
「
人
口
増
加
、
人

口
抑
制
政
策
」
（
船
％
）
、
「
貧
困
問
題
」

（
船
％
）
、
「
高
齢
化
」
（
閉
％
）
な
ど
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
｜
女
性
の
健
康

・
地
位
」
、
「
家
族
計
画
」
、
「
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
」
な
ど
を

連
想
す
る
議
員
は
少
な
か
っ
た
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ

ッ
は
１
９
９
４
年
の
国
際
人
ロ
開
発
会

議
以
降
、
各
国
の
人
口
政
策
の
主
流
と

な
っ
た
概
念
だ
が
、
「
内
容
ま
で
知
っ

て
い
る
」
は
詔
％
、
「
聞
い
た
こ
と
は

あ
る
」
蛇
％
、
「
知
ら
な
い
」
ｕ
％

で
、
認
知
度
は
か
な
り
低
い
。

人
口
問
題
解
決
へ
の
具
体
的
な
行
動

を
尋
ね
た
ら
、
６
割
前
後
が
国
内
の
少

子
化
と
高
齢
化
に
つ
い
て
は
「
解
決
に

向
け
、
何
ら
か
の
行
動
を
と
っ
た
」
と

〈
途
上
国
の
問
題
〉

途
上
国
の
人
口
問
題
解
決
方
法
は
、

「
経
済
的
発
展
」
「
医
療
、
福
祉
の
改

善
」
「
人
口
教
育
・
啓
発
活
動
」
「
女
性

〈
国
内
問
題
〉

少
子
化
と
高
齢
化
に
つ
い
て
の
認
識

で
は
、
性
別
に
よ
る
差
が
見
ら
れ
た
。

少
子
化
問
題
の
解
決
方
法
は
、
「
男

女
共
同
参
画
を
支
援
す
る
施
策
｝
（
祠

％
）
、
「
子
育
て
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
施
策
」
（
船
％
）
を
あ
げ
る
議
員

が
男
女
と
も
に
多
か
っ
た
。
次
に
多
い

の
が
男
性
議
員
の
「
住
宅
対
策
な
ど
結

婚
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
施

策
」
、
女
性
議
員
の
「
男
性
の
家
事
・

育
児
参
加
を
促
す
価
値
観
の
変
化
」

だ
っ
た
。

高
齢
化
問
題
の
解
決
方
法
で
女
性
議

員
は
「
高
齢
者
介
護
の
社
会
的
支
援
の

強
化
「
男
性
は
「
高
齢
者
の
社
会
参

加
の
強
化
」
「
高
齢
者
の
就
業
継
続
支

援
」
を
重
視
し
て
い
た
。
「
年
金
制
度

の
改
革
」
は
男
女
と
も
胡
％
が
支
持
し

た
。 答
え
た
が
、
途
上
国
の
人
口
問
題
に
つ

い
て
実
際
に
な
ん
ら
か
の
行
動
を
し
て

い
る
議
員
は
妬
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

の
地
位
向
上
」
が
上
位
を
占
め
、
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
通
じ
た
支
援

の
強
化
を
求
め
る
声
が
多
か
っ
た
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
額
に
関
し
て
は
、
蛆
％

が
「
十
分
で
な
い
が
、
今
の
国
の
財
政

状
況
で
は
や
む
を
え
な
い
」
と
答
え

た
。
配
分
に
つ
い
て
は
、
肥
％
が
「
適

正
で
な
く
、
見
直
し
が
必
要
な
分
野
が

あ
る
」
と
回
答
。
重
点
的
配
分
が
必
要

だ
と
思
わ
れ
る
分
野
に
、
教
育
、
環
境

保
護
、
水
供
給
お
よ
び
衛
生
、
保
健
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
全
体
の
妬

％
の
議
員
が
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
増
額
・

配
分
の
適
正
化
に
向
け
て
働
き
か
け
る

意
志
が
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。

ジ
ョ
イ
セ
フ
は
調
査
結
果
に
つ
い
て

「
性
別
、
年
齢
に
よ
っ
て
、
人
口
問
題

へ
の
認
識
に
幅
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
人
口
問
題
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

な
ど
に
さ
ら
に
努
め
、
国
会
議
員
の
よ

り
積
極
的
な
行
動
を
喚
起
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

【
生
長
恵
理
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
’
一
一
・
二
十
六
）
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政
府
・
自
民
党
内
で
、
少
孑
化
対
策

の
特
別
交
付
金
を
各
地
方
自
治
体
に
交

付
す
る
構
想
が
浮
上
し
て
き
た
。
自

民
、
公
民
両
党
の
基
本
合
意
を
受
け
た

も
の
で
、
保
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

市
町
村
な
ど
自
治
体
ご
と
の
事
業
を
尊

重
し
、
政
策
の
自
由
度
を
高
め
る
の
が

狙
い
。
駅
前
の
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
拡

充
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
政
党
間
協

議
の
結
論
を
踏
ま
え
て
、
九
九
年
度
補

正
予
算
案
を
に
ら
ん
で
関
係
各
省
庁
で

調
整
を
進
め
る
予
定
だ
。

自
公
両
党
は
二
十
五
日
の
協
議
で
、

総
額
二
千
億
円
超
の
少
子
化
対
策
実
施

で
大
筋
合
意
し
た
。
女
性
の
就
労
率
の

上
昇
な
ど
も
あ
っ
て
、
保
育
施
設
の
充

実
は
全
国
的
に
要
望
が
高
ま
っ
て
い

る
。
保
育
環
境
を
充
実
す
れ
ば
少
子
化

の
進
行
を
抑
止
す
る
効
果
が
あ
り
、
景

気
対
策
に
も
な
る
と
の
判
断
が
あ
る
。

た
だ
、
保
育
を
巡
る
環
境
や
事
情
は
自

治
体
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
政
策
を
実
現
す
る

交
付
金
構
想
が
浮
上
し
て
い
る
。

囮少子化対策で特別交付金
地
方
自
治
体
の
保
育
事
業
支
援

例
え
ば
、
都
市
部
で
は
国
が
援
助
し

て
駅
前
に
一
時
的
な
保
育
施
設
を
つ
く

る
案
が
あ
る
。
保
護
者
が
こ
の
施
設
に

児
童
を
預
け
、
保
育
所
は
朝
、
夕
に
こ

の
一
時
的
な
駅
前
施
設
ま
で
児
童
を
送

朝
日
新
聞
社
は
今
月
中
旬
、
面
接
に

よ
る
全
国
世
論
調
査
で
家
族
に
対
す
る
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}：老後は家族を頼りにしたいか

園頼
り
に
し
た
い
な
る
べ
く
頼
り
に
し
た
く
な
い

８０

(%）

7０ 老
後
、
家
族
を
頼
り
た
く
な
い

０
０
０

６
５
４

1
70錘

3０

２０

０
０

１

り
迎
え
す
る
。
保
護
者
が
通
勤
途
上
な

ど
に
保
育
施
設
ま
で
回
り
道
す
る
負
担

を
軽
減
で
き
る
。

少
子
化
対
策
で
想
定
し
て
い
る
二
千

億
円
超
の
規
模
は
、
九
八
年
度
三
次
補

正
予
算
で
実
現
し
た
地
域
振
興
券
（
事

務
費
含
め
約
七
千
七
百
億
円
）
と
合
わ

せ
る
と
約
一
兆
円
に
な
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
九
・
三
・
一
一
十
八
）

意
識
を
探
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
自

分
の
老
後
に
は
「
家
族
を
な
る
べ
く
頼

り
に
し
た
く
な
い
」
と
い

う
人
は
六
一
％
に
の
ぼ

り
、
「
頼
り
に
し
た
い
」

三
六
％
を
大
き
く
上
回
っ

た
。
年
を
取
っ
て
一
人
に

な
っ
た
と
き
に
だ
れ
と
一

緒
に
暮
ら
し
た
い
か
を
聞

く
と
、
息
子
と
娘
を
合
わ

せ
た
子
ど
も
は
四
四
％

で
、
九
三
年
調
査
の
五
八

％
か
ら
大
き
く
減
っ
た
。

Ⅱ
％

逆
に
二
人
で
」
「
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
で
」
「
友
人
と
」
は
、
九
三
年
調

査
の
三
四
％
か
ら
四
六
％
に
増
え
た
。

高
齢
者
の
介
護
が
大
き
な
問
題
に
な
る

に
つ
れ
、
老
後
は
家
族
に
頼
ら
ず
生
き

て
い
こ
う
と
い
う
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

老
後
を
考
え
た
と
き
家
族
は
頼
り
に

な
る
か
、
で
は
六
○
％
が
「
頼
り
に
な

る
」
と
答
え
、
家
族
へ
の
信
頼
は
高

い
。
し
か
し
、
実
際
に
家
族
を
頼
り
に

し
た
い
か
と
聞
く
と
、
「
し
た
い
」
を

「
な
る
べ
く
し
た
く
な
い
」
が
上
回

る
。
三
、
四
十
代
で
は
「
な
る
べ
く
し

た
く
な
い
一
が
七
割
、
特
に
四
十
代
女

性
は
七
六
％
と
高
い
。
六
十
代
は
五
三

％
に
な
り
、
七
十
歳
以
上
で
は
四
○
％

に
下
が
る
。

来
年
か
ら
は
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト

す
る
が
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
か
ど
う
か
な
お
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
老
後
を
迎
え
る
層
は
、

で
き
る
だ
け
自
分
の
力
で
、
と
考
え
、

実
際
に
老
い
に
直
面
し
て
い
る
世
代
で

は
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
不
足
も
あ
っ
て
家

族
を
頼
り
に
す
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。

一
人
に
な
っ
た
ら
だ
れ
と
暮
ら
し
た

い
か
で
は
、
九
三
年
調
査
と
比
べ
、
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人
工
妊
娠
中
絶
な
ど
の
要
件
を
定
め

た
「
母
体
保
護
法
」
の
改
正
問
題
に
つ

い
て
、
産
婦
人
科
医
で
つ
く
る
「
日
本

母
性
保
護
産
婦
人
科
医
会
一
（
日
母
、

坂
元
正
一
会
長
、
会
員
約
１
万
３
０
０

０
人
）
の
法
制
検
討
委
員
会
は
羽
日
、

不
治
ま
た
は
致
死
的
な
病
気
や
障
害
を

も
つ
胎
児
の
中
絶
を
認
め
る
「
胎
児
条

項
」
を
盛
り
込
む
▽
多
胎
妊
娠
の
胎
児

の
一
部
を
死
亡
さ
せ
る
「
減
数
手
術
」

「
息
子
と
」
は
三
四
％
か
ら
二
六
％
に
、

「
娘
と
一
は
二
四
％
か
ら
一
八
％
に

減
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
二
人
で
」
は

一
八
％
か
ら
二
三
％
、
「
施
設
で
」
は

九
％
か
ら
一
三
％
、
「
友
人
と
」
は
七

％
か
ら
一
○
％
に
増
加
し
て
い
る
。

「
友
人
と
」
は
若
い
女
性
に
比
較
的
多

い
Ｏ調
査
で
は
、
結
婚
観
に
代
表
さ
れ
る

多
様
な
生
き
方
へ
の
許
容
度
も
聞
き
、

二
十
代
か
ら
と
四
十
代
ま
で
と
五
十
代

以
上
の
間
に
大
き
な
意
識
の
差
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

函

母
体
保
護
法
の
改
正

多
胎
児
の
減
数
と
障
害
理
由
の
中
絶
も

を
認
め
る
ｌ
な
ど
の
見
解
を
代
議

員
会
で
報
告
し
た
。
胎
児
の
障
害
を
理

由
と
し
た
中
絶
や
減
数
手
術
が
水
面
下

で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
現
状
を
追
認
す

る
内
容
と
な
っ
た
。
障
害
者
団
体
な
ど

は
差
別
を
助
長
す
る
と
反
対
し
て
い

る
。現
行
の
母
体
保
護
法
で
は
中
絶
で
き

る
条
件
と
し
て
、
身
体
的
・
経
済
的
理

由
や
暴
行
・
脅
迫
に
よ
る
妊
娠
に
制
限

結
婚
し
な
い
で
生
き
て
い
く
「
シ
ン

グ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
四
十
代
ま
で
で

は
「
共
感
す
る
」
が
五
二
％
に
対
し
、

五
十
代
以
上
に
な
る
と
二
五
％
に
下
が

る
。
結
婚
届
を
出
さ
な
い
一
事
実
婚
」

を
容
認
す
る
人
は
、
四
十
代
ま
で
は
五

九
％
、
五
十
代
以
上
は
二
九
％
・
夫
婦

が
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
前
の
名
字
を
名
乗
る

「
夫
婦
別
姓
」
の
法
制
化
に
は
四
十
代

ま
で
で
は
五
四
％
が
賛
成
す
る
が
、
五

十
代
以
上
は
二
六
％
だ
っ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
三
・
一
’
十
九
）

胎
児
条
項

致
死
的
な
病
気
や
き
わ
め
て
重
い
障

害
を
も
つ
胎
児
の
人
工
妊
娠
中
絶
を
認

め
る
条
項
ｃ
現
行
法
上
は
認
め
ら
れ
て

し
て
い
る
。
ま
た
日
母
は
減
数
手
術
の

実
施
を
禁
じ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
重
い
障
害
や

病
気
の
あ
る
胎
児
の
中
絶
手
術
が
「
経

済
的
理
由
」
を
名
目
に
広
く
行
わ
れ
て

お
り
、
現
場
の
医
師
か
ら
は
法
改
正
を

求
め
る
意
見
が
根
強
い
。
こ
の
た
め
、

見
解
で
は
「
胎
児
条
項
」
を
認
め
た
上

で
、
複
数
の
医
師
や
法
律
家
に
よ
る
審

査
機
関
を
設
け
、
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経

て
中
絶
手
術
を
行
う
と
の
考
え
を
示
し

た
。
減
数
手
術
を
認
め
る
の
は
不
妊
治

療
の
普
及
で
排
卵
誘
発
剤
で
の
多
胎
妊

娠
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た

た
め
だ
が
、
医
師
の
報
告
を
義
務
づ
け

認
め
る
べ
き
だ
と
し
た
。
さ
ら
に
、
女

性
の
自
己
決
定
を
尊
重
す
る
観
点
か

ら
、
妊
娠
胆
週
未
満
は
理
由
を
問
わ
ず

中
絶
を
認
め
る
と
し
た
。
坂
元
会
長
は

一
公
開
討
論
会
も
開
き
、
結
論
を
年
内

を
め
ど
に
ま
と
め
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

【
野
倉
恵
】

：

い
な
い
が
、
羊
水
検
査
な
ど
に
よ
る
出

生
前
診
断
の
普
及
で
障
害
を
理
由
と
し

た
中
絶
も
水
面
下
で
広
く
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
現
実
を
追
認
す
る
条
項
。

減
数
手
術

排
卵
誘
発
剤
な
ど
に
よ
っ
て
四
つ
子

や
五
つ
子
を
妊
娠
し
た
場
合
、
薬
物
注

射
な
ど
に
よ
っ
て
子
宮
内
で
胎
児
を
死

亡
さ
せ
数
を
減
ら
し
て
出
産
さ
せ
る
手

術
。
国
内
で
も
水
面
下
で
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
日
母
で
は
「
人
工
妊
娠
中
絶

に
あ
た
ら
ず
違
法
」
と
の
見
解
を
示
し

て
き
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
三
・
一
’
十
九
）
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人
口
問
題
は
、
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
七
年
の
世
界
人
口
は
五
八
億
人
二
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
．
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
ｌ
‐

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
”
環
境
問
題
〃
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な

の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
域
、
こ
の
こ

と
が
も
た
ら
す
高
齢
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
福
祉
費
の
増
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な

社
会
・
経
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
〃
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
卒
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
員

～
，
ｉ
ご
入
会
の
お
願

し＄

｛

llliilIliiiilllllll1i1ilnllI：
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２．東南アジア諸国等人口・開発蛙礎調査報告瞥

一インド国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountTies

-India-
昭和58年度

1．中華人民共和国人口家族計画基礎調盃報告響

BasicSurveyonPopulationandFamilyP1anning
inthePeople'sRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平矢系中日合作凋炎研究掘告お
（中国語版）

３．中華人民共和国人にI・家族計画第二次基礎調企報告書

BasicSurvey(Ⅱ）ｏｎPopulationandFiBmilyPIanning

inthePeople1sRepublicofChina

生育率*Ⅱ生活水平美系第二次中日合作i１M在研究柵

告蒋（中国語版）

昭和59年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調炎報告轡
一インド同一

IReporIontheSurveyofRulalPopulationand
Ag｢icultu｢alDevelopmentinAsianCountries

-Ｉｎｄｉａ－〈英語版）

４．ネパール王国人口・家族計画避礎調盗

BasicSurvevReportonPopulationandFhmily

PlanningintheKingdomofNepaI（英語飯）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmenlinJapan（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発聴礎調炎報告諜
一タイ同一

ReportontheBasicSurveyofPopulationandDeve

lopmentInSoutheastAsianCountries

-Thailand-

６．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調従

一データ網一

SurveyofUrbanization，LMngEnvironmentand

WblfareinBangkok－Ｄａｔａ－

（英語版）

３．日本の人口転換と農村開発

DemographicTransitionin」apanandRuraIDeve

lopment（災語版）

７．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

UrbanizationandPopuIationinjapan（英語版）

日本的城市化与人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア譜版）

４．SuweyofFertiIityandLivingStandardsinChinese

RuralAreas-Data-AIllhehouseholdsoftwo

villagesmJillnProvincesu｢vevedbyquestlonnalres
（英語版）

失干中1塁l衣村的人口生育率勺生iiIi水平的鯛査恨告

一対干吉林省jwi十村逃行全戸面談ilM査的鏑果一

＝銃ｉｆ＄M＝（IF国語版）

昭和61年度

1．アジア諸国の艇村人口と農業開発に関する調査報皆轡

一インドネシア国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgrlculLuralDeveIopmentinAsianCountries

-Indonesia-（英語版） ５．スライド日本の農業、農村開発と人口

－その軌跡一（Ｈ小譜版）

Agricullural＆RuralDevelopmentand，PopulatIon
inJapan（英語版）

日本衣止衣村的友展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanian1MasyarakatDesaDan

KependudukanDijepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました」

２．東南アジア諸国等人口,開発基礎調在報告瞥

一インドネシア同一

Repo｢tontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountrles

-Indonesia-（英語版）

３．在日關学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に印して－

昭和60年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告諜
一タイ同一

RepoTtontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDeveIopmentinAsianCountries

-ThfIiland-（英語版）

４．日本の労働力人口と開発

LabＯ「ForceandDevelopmentinJapan（英語版）

５．人口と開発関連統計集

DemographicandSocio-Economiclndicatorson

PopulationandDevelopment（英語版）
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６，スライド日本の産業開発と人口

_その原助力・遜気一（日本語版）

IndustrialDeveiopmentandPopulationlnJapan

-TheprimeMoverEleclricily- （英語)Ｍｎ

日４１s的杵止友展与人口

一共原功カー曳気－（中国語版）

PembangunanlndustridankependudukandjJepang

-PenggerfIkuama-TengEiL1strik-

（インドネシア語版〉

２．東南アジア諸国等人口・開発恭礎調在報告書

一中華人民共和国一

Repo｢tontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCoLlnlries

-China-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出にl判する調査研究報告晋

一タイ国一

４．日本の人ロと家族

PopulationandtheFamilylIIjapan（英語脳） 7．ネパール王国人ｕ家族計画第二次雅礎調盗

ComplementarvBasicSurveyReportonPopulEltion

andFamilyPIanningｉｎｔｈｅｋｉｎｇｄｏｍｏｆＮｅｐａｌ５．アジアの人Ｕ転換と開発一総計集一

DemographicTmnsitionandDevelopmel1tinAsian

Countries-OvervlewandStalisticalTables-

（英語版）
昭和62年度

l・アジア諸'五lの腱村人'二Iと農業開発に関する調盗報告書

一’'1蕪人民共和国一

ReporlontheSurveyofRuralPopulatiolland

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries

-China-（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamilyandPopulationinJapan-AsianExperL

ence-（英語版）

Ｅ1本的人口写家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア語版）
２．東南アジア諸同等人口・開発基礎調在報告書

－１１１蕪人氏共和国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

Developmen［inSoutheasLAsianCounlris

-Cbma- （英語版）

７．ペルー共和国人口家族計画恭礎調在

平成元年度

１．アジア諸国の腱村人ｕと農業１Ｍ１発に関する調査報告沙

一バングラデシュ国一

RepoI-tontheSurveyofRuralPoDulationand

AgriculturalDevelopment-Bangladesi1-（英

語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調在研究報告書

一フィリピン同一

４．日本の人口と農業l刑発

PDpulationandAgriculturalDevelｏｐｍｅｎｔｉｎＪ”ａｎ

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調森報告諜

一ネパール国一

RepoTtor1theBasicSurveyofPoPulationand

DeveIopmentinSoutheastAsianCountrles

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人｢I・llM苑・環境

Population，DevelopmentandEI]vironmentinNe1pal

（英語版）

６．スライド

Ｈ本の人【｣移動と経済発展（Ｕ本譜版）

ＴｈｅＭｉｇ｢atoryMovementandEconomicDeveloP

n1enlinJapan（英語鞭）

Ｈ本的人口移動与墨Ｉ行友腱（中[Ｆ１譜版）

PerpindahanPendudukDanPe｢kembanganEkonomi

DiJepang（インドネシア語販）

３．アジア諸国からの労動力流出に関する調森研究報告凹

一マレーシア国一一

４．日本の人口構造変動と開発一高齢化のアジア的視
ＵＵＴ－
Ｐ■ob

Structu｢ａｌＣｌ]angeinPopuIatiorlandDevelol〕ment

-Japan，sExDerienceinAging- （英語版） ７．トルコlE1人口家族計iifiiJiL礎調盗

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある毯後を目指して－（日本語版）

AginginJaI〕an-ChaIlen鷺ｅｓａｎｄＰ｢Ospects-

（英語版）

辺人高齢化社会的日本正面'|田挑哉一追求典生命意又

的世年生漉一（中国語版）

昭和63年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告醤

一ネパールｌｊｉｌ－

ＲｅｐｏｒｌｏｎｔｈｅＳｕｗｅｖｏｆＲｕｒａｌPopulationand

AgI･iculturalDevelopmentinAsianCountrieg

-NepiHxl-（英語Ｍ１）
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３．アジア諸ljilからの労働力流出に関する調在研究報告晋

一中華人氏共和'五１－
TimtanganMasvarakaILanjutusiaJepang

（インドネシア譜版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmentandPopulationinJapaI1
-TrendsandProspeｃｔｓｉｎｔｉＺｅｌ９９０ｓ－

（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５力凶の比較一

StrategicMeasuresf(〕rthcAgriculluralDevelopment

-ComparaUveSIrudiesonFiveA5iそmCountries-

（英語版）

（本作品は、1990年1N)日本視聴覚教育協会主惟優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）
５．スライド

日本の地域開発と人口（日本識版）

ReginalDevelopmentandPopulatioｎｉｎｊａｐａｎ

（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidijcpang

（インドネシア版）

平成２年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に'１Mする調査級告普

一フィリピン展ｌ－

ＲｅｐｏｒｌｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲＬＩｒａｌＩ｡opulationand

Ag【･iculluralDeveloI)ment-Philipl｢)ines-（英語版）
６．アジアの労働力移動

LaborMigralioninAsia（英語版）

２．束南アジアi渚国等人口・開発埜礎調iiE報告諜

一バングラテ該シュー

ReportonlheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentiIuSoLItheごstAsianCoull[ries

-Banglade畠１１－（英語版〉

平成４年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告苫

一マレーシア腱Ｉ－

ＲｅＤｏｒＩｏｎｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰopulationand

AgriculturalDevelopment－Malaysia－

（英語版）
３．アジアi渚国からの労働力流出に１１Uするii1M在研究報告普

一インドネシアlLl-

２．東南アジア諸国等人1斗１%１発雅礎調査報告悲

一ベトナム国一

ＲｅｐｏｒｌｏｒｘｔｈｃＢａｓｉｃＳｕｗｅｙｏｆＰ()pulationand

DevelopmentinSoutheastAsjanCountr1es

-VietNam-（英語l;ｉｎ

４．Ｈ本の人I-I

PoI〕ulalion，

Japan

･１１M発・環境一アジアの総験一

DevelopmeI1tandEnvironmen〔in

AsiallExper】ence-（英語版）

５．スライド

［1本の環境・人I」・Ｉ＃１発（日本語版）

ERwironmenl↑PopulatioY1andDevclopmenl１，

」apa､ （英語版）

Ｍ蔦的坏境・人lか升友(｢'１国誌脳）

Lingkungan，Pendu〔lukdanPembanRL1nallJepanR
（インドネシア砺版）

〈不作肋は、1991年(111日本視聴覚教育協会主催優秀映

像牧材選奨社会敬育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流(1)に関する調在研究報告i1ド

ースリランカ1１１－

４．アジアの産業転換と人p

IndustriaITransitionandPopulatlonjl】Ａｓｉａ

（英語版）

５．スライド

【ﾘ1[lにfｔきる－日本の産業蛎換と人口一（日本
語版）

L1vlngforTomo｢row－IndustrialTrEln二illon急nd

Popuiatjoninjapan-（英語版）

lk1iili在明天一日本的Ｆ:土葬換与人IJ-（中|到諾版）

６．アジアの人ＵＭＩ市化一統i汁災一

Prospec[ｓｏｆＵｌ･bflniza[i〔)ｎｉｎＡｓｉ亀 （災譜版）

平成３年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告書
一スリランカm-

ReportontheSurveyRu｢alPopuiatlonaI1d

AgricultuinlDevelopment-Srilanka-

（英語版）

HidupUntukHariEsok－PerallhanStruktur

lndustriDinnPopulasiDiJepang・

(インドネシア語版）

２．東南アジア諸国謬人にI・開発）,k礎調査報告諜
一フィリピン｢[Ｉ－

ＲｅｐｏＴｔｏｎｌｈｅＢａｓｉｃＳｕｌ･vevofPOpula[ionand
DevelDpmentinSoutheaslAsianCountr】es

-PhiliI)pineH-（英語版）

平成５年度

ｌ･アジア諸EIの農村人ｕと農業開発に関する調喪報告啓

一ベトナム凪一
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平成７年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村llM発ｊｊＬ礎TiMfli報侍

書一パキスタン同一

ReportontheBasicSurveyonAgrlcLIlluralandRural

DevelopmentbyProgressStageinAsianCountries

-Pakistan-（英語版）

ReportontheSurveyofRuralPopuIationand

AgriculturalDevelopmenｔ－ＶｉｅｔＮａｍ－

(英語版）

２．ル(南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一スリランカ国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DeveIopmentinSoutheastAsianCountr1es

-SriLanka-（英語版）２．アジア諸同の都市化と開発仏礎調奔報告杏

一ネパール国一

Reporl0ntheSurveyolUrbanizationandDevelopllqeI1［

inAsianCountries-Nepal-〔英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallengeElndStrategyofAsianNations

-PopulationandSustainableDevelopment

（英語版）

３．アジア諸国の人ＩＭＩ資iMi開発と労働力に関するiiMl杏lil1究

報告書一インド国一

４．アジアにおける女性のエンバワーメント

Ｅｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔｏ「ＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ（英語M〔）
５．スライド

女たちの挑戦一女性の地位IIJ上と日本の人口一

（日本語版）

WomenandtheirChallenges－Improvements

intheStatusofWOmenthePoDulationofJapan-

（英語版）

女性的挑戚一女性地位的提蔚与日本的人ロー

（中国語版）

TantanganKaumWanita-ErnansipasiWanita

danPopulasiJepang-（インドネシア語版）

５．スライド

アジアを托汁－女性たち－（日本語版）

ABrightofGenderEquality-Empowerｍｅｎｔｏｆ
ＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ－（英語服）

通性目強之路一今日並洲女性一（中国語版）

HarpanCerahbagiPersamaan－KaumWanita

AsiaMerambahJaIan-（インドネシア譜版）

平成８年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発j)iL礎祇炎報告

書一ラオス人民民主共和国一

ReportontheBasicSurveyonAgrjculturaland

RuraIDevelopmentbyProgressStageinAsian

Counlries－LaoPeople,sDemoraticRepublic-

（英語版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業，農村開発基礎調査報告

聾一インド国一

ReportontheBElsicSurveyonAgIRiculturalandRural

DevelopmentbyProgI-essStageinAsianCoun[｢iｅｓ

－ｌｎｄｉａ－（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調森報告書一タイ同一

ReportontheSurveyofUrbanjzationandDevelopment

inAsianCountries-Thailand-（英語版）

２．アジア諸国の都市化と１%１発鯛fiE報告響

一フィリピン国一

ReportontheSurveyofCrbamzationandDevelop・

mentinAsianCountries-Philippines-（英語版）

３．アジア諸国の人間賛源開発と労働力に関する調査研究

報告聾一ベトナム同一

３．アジア簡国の人欄1涜源開発と労働力に関する調森研究

報告杏一ラオス国一 ４．アジアの女性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

Women,sLaborParticipatjonandEconomicDevelop

mentinAsia-Strategytowald21Century-

（英語版）

４．２１世紀の人1Ｊ食枇戦鴫一アジアと世界一

PooulationandFoodSlrategyfor21stcentury

-Asiaar2dWo｢1．－（英語版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま..….（日本語版）

NewHorizonsfOrtheWomenofAsia（英語版）

正洲１t]女的新厨穏（中国語版）

WanitaAsjaKini……（インドネシア語版）

５．スライド

2025年への決断一アジアの人口増加と食料

ChallengeandDecisionfOrtheYear２０２５

－PopulationlncreaseandFoodmAsla‐

（英語飯）
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『ﾘﾈ12025年的光Itli-亜洲的人LI増侯ﾄﾞﾛ棋食一

(中隆|諸版）

TekadUn[ukTahun2025-PertambahanPopulasｊ
ｄａｎＰａｎｇａｎｄｉＡｓｉａ－（インドネシア諮版）1．『国際人ロ開発会鯛行動計画要旨」1995年（和文）

（内容；1994年カイロの国際人口開発会議(ICPD)の行

動計画の要旨。同文響関連の出版物としては本邦初｡）

平成９年度
２．ｒ国際人ロ開発随員会幽｣、国際人ロ開発職員会臓繊事

録、1995年（和文）

（内容：199拝カイロで国際人にI開発会議(ICpD)に先

駆けて開催された国会議貝会議である国際人口開発識

貝会議の議事録・同会議には117カ国約300名の|司会議

員が参加した。会議宣言文は'CPD総会でも発表された。
また、この会議を契機としてアフリカ．アラブ地域の

国会議員フォーラムが準備きれた｡）

Ｌアジア諸圃の発展段階別農業・農村開発些礎調在報告

書一ラオス人氏民主共和国一

ＲｅＤｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕ｢vevonAgriculturaland

Ru｢alDevelopmentbyProgressStageinAsian

Countries-LaoPeople,sDemograticReDublic-

２．アジアグ)社会ｉＩｌｌ苑と人IHI1Ｍ発

SocjalDevelpmentandHumanDevelopｍｅｎｔ

ｉｎＡｓｉａ

３．アジアi謝国の人IMI資iIiil)9発と労働力に1MするiiM従研究

雑告齊－マレーシア国一

４．水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人[1を離点として－

WaterCrisisinlheTwentyPirstCentury

-ProspectofAslanPopulationandDeveloDmenl-

３．国連人口基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢
献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に対する援助の現状と、資金

の流れを分析。我が[玉|の人口分野への貢献も併職｡）

４．「国際人ロ・社会開発職員会鱗兆国際人ロ・社会開発

鶴員会麟(lMPPSD)麟事録、1996年（和文）

（内容：世界社会開発サミット(WSSD)にあわせ、1995
年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開催された人

口と社会開発に関する国会議員会議議事録｡）

５．スライド

水は生きている一人口と水資源一

ＷａｔｅｒｌｓＡｌｉｖｅ－PDpulationandWater

Resources-（英語版〉

水足ｲﾘ生命｢1<ｊ－人｢]与水願１１１（－（中魍講版）
ら

AirｊｔｕＨｉｄｕｐ－ＰｅｎｄｕｋｄａｎＳＬ１ｍｄｅｒＡｉｒ－

（インドネシア離脱）

5．黒田俊夫署ｒリソース・シリーズ１国運人ロ会鱗20年

の軌跡一ブカレストからカイロヘー』、1996年（和文）
（内容：国連主催の第一回人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人口開発会議まですべて

の国連主催の人口会議に参加し、人口分野における世

界的大家である著者が、その推移を概観し、分析した｡）

６．ToshioKurodauResourceSeries2QQFromBucha‐

resttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopuIa･
tionConferences-''’１９９ｓ（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の英文版｡）

７．「国際女性・人ロ・開発磯貝会餓』、国際女性・人ロ・

開発餓員会麟(IMPGPD)溌事録、1996年（和文）

（内容：第４回世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９月に東京で開雌された国際女性・人1二I・開発議貝

会議(IMPGPD)の議事録。同会議には第４回廿上界女性
会議に対する各国政府代炎を中心とする国会議貝が参
加した｡）

８．ＦＡＯ／ＵＮＦＰＡおよびポートン・ズアン、グエン・

テイ・タン箸、「リソース・シリーズ３食料安全保障

と人ロ：資料』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの準備として国連食料農

業機関(FAO)が国辿人口基金との共同研究された、「人

口増加とﾆﾋ擬劣化」に関する論文の日本語腿および、

135



1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで開かれ

た、人口と食柵安全保障に関するAFPPD（人口と開

発に関するアジア議貝フォーラム）特別運営委員会で、

ベトナム国会社会委貝会委貝艮グエン・ティ・タン議

貝とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ボー

トン・ズアン博士の共著論文の日本語版の合本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された｡）

られている。地球は水の惑型といわれるが飲料や農業

用に安定して使用できる水の総liiは地球Ｌの水の0.00

0008％に過ぎない。この水の総litは、有史以来変わっ

ておらず、人1ｺが噸加する分だけ、－人当たり使用で

きる水の縦はどんどん減少しているのが現笑だが．こ

のことが十分に認識されていない。人口増力'1を支えて

いる地球の限界か目の前に辿っていることに瞥告を発

している｡）（日本語版版権取得）
９．『国際食料安全保障・人ロ・開発磯貝会鱗｣、国際食料

安全保障・人口・開発鰻員会鯛(IMPFSPD)醗印録、

1997年（和文）

（内容：食料農業機関(FAO)主催の世界食料サミット

（WFS)にあわせ､1996年１１１１にスイス･ジュネーブで開

’１Kされた国際食料安全保lllIf・人口，開発議貝会議

（IMPFSPD)の議事錐同会議の成果は、世界食辮院ミソ

トで公式に配布され、またＷＴＯルジェーロ事務局長

にも桜井新・会議議長から手渡きれた｡）

１５．国迎人ロ基金「人類のための環境」（和文）

（内容：国辿人口J僅金出版物Environment［ｏｒPeople

の日本語版。人、問題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実質的に解決するためには、その３つの領域のIHI

に架け橋を懸け、相関関係を重視することが必要であ

るとの挽点に立って、主に環境と人、のlllIに横たわる

様々な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、

手段を探っている｡）

10．国連人ロ基金T未来のための食料』1997年（和文）

（内容：圃迎人口些金出版物ＦｏｏｄｆｏｒｔｈｅＦｕｔｕ跨の

日本語版二人にIjiillllの抑制と食料確保を行うために、

女性の参加が不可欠であることをさまざな具体例から

解きほぐしている。）

11．国連食粗農難機構(FAO）ｒリソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣旨および世界食料サミット行動叶画』、1997年（和文）

（内容：11t界食料サミットのローマ宣言と行動計画の

本邦初の翻訳であり、多分野から同文書の日本翻訳の

決定版として商い評価を受けた｡）

12．『リソース・シリーズ５FiveYearsfromlCPPD-国

際人ロ開発鰻員会蹴から５年一人ロと開発に閲する国

会機員会融宣言文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人口開発会議から５年目を迎え、

二の機会に人口と開発に関する国際談風会議、地域議

貝会議の宣言文を架成。今後の更なる発展のための資

料とした｡）

13．アリソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsia』

1998年（英文）

（内容：当財団が主催する「人口と開発に関するアジ

ア国会議員会議」で呼びかけをおこない、各国の人口

政策を各国政府責任者もしくは専門家が記述した。各

国の政，itに資任を持つＭ会議貝が関与している点で、

類例を見ない｡）

１４．了リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（和文）

（内容：ワールドウオッチ研究所から刊行されたSandra

PosteI符、WorldwatchPaperl32

Dividing［heWaters：ＦｏｏｄSecurity，Ecosystem

Health,andmeNewPOliticsofScarcityの邦訳。今後

人瀬社会に大きな制約を与えるのが、淡水資源の不足

である。端え続ける人口を支えるための農業生産もま

た淡水資源の逼迫によって大きく制約を受けると考え
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曰誌ＡＰＤＡ ■■■ ■■■

１
月
ｕ
曰
日
本
財
団
の
助
成
金
交
付
式
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
が
出

席
。

２
月
４
日
「
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
出
席
の
た
め
オ
ラ
ン
ダ
国

～
６
日
ハ
ー
グ
に
議
員
団
を
派
遣
。
（
団
長
・
桜
井
新
衆
院
議
員
、

谷
津
義
男
衆
院
議
員
、
能
勢
和
子
衆
院
議
員
、
堂
本
暁
子
参

院
議
員
、
小
宮
山
洋
子
衆
院
議
員
、
楠
本
修
主
任
研
究
員
）

２
月
５
日
セ
ミ
ナ
ー
「
迫
り
く
る
皿
世
紀
の
危
機
ｌ
世
界
の
食
糧

～
６
日
は
、
日
本
の
農
業
は
ｌ
」
開
催
準
備
の
た
め
、
広
瀬
次
雄
常

務
理
事
と
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
宮
崎
に
出
張
。

２
月
四
日
国
際
人
□
問
題
議
員
懇
談
会
・
緊
急
役
員
会
を
キ
ャ
ピ
ト
ル

東
急
ホ
テ
ル
で
開
催
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
人
口
・
開
発
事
情

視
察
議
員
団
の
人
選
に
つ
い
て
協
議
。

２
月
幻
日
一
カ
ン
ポ
デ
ィ
ァ
国
人
口
・
開
発
事
業
視
察
議
員
団
」
受

～
泌
日
人
。
マ
エ
ン
・
ソ
ム
ア
ー
ン
議
員
（
団
長
）
は
じ
め
一
行
旧

名
が
来
日
。
国
会
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
、

国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
、
群
馬
県
太
田
病
院
等
を
訪
問
。

２
月
調
曰
「
女
性
の
健
康
を
考
え
る
会
」
（
主
催
印
国
際
人
口
問
題
議
員

懇
談
会
他
）
に
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
出
席
。

２
月
酪
日
セ
ミ
ナ
ー
「
迫
り
く
る
創
世
紀
の
危
機
－
世
界
の
食
糧

は
、
日
本
の
農
業
は
ｌ
」
宮
崎
県
、
宮
崎
市
、
宮
崎
日
日
新

聞
社
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
放
送
局
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ

宮
崎
放
送
、
Ｕ
Ｍ
Ｋ
テ
レ
ビ
宮
崎
、
鋤
宮
崎
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
後
援
で
宮
日
会
館
・
宮
曰
ホ
ー
ル
で
開

催
。
講
師
は
辻
井
博
・
京
大
教
授
、
進
行
・
司
会
は
広
瀬
次

雄
常
務
理
事
。

追
加
前
号
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
日
誌
で
、
以
下
の
事
業
が
欠
落
し
て
お
り
ま
し
た
。

１
９
９
８
年
、
月
旧
日
～
ｎ
月
２
日

労
働
省
・
雇
用
促
進
事
業
団
委
託
事
業
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
職

業
安
定
制
度
雇
用
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
た
め
調
査

団
を
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
に
派
遣
（
隆
矢
憲
一
㈱
日

本
家
庭
問
題
研
究
協
会
副
会
長
、
ナ
ギ
ザ
デ
・
モ
ハ
マ
ド
明

治
学
院
大
学
教
授
、
大
野
昭
彦
大
阪
市
立
大
学
助
教
授
、
楠

本
修
主
任
研
究
員
）
。

３
月
９
日
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
持
続
可
能
な
都

市
化
、
女
性
の
地
位
、
宗
教
」
（
主
催
叩
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
）
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
遠
藤
正
昭
業

務
推
進
委
員
が
出
席
。

３
月
四
日
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
人
口
・
開
発
事
情
視
察
議
員
団
」
結
団

式
を
開
催
。

３
月
幻
日
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
人
口
・
開
発
事
情
視
察
議
員
団
」
を
派

～
師
日
遣
。
（
団
長
・
横
山
正
明
衆
院
議
員
、
円
よ
り
子
参
院
議
員

（
副
団
長
）
、
能
勢
和
子
衆
院
議
員
、
山
中
あ
き
子
衆
院
議

員
、
北
畑
晴
代
国
際
課
長
、
星
合
千
春
国
際
課
主
任
）

キ
ン
・
一
三
ン
第
一
書
記
・
入
国
管
理
人
口
大
臣
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
母
子
福
祉
協
会
等
を
表
敬
、
視
察
。

３
月
翠
日
「
国
連
人
口
特
別
総
会
・
準
備
会
議
」
に
出
席
の
た
め
桜
井

～
酎
日
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
楠
本
修
主
任
研
究
員
を
米
国
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
派
遣
。
ホ
ノ
ル
ル
で
趙
利
済
・
東
西
セ
ン

タ
ー
顧
問
と
対
談
。
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◇
”
カ
イ
ロ
以
降
、
私
た
ち
は
何
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
を
知

り
ま
し
た
。
今
、
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
た
だ
実
行
あ
る
の
み

で
す
鰯
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
人
‐
グ
で
の
ｌ
Ｆ
Ｐ
（
鬮
際
人
口
開

発
会
議
評
価
の
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
開
会
式
で
、
イ
ヴ

リ
ー
ン
・
ヘ
ル
フ
ケ
ン
・
オ
ラ
ン
ダ
国
際
協
力
相
（
女
性
）
は

こ
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。
人
口
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ

に
優
る
”
金
言
〃
な
し
、
と
拍
手
を
贈
り
た
い
。

◇
ま
た
、
同
国
際
協
力
相
は
”
人
口
問
題
へ
の
拠
出
金
は
主
に
五

カ
国
（
多
国
間
援
助
で
は
、
日
本
を
は
じ
め
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ド
イ
ツ
）
で
担
わ
れ
て
お
り
、

偏
っ
て
い
る
と
も
指
摘
し
た
。
こ
の
人
類
未
曾
有
の
危
機
に
立

ち
向
か
う
た
め
に
は
、
先
進
国
も
途
上
国
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
に

応
じ
た
対
処
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
各
国
の
“
活
力
“

を
創
り
出
す
”
人
材
“
教
育
に
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

◇
今
年
六
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
世
界
人
口
六
○
億
人
の
日
」

が
今
秋
十
月
に
延
期
さ
れ
た
。
ま
こ
と
に
微
々
た
る
こ
と
だ

が
、
人
ロ
増
加
の
勢
い
が
下
方
修
正
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
に
値

し
よ
う
。
こ
の
厳
し
い
人
類
生
き
残
り
と
、
地
球
と
の
共
生
を

か
け
た
”
聖
戦
〃
は
、
生
易
し
い
も
の
で
は
な
い
。
い
さ
さ
か
な

り
と
も
手
綱
を
ゆ
る
め
て
は
な
る
ま
い
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

表紙の写真説明

リダールザール・ホール（騎士の間）

本年２月４日から６日にかけて、ＩＣＰＤ

から５年の活動評価を行う国際国会議員

フォーラム（ＩＦＰ）がオランダ国、ハー

グ、オランダ国会のリダールザール・ホール

(RidderzaalHall）で開催された（詳細本

文)。

この地はピネンホフ（Binnenhof）と呼

ばれ、過去12世紀にわたってこの地域の政治

の中心であった。会議が開催されたこのリ

ダールザール・ホールは12世紀にフォリス伯

爵によって建てられ、既に700年以上の歴史

を持つ建物である。

リダールザール・ホールは上院と下院の中

央に位置し、オランダ政治の中心といわれ、

女王陛下の玉座もあり、オランダ国で最も格

式の高い行事に使用されている。

今回、この建物に103カ国から210名の国会

議員が集まり、熱気あふれた討議が行われ、

来るべき２１世紀に向けた画期的な宣言文が採

択された。

②

人口と開発･春季号〈通刊67号＞
1999年４月１日発行く季刊＞

･編集発行人広瀬次雄

･発行所

財団法人アジア人ロ･開発協会

〒160-0022

東京都新宿区1-5-1‐３Ｆ

ＴＥＬ（03)3358-2211(大代表）

ＦＡＸ（03)3358-2233

・印刷所

文化印刷株式会社
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社会経済生産性本部のビジネスピデオ教材

人事考課理論編監修楠田丘全３巻
指導

成果主義賃金と評価
付属資料：マニュアルシート集

各巻50,000円(税･送料別）全３巻セット135,000円(税別･送料別）
特色：賃金の体系的なフレーム､賃金が適応される管理職クラスの人事考課を説明

人事考課ケース編監修楠田丘問題編
指導 解答編

プロジェクト２面
付属資料：マニュアル/ＯＨＰシート付
１００．０００円(税｡送料別）

特色：目標設定と人事考課の関連'性を考える教材

管理者教育編監修生産性本部産業･組織カウンセラー廣瀬晴生
指導聖徳栄養短期大学教授 国分康孝

支援的管理実践シリーズ
付属資料：マニュアル

各巻５０，０００円(税･送料別）全３巻セット１３５，０００円(税･送料別）
特色：成果主義･加点主義時代に求められる人材マネジメント

監修Ｎ＆Ｓラーニング代表西部直樹
指導

ディベート能力開発編

ビジネスディベート入門編
付属資料：テキスト･マニュアル付

各巻50,000円(税･送料別）全２巻セット90,000円(税･送料別）
特色：理論的思考が身につき知的基礎体力がアップ

試写室をご活用下さい／

生産性本部内にて、予約制になります。
お問い合わせ｡お申し込みは

財団法人社会経済生産性本部メディア事業部
〒150-8307束京都渋谷区渋谷３－１－１
ＴＥＬ：０３－３４０９－１１３４ＦＡＸ：03-3409-7789

http://www・jpc-sedor.』p/ｍｐｄ
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